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末 日聖徒イエス・キリスト教会

第 １７１回半期総大会報告
２００７年 １０月 ６，７日の両日，

ユタ朔ソルトレーク・シティー，

カンファレンスセンターにおωて麗かれた

半期総大会の説教とその鰐

ゴ １繰 二甑難
「

った。 「言 うまで もな く， わ た したち は

危 険 な時代 に生 きてい ます 。 …… さて，

わた しは人騒 が せ なこ とを言 うつ もりは

あ りませ ん。死 を宣 告 する預言 者 にな り

たい とは思い ませ んδわた しは楽 観的 で

す 。す べ て を滅 ぼ す災 いが わ た した ち

を襲 う時が 来 ているとは思 いませ ん。 そ

うでない ことを心 か ら祈 ってい ます。 ま

だ 成 し遂 げ ねば な らな い主 の 業 が 非常

に多 くあ ります 。 わた したち と， またわ

た したちの子 どもたちでそ れを行 わなけ

れば な りませ ん。」

そ して， こう付 け加 えた。 「けれ ど も

恐 れ る必 要 はあ りませ ん。 心 に平 安 を，

家 庭 に平 和 を得 ることが で きます 。 わた

したちは皆， この世 にあって善 なる影響

を及 ぼす ことがで きます 。」

ヒンク レー大 管 長 は また， 日曜 日午

後 の部 会 の説 教の 中で こう話 した。 「さ
こんにち

て， 今 日， わた した ちは特 別 な 問題 に

直 面 して い ます 。 深刻 で， 痛 切 か つ困

難 な問題 で あ り， わた した ちにとって大

きな 関心 事 となってい ます。 確 かにわた

したちは主 を必要 としてい ます。 … …わ

た した ちの安 全 は生 活 の徳 高 さにか か

ってい ます 。わた した ちの 強 さは義 の中

に存 在 してい ます。 神 は次 の ことを明確

ソル トレーク神殿の碑銘 は ，神殿が主の 宮で

あ ることを明 らか に している。

にされ ました 。す なわち，わ た したちが

神 を捨 てなけれ ば，神 はわた したちを見

捨 て られ ない とい うことです 。」ヒンクレ

ー大 管 長 は大 会 を閉 じるに 当 た り
， 主

が 「平 和 の 業 を祝福 し， 再 び 速や か に

平和 を回復 して」くだ さるように祈 った。

総 大会 の各 部 会は ，ゴー ドン・Ｂ・ヒン

クレー大 管 長 ， トーマ ス ・Ｓ・モ ンソン第

一副 管 長
， ジェームズ ・Ｅ・ファウス ト第

二 副管 長の ３人が 司会 を務 めた。

土 曜 日午 後 の部 会 中 に行 われ た管 理

上 の決 定 で は， 七十 人 定 員 会 と中央 日

曜 学校 会 長 会 ， 中央 若い男 性 会 長会 に

異 動 が あった。 七 十 人会 長 会 の二 人 が

代 わ り，七 十 人 第一 定員 会 か ら５人 が

解 任 され ， 名誉 幹 部 の 称 号 を受 けた 。

七 十 人 第 二 定 員 会 か らは ４人が 解 任 と

なった。 また，２４人の 地域 幹 部 七 十 人

が解 任 とな り， ３人 の地域 幹 部七 十人が

新 た に召 され た。 さらに， 中央 日曜 学

校 会長 会 と中央 若 い男 性 会 長会 が再 組

織 され た（本誌 ２３ペ ージ参照 ）。

大 会 の各 部 会 の模 様 は，合 衆 国， カ

ナ ダ， 西イ ンド諸 島 ，メキシコ， 中央 ア

メリカ，南 アメリカの １０か 国，イギ リス，

ア イル ラン ドほか ヨー ロッパ の １９か 国，

南 アフリカの 多 くのス テー クセ ンター に

衛 星 中継 され た。合 衆 国 とカナ ダの約

１，５００局 の ケー ブル テレビ シス テムお よ

び テレビ・ラジオ局が 大 会各 部会 の模 様

を通信 衛星 を経 由 して無 料 で 中継 した。

大 会 は また ， ディッシュ ネ ッ トワー ク

（Ｄｉｓｈ Ｎｅｔｗｏｒｋ）のＢＹＵＴＶチャンネル

で も視 聴す ることがで きた。全 部 会は イ

ンター ネット（ｗｗｗ』ｄｓ．ｏｒｇ／ｂｒｏａｄｃａｓｔ）

を通 じて， ３８か 国語 で 生 放 送 され た。

また， 放 送 が 受 信 で きない地 域 の ため

に， 大会 の ビデオが 入手 可 能 となって

い る。 編 集部 □
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本誌 は 、末 日聖 徒イエ ス ・ヰ リス ト教会 の 国際 機 関 ◆

誌で ，以下 の言語 で出 版さ れて います 。 ’

アイス ラン ド語 ，アルバニ ア語 ，ア ルメニ ア語 、イ タ ：

リア語 ，イ ロカノ語，イン ドネ シア語 ，ウクラ イナ 語 ， ．

英語 オ ランダ語，韓国語 ，ギル バー ト語 ，サ モア語 ， ◆

ス ウヱーデン語 ，スペイ ン語 ，ス ロベニ ア語 ，セ ブア ●

ノ語 ，タイ語 ，タガロ グ語 ，チ ェコ語 、中 国語 ，デン ’

マー ク語 ， ドイ ツ語 ， トンガ語 ，日本語 ，ノル ウェー ．

語 ，ハン ガ リー語 ，ヒ リガ イ ノン語 、フ ィー ジー 語 ， ．

フィンラン ド語 ，フラ ンス語 ブルガ リア語 ，ベ トナ ・

ム語 ，ポー ラ ン ド語 ，ポル トガル 語 ，マー シャル 語 ， ’

マ ダガス カル語 、ルー マニ ア語 ，［］シ ア語。 （五十 音 ：

１頃一 発行頻度 は言語 によ り異 なりま 或 ） 。

大 管長 会 、ゴ ＿ ドン ．Ｂ 七 ンク レー ト マ ス ． ：

Ｓ ・モ ンシン ，ジ ェーム ズ ・Ｅ ・フ ァウ ス ト ◆

十 二使徒 定員会 ＝ボイ ド ・Ｋ ・パ ッカー ，Ｌ・トム ・ ：

ペ リー ，デ ビ ッ ド ・Ｂ ・ヘイ ト、ニ ー ル ・Ａ ・マ 。

ック ス ウ ェル ，ラ ッ セル ・Ｍ 一ネル ソ ン ， ダ リ ・

ン ・Ｈ ・オー ク ス ．Ｍ ・ラ ッセル ・バ ラー ド，ジ ◆

ヨセ フ ・Ｂ ・ワ ー ス リン ， リチ ャー ド ・Ｇ ・ス コ ’

ッ ト， ロバ ー ト ・Ｄ ・ヘ イ ル ズ ， ジ ェ フ リー ・ ：

Ｒ ・ホ ラン ド，ヘ ン リー ・Ｂ ・ア イ リング ．

編 集長 ニデニ ス ・Ｂ ・ノイ エン シュバ ンダ ー ・

顧問 ＝Ｊ・ケ ン ト・ジ ョリー ，Ｗ ・ロル フ ・カー ，ス テ ’

イー ブン ・Ａ・ウェス ト ：

教 科課程 管理部 責任 者 。

実務部 長 ：ロナル ド ・Ｌ・ナ イ トン ・

企画 ・編 集ディレクタ ー ：ブラ イア ン ・’Ｋ・ケ リー ・

グラフィックステ牙 レクター ：アラ ン・Ｒ・ロイボー グ ’

国際機 関誌ス タ ッフ ：

編集主 幹 ：マ ー ビン ・Ｋ ・ガー ドナー ．

編集主 幹補佐 ：Ｒ ・バル ・ジ ョン ソン ・

編集副 主幹 ：ロ ジャー ・テ リー ’

編集補 佐 ：ジェニファー ・グ リーン ウッ ド ◎

編集補 助 ：スーザ ン ・パ レッ ト ：

出版補 佐 ：コ レッ ト ・ネベ カー ・オウ ン ．

デザイ ンス タ ッフ ・

機関誌 グラフィックスマ ネー ジャー ：Ｍ ・Ｍ・カ ワサキ ●

アー トデ ィレ クター ：スコ ット ・バン ・カ ンペ ン ’

デザ イナー 主任 ：シ ェ リー ・ク ック ：

デザ イナー ：トーマ ス ・Ｓ ・チ ャイ ル ド ．

制作 主幹 ：ジ ェーン ・ア ン ・ピーター ズ ・

制作 ：レジナル ド・Ｊ・ク リステンセ ン，デニーズ ・カー ’

ピー ，ケ リー ・プラッ ト，ローラン ド・Ｆ・スピークス ， ：

カリ ・Ａ・トッ ド，クラウディア ・Ｅ・ワーナー ．

デ ジタル プ リプレス ：ジ ェフ ・マーテ ィン ・

予約 購売 スタ ッフ ・

ディ レクター ：ケ イ ・Ｗ ・ブリ ッグズ ◆

配 送部長 ：ク リス ・クリス テンセ ン ：

マ ーケ テ ィング部長 ：ジ ョイ ス ・八 ンセ ン ．

● 定期購 読 は ，「『リア ホナ 』予約 申 し込 み用 紙」 で ・

お 申 し込み にな る か ， ま た は現 金 書 留 か郵 便 振 替 ○

（口座 名／ 末 日聖 徒 イ エス ・キ リス ト教 会 振 替 口 ◆

座番 号／ ００１００－６－４１５「２） にて 教会 管理 本部 配 ：

送 セ ンター へ こ送金 い ただ けれ ば ，直接 郵送 い た し ．

ます。 ● 『リアホナ 」 のお 申 し込 み ・配 送 につ いて ・

の お問 い合わ せ 一・〒１３３－００５７東京 都 江戸川 区西 小 ’

岩 ５－８－６／末 日 聖徒 イ エス ・キ リ ス ト教会 管理 本 ’

部 配送セ ンタ ー’０３－５６６８－３３９１ ：

発行 所 末 日聖 徒イ エス ・キ リス ト教 会 ，

〒１０６－００４７東 京都港 区南麻 布５－１０－３０ ・

電話 ０３－３４４０－２３５１ ’

印刷 所 株式 会社 明文社 ：

定 価 年 間 予 約 ／海 外 予 約 ２．４００円 （送 料 共 ） ．

半年 予約 １，２００円 （送 料共 ） ・

普通 号／大 会号 ２００円 ’

英 語 版承 認 一１９９６年 ８月 翻訳 承 認 一１９９６年 ８月 ●

原 題一 ｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ｝ＭａｇａｚｉｎｅｓＪａｎｕａｒｙ．２００２，：

Ｊａｐａｎｅｓｅ．２２９８１３００ ．

●以 下 のテー マに よる説教 が ，そ れぞ れ

右 側の ペー ジに掲 載 されて い ます。 この

リス トは 話者 が 採 り上 げ たテ ーマ をすべ

て 網羅 するもの ではあ りませ ん。
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● 今 大 会 の 話 者 （ア イ ウ エ オ 順 ）の 説 教 が

右 側 の ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い ま す 。

ア イ リング ， ヘ ンリー ・Ｂ ｌ６

オ ー クス ， ダ リン ・Ｈ ７

オ ー トン， ロ バ ー ト・Ｆ ９４

ク レー トン， Ｌ・ホ イ ッ トニ ー ３１

ゴ ー ル デ ン， ク リス トフ ェ ル ・ジ ュ ニ ア ３３

ゴ ンザ レス ， ウ ォル ター ・Ｆ ３５

サ ミュ エ ル ソ ン， セ シル ・Ｏ・ジ ュ ニ ア ４７

ジ ェ ンセ ン， バ ー ジニ ア ・Ｕ １０９

ス コ ッ ト， リチ ャー ド・Ｇ ｌＯＯ

ス ノー ， ス テ ィー ブ ン ・Ｅ ４９

ス ム ー ト， メア リー ・エ レ ン １０６

デ ィデ ィエ ， チ ャ ー ル ズ １０

デ ュー ， シ ェ リー ・Ｌ １３ １１２， ８０

バ ー トン， Ｈ ・デ ビ ッ ド ７５

パ ッカー ， ボ イ ド・Ｋ ７１

バ ラー ド， Ｍ ・ラ ッセ ル ４０
も

ピー ター ソ ン， ウ ェ イ ン ・Ｓ ９６

ヒル ビ ッグ デ キ ー ス ・Ｋ ５１

ヒ ンク レー ， ゴ ー ドン ・Ｂ ・・４ ６０，８３，１０４

フ ァウス ト， ジ ェ ー ムズ ・Ｅ … ・１９，２３，５３

ヘ イ ト， デ ビッ ド・Ｂ ２４

ヘ イル ズ ， ロバ ー ト・Ｄ ４３

ペ リー ， Ｌ・トム ８７

ホ ラ ン ド， ジ ェ フ リー ・Ｒ ３７

マ ックス ウェ ル ， ニ ー ル ・Ａ ９０

モ ン ソ ン， トー マ ス ・Ｓ ５７，６８，１１５

ラー セ ン， シ ャ ロ ン・Ｇ ７７

ワー クマ ン， Ｈ ・ロス ９８

ワー ス リン ，．ジ ョセ ブ ・Ｂ ２７

ホームティーチングおよび家庭訪問

「リアホナ』の総大会報告号には，ホームティーチ

ングまたは家庭訪問用の特定のメ ッセージは掲載

されていません。ホームティーチ ャーおよび家庭

訪問教師は祈 りの気持 ちで訪問する会員の必要性

を熟考したうえで ，一つの総大会説教 をメ ッセー

ジとして選んでください。

表紙 一写 真／ ジ ョン ・ル ー ク。

裏 表紙 一写真 ／ク レー グ ・ダ イモ ン ド

大 会の 写真 大 会の写 真 の撮 影者 は以下 の とお り

で す。一 ク レー グ ・ダ イモ ン ド，ウェル デ ン ・ア

ンダー セ ン ，ジ ョン ・ルー ク ， ジェ ド ・クラー ク ，

マ ッ ト ・ラ イ アー ，ケ リー ・ラー セ ン ， タム ラ ・

Ｈ ・ラ テ ィエタ ，エ リー ・カー ター ，マー ク ・ヘデ

ング レン ，ロバー ト ・ケー シー。

イ ンターネ ット上での大会説教 一インターネッ ト

によ り，多 くの言語で総大会説教にアクセスする

ことができます。ア ドレスは次のとおりです。一

ｗｗｗ．１ｄｓ．ｏｒｇ
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●土曜午前の部会

２００１年 １０月６日

時満ちる時代に生きる
大 管長

ゴー ドン ・Ｂ ・ヒン ク レー

ｒわたした右を取 ０巻く苦悩や，至る所τ目にする恐ろしい事柄，置界４７に

広まりつつある紛争にちかかわ６ず，わだしたちはよ０善し堵 となることが

でぎます。ノ

愛１諜蟹灘
の この偉 大 な世界 規 模 の 大 会 に歓 迎 い

た します 。 わ た した ちは ソル トレー ク・

シテ ィーの新 しくす ば らしい カンファレ

ンスセンターに集 って います 。建 物 はほ

とんど満 員の ようです 。 この建 物が ある

ことをうれ しく思 い ます 。 これ を建 てる

ように とい う霊 感 に感 謝 しています。 実

に驚 嘆 すべ き建 物 です 。 わ た した ち全

員 が一 つ の会 場 に 集 えれ ば よい ので す

が ，それ は不 可 能 です 。 しか しなが ら，

テ レビ， ラジオ， ケーブ ル，衛 星 中継 ，

そ してイ ンター ネ ットとい う驚 くべ き技

術 があ ることに心 か ら感 謝 して います。

わ た した ちは偉 大 な世 界 規 模 の 教 会 と

な りました。 そ して今 ， 大 勢 の会 員が

一つの 大 きな家族 として これ らの集 会 に

出席 す ることが 可能 となってい ます。 多

くの言 語 を話 し， 集 う場 所 は様 々です

が ，皆 ， 一 つの信 仰 ， …つ の教 義 ，…

つ のバ プテ スマ とい う共 通 点 が あ りま

す。

今 朝 ， わた しは ， 主が わた した ちの

ために して くださったことを思 い ，抑 え

切 れないほ どの感 動 を覚 えています。

享 受 して い るす ば らしい祝 福 に見 合

うため に，わた したちが前 世で何 を行 っ

たかは分 か りませ ん。わた した ちは人 類

の長 い歴 史の 中 で， この偉 大 な時代 に

地上 に生 を受 け ま した。 す べ て の時 代

の 中で 驚 くべ き最 高 の時 代 です 。 最 初

の両 親 の 時 代 か ら人類 の長 く険 しい歩

み を振 り返 るとき， 感謝 の念 を覚 えず に

はい られ ませ ん。

わ た したちが 生 きるこの 時代 は， 聖

文 で 語 られ て い る時 満 ちる時 代 で す 。

過 去 の神 権 時 代 の あ らゆ る要 素 を神 が

一 つ に合 わせ られ た 時代 です 。 神 と神

が 愛 してお られ る御 子が 少年 ジ ョセ ブに
みすがた

御 姿 を現 され た 日か ら， 膨 大 な知 識 が

滝の ように世 に注 がれ て きました。 マ ラ

キの 言 葉 を成 就 すべ く， 人 々の 心 はそ

の先祖 に 向け られて きました。 ヨエルの

受 けた 次 の示 現 が 成 就 して きて いる の

です。

「その後 わ たしはわが 霊 をす べ ての 肉

なる者 に注 ぐ。あなたが たのむす ご，娘

は預 言 を し， あ なた が たの 老 人 た ちは

夢 を見 ， あ なた が たの若 者 たち は幻 を

見 る。

リアホナ／２００２年１月号
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その 日わた しは また わが霊 をしもべ ，

はしため に注 ぐ。

わた しはまた， 天 と地 とにしるしを示

す 。 す な わち血 と，火 と，煙 の柱 とが

あるであろう。

主 の大 い なる恐 るべ き日が 来 る前 に，

日は暗 く，月 は血 に変 る。

す べ て主 の名 を呼 ぶ 者 は救 われ る。

それ は主が 言 われ た ように， シオ ンの 山

とエルサ レムとに， のがれ る者が あるか

らであ る。 その残 った者の うちに，主 の

お召 しになる者 が ある。」（ヨエ ル２：２８－

３２）

この何 十 年 か で ， それ まで の人 類 史

上 でなされたすべ ての科学 的発見 よりも

多 くの発 見が なされて きました 。運 輸 ，

通 信 ，医療 ，公 衆衛 生 ，原子力 の活 用，

コ ンピュー ターの奇 跡 とそれ に付 随す る
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大会の 部会に出席する ため にカンフ ァレンスセンターを埋 め尽 く した会員たち。

す へ て の進 歩 か わた した ちの この時 代

に花 開い たの です 。 これ まで の生 涯 の

うちに ， わた しは奇 跡 に次 ぐ奇跡 が 実

現 す るの を見 てきました。 人 々は それ を

当た り前 の ように思 っ てい ます。

そ して， これ らす べ て とともに，主 は

古代 の神 権 を回復 され ました。 この １世

紀 半 の問 に御 自身 の教 会 と王 国 を組織

され ました。 主 は御 自分 の民 を導 いて

こられ ました。彼 らは恐 ろ しい迫 害 とい

う溶 鉱 炉 の中 で 精 錬 され ました 。 そ し

て主 は，わた したちか 今生 きているこの

す は らしい 時代 をもた らされ たのです。

しか し，わた したちは， この教 会 をす

は らしい未来 へ と導 く神 の力 のほんの一

端 をか いま見 たにす ぎないのです 。 それ

て もなお， わた しは これ まで に成 し遂 け

られ たことに驚 嘆 してい ます。

会 員 数 は増 加 しました。 忠 実 さとい

う面 で も成 艮 してきた と， わた しは確 信

してい ます。 多 くを失 って いるか もしれ

ませ んが ， 忠 実 な 人 々は大 い に強 め ら

れ て きました。教 会 を観 察 している人々

は， わ た したちが 宗 教 界 の 大 きな流 れ

に仲 間入 りして きた ， と言 い ます 。 しか

し，わた したちは何 も変 わってい ませ ん。

わ た した ちに対 す る世 の 見 方 の方 が 変

わ って きたのです 。わ たしたちは同 じ教

義 を教 え て い ます 。 組 織 も同 じで す 。

同 じ良 い働 きをす るた めに働 い てい ま
コつ し よ く

す 。 一 方 で ， 古い嫌 悪 感 か払 拭 され ，

か つ て の迫 害 は鳴 りを潜 め てい るの で

す 。 人々にはより正 しい情報 が 与 えられ

ています 。人 々はわ たしたちの信 条や働

きを認 めて くれつつあ ります。

しか し， この 時 代 はす ば らしい 一方

で ， 危 険 に満 ちてい ます 。 悪 が はび こ

ってい ます 。 そ の魅 力 的 な誘 惑 は， 多

くの人 々を陥 れてい ます 。パ ウロはこう

言 い ました。

「しか し， この ことは知 って おか ねば

な らない。 終 りの 時 には ， 苦難 の時 代

が来 る。

そ の 時 ， 人 々は 自分 を愛 す る者 ，金

を愛 す る者 ，大 言 壮 語 す る者 ，高慢 な

者 ， 神 をそ しる者 ，親 に逆 らう者 ，恩

を知 らぬ 者，神 聖 を汚 す者 ，

無 情 な者 ，融 和 しない者 ，そ しる者 ，

無節制 な者，粗暴 な者，善 を好 まない者，

裏 切 り者 ， 乱 暴 者 ， 高 言 をす る者 ，

神 よりも快楽 を愛す る者 ，

信 心 深 い 様 子 を しなが らその 実 を捨

て る者 となるで あろう。 こうした人 々を

避ｉけ なさい。」 （２テモテ ３’１－５）
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こんにち

今 日， わたしたちはこれ らすべ ての悪

の力 を これ までに も増 して もっ とよ く目

に しています 。つ い最近 ， ニューヨー ク

市や ワシン トン， ペ ンシル ベニ アで起 き

た事柄 によって もその ことを思 い知 らさ

れ ましたが ， そ れ につ いて は明 日の 朝

話 すつ もりです 。わ たした ちは ，粗暴 な

者 が恐 ろしく卑 劣 な行 いをする時代 に生

きてい ます。戦争 の時代 に生 きてい ます。
こっまん

傲 慢 の 時代 に生 きて い ます 。 邪 悪 とポ

ルノグラフィー，不 道 徳 の時代 に生 きて

います 。 ソ ドムとゴモ ラにあったすべ て

の罪 が社 会 には び こってい ます 。若 人

がこれほ ど大 きなチ ャレンシに直面 した

ことはあ りませ んで した。現 代 ほ ど， 悪

か あか らさまに姿 を見 せ た こともあ りま

せ んで した。

です か ら兄 弟 姉 妹 の皆 さん， わ た し

たちはこの偉 大 な大 会 に， 互 いに支 え，

強め合 うため に， また 互 い に助 け ， 高

め合 うため に集 まりました。励 ましを与

え，信仰 を築 き，主 が 与えて くだ さった

す ばらしい物事 を思 い巡 らすため に， そ

してどのような形 であれ悪 に対 抗 するわ

たした ちの決 意 を強め るため に集 まった

のです 。

わた したちは偉大 な軍勢 となっていま

す。 影響 力の ある民 となってい ます。 わ

たしたちが話 す ときに人 々は耳 を傾 けて

くれます 。 わたしたちは困難 に対 処 する

ため に力 を示 して きました。 わた したち

の 力 は全 能 の神 を信 じる信 仰 か ら来 て

い ます。 天の下 の どの ような力 も神 の業

をとどめる ことはで きませ ん。 困 難 は訪

れ るか もしれ ませ ん 。世 界 は戦 争 と戦

争 の うわ さに巻 き込 まれ るか もしれ ませ

ん。 しか し， この業 は前進 し続 け ます。

皆 さんは，預 言 者 ショセブによって書

か れた 次 の崇 高 な 言葉 を御 存 じで し ょ

う。 「いか な る汚 れた者 の手 も， この業

の発展 をとどめ ることはで きない。迫 害

は威 を振 るい ，暴 徒 は連合 し， 軍 隊 は

集 合 し， 中傷 の風 か 吹 き荒 れ るで あ ろ

う。 しか し神 の 真理 は大 胆 かつ気 高 く，

悠 然 と出 で立 ち， あ らゆる大 陸 を貫 き，

あ らゆる地 方 に至 り，あ らゆ る国 に広 ま

り， あ らゆ る者 の耳 に達 し， 神 の 目的

は遂 け られるであろ う。か くして，大 い

なるエ ホバ は，業 は成就 した と仰 せ にな

るの である。」（ＨｉＳ亡ｏｒｙ ｏｆ酌ｅＣｈαｒｃｈ，

第 ４巻 ，５４０）

主 はわ た したちが 目指 す べ き目標 を

お与 えにな りました。それ は， 主の王 国

を築 くことです 。それ は，信 仰 と高 潔 さ

を備 え， 人類 へ の愛 と関 心 を持 つ多 く

の 男 女 が 推 し進 め る強 力 な大 義 で す 。

それ は， より良 い社 会 を築 くために前進

し，わた したち 自身 とほか の人 々の うえ
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に祝 福 を与 えてい ます。

自分 た ちの立 場 と 目標 を心 に留 め る

なら，わ た したちは傲 慢 になることはあ

りませ ん 。独 りよが りに なることもあ り

ませ ん。 自己満 足 した り， 自己 中心 的

になった りもしませ ん。 わた したちは全

人 類 に手 を差 し伸 べ な けれ は な りませ

ん。 すべ て の人 は永 遠 の 父 な る神 の 息

子 と娘 であ り，神 はわた した ちが彼 らに

関 して行 うことに対 して ，いつ か報告 す

るよう求 め られ ます 。主 の祝福 が 皆 さん

の うえ にあ ります ように。 主 か わた した

ちを， 善い業 を行 えるよう，強 く，雄 々

しくして くだ さい ます ように。 わ た した

ちの信 仰 か朝 日のように輝 き渡 ります よ

うに。 わた した ちが 主 の 神 聖 な 戒 め に

従順 に歩 んでいけ ます ように。 主が わた

した ちにほ ほえん で くだ さい ます ように。

わた したちが前 進 する とき，す べて の人

に手 を差 し伸 べ ， 人 類社 会 を祝福 で き

ます ように。す なわち，虐 げ られ ，抑圧

され た人々を励 まし，飢 えた人 々と貧 し

い人 々に食 べ物 と衣 服 を与 え， 身 近 に
る

いるこの教 会 の会員 で ない人 々にも，愛

と親切 を示 す ことがで きます ように。 主

はわ た したちに道 を示 してお られ ます 。
み こ と ば

主 は御 言 葉 と勧 告 ， 導 き，す な わち戒

めをお与 えになってい ます。 わ たしたち

は よくや ってい ます。 わた した ちには ，

感 謝 し， 誇 りに思 うべ きことが た くさん

あ ります。 それ で も，わ た したちは今 よ

りいっそ う向上す ることがで きます 。

この大 義 に携 わる兄 弟 姉 妹 をわた し

はどん なに愛 してい ることで し ょう。 わ

た しは皆 さんが行 って きたことと， これ

か ら行 おうとしてい ることの ため に， 皆

さんを愛 して います 。 わた したちを取 り

巻 く苦 悩 や ，至 る所 で 目にす る恐 ろ し

い 事 柄 ， 世 界 中 に広 ま りつ つあ る紛 争

にもか かわ らず ， わた したち はより善 い

者 となることがで きます 。

わた しは天 の祝福 が皆 さんの うえに注

がれ る よう請い求 め ます 。そ して皆 さん

への わた しの愛 をお伝 え し，皆 さんが こ

れか らの２日間にこの説教壇か ら聞 く偉 大

な メソセーシ を生活 に取 り入れ るよ うお

勧 め します。 わた したちの主 イエ ス ・キ
み な

リス トの聖 な る御 名 に よっ て ， ア ー メ ン。
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桧 員で窃れ，宣教師であれ，最壱効果的に伝遁を行う人ば例外なく憂に根ざし

τ行動しτいます。……むしわたしたちがこの憂に欠けτし１るな６，祈０求める

べ昔です。ノ

ンクレー大管 長 ，す ば らしいメ

ヒッセージをあ りが とうございま

す。わた したちは皆 ，この困 難

な時代 にあ って精 力 的な，また霊感 あふ

れ る あな たの 指 導 に深 く感 謝 して い ま

す。 大管 長 の指 導 の下 でわ た したちは，

現 在 の混 迷 した 世 の 中で 緊急 に必 要 と

され ている主の業 を推 し進 めています 。

イエス ・キ リス トの福音 の良い知 らせ

を宣 言す るこ とは クリスチャ ンの信仰の

基 本 となる原則 です。福音書 の著者 のう

ち３人 は この原則 に 関 して救 い主 か ら与

え られた指示 につ いて報告 してい ます。

マ ル コの書 にはこの ように記 録 され て

い ます。 「そ して彼 らに言 われ た，『全世

界 に出て行 って ，すべ ての造 られ たもの
の

に福 音 を宣 べ伝 えよ。

信 じてバ プテスマを受 ける者 は救 われ

る。 しか し， 不信 仰 の者 は 罪 に定 め ら

れ る。』」（マルコ １６：１５－１６）

マ タイは救 い 主 が 語 られ た戒 め の言

葉 を引 用 して い ます。 「それ ゆえに ，あ

なたが たは行 って ， すべ ての 国民 を弟

子 として，父 と子 と聖霊 との名 によって，

彼 らにバ プテ スマを施 し〔な さい。〕」（マ

タイ２８：１９）

ルカはこの よう述べ てい ます 。 「こう，

しるして ある。… … その名 によって 罪の
くいあらた

ゆる しを得 させ る悔 改 めが …… もろもろ

の 国 民 に宣 べ 伝 え られ る。」（ル カ ２４：

４６－４７）

近 代 の預 言 者 たち は救 い主 の 与 え ら

れ た この指 示 を今 の時 代 に適用 し，福

音 を分 か ち合 うことをわた した ち一 人 一

人 にチャレンジ してい ます 。

ゴー ドン・Ｂ ・ヒンクレー大 管長 はわた

したちの時代 のため に明快 に響 きわた る

声 で呼 びか けてきました。衛 星放 送 を通

じて 世 界 中 の宣 教 師 と指 導 者 に語 った

話 の 中で ，大 管 長 は「教 会 のあ らゆるレ

ベ ルで」伝 道 活 動 に対 す る「熱 意 をか き

立 てる」よう求 め ました （「子 羊 を見 い だ

し，羊 を養 う」『リアホナ』１９９９年 ７月号 ，

１２３）。宣 教 師 は求 道 者 を見つ け るた め

に引 き続 き最 大 の努 力 を払 わな けれ ば

なりませ んが ，「もっと良 い方法 …… は教

会 員 を通 じて行 う方法 」で ある ことを強

調 しま した （１２１）。 大 管長 はわた したち

一 人一人 に求道 者 を見 つけることについ

て最 善 の努 力 を払 って 宣教 師 を支 援 す

るよう要 請 しました。 また， ステー ク会

長 と監 督 に対 して， それぞ れのユ ニ ット

で 「求道 者 を見 つけ ，友 達 にな ることに

ついて ，あ らゆる義務 と管 理責 任 を引 き

受 け」る よう求 め ました （１２３）。 ヒンクレ

ー大 管 長 は 「この大 きなチ ャレ ンジ に立
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ち向 か う」こ とがで きるよう一人 一 人 に

主 の祝福 を祈 り求 め ました （１２４）。

大管 長 が この要 請 を行 ってか ら２年 半

が過 ぎました。け れど もわた しを含 めほ

とん どの人 が ， このチ ャレンジにこた え

るような実 りあ る働 きを行っていませ ん。

わた しは祈 りの気 持 ちでヒンクレー大

管 長 の言 葉 を研 究 し， どうす れ ば福 音

を分 か ち合 うことが で きるか深 く考 えた

結 果 ， 預 言 者 か らの チ ャ レンジを成 し

遂 げ るには３つの ことが 必 要で ある とい

う結 論 に達 しました。第 １に，福 音 を分

かち合 うことについて心 か らの望 みが 必

要 で あ り， 第 ２に， 神 の 助 けが 必 要 で

あ り， 第 ３に， 何 をな すべ ぎか を知 る

必 要が あ ります。

１． 望 み

ほかの多くの事柄と同様に，福音を

分かち合うには最初にその望み を持つ

ことが必要です。福音を分かち合うと
み て

い う面 で ， 神 の 御 手 に使 われ る者 とし

てもっと役 に立つ 者 にな りたい と思 うな

らば ，心 か らそう望 まな １プれば な りませ

ん。 この 望 み を持 つ には二 つ の段 階 を

経 なければ ならない と確 信 してい ます。

第 １段 階 として，回復 されたイエ ス・キ

リス トの福 音 が真理 であ り， 大切 である
あかし

とい うことについ て揺 るぎない証 を持 た

なければ な りませ ん。 中で も，御 自分の

子 どもたちに対す る神 の計 画 には この上

ない価 値 があ るということ， その計 画 に
しよくざい

お いて イエ ス ・キ リス トの照 罪 が不 可 欠

で あるということ， この 世 にお いてその

計画 を実 行 す るためにイエス ・キリス トの

教 会が 大切 な役割 を担 ってい るというこ

とについ ての証 が なければな りませ ん。

第 ２に，神 とそのすべ ての子 どもたち

を愛 さなければ なりませ ん。近代 の啓示

で， わた したちは 「神 の栄光 にひたす ら

目を向 けて … …愛 を持 つ 者 に は， その

業 に携 わる資格 が あ る」と言 われ てい ま
こんにち

す （教 義 と聖 約 ４：５）。 今 日の神権 時代

の初 期 の 使徒 たち は，「すべ ての人 を…

・豊 か に」愛す るよ うに命 じられ ました

（教 義 と聖約 １１２：１１）。

回復 され た福 音 が真 理 で あ り大 切 で

あ るとい う証 を得 るならば ， わた したち

は 自分 たちに与 えられ ているものの価値



を理 解す ることがで きます。神 と隣 人を

愛 するな らば，そ の大 いなる贈 り物 をす

べ ての人 と分 かち合 いたい という望 みを

持 つようにな ります。福 音 を分 かち合 い

たい とい う望 みの 強 さは， 個 人 的 な改

心 の 度合 い を測 る大切 なは か．りの 一 つ

なのです 。

モルモ ン書 には証 と愛 の力 につ いて驚

くべ き例 が幾 つ か記 されて います。 「罪

人 の 中で も最 も罪 深 い者 であ った」モー

サ ヤの息 子 た ちは，証 を得 た ときに 「救

いが すべ ての造 られた ものに告 げ知 らさ

れることを願 った。彼 らは， だれ であろ

うと人が滅 び るのに耐 えられ なか ったか

らで ある。」（モーサヤ ２８：３－４）彼 らの同

僚 であるアルマ は後に，こう叫び ました。

「おお， わた しが 天使 で 〔あれば 〕よい も

のを。 〔そ うす れば〕出て行 って，神 の ラ

ッパ のように地 を震 わせ る声 で語 り……
あがな

あらゆる人 に……蹟 いの計画 を告 げ知 ら

せ ， もはや地の全 面 に悲 しみの ないよう

に〔で きように。〕」（アルマ２９：１－２）。

伝 道 活 動 を，福 音 を分 かち合 うこと，

という言 葉 に置 き換 えた い と思 い ます 。

分 か ち’合 うか らには，わた したちは何 か

非 常 に大 切 なものを持 ってお り，そ れを

ほかの人 々の益 と祝福 のため に与 えたい

と望 んでいなければ な りませ ん。

会員 で あれ ， 宣教 師 であれ ， 最 も効

果 的に伝 道 を行 う人 は例 外 な く愛 に根

ざ して行 動 しています 。 わた しはこの教

訓 を若 い 男性 の時 代 に学 び ました。 わ

たしは教 会 にあまり活 発で ないあ る会員

を訪 問す る割 り当 て を受 け てい ました。

彼 はわた しよ りもず っと年上 で ，専 門職

に携 わってお り， 成功 してい ました。 自

分 の行動 を振 り返 ってみ ると， わた しは

そ の人 に対 して愛 に根 ざ した 関心 をほ

とん ど抱 いて いなか ったことが分 か りま

す 。義務 感 か ら，単 にホームティーチ ン

グを １００パ ーセ ント達 成 した い という望

み だ けで 訪 問 して い ました。 月 末 を間

近 に控 えたあ る 日の 晩 ， わ た しは彼 に

電 話 をか けて， これ か ら同僚 とともに訪

問 してよいか どうか尋 ね ました。彼 の答

えはわた しに とって懲 らしめ とな り，忘

れ られ ない教 訓 とな りました。

「いや。今 夜 は来て ほしくない ね」と彼

は言い ました 。 「疲 れ ている し， いつ で

も寝 られ るように着 替 え も済 まして しま

ったん だ。今 ， 本 を読 んで いるんだ よ。

君 の ホーム ティーチ ング １００パ ー セ ント

達 成 の報告 のために，読 書 の じゃまをさ

れた くはない ね。」この言 葉 は今 でもわ た

しの 心 を突 き刺 します 。 自分 本 位 な動

機 で訪 問 しようとしていたことが 見抜 か

れていたか らです。

だ れかに 回復 された福 音の メッセー ジ

に耳 を傾 け るよう勧 める ときに， そ の人

に対 する純 粋 な愛 や価 値 ある もの を分

かち合 いたいとい う無私 の望 みでは ない

別 の理 由が あ るの で はない か と疑 われ

ないように望 んで います。

もしわた したちが この愛 に欠 けてい る

な ら， 祈 り求 め るべ きで す 。 「キ リス ト

の純粋 な愛 」に関す る預 言 者 モルモ ンの

記 録 はこう教 えて います 。 「御 父 が御 子

イエス ・キリス トに真 に従 う者 す べ て に

授 け られ たこの愛 で満 たされるように…

…熱 意 を込め て御 父 に祈 りなさい 。」（モ

ロナイ７：４７－４８）

ｌｌ．神の助け／正しいタイミング

福 音 を分 かち合 うときにはわた した ち

を導 く神 の 助 け が必 要 で す 。 わ た した

ちの望 みが 証 と愛 に根 ざ した純 粋 な も

ので なけ れ ば ならない の と同 じように ，

わた したちの行動 も主の 導 きを受け たも

のでなけれ ばな りません。 この業 は主の

業 であ って ，わ たしたちの業 ではあ りま

せ ん。 わた したちはこの業 を主の方 法 と

主 の タイ ミングで 行 うべ きであって， 自

分 たちの方法 や都 合 で行 うのではあ りま

せ ん。 この 点を誤 ると， わた したちの努
ざせ つ

力 は挫 折 や失敗 に終 わることで しょう。

福 音 を必 要 としているに もか かわ らず

心 が そ れ に向 か わない で いる人 が 家 族

や 友 達 の 中 に必 ず い ます 。 わ た した ち

が 効 果 的 に働 くため には ，主 の導 きが

どうして も必 要で す。彼 らが最 も受 け入

れやす い方 法 とタイミングで働 きか け る

ことが で きるようにするためで す。 今 準
き ょ う

備 の で きて いる人 ， 主 が 今 日 わた した

ちを通 して助 けの手 を差 し伸 べ ようとし

てお られ る人 に対 して，わた したちが神

の御 手 に使 われ る者 となるには，主 の助

けと指示 を祈 り求めなければ なりませ ん。

それ か ら， どの ような方法 で進 めた らよ
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いか告 げる神 の御霊 の促 しによく注 意 し

て耳 を傾 け， 従わ なけれ ば なりません。

これ らの導 きは必ず 与 えられ ます。 数

え切 れ ない ほ どの 多 くの 人 々の 証 か ら，

わ た したち は主 が 御 自身 の方 法 と時 に

従 って ，福 音 を受 け入 れ る人 々を備 え

て おられ るこ とを知 って います。 これ ら

の人 々は福 音 を探 し求め ています 。そ し

て わた したちが彼 らを見い だそ うと努力

す るときに，主 はわた した ちの祈 りに答

えをお与 えにな り， それ によって彼 らの

祈 りにこたえ られるのです 。 望み を持 ち

続 けている人 々， どのような方法 で， い

つ ， ど こで ， だ れ に福 音 を分 か ち合 っ

た らよいか につ いて心 か ら導 きを求 めて

い る人 々に，主 は促 しと導 きをお与 えに

な ります 。 この ようにして，神 はわた し

た ちの 望 み をか な えて くだ さるの で す

（アルマ ２９：４；教 義 と聖約 ６：８参 照）。

主 は近 代 の啓 示 の 中 で ， この ように

言 われ ました。、「地 上 のすべ ての教 派 や

宗派 ，門派 の中 には…… 自をくらまされ，

見 いだす 場所 を知 ら存 い ということだけ

で 真 理 を得 られ ず にい る多 くの 人 が い

る。」（教義 と聖約 １２３：１２）わた したちが

カンファレンスセンター内の １階にある噴水は，

人気のある待ち合わせ場所となっている。



「いつ で 君， どの ようなことについ ても神

の 証 人 」となって い るな らば （モ ーサ ヤ

１８：９），主 は福 音 を探 し求 め ている人 を

見 いだ して適切 にコ ミュニケー シ ョンを

す る方 法 を明 らか に して くだ さい ます 。

わ た したちが 導 きを求 め， キ リス トの よ

うな愛 に基 づ いて心 か ら人々に働 きかけ

るときに， 主か らその ように してい ただ

け るのです 。

主 は御 自分 の すべ ての子 どもた ちを

愛 してお られ ます。 主 はす べ ての子 ども

た ちが御 自分 の真 理 を全 部 手 にし，御

自分 が持 って お られ る祝 福 を豊 か に受

け ることを望 んでお られ ます 。主 は一 人

一 人が いつ準 備 で きるのか御 存 じです
。

そ してわた した ちに対 しては，福 音 を分

か ち合 うことに関す る指 示 を聞いて， そ

れ を心 に留 め るよう求 め てお られ ます 。

わた したちが 自分 の分 を果 た しているな

らば ，準 備 の で きた人 々か ら「わた しの

羊 はわたしの声 に聞 き従 う。 ……彼 らは

わ たしについ て来 る」と言 われ た御 方 の

メッセー ジに応 じてい くことで しょう（ヨ

ハ ネ １０：２７）。

ｌｌｌ． どの よ うに行 うか

人 々と福 音 を分 か ち合 いた いと心 か ら

望 み，その努力 に対 す る助 けを神 に求め

た ら，次 にわた したちは何 をす れ ばよい

ので しょうか 。 どのように進 んで 行 った

らよいの で しょうか。物 事 は まず行 動 を

起 こす ことか ら始 まります 。 天 か らさら

に指示 が与 え られるまで待 っていて はな

りませ ん。 ほ とん どの場 合 ， 啓 示 が 与

え られるの は何 か を行 っている ときなの

で す。

だ れ に対 して， どの よ うな方 法 で行

うか につ いて， 主は次 の ように指示 を与

えてお られ ます。 「また ，あ なたが たの

教 えを説 くことが … …各 人 が それ ぞ れ

隣 人 に， 穏 や かに ，か つ 柔和 〔で あ る〕

ように しな さい。」（教義 と聖 約 ３８：４１）

「隣人」とはもちろん， 隣…に住 んでい る人

や 友 達 ， つ きあ い のあ る人 た ちだ けで

はあ りませ ん。 「わた しの 隣 り人 とはだ

れ の ことで す か」と尋 ね られ た とき救 い

主 は，エ リコに向か う道 で「隣…り人」の存

在 に気 づ いたサマ リヤ人 の話 をされ まし

た （ル カ１０：２５－３７参 照 ）。 このように，

鰹 べ 、

。書 緯

わた した ちの 「隣 り人」には 日常 生 活 の

中で擦 れ違 う人 々も含 まれてい ます。

わ たしたちは， いに しえのアルマの よ

うに， 交 わる人 々を主 のみ もとに「連 れ

戻 す こ とが で きる よ うに ，わ た した ち

に力 と知 恵 を」与 えて くだ さる よう祈 る

べ きで す （アルマ３１：３５）。 さらに彼 らの

幸 いを求め て祈 ります（アルマ ６：６参照 ）。

褒 め られ た り利益 を得 た りしようとす

るの ではな く，愛 に根 ざ して行 動 しなけ

れば な らない とい うことを忘 れ ては なり

ませ ん。教 会 での 立場 を利 用 して 自分

の高 慢 や 野 望 を満 た そ うとす る人 へ の

警 告 は （教 義 と聖約 １２１：３７参照）， わた

したちが福 音 を分 か ち合 うときにも当 然

当てはまります。

愛 に根 ざ して行動 す るという義務 は ま

た，人 を操 ろうとした り，操 ってい ると

感 じさせ た りして はな らない とい う警 告

で もあ ります 。 わた した ちと信仰 を共 に

して いない人 々の 中には， わた したちが

何 か を指 して 「伝 道の 道 具 」と言 うの を

聞 いて不 快 に感 じる人 もいます 。「道具 」

は命 の ない ものを操 作 す るため に用 いる

もので す。 です か ら何 か を指 して 「伝 道

の道 具 」と言 うと， わた したちが だれ か

を操 ろ うとしている ような 印象 を与 える

の です 。 この印 象 は伝 道 活 動 の特徴 で

あ る利 己心 のな い， 分 か ち合 いの精 神

とは相 いれ ませ ん。

ヒンクレー大管 長 はその偉 大 なメッセ

ー ジの中 で「福 音 を分 かち合 う機 会 は ど

こにで もあ ります」と断言 しました （『リァ

ホナ』１９９９年 ７月 号 ，１２２）。 大管 長 はわ

た した ちにで きる多 くの ことを挙 げて い

ます。 大管 長が 語 った 「教 会 員の模 範が

持つ 途 方 もな く大 きな力 」が 周 囲 の人 々

に影 響 をもた らす ように生 活す べ きです

（１２１）。 「わ たしたちが 携 えることの で き

る最 も効果 的 なち らしは，わた した ち自

身が 善 良な生 活 を送 ることです 。」（１２３）

わた した ちはあらゆ る人 に対 して真 心か

ら親切 に接す る必 要が あ ります。

ヒ ンクレー大 管 長 は， 出会 う人 々 に

「教会 の印刷 物 を」渡 すことがで きると述

べ ました （１２２）。 「宣教 師が教 える際 に

家 庭 を提 供 す る」こ ともで きます （１２２）。

宣 教 師が 「教 会 員 に友 達 を紹 介 す るよう

求 め るの は適 切 なことです 。」（１２４参照 ）

宣 教 師か ら求 め られた ら， わた したちは

それに こたえるべ きです 。

要 す るに ， ヒ ンクレー大 管 長 は， 教

会 員 は皆 「求 道者 を見 つけ，彼 らを励 ま

す とい う務 め を絶 えず実 行 」す ることが

で きると述 べ たのです （１２３）。

このほ か に もで きるこ とが あ ります 。

預 言 者 モ ロ ナイが 語 った偉 大 な 言 葉 ，

す なわ ち 「わた しは人 のす る ことは恐 れ

ない。完 全 な愛 はあ らゆる恐 れ を取 り除

くか らで ある」とい う言 葉 に従 うな らば，

特 にそ うで す （モ ロナイ８：１６。 １ヨハ ネ

４：１８も参 照 ）。 友 達 を教 会 の 集会 や教

会 主催 の活 動 に招 くことが できます。教

会 とそ の教 えが 及 ぼ す 影響 に感 謝 して

いることを述 べ て， もっと知 りた いか ど

うか尋 ねることがで きます 。

もっと簡 単 な方 法が あ ります。 この興

味 をそ そるパ ス・アロング ・カー ドを１束

持 ち歩 いて ， 日々の生 活 で 出会 う人 々

に，た とえ偶然 知 り合 った人 で も，この

カー ドを渡 すの です。 この カー ドはわた

した ちの分 か ち合 いた い真 理 を研 究 し

てみ るように勧 める理 想 的な手段 の一つ

です 。押 しつ けが ましさが まった くな く，

す ば らしい贈 り物 を差 し出す ことが で き

ます 。 どの贈 り物 を選 ぶのか はカー ドを

受 け取 った 人 に任 され てい て ，そ の人

自身が 連 絡 を入 れ なけ れ ばな りませ ん。

わ たした ちの経 験 によれ ば，．贈 り物 を希

望 して電 話 して くるかな りの 人が ， さら

に話 を聞かせ て くれ る人 にその 贈 り物 を

届 けてほ しいと希 望 してい ます。

リアホナ／２００２年 １月号
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「一一㎝ 一．

教 会 は最 近 ， インターネ ットを通 して

世界 中 に福 音 を分 か ち合 う方 法 を発 表

しました。 １９世 紀 にち らしが作 成 され ，

２０世 紀 にラジオやテ レビ， フィルムの利

用が 始 まったと同様 に， この新 しい方法

が持 つ可能性 にわた したちは胸 躍 らせ て

い ます。 教 会 は新 しいインターネ ットの

サ イ トを開 きました。 そ のサ イ トを通 し

て，教 会や 教会 の教義 や，ともに礼 拝 で

きる場 所 に関す る情報 を求 めている人 々

に紹 介 す ることが で きます。 ア ドレスは

ｗｗｗｍ ｏｒｍｏｎ．ｏｒｇです 。宣教 師 たちは

経験 とともに，この新 しい手段 の利 用価

値 や利 用 方 法 が分 かって くるで し ょう。

教 会 員 は友 達 か ら質 問 を受 けた際 ， こ

のサ イ トを使 って答 えることがで きます 。

直 接 質 問に答 えることもで きます し，友

達 にサイ トを開いてみるように言 うことも

で きます。 さらに，福音 の メ ッセ ー ジの

入 ったあい さつ状 や案 内状 をインターネ

ットで友達 に送 る こともで きます。

ｌＶ ．結 び

わ たしたちは福音 を分か ち合 う努 力 と

能力 を倍 増 させ て ， この偉 大 な業 にお

ける主の 目的 を成 し遂 げるよう求め られ

てい ます。 これ を実行 しないか ぎり，す

ば らしい専 任 宣教 師 たち，つ まりわたし

た ちの息 子 や 娘 た ち， そ して 主 の業 の

た めに熱 心 に働 い てい る高 潔 な友 人た

ち は， 回復 され た イエ ス ・キ リス トの福

音 を教 えるとい う務 め を十 分 に果 たす こ

とがで きませ ん。

わたしたちは愛 に根 ざした望 み，天か

らの導 き， 隣人 と福 音 を分 かち合 うとい

う神 の命令 を成 し遂げ る方 法 について考

えて きました。イエ ス ・キ リス トの福 音 は

この暗 い世界 にあって ，何 にも勝 る輝 き

を持 って お り，また唯一 の希 望です。「し

たが って」，ニーファイが教 えて いるよう

に，「これ か らもキ リス トを確 固 として信

じ，完全 な希 望の輝 きを持 ち，神 とすべ

ての人 を愛 して力 強 く進 まなけれ ばな ら

ない」のです （２ニーファイ３１：２０）。

わた しは救 い 主 イエス ・キリス トにつ

いて証 します。 また 主が わ た した ちに，

この主 の業 に心 か ら参加 す るよう望 んで

お られ ることをイエス ・キ リス トの御 名 に

よって証 します 。 アー メン。

信仰の橋を架ける
七十人会長会

チャールズ・ディディエ

砺 世は，入か信仰の梧を架け，不死痢蹴と薦 の命に続く扉を醐けτ，神に

お会ωする峙期です。ノ

る大手の広告会社に一歩足

あ を踏 み 入れ ると， 壁 にかか っ

た額 の言 葉 が 目に留 まるで し

ょう。 「人は壁 を作 りす ぎてい る。 しか

し，橋 の数 は足 りない。」（フランス に本

社 を置 くＪＣドゥコー社 か ら引用 ）

確 か に壁 は普 通 ， 二 人以 上 の 人や グ

ループ を物 理 的 ，精 神 的 ， あ るいは霊

的 に隔て，障 害物 とす るため に作 られ ま

す 。壁 は また， 防御 ， 保 護 ，分 離 の 象

徴 として作 られ るので す。 その ような理

由で建 てられ ，有 名になった壁 が あ りま

す 。 エ ル サ レム の城 壁 ，万 里 の 長 城 ，

ベ ル リンの壁 がそ うです 。 また壁 は この

分 離 の概 念 を表 す ために ， 日常 会 話 に

お い て も象 徴 的 に 「不 理 解 の壁 」「不

寛 容 の壁 」あるいは 「れんが の壁 に話 し

か けて いる ようだ」など と使 われ た りも

します。

橋 は壁 と対 照 的です 。 橋 は， 二 人 以

．ｈの 人 や グル ー プを合 わ せ た り， 結 び

つ けた り， 一 致 を生 み 出す た め に架 け

られ ます。 橋 は障害 を乗 り越 えるために

架 け られ ます 。 有 名 に な った 橋 には ，

「嘆 きの橋 」「アレンビー橋 」な ど多 数あ り

ます。橋 とい う言 葉 はわた したちの言語

で ， 再 結 合 や 一 致 とい う概 念 を表 し，

「意 見 の隔 た りに橋 を架 ける」「相違 点 に

橋 を架 ける」の ように使い ます。

地上 での死 すべ き生 活 や ， アルマ が

「現 世 は人 が神 にお会 いす る用 意 をする

時 期で あ る」（アル マ ３４：３２）と述 べ た人
ら

生 の 目的 につ い て考 える と， この 大切

な 目的 を果 たす ため ，主 が どの ように助

けて くだ さるの か知 りた くなります 。 こ
ひ ゆ

の比 喩 を借 りて答 えるなら，それ は単 に，

不信 仰 ，無 関心 ，恐 怖 ，罪 の壁 を乗 り越

えるため に，わたしたちが生活 の 中で信

仰 の橋 を架 け られ るように助 けて くだ さ

ることなのです。 現世 は，人が信 仰 の橋

を架 け，不 死不 滅 と永 遠 の命 に続 く扉 を

開けて，神 にお会 いする時期 です 。

で は， どの ように して信仰 の橋 を架 け

るの で しょうか。

若 いころわた しがベ ルギ ーのナ ミュー

ル という都 市 に住 んでい た とき， ナ ミュ

ール市 は大 きな河に よって反対 側 にあ る

隣の都市 と隔て られて いました。 当時 こ

の二 つ の都 市 を結 ぶ橋 は一 つ しかあ り

ませ ん で した。 この橋 は， 何 世 紀 も前
ざんがい

に戦 勝 国 ロ ーマ が 架 けた橋 の残 骸 を，

何 度 も補 強 し， 修 復 した もの で した。

幅 は狭 す ぎて車 の 流 れ を妨 げ， 幾 つ も

の小 さなアーチ が じゃまをして大 型 船や

は しけが 通過 で きませ んで した。 もっと

幅 が広 く， 一 つ だ けの アー チ を持 つ 新

しい橋 が 必 要 で した 。 その うちに河 の

両 側 で ，新 しい橋 の 基礎 工 事 が 始 ま り

リアホナ／２００２年 １月号
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大会の部会前 に話 し合う大管長会 の３人。 ゴー ドン ・Ｂ ・ヒンク レー大管長 （中央 ），

ジ ェーム ズ ・Ｅ・ファウス ト第二副管長 （右）。

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン 第 一 副 管 長 （左 ），

ました。 河 の真 ん 中で 接 合 す る予 定 の

金 属製 の 巨 大 な橋 げ たが 見 る見 る両 側

か ら伸 びて きました。 わ た しはこの土木

工 事 に魅 了 され ， 毎 日の ように 自転 車

に乗 って ，工 事 の 進 行 具合 を見 に行 き

ました。 つい に，２本 の橋 げ たをつ な ぐ

ため に， 中心 部 に鉄 鋼 製 のか なめ石 が

はめ込 まれる 日が 来 ました。 わた しと一

緒 に大 勢 の人 が慎 重 な工事 を見 守 って

い ました。 あと一歩 で ２本の橋 げ たがつ

なが れ， 初め て通行 可 能 になるのです 。

完 成 す ると拍 手 が 沸 き起 こ り， 作 業 員

たちは抱 き合 いました。河 という障 害物

は征 服 され，克 服 され たのです。

この経 験 をお話 しした のは ， それ が

表 す 象 徴 につ い て考 え るため です 。 橋

には ， 金属 製 の橋 以上 の意 味 が あ りま

す 。 そ れ は， 天 の 御 父 の子 どもで あ る

わた したちが再 び御 父に まみえ ることを

可 能 にす る，信 仰 の橋 を象 徴 して い ま

す 。 橋 の 中心 にあ るか なめ石 が 表 して
あうむい

いるの は，仲 保 者 イエ ス ・キ リス トの埴

い， 死 す べ き状 態 と不 死 不 滅 とをつ な

ぐ点 ， 生 まれ なが らの 人 と霊 的 な 人 と

の接 点 ， そ して この 世 の命 か ら永 遠 の

命 へ と転 換 す る点 を表 してい ます 。救

い主 のお か げで ， 人類 は御 父 と和 解 で

き， 罪 と死 すべ き状 態 とい う壁 を克服

で きるの で す。 これ らの障 害 物 は霊 の

死 と肉体 の 死 を意 味 してい ます 。 イエ

ス ・キ リス トの贋 いは救 いの 計 画 の中心

で あ り，約 束 どお りわた したちの天 の御

父 と再 会 で きることを意 味 して い ます 。

モ ー セ書 には この よ うに書 か れ てい ま

す。 「これが ， 時の 中間 に来 るわた しの

独 り子 の血 に よってすべ ての人 に与 え ら

れ る救 いの計 画であ る。」（モーセ６：６２）

橋 の 反 対 側 にあ る神 の 愛 は， 神 の御

子 イエ ス ・キ リス トを信 じる信 仰 に対 す

る報 い です。 「神 はその ひ とり子 を賜 わ

ったほ どに， この世 を愛 して下 さった。」
たまもの

（ヨハ ネ３：１６）神 のあ らゆる賜物 の 中 で

最 も大 い なる もの は， 御 子 の 究極 の犠

牲 ， す なわち御 子 の 瞭 いで す。 そのお

か げ で， 神 の 戒 め を守 り最 後 まで堪 え

忍 ぶ とい う条 件 で ， 不 死 不 滅 だ けで な

く永 遠 の命 をも得 ることが で きるのです

（教義 と聖 約 １４：７参照 ）。

です か ら，信 仰の橋 を架け ようと努 力

す るときには， わた したちは生活 の 中で

御 父 と御 子 と御 子 の瞭 い に対 す る堅 固
あかし

な証 を築 か なくてはな りませ ん。信 仰 の

橋 は天 の御 父 と再 び永 遠 に住 め るよう

になるか ，また は永 遠 の別 離 を味 わうか

という違 いを生 じます 。 もし， わた した

ちが 罪 の壁 を建 て るな らば ， 神 の愛 と
あわ

憐 れみか ら引 き離 され てしまうのです 。

聖 霊 の賜 物 は信 仰 の橋 の土 台 で す 。

救 いは イエ ス ・キ リス トに よる以 外 に ，

またイエ ス ・キ リス トを信 じる信 仰 を正

しく行 使す る以外 に与 えられ ませ ん。 そ

うす るときに， わた したちは罪 を悔 い改

め ，橋 の手す りとも言 うべ き救 いの儀式

を受 け ることが で きるのです 。 この世 の

障 害 を 克服 し， 義 にか なっ た選 択 を し

ようとい う気持 ちと励 ましは聖霊 の声 に

耳 を傾 け ると きにわ い て くるで しょう。

信 仰 の橋 を渡 るこ とは， 想 像 以 上 に 困
あらし

難 なことか もしれ ませ ん。橋 が嵐 に耐 え

られ るか ど うか は， す べ てそ の基 礎 で

あ る橋 脚 の 強 さに かか って い ます 。 人

生 の嵐 や信 仰 の危 機 ，例 えば， 死 ，重
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病 ， 失 業 ， あ るい は財 政 不 安 な どは ，

常 に現 世に付 きまといます。 その ような

危 機 に直 面 す ると， 時々， 神 や救 い主

の存 在 その もの さえ疑 って しま うほ ど，

い らだつ ことが あるか もしれ ませ ん。そ

の ような ときにもっと信 仰 が増 す ように

叫 び求 め れ ば必 す ，慰 め主 が こた えて

くだ さるで しょう。 これ こそ，「常 に …
はんりょ しダく

伴 侶 とな り， ・ 義 と真 理 の不 変 の笏

となる」聖霊 なのです （教 義 と聖約 １２１

４６）。

そうです。信 仰 をもって 日々聖霊 を求

めれ ば， 日々の 問題 を解 決 する方 法は ，

必ず見 つか ります。 聖霊 はすべ ての こと

を思 い起 こさせ て くだ さる御 方 です （ヨ

ハ ネ１４．２６参 照）。 この ことを説 明 す る

ため に， 何 年 も前 ， 当時 改 宗 した ばか

りの 人が 書 い た手 紙 か ら引 用 した い と

思い ます。 これ はステーク大 会 でハ ロル

ド・Ｂ・リー大 管 長 が 話 した後 ， 大 管 長

あて に書 かれ たもので す。 「大 管 長が 話

されてか ら，ず っと考 えてい ることがあ

ります 。 それ は，末 日聖徒 イエ ス・キ リ

ス ト教会 の会 員 にとって，人 生 はまるで

バ プテ スマ に よって 教 会 に入 る誕 生 か

ら， 永 遠 の命 に向か って死 ぬ まで ， 俗

世 と罪 の激 流 の上 に架 か った不 安 定 な

釣 り橋 を渡 るような ものだ ， とい うこと

です 。渡 り始 めると，バ プテスマの直後

は安心 感や 信 仰 が ある もの の， 眼 下 の

激 しい 流 れや 目的 地 か は るか 先 にあ る

ことに気 づ くと，安 心 感 に代 わ って疑 い

や恐 れ という発作 的な苦 しみが 頭 をもた

げ てきます。 こうして，祈 りの習慣 や信

仰 ， 愛 ， そ して 歩 み を順 調 にす る労 働

が影 を潜め て しまうの です。疑 い と無感

動 とい う霧 が立 ち込め， 心 と精 神 はむ し

ば まれ ， 歩 みは 妨 げ られ， 橋 の 向 こ う

側 か ら流 れ て くる力 強 い愛 の力 へ の反

応 か弱 くな って しまいます。 そ うい うと

きには立 ち止 まり， ひざまず いて ，愛 の

力 によって進 むべ き信 仰 と方角 が よみが

えるまで 辛抱 す るのです 。」（Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ

Ｒｅｐｏｒｔ， １９６５年 ４月 ，１５）

最 後 に，信 仰 の橋 を完成 させ るには，

永 遠 の家 族 になるた めに親 子 を結 びつ

け ，一 致 させ る きず なが 絶 対 に必 要 で

す 。 世 代 問 に信 仰 の 橋 を架 け るの は ，

彼 らも一つ となるためで す。 ち ょうど御

父 と御 子 が一 つであ られ るように，永 遠

の命 を受 ける という目的におい て一つ に

なるというこ とです。 その ために， 戒め

が与 え られ ています 。 まず ，子 どもた ち

は父 親 と母 親 を敬 い， 次 に両 親 は子 ど

もたちに「主 の前 をまっす ぐに歩 む こと」

を教 え るの で す （教 義 と聖 約 ６８：２８）。
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例 を示 しましょう。

第 二 次 世界 大 戦 当 時 わた しはまだ幼

く，祖 国 は侵 略 され， 危 険 が 満 ちて い

ま した。 母 は信 頼 と一 致 につ い て大 切

な教 訓 を与 えて くれ ましたが ， わたしは

それ を決 して 忘 れ たこ とがあ りませ ん 。

母 は戦 争 が 招 く様 々な危 険 につい て わ
ひとこと

た しに警 告 し， 一言 次の ように言 い まし

た。 「お母 さん の言 うことを信 じてつい

て来 なさい 。お 母 さん の声 をよく聞 くの

よ。 そ うす れ ば ， い ちば んい い方 法 で

守 ってあげ るか らね。」わた しは母 を愛 し

信 頼 してい たの で， 母 の 言 葉 に耳 を傾

けました。

しは らくして学校 が 始 ま りました 。学

校 はわた しにとって新 しい橋 で した。 わ

た しの人生 におけるこの新 しい経 験 に備

える ため ，家 を出 る前 に母 は ，教 師の

言 葉 をよ く聞 き， 素 直 でい るようにと言

いました。今 回も母 の忠告 を信 じました。

教 師 によく従 い， 校則 を守 ろうと決 意 し

たの です 。 おか げ で学 校 は無 知 の壁 で

はな く，知 識の橋 とな りました。
ら

信 頼 し一致 す るとい う教 えは， 両 親 ，

家 族 ，教 師 と一 つ となるうえで きわめて

大 切 で した。 この教 訓 の おか げで ， 後

にハ プテスマ を受 けて主 の教 会 に入 り，

救 い主 と一致 す ることが で きました。 こ

の教 訓 は，神殿 の聖 約 を守 ることによっ

て ， 夫 ， 父親 ， 祖 父 と して， 家族 の中

に信 頼 と一 致 を続 けて築 くことを思 い出

させ て くれ ました。 ヒンクレー大 管 長は

こう述べ て います 。 「神 殿 は不 死不 滅 の

事 柄 に 関 連 してい ます 。 神殿 は この 世

と次 の世 をつ な ぐ架 け橋 とな ります 。」

（Ｓ亡ａηｄＡ ｌｆ醒ｅＴａｌｌｅｒ〔２００１年〕６）
こんしち

今 日， 俗 世 にか か わ るこ とで も霊 に

か かわる ことで も，また家族 や宗教 にか

か わ ることで さえも壁 を建 て ることに よ

って孤 立 す るこ とは容 易 です 。 しか し，

信仰 や和 解の橋 をもっと多 く架 け，「世 が

与 えるようなもの」で はな く （ヨハ ネ１４．

２７），神 の御子 ， イエス ・キ リス トが与 え

て くだ さる平安 に よって生 活 しましょう。

イエスが キ リス トであ られ るこ とを証

します 。 わた しは 主 と主 の救 いの福 音

を信 頼 し， いつか主 と再 会 で きると深 く
み な

信 じて い ます 。 イエ ス ・キ リ ス トの 御 名

に よ り， アー メ ン。



人が独りでいるのは

良くない
中央 扶助 協会 第二 副会 長

シ ェリー ・Ｌ・デ コ．一

儲 婚でも，家族τも，ワードやステークτむ，夫婦が，両親が，あるωは男

女が，一つの目的を持ち協力し台わなければ，可能性を最蝦 に引ぎ出すごと

は期待でぎません。ノ

一 ７騨 の ５年 間 ・ わた しはアフリカ

か らアマ ゾ ンまで， 世 界 中の

（＿ 扶助協会の姉妹たちと神権指

導者とともに仕える機会に恵まれてきま

した。皆さんとのそのような経験を通し，

ある基本的な福音の原則の大切さを再
き よ う

認 識す るようにな りました。 今 日はその

原 則 につ いて ，特 に若 い成 人 会 員 の兄

弟 姉 妹 たち にお話 ししたい と思 い ます。

皆 さんは人生 で 最 もチャ レンジに満ちた

時期 に差 しかか ろうとしています 。

この夏 ， わ た しは肩 を痛 め て何 週 間

も片 腕 が使 えな くな って しまい ま した 。

それ まで ，体 のバ ランスを取 るのに片方

の 腕 が もう片 方 の 腕 に どれ だ け依 存 し

て いるか など，考 えたこともあ りませ ん

で した 。 片腕 で は重 い物 をなか なか 持

ち上 げ られ ない し， まった く不可 能 な事

柄 もある ことに気 づ きました。 この不 調

のお か げで ， 体 の 障 害 に よく対 処 して

い る方 々へ の尊 敬 の 念 を新 た に し， 両

腕 を使 って こそ多 くを達 成 で きるこ とを

知 りました。

二 人 は通常 一 人 に勝 ります 。⊥天の御

父 は 「人が独 りでい るのは 良 くない」２と

言 われ，アダムに助 け手 を造 られ ました。

助 け 手 とは， 自分 とは別 の 才 能 を持 っ

てい て自分 の能 力 を補 い ，均 衡 を保 っ

て くれ る人の ことであ り， この世 の重荷

を分 か ち合 い ，一 人 で は不 可 能 な こと

を可 能 に して くれ る人 です 。 「主 にあ っ

ては， 男な しには女 はない し，女 な しに

は男 はない」３とあるとお りです 。

サ タンは， 義 の下 に一 致 した 男女 の

持つ 力 を知 ってい ます。 サ タンとの戦 い
しゅうぐん

で 天 使 ミカエ ル が 率 い た 天 の 衆 群 は ，

キリス トの大 義の下 に団結 した勇気 ある

男 女 で構 成 され てい ま した 。 戦 いの 後

で永 遠 に追 放 され たサ タンは今 も敵 意

を燃や しています 。ペ テロの恐 ろしい言

葉 を借 りれ ば ， 「あ なた が たの敵 であ る

悪魔 が ，ほ えた けるししの ように， 食 い

つ くす べ きもの を求 め て 歩 き回 って い

る」４ので す。 ル シフェル は結 婚 と家 族

を食 い尽 くそ うと躍 起 になって い ます 。

この二 つ が崩 壊 す れ ば ，巻 き込 まれ る

す べ て の人 の 救 い だけ で な く， 主 の 王

国その ものの生 命 力が 危 うくなるか らで

す。 サ タンが 男 女 の 異 なる責 任 と特 性

につい て混乱 を引 き起 こそ うとす るの は
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その ためです 。サ タンは，性 別 や結 婚，

家 族 ， そ して男 女 の結 びつ きす べ て に

つい て誤 ったメッセー ジを浴 びせ て きま

す 。 その ね らい は， 男女 の差 な ど取 る
たまもの

に足 りない もので あ り， 固有 の賜物 な ど

不 必 要 だ とか ，逆 に， その 隔 た りが大

きす ぎて理解 し合 うことな ど不 可能 だ と

信 じさせ ることです 。そ のどち らも間 違

っています 。

天 の御父 はわた したちを創 造 され たと

き，御 自分 の していることの意 義 をはっ

きりと認 識 して お られ ました。 つ ま り，

人 を男 と女 に創 造 された とき， 愛 し合 え

るように類似 点 を与 え，互 いの力 と役 割

を合 わせ て初め て完 全 になれるように相

違 点 を与 え られ たの です 。 男 性 も女 性

も， 自分 だ けでは不完 全 です。 同様 に，

結婚 で も，家族 で も， ワー ドやステーク

で も， 夫 婦 が ，両 親 が ， あ るい は男 女

が ， 一つ の 目的 を持 ち ，互 い の力 を尊

重 しなが ら頼 り合 い ，協力 し合わ なけれ

ば ， 可 能 性 を最 大 限に引 き出す ことは

期待 で きませ ん。
こんにち

今 日の 社 会 は， 神 が与 えられた男 女

の責 任 に関す るこれ らの真 理 のほとん ど

を忘れ てい ます 。テ レビの ホーム ドラマ

で も，そ して ，残 念 なが ら，家 族 やワ

ー ドの中 でさえそれ らを見 いだす ことが

で きませ ん。 しか し，主 は忘 れて はおら

れ ませ ん。 主 は， わた した ちが 「欺 かれ

ない ために……すべ て のことに関 して規

範 を与 え」‘てお いで に なります。 夫 婦

の ために，そ して主 の王 国で ともに奉仕

す る男 女 の た めに この規 範 を確 立 した

の は ， 最初 の両 親で あ るア ダム とエバ

で した 。 ア ダム とエ バ は ともに働 き６，

嘆 き７， 従順 に従 い ，子 どもをもうけ８，

子 孫 に福 音 を教 えました。９また，主 の
み な

御 名 を 呼 び 求 め ， 「主 の声 を聞」きｌｏ，

神 の御 名 を たた え”， 神 に 自分 自身 を

ささげ ました。 聖文 には繰 り返 し， アダ

ムとエバ につ いて「彼 ら」という代 名 詞が

用 い られ ています 。

神権 を持 つ ア ダムも， 母 なるエバ も，

一 人 で堕落 を もた らす ことは不 可 能で し

た。 彼 らの独 自の役 割 はそれ ぞれ 関 連

し合 った もので した。 二 人は話 し合 い，

一 人 で 担 うには 重 す ぎる荷 を ともに負

い ，不 安 に満 ちた荒 れ 野 をともに歩 ん

－



で行 ったの です。 これ こそ義 にかなった

男女 に与 えられた主の規 範 です。

さて ， 人 は理 想 とお りにいか な い状

況 に直面 す ることが あ ります。 わた しは

この ことを よく理解 して います。 わ た し

自身 もそれに対処 しているか らです。 し

か し，愛 す る若 い 兄 弟 姉 妹 の皆 さん ，

教 会 と教 会 の 家 族 の未 来 は皆 さん の手

にゆだ ねられ てい ます。 主の この規 範 に

対 す る皆 さんの 理解 が ， 皆 さんの結 婚

や家 族 ， そ して王 国 の建 設 を助 け る能

力 と， 永遠 の命 に影 響 を与 えるとい うこ

とを， わた しは皆 さん にお伝 えしてお か

なけれ ばな りませ ん。

若 い姉 妹 の 皆 さん 。皆 さん の周 りに

は， 女性 か神 権 に聖 任 され ない の は不

公 平 だと言 い伏 せ ようとす る人たちが い

ます 。そのような人たちは間違 ってお り，

イエ ス ・キ リス トの 福 音 を理解 して い ま

せん 。男 性 で も女 性 で も，神 権 の祝 福

は義 にか なったすべ ての人 に与 え られま

す。 わ た した ちに は， 聖 霊 と個 人 の啓

示，そして神殿 でエ ンタウメントを受 け，

力 を「帯 ひ て」ユ２出 て行 く機 会 が 与え ら

れ てい ます 。神 権 の力 はす べ ての 義 に
し や

か なった 人 を癒 し， 守 り，暗 黒 の 力 に

抵 抗 する力 を与 えて くれ ます。 何 よ り重

要 なのは ，主 の宮 で受 け る最 高 の儀 式

に含 まれ る完全 な神 権 は ，夫 婦 一 緒 で

なければ受 け られない とい うこ とですｂ’３

ハ ロル ド・Ｂ・リー大 管長 はこう語 ってい

ます。 「清 い女 性 と神 権者 が 一つ になっ

て 昇栄 が 可 能 にな るの です 。 神 権 者 の

い ない女 性 や ， 清 い女 性 の いない神 権

者 では昇栄 することはで きませ ん。」’４

姉 妹 の皆 さん ， わ た した ち女 性 は神

権 の力 によって立場 を弱 くされ ているの

で はな く， む しろ力 を増 し加 えられて い

るので す 。 わた しはそ れ か 真 実 であ る

ことを知 ってい ます。 何 度 も体験 して き

たか らです 。

皆 さんの 将 来 の 夫 や ， ともに教 会 で

奉 仕 す る男 性 た ちは ，皆 さんに しか与

えられ ない支 えを必 要 とします。皆 さん

にはジ ェー ムズ Ｅ・ファウス ト副 管 長 か

男 性 と同等 の， もしくは男 性 をしの ぐｉ５

と表現 した， 内 に秘 め た強 い霊 性 が あ

るか らで す 。 霊 的 な責 任 を放 棄 しない

で ください。皆 さんの信 仰 には強い説得

力 か あ ります 。 鏡 の 前 で どん なに 長 時
まん り よ

間過 ご して も， 聖 霊 を伴 侶 とす る人 の

魅 力 にはか ない ませ ん。 徳 と信 仰 高 潔

さ，そ して限 りない思 いや りとい う， 神

の女 性 に しかで きない 方 法 で家 族 や 教

会 を祝 福 して ください。

若 い兄 弟 の皆 さん ，神 権 へ の聖 任 は

大 いな る特 権 と責 任 を伴 い ます が ， 神

権 は人 を支 配 す る資 格 では あ りませ ん。

奉 仕の ために与え られた この神の力 を行

使 す るに当 た り， いつ もふ さわ しくあ っ
み た ま

て くだ さい。御霊 に導 か れ， 神権 を尊 ぶ

男 性 ほど崇 高 な存 在 はあ りませ ん。
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み こん

主 の御声 が 聞 ける徳 高 い女 性 と結 婚

す れ は， 彼 女 は生 涯 を通 して 毎 日皆 さ

んを祝福 す るこ とになるで しょう。 エバ

を思 い 出 して くだ さい。 木の実 が好 まし

いものだ と最初 に気づ い たのはエハで し

た。 そ して食べ 終 わってか ら， 「ともに

いた 夫 に も与 えたの で， 彼 も食 べ た」’６

のです 。エ バが いなか った ら，わた した

ちの進 歩 は止 まっていたはすで す。 ダリ

ン・Ｈ・オー クス長 老 は， エハ の したこと
ひ コ ポ

は「永 遠 の命 へ の扉 を開 けるうえで必 須

の栄 えあ る行為 」で あ り，「ア ダムは よく

知 恵 を使 った結 果 ， 同 じ行 為 を選 び ま

した」１７と語 っています。

若 い兄 弟 の 皆 さん ， いす れ 皆 さん は

家 庭 と教 会で 管 理 の 責任 を持 つ こ とに

な ります 。 身 近 にい る女 性 の 話 に耳 を
けんそん

傾 け，彼 女 たちか ら学 ぼ うとす る謙遜 さ

を身 に付 けて くだ さい。彼 女 たちは洞察

力 ， 偏 りの ない考 え方 ，そ してユ ニーク

な知 恵を提供 して くれ るはず です。 そ し

てチ ャレンジに直 面 した とき， 皆 さんは

父 なる神 とイエ ス ・キ リス トに献 身 す る

女性 の 回復 力 の強 さに 目を見 張 ること

で しょう。

神 が 示 され た この 男 女 の規 範 は ，夫

婦 と家族 の きず なだ けでな く， 教会 も強

め て くれ ます。 なぜ な ら，忠 実 な神 権

者 で ある男性 と， 神 権 者 の指 示 の 下 で

奉 仕 す ることを喜 び とす る義 にか なった

女性 が ， 一致 して働 か ない か ぎ り，教

会 もその作 られ た 目的 を最 大 限に達 成

す ることが で きない か らです 。わ た しは

この喜 び を何 度 となく経 験 したことか あ

ります。

ブ ラ ジルの あ る集 会 で ， ポ ル トガ ル

語の通 訳 者 を通 してお話 ししたときのこ

とを思 い 出 します 。 彼女 は 自分 の 通訳

能 力 に 自信 を持 て ないで い ま した 。結

局 ，わた しとそ の姉 妹 は， 楽 に意思 の疎

通 が で きた ので すが ，集 会 が 終 わ って

か らその理 由が 分か りました。 集会 を管

理 して い た中 央 幹 部が ， 集 会 の 間 中 ，

わた した ちの背 後 で文字 どお り席 か ら身

を乗 り出 して ， 必 要 に応 じて 通 訳 者 に

小声 で助 け船 を 出 して い たの です 。 そ

れ だ けで な く， ほか の神 権 指 導 者 にわ

た した ち二 人 の ため に集 会 中す っと祈

って くれ るようお願 い していたので した。
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壇上から見た会場の様子。カンファレンスセンターが満席となっているのが分かる。七十人定員会席の後方から撮影。

そ の巾 央 幹 部 は ，わ た しに責任 を与

えただけで なく， それ を無 事 に果 たす こ

とが で きる ように安全 網 を用 意 して くれ

たのです 。 この ようなサボご トの輪 に終

わ りはあ りませ ん♂ なぜ なら，義 にかな

った男 女 が互 いに尊 敬 し合 い ， 主 の果
かま

樹 園 で肩 を並 べ て鎌 を入 れ刈 り入 れ る，

とい う善 い業 に は終 わ りが な いか らで

す 。 神 の 王 国 を建 設 す るには ， わた し

たち神 に従 う男 女 は互 い に高 め 合 わ な

けれ ばな りませ ん。活発化 ，定着，家族

に関する問題， その他 どん なチ ャレンジ

で あれ，評議会 で話 し合い， 互いの重荷

を軽 くす るように助 け合 う とき，わ たし

たちに解決で きない ものはあ りません。

愛 す る若 い 兄 弟姉 妹 の皆 さん ，神 が

お 与 え になった 男 女 の規 範 を今 身 に付

けて くだ さい。 聖 文 にあるア ダム とエバ

の話 につ い て深 く考 え， 皆 さん 自 身が

結 婚 して 家 族 を持 ち教 会 で奉 仕 をす る

ときに強 くなれ る ように主 が何 を教 えて

くだ さるかを理解 して くだ さい。アメリカ

にお け る最 近 の破 壊 的 な事 件 を思 うに

つ け ， 厳 しい 将 来 の前 兆 の ような気 が

します 。 け れ ど も， 皆 さん の世 代 の男

女 が ，義 を もって，い まだか つてなか っ

たほ ど一致 す れ ば ，将 来 は 自信 と勇 気

に満 ち たもの となることで しょう。神 権

の指 示 の 下 で力 を合 わせ て働 き， 同 じ

くび きをともに 負 うときに わた した ちに

不可 能 はないのです。
ぎま ん

天 の 御 父 の規 範 はわ た した ち を欺 隔

か ら守 って くれ ます 。 この 世の もので な

く主 に頼 って， 男 女 に 関す る考 えや理

想 を見 つけて くだ さい。若 い友の皆 さん。

皆 さんこそ， この 比類 ない時代 に母 親 ，

父親 そ して指 導者 となるよう取 ってお

か れ た特 別 な霊 です 。 それ は天 の御 父

が 皆 さん を知 ってお られ ， 皆 さん には

雄 々しく世 に立ち向 かって神の王 国 を建

設す るだけ の力が あることを知 ってお ら

れ るか らです 。力 を合わせ て働 いて くだ

さい 。 なぜ なら，男 性 も女 性 も，「人 が

独 りで い るのは良 くない」か らで す 。 互

い に高 め合 えば， ともにこの世 の重荷 も

軽 くす ることが で き， とこしえ に栄光 を
こうべ

その頭 に付 け加 えられ ます。’８主 は王 国

を建 設 す るため に義 にか なった 男 女 を

必要 としてお られ ます。 わた しはこれ が

真実 で あることを知 ってい ます 。神 はわ

たしたちの御 父で あって， キ リス トはそ

の独 り子 で す。 これ は御 二 方 の業 で あ

り，御 二方 の栄 光 です 。 イエ ス ・キ リス

トの御 名に よって ，アーメン。
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十 二使徒 定員 会

ヘ ン リー・Ｂ・アイ リン グ

１信仰があればし自分の願うちのを求めτ祈るごとむでぎますし，何τあれ頂く

ものに劇 することもでぎるのです。また，そのような信仰があっτ初めτ，

拗 ｉ謙 めになるような熱のさをもっτ祈ることもでぎるのです。ノ

界 は激 動 してい るように思 わ

世 れ ます 。戦 争が あ り，戦 争 の

うわ さが あ ります 。 世 界 の ど

の大 陸 で も， 経 済 の動 きは鈍 ってい ま

す 。世 界 各 地 の雨 不 足 のため に，穀 物

の生 産 が 落 ち込 んで い ます 。 そ して 天

は， 危 機 に陥 った 人 々の祈 りで ， 満 ち

あふ れて い ます 。 公 の場 で も私 的 な場

で も，人 々は助 けを求 め， 慰め を求 め，

そして導 きを求め て，神 に訴 え続 けてい

るのです 。

皆 さん も恐 らくすで にお気 づ きの こと

と思 い ます が ， 人 々の祈 りはそ の頻 度

が増 しただけで な く， もっ と真 心 か らさ

さげ られ るようになってい ることが 最 近

分 か って きました。 集 会 に行 くと，壇 上

では，祈 りを依頼 された 人の近 くにわた

しの席が 用 意 されてい ることが しば しば

なのですが ，近 ごろわた しはその祈 りを

驚 きの念 をもって聞 いてい ます 。 ささげ

られ る祈 りの 言 葉 が ，確 か に， その 力

強 さにお いて も，そ こか らにじみ 出 る思

慮深 さにお いて も，神 の霊 感 を受 けた も

のだか らです 。そ してその訴 える口調 は，
おさなご

助 け を求 め るい た い けな幼 子 の ようで

す 。 地 上 の親 に助 けを求 め てい るの で

はなく， 求め る前 にわた した ちに何 が必

要 か を御存 じで ある全 能 の天 の 御 父 に

向 かって，助 けを求 めてい るのです。

世 の 中が まるで狂 って しまったので は

ないか と思 われ るときに，人 々の心 は熱

烈 な祈 りへ と向 かい ますが ， このような

現 象は人 類の歴 史 と同 じくらい昔 か らあ

りま した。 悲 劇 や危 機 の 時 に なる と，

人 々は祈 りを通 じて神 に心 を向 けるので

す 。い にしえの ダビデ 王 も，今起 きてい

る ような状 況 を認 識 して い たの で しょ

う。皆 さんは詩篇 にあるダビデの言葉 を

覚 えてお られ ることと思 います。

「主 は しえた げ られ る者 の とりで， な

や みの時の とりでです 。

み 名 を知 る者 はあ な たに 寄 り頼 み ま

す 。主 よ， あなたを尋 ね求 める者 をあな

たは捨 て られた ことが ない か らで す。」’

真心 か らの 祈 りをささげ るべ きだ との

思 いが 大い に深 まり， 公 にもそ うした考

え方が 受け入 れ られてい ることは，わた

しにとって も， ほ かの 人 々に とって も，

きわめ て注 目すべ き現 象 です 。 最 近 一

度 な らず， ある人が わた しにこう言 い ま

した 。 しか も実 に熱 意 を込 めて ， そ し

て いか に も心 配 そ うに 言 った ので す 。

「わ た しは ， この ような変化 がず っと続

くことを願 ってい ます。」

そ の よ うな心 配 は 無 理 もない こ とで

す 。 わ た した ち 自身 の個 人 的な経 験 を

考 えて も， また，神 とそ の子 ど もたちと

の 間で どの ようなや り取 りが あ ったか を

リアホナ／２００２年 １月号

１６

神 の記 録 か ら読 ん でみ て も， そ の心 配

が 当 た ってい る ことが よく分 か ります 。

祈 りが こたえ られ れ ば，神 に頼 る心 はす

ぐさま消 えて しまうのです 。 そ して， 問

題が 少 な く，小 さなもの となれ ば， ささ

げ られる祈 りも少 な く， 弱 々 しい もの と

なって しまい ます。 モルモ ン書 には， そ

の ような悲 しい物 語が 幾 度 も繰 り返 して

登場 します 。

ヒラマ ン書 を見 てみ ましょう。 「おお，

どうしてあ なたが たは， 神が 助 けて くだ

さったその 日に， 神 を忘 れ ることが で き

たのか。」２そ して同 じ書の後 の部 分 で，

神 が恵 みに満 ちた優 しさで祈 りにこたえ

て くだ さった直後 の， 民 の恐 ろしい まで

の行 動 パ ター ンが ， 再 び 描 写 され てい

ます 。

「この ことか らわた したちは ， 人 の子

らの心 が どれ ほ ど不 誠実 で 不 安 定 であ

るか を知 ることが で きる。 まことに， 主

を信 頼 す る者 た ちを， 主 が 大 い なる限
いつく

りない 慈 しみ をもって祝福 し， 栄 えさせ

られ るとい うこ とも，、わ た した ちは知 る

ことが できる。

また，主 が御 自分 の民 を栄 えさせ られ

るまさにその とき， まことに， 民 の畑 と

家 畜 の群 れ を増 し，金 銀 と，あ らゆる自

然 の貴重 な品 々と人工の貴 重 な品々を与

え，民 の命 を助 け，敵 の手か ら民 を救い

出 し， また宣戦 す ることの ない ように敵

の心 を和 らげ ， 要 す るに御 自分 の民 の

繁栄 と幸 い のため にあ らゆることを行 わ

れ るそ の ときに ，彼 らは心 をかた くなに

し，主 なる神 を忘 れ ，聖 者 を足 の 下 に

踏み つけ るとい うことが ， わた した ちに

分 か るので あ る。 これ は ，彼 らが 安 楽

で， 非常 に豊か に繁 栄 したためである。

またこの ことか ら，主 が多 くの苦 難 を

もって御 自分 の民 を懲 らしめ られ なけれ
き きん

ば ， まことに， 死 と恐 怖 と飢 謹 とあ らゆ

る疫 病 を下 され なけ れ ば ，彼 らは主 を

思い起 こそうとしない ことが 分か る。」３

そ して ， 同 じ章 の次 の節 を読 む と，

わた したちが なぜ 祝福 の源 をい とも簡単

に忘 れ去 り， 信 仰 をもって祈 る必 要 性

を感 じな くなるのか ，そ の理 由が分 か り

ます。

「おお ，人 の子 らは何 と愚か で， 虚栄

心 が 強 く， 邪 悪 で悪 魔 に従 い， 何 と罪



悪 を行 うのが早 く，善 を行 うのが遅 い こ

とか。 何 と悪 しき者の言 葉 を聴 くのが早

く，俗 世 のむな しい もの に執 着す るのが

早 いことか。

まことに，何 と高慢 になるのが早 い こ

とか。 何 と誇 るのが 早 く， あらゆ る罪悪

を行 うのが 早い ことか。 人の子 らは何 と

主 な る神 を思 い起 こす のが 遅 く， 主 の

勧 告 に耳 を傾 け るのが 遅 い ことか。 何

と知 恵の道 を歩 むのが 遅い ことか 。

見 よ， 人の 子 らは ， 自分 たち を造 っ

て くださった主 なる神 に治 め られ， 統 治

され るの を望 まない。 主が 深 い慈 しみ と
あわ

憐 れみ をか けて くだ さってい るの に，人

の子 らは主 の勧 告 を軽 ん じ， 主 が 自分

た ちの導 き手 になって くだ さるの を望 ま

ない。」４

この ３節 の短 い聖句 か ら， 悲 しい こと
けんそん

にいつの 間にか 謙遜 な祈 りを捨 てて しま

う原 因が ３つ見 えてきます 。 まず第 １に，

神 はわた した ちが 祈 るよう願 って お られ

るの に対 して， 魂 の敵 は， 祈 りの大 切

さを過小 評価 し，あ ざ笑 うとい う点 が挙

げ られ ます。 ニーフ ァイ第二 書 に書 か れ

てい る警 告 は真 実で す。 「さて， わた し
はらから

の愛 する同胞 よ， わた しはあなたが たが

まだ心 の中で深 く考 えているのを承 知 し

てい る。 そ して ，この ことについて あな

たが たに述 べ なけれ ば ならないのは， わ

た しにとって悲 しい ことであ る。 あ なた

が た は ，祈 る よう人 に教 えて くだ さる
み た ま

御 霊 に耳 を傾 けるならば， 祈 らなけれ ば

な らないことが 分 かるであ ろう。悪 霊 は

祈 るように とは人 に教 えず， かえ って祈

ってはならない と人に教 える。」５

第２は，慢 心 か ら，神 を忘 れ去 って し

まうとい うことです 。 わずか に繁 栄 した

り平 安 になった りしただ けで ，あるい は，

ほん の少 しだ け改 善 した とい うだ けで ，

わた したちは 自分 で十 分 にや って いける

という気持 ちにな ります。 自分 の人 生 は

自分 で コントロールで きる， 改 善 したの

は 自分 の努 力 の結 果 で あ って ，御 霊 の

静 か で細 い声 を通 じて語 りかけて くださ

る神 のおか げで はない， といった思 いに

す ぐに駆 られ ます。 高慢 な思 いが 心 の

中 に雑 音 を作 り出 し， そ の ため に， 御

霊 の静 か な声 を聞 きに くくしてい ます 。

そ して 日ならず して，慢 心 のため にその

声 に耳 を傾 けようとさえ しな くなって し

まいます 。 そうな ると， 自分 にはそん な

ものは必 要 ない という思 いにな るの も時

間の問 題です。

第 ３の原 因は，心 の奥 深 くに根 ざ して

いる 問題 で す 。 わ た した ちは 愛 に満 ち

た天 の御 父 の 霊 の子 どもで す。 天の 御

父 はわた した ちをこの死す べ き世 に置 か

れ， わた したちが 天 の御 父 の戒 め を守

り， その愛 する御 子 のみ もとに戻 る道 を

選 ぶか どうか，（自由に選 ぶことがで きる

わけですが ），試 してお られるのです。 わ

たしたちは強 制 されて いるわけではあ り

ませ ん。 む しろ ，天 の御 父 も御 子 も強

制 す る ことはお で きにな らな いの です 。

そん な ことをす れ ば ， 幸福 の計 画 を台

なしにして しまうか らです 。だか らこそ，

わた したち の心 の 中 には， 自分 自身 の

選 び につ いて は責 任 を取 りたい と考 え

る， 神 か ら授 か った願 い が備 わって い

るので す。

自分 自身で選びた いとい うこの願 い は，

永遠 の命へ と進む，上 り階段 の一部 です。

しか し， もしわた したちが この世 の 目だ

けを使 って物 事 を見 ようとしたら， この

願 いは，神 に頼 る思 いを弱め てしまい ま

す。 さらに．は，そ うした強 い願 いが 自分

か ら出た もので ある と感 じ始 め る とき，

神 に頼 る思 いは まった く消 え失せ て しま

います。 そ う考 える と，以 下の真 の教 義

は，実 に耳 に痛 い教 え となり得 ます 。

「生 まれ なが らの 人 は神 の 敵 で あ り，

アダ ムの堕 落 以 来 そ うであ って ，今 後

もそ うである。 また人 は，聖 なる御 霊 の
しょくざい

勧 めに従 い，主 な るキ リス トの腰 罪 に よ

り，生 まれなが らの人 を捨 てて聖徒 とな

り， 子 供 の ように従 順 で， 柔 和 で ， 謙

遜 で ，忍 耐 強 く， 愛 にあふ れ た者 とな

り，子 供が 父 に従 うように，主 がその 人

に負 わせ るのがふ さわ しいとされ るすべ

て のことに喜 んで従 わ ないか ぎり， とこ

しえ にい つ まで も神 の 敵 となるで あ ろ

う。」・

子 どもの ように従 う人 々は，御 父が ひ

とえに子 どもたちの幸福 を願 ってお られ

ることを知 ってい るが ゆえ に， また，御

父 しか そ の道 を御 存 じの方 が お られ な

い ことを知 っているが ゆえに，従 い ます 。

恵 まれてい るときも問題 を抱 えてい ると
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きも，従 順 な子 どものように祈 り続 ける

ために，わた したちは御 父 に対す るその
あかし

ような証 を持つ必 要が あ ります 。

そ の ような信 仰 が あ れ ば， 自分 の願

うもの を求 めて祈 るこ ともで きます し，

何 であ れ頂 くものに感 謝す ることもで き

るの です。 また，その ような信仰 が あっ

て初 めて ，神が お求 めになるような熱心

さをもうて祈 ることもで きるのです 。神

は祈 るように命 じられた とき，「絶 えず祈

る」「常 に祈 る」「熱 烈 な祈 り」とい った言

葉 をお使 い になりました。

こうした戒 めを読 むと， 数多 くの言葉

を使 うことは求 め られ ていない と分 か り

ます。 事 実 ，救 い主 は ，祈 るときには

言 葉数 を多 くす る必 要 はないと言 われま

した。神 が求 めてお られ るような熱意 あ

ふ れ る祈 りとは， 美 辞 麗 句 を連 ね た祈

りで も， 人里 離 れ た所 での 長 時 間 にわ

たる祈 りで もないのです 。 それは， モル

モ ン書の アルマ書 の 中では っきりと教 え

られ ています 。

「また， 声 に出 して主 に叫 び求 めない

ときで も， あなたが たの幸 いと， あなた

が たの周 りの人 々の幸 いを気 遣 う気持 ち

を心 に満 た し， それ が絶 えず 主へ の祈

りになるようにしな さい。」７

わ た した ちの心 が神 に向 け られ るの

一

、



は， 神 を愛 す る心 ど，神 の慈 しみ を信

頼 する心 に満 た された ときだ けです。 ジ

ョセ ブ・ス ミス は， まだ幼 い少 年 だ った

ときで さえ， どの ように した ら神へ の 愛

に満 ちた心 で祈 ることが で きるようにな

るか ，試 練 や祝 福 に満 ちた生 涯 を通 じ

て絶 えず 祈 る ことが で きる ように なる

か， とい うことにつ いて， 一つ の模 範 を

示 しました。

ジ ョセ ブ は， 愛 に満 ち た神 は必 ず 祈

りにこたえて くだ さり，混 乱 か ら救 って

くださるとい う信 仰 をもって， 祈 るため

に森 に向かい ました。 ジ ョセ ブは，神 の
み こ と ば

御言 葉 を読 む ことにより， また，そ れが

真 実 であ る とい う証 を得 るこ とに よ り，

そ の確 信 を持 ちま した 。 ヤ コブの 手 紙

の次 の言 葉 を読 んだ と記 録 してい ます。

「その人 は， とがめ もせ ず に惜 しみ な く

すべ ての人 に与 える神 に ，願 い 求 め る

が よい。 そうすれ ば，与 え られるであ ろ

う。」８祈 りを通 じて神 に願 い求め ようと

い うジョセブの信 仰 は，聖 句 につ いて深

く考 え， 神 が 愛 に満 ち た御 方 で あ られ

るという確 信 を得 た後 にもた らされ まし

た。 ジ ョセ ブは， わた したちに今 求 めら

れてい る と同様 の，愛 に満 ちた神 を信 じ

る信仰 を もって祈 りをささげたので した。

ジ ョセブは，た だ単 に神 の言わ れるこ

とを聞 くためだ けで なく，そ れに従 うつ

もりで ，祈 りました。た だ真 理 を知 るた

め に だけ 願 い 求 め たわ けで は あ りませ

ん 。 神が 自分 にお話 しになる事 柄 につ

いて は， どんな ことであ れ， それに従 っ

て 行 動 す る決 意 が で きてい た の です 。

ジョセブの書 いた記録 を読 むと， 固い覚

悟 のうえで祈 った ことが 明 らか です。 ど

の ような答 えを受 けようとも， それ に従

って行 動 しようとい う決意 で した。 その

記録 を読んで みましょう。

「この聖 句 が， この とき，か つて 人の
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心 に力 を与 えた いか な る聖 句 に も勝 っ

て，わ たしの心 に力 強 く迫 って来 たので

あった。 それ はわた しの心 の隅 々に大 き

な力 で 入 り込 んで 来 るように思 われ た。

もしだれ か神 か らの知 恵 を必 要 とす る者

がいる とす れば ，それ は 自分 であること

を悟 っ て， わ た しはこの言 葉 を再 三 再

四思 い巡 らした。 なぜ な らば， わたしは

どうして よいか分 か らず， また 自分 がそ

の ときに持 っていた知 恵 よりも深 い知 恵

を得 られ なけれ ば， どのように行 うべ き

か まった く分 か らなか ったか らで あ る。

それ とい うの も，様 々な教 派 の教 師た ち

は 同 じ聖句 を異 なって 解釈 し， そ の結

果 ， 聖 書 に訴 えて疑 問 を解 決 す ること

へ の信 頼 をすべ て打 ち砕 いて しまってい

たか らである。」９

御 父 とそ の愛 す る御 子 が ， 祈 りの答
みすがた

え としてジ ョセ ブの前 に御 姿 を現 され ま

した。 そ して ジョセブは，望 んで いた と

お り， どの ように行 動 すべ きか を教 え ら

れ たのです。 彼 は子 どものように従 いま

した。 どの教 会に も加 入 してはな らない

と告 げ られ ました。 ジョセブは教 え られ

た とお りにしたので す。 そ してそ の忠 実

さのゆえに，それか らの 日々，年 々歳 々，

彼 の祈 りは光 と真 理 が洪水 の ように注 ぎ

込 まれ ることによって こたえ られま した。

イエ ス ・キ リス トの完 全 な福 音 と神 の王
かぎ

国 の 鍵 が この 地 上 に回 復 され ま した 。

ジョセ ブがへ りくだ って神 に頼 ったた め

に，権 能 と聖 なる儀 式 とともに，福 音 が

回 復 され たの です 。 そ の回 復 の おか げ

で ，最 も貴 重 な独 立 を選 ぶ 機会 が わ た

したちに与 えられ ています。 つ まり， イ
あがな

エ ス ・キ リス トの瞭 い による清 めの 力 に

よって，罪 の束 縛か ら自 由になることが

で きるのです。

ジ ョセブ ・ス ミスの使 命 は ，ほ かに類

を見 ない もので した。 しか しなが ら， そ

の 謙遜 な祈 りは， わた したちに とって有

益 な模 範 とな り得 る もの です。 ジョセブ

は，わ たした ちに求め られ ているの と同
み わ ざ

様 に，神 を信 じる信 仰 をもって御 業 を始

め ました。 神 はわた したちに語 りかけ助

けることが おで きにな り， またそ う望 ん

で おられ ます 。ジ ョセ ブの信 仰 は，聖 文
しもべ

に書かれている神の僕たちの言葉を深

く考えたときにもたらされた強い印象に
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根 ざ していました。わ たした ちは，神 の

御 言 葉 を度 々， そ して注 意 深 く研 究す

る ことがで きます し， また ，そ うす る必

要が あ ります。 もし聖 文 の研 究 をごく自

然 にで きるように なった ら， 祈 りもご く

自然 にささげ ることが で きる ようになる

で しょう。

わた した ちは祈 ることはやめ ないか も

しれ ませ ん が ，祈 りが ， 本 来 の 目的 を

欠 いたまま同 じ言 葉の繰 り返 しになった

り，機 械 的 に ささげ られ た りす ることは

あるでしょう。 自分 で知 らない神 に心 を

向 けることはで きませ ん。 そ こで ，聖 文

や 生 ける預 言 者 の言 葉 が ，神 を知 る助

け に なるはず で す 。 神 を知 れ ば 知 るほ

ど，神 を愛 す るようになるの です。

また ， 神 を愛 す るた め には， 神 に仕

える必要 もあ ります 。 ジ ョセブ ・ス ミスは

その ような生 涯 を送 り，最 終 的には，神

に仕 えるため に 自らの命 をささげ たので

す。 ジ ョセ ブはいつ も従 うつ もりで祈 っ

て い ました。 その ように従 順 であ ること

は，常 に人 に仕 えることも意 味 してい ま
る

した。 神 の業 にお いて奉 仕 をす るとき，
みこころ

神 の御心 を幾 分か 感 じることが で きるよ

うにな り，神 を知 るようになるのです。

「なぜ な らば ， 仕 えた こともな く， 見

も知 らぬ 他 人 で ， 心 の 思 い と志 を異 に

している主 人 を， どの ように して人 は知

ることがで きようか。」’。神 に対 す る愛 が

深 まれば， 祈 りによって御 父 に近 づ きた

い とい う願 いも， 同 じように強 まって く

るものなのです。

この大 会 で 耳 にす る言 葉 や 音 楽 は，

真 心 か らの祈 りをささげ な くなる危 険 に

対 抗す る決意 を強め るためにはどのよう

なことを実 践 した らよいのか 教 えて くれ

ることで し ょう。 聖 文 を研 究す るよう促

す 思 いが わ き起 こることで しょう。 その

促 しに従 って くだ さい。 また， この大 会

を通 じて ， 皆 さん がバ プテ スマ の水 に

入 った ときに実 行 しようと決意 した奉 仕

について，思い起 こす機会があることでし

ょう。 どうぞ従 うことを選んで ください。

皆 さん が聖 文 につ い て深 く考 え， 神

と聖 約 を交 わ した事 柄 を実践 し始 め る

なら，神 に対す る愛 をい っそ う深 めるこ

とが で き， また皆 さん に対 す る神 の愛 を

いっそ うよく感 じられ ることを約 束 いた



します。 そ して ， この愛 を念 頭 に 置 い

て ささげ られ る皆 さんの祈 りは，感 謝 と

願い とで心 を満 た しつつ ，真心 か らささ

げ られ ることにな ります 。 そ して， 神 に

頼 る思 いも強 まります。また，恐 れず に，

心 に平 安 を抱 い て， 神 に仕 える業 の た

めに行 動 を起 こそ うとい う勇 気 と決 意 と

を見 いだす ことにな ります 。常 に祈 るよ

うにな ります 。 そ して ，将 来 どの ような

ことが 起 ころうとも，神 を忘 れ る ような

ことはな くなるので す。

父 なる神 が生 きてお られ ることを皆 さ

んに証 します。神 はわた したちを愛 して

お られ ます 。 わ た した ちの祈 りを聞 き，

最 善 のもの を用 意 して こた えて くだ さい

ます 。 神 の御 言 葉 を通 じ， また奉 仕 の

業 を通 じて神 を知 るようにな るにつ れ ，

わ た したちは神 をい っそ う深 く愛す るよ

うにな ることで し ょう。 わた しはそれ が

真実 であ ることを知 ってい ます。

イエス ・キ リス トの 完全 な福 音 とイエ

ス ・キ リス トの真 の教 会 は ，預 言 者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスを通 して 回 復 され ました 。
かぎ

神 権 の鍵 は この教 会 にのみ存 在 します 。

わた しは， 自分 が生 きているの と同 じよ

うに確 か に，現在 ゴー ドン・’Ｂ・ヒンク レ

ー大 管 長 が この 地 上 で その 鍵 を持 ち
，

行 使 してい ることを知 って います 。 イエ

ス ・キ リス トは生 きて お られ ます 。 わ た

しは その ことを知 ってい ます 。 そ して，
こんにち

主 は今 日も御 自身の 教 会 を導 い てお ら

れ ます 。 この大 会 にお いて ，御 自身の

僕 たちを通 じて， 皆 さん を教 え導い て く

ださるのです 。
み な

イ エ ス ・キ リス トの 聖 な る御 名 に よ り，

ア ー メ ン。
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最も大いなる希望
第 二副 管長

ジェームズ ・Ｅ・フ ァウス ト

ｒわたしたちの救ωば，贋いをωかに信じ，受似入れるかにかかっτωます。贋

ωを受航入れると，贋旧をよ０宏全に理解するためのたゆみなω努力か螂要に

なるか６τす。ノ

愛 １欝諜
お話 しす るた めに，へ りくだって この壇

上 に立 ってい ます。 そのす ば ら しい出

来事 は，わたしたちの主 であ り救 い主で

あるキリス ト・イエスのた ぐい まれ な瞭 い

の業 で す 。 これは過 去 に行 われ た 中で

最 も卓 越 した業 であ ると同時 に， 最 も理

解 が 困 難 な事 柄 です 。 瞭 い につい てで

きるか ぎ り学 びたい とい うわた しの思 い

は， 幾 分 利 己 的 です 。 わた したちの救

いは ，瞠 いを信 じ， 贋 い を受 け 入れ る

ことにかか ってい ます 。⊥贋 い を受 け入

れ ると， 貝責いをより完 全 に理 解す るため

の継 続 的 な努力 が 必要 になるか らです 。

贋 い によってわた した ちは完 全 にな るこ

とがで き， それ に よりわた した ちは現 世

で成 長 し， その 目的 を果 たす ことが で

きます 。２わた したちは皆 罪 を犯 してい

るた め，悔 い改 めて わた した ち’が 払 え

る 負債 を完 全 に支払 う必要 が あ ります 。

真 心 か ら悔 い 改 め た とき， 救 い主 の偉

大 な膿 いにより，残 りの 負 債が 支払 われ

るの です♂

パ ウロは ，順 いの 必 要性 につ いて 簡

潔 に説 明 してい ます。 「アダ ムにあって

す べ て の 人が 死 んで い るの と同 じよう

に，キ リス トにあってすべ ての人 が生 か

され るので あ る。」４イエ ス ・キリス トは，

創 世 の以 前 か ら順 い主 に指 名 され予 任

され ました。 神の御 子 として罪の ない生

涯 を歩 み， ゲ ッセ マネの園 で血 を流 し，

十 字 架 上 の苦 痛 に満 ちた死 とその 後 に

起 こった墓 か らの肉体 の復 活 により， イ

エス は救 いの源 とな り， すべての 人類 の

ため に順 いの業 を完 成 されたの です 。５

順 い とキ リス トの復 活 について理解 す

ると， キリス トとその使 命 に関す る知 識

を得 られるようにな ります 。６キ リス トの

蹟 い の犠 牲 に対 す る理 解 が 深 まる と，

キ リス トに さらに近 くな ることが で きま

す。順 い （ａｔｏｎｅｍｅｎｔ）は文字 どお りキリ

ス トと「一つ 」になるこ と（ａｔ－ｏｎｅ－ｍｅｎｔ）

を意 味 します 。 順 い の本 質 とそ の効 力

は， 非 常 に深 遠 か つ 無 限 であ り， 計 り

知 れ ない もの です 。 死 すべ き人 間の 理

解 と知 識 を超 えて いるか らです 。わた し

は，恵 み によって救 われ るという原則 に

深 く感 謝 して います 。多 くの人 は， イエ
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スが キリス トであ られ ると告 白す ること

だ けが 必要 であ り， そ の後 は恵 み だけ

で救 われると考 えています 。 しか し恵 み

だ けで 救 い を得 るこ とは で きませ ん 。

「わ たしたちが最 善 を尽 くした 後 ，神 の

恵み によって救 われ ることを知 ってい る

か ら」です。７

数 年前 ， ゴー ドン・Ｂ・ヒンク レー大 管

長は，「一種 のた とえ」として，「バ ージニ

アの山 あい にある，教 室 が一つ しかない

学校」につ いての話 をしました。「男 の子

たちはとて も乱 暴 で，そ の子 たちを制 す

ることが で きる先生 はい ませ んで した。」

そ ん なあ る 日， 一 人 の若 い， 経 験 の

浅 い先 生が 赴 任 して 来 ました。 教 師 は

皆ひ どい仕打 ちを受 けていると言 われ ま

したが ，そ の先 生 は覚 悟 を決 めま した。

最初 の登 校 日に， その先 生 は， 男 子 生

徒 に 自分 た ちの 規則 と， 規 則 を破 った

ときの 罰 を作 るように言 い ました 。 クラ

スの生 徒 は １０の規 則 を挙 げ， そ れ らが

黒板 に並 び ました。 そ して その 先 生 は

言い ました 。 「規 則 を破 った人 には どう

します か。」
むち

「上着 を脱 がせ て 背 中 を １０回 ， 鞭 で

たた く」とい う答えが返 ってきました。

１日かそ こらたった とき，… … トムとい

う体 の大 きな生 徒 の弁 当 が 盗 まれ まし

た。 「盗 んだ生徒 が 分か りました。 １０歳

ぐらいの ，体 の小 さな， お なか をす か

せ た生 徒で した。」

小 さなジムは，罰 を受 け るため に出て

来る と，上 着 を脱 が な くて も済 むように

嘆願 しました。 「上 着 を脱 ぎなさい。」先

生 が言 い ました。 「君 も規則 を作 る手伝

いをしたんだか ら。」

そ の男 の子 は上 着 を脱 ぎました。 彼

は下 着 を着 ていず ， 体 はや せ て少 し障

害 が あ りま した 。 先 生 が 棒 を持 っ て
ちゅうちょ

躊 躇 してい ると，体 の大 きい トムが素 早

く立 ち上 が り，代 わ りに罰 を受 けると申

し出ました。

「いい だ ろう。 ほかの者 が 身代 わ りに

なれるとい う法 律 もあ る。 みん なは賛 成

か い」と先 生 が 聞 きました。

トムの背 中 を５回打 ったところで， 棒

が 折れ て しまい ました。 クラス のみん な

が すす り泣 く声 が 聞 こえました。 「小 さ

なジムが 来て，両 手 を トムの首 に回 して

抱 きつ きました。 『トム， ごめん ね。 君

の弁 当 を盗 んだ りして。 ぼ く， とて もお

なかが すいて いたんだ。 トム， ぼ くは死

ぬ まで ず っと，君 の ことが 大 好 きだ よ。

ぼ くの代 わ りに鞭 を受 けて くれた君 の こ

とが 。そ うさ，永 遠に君が 好 きだ よ。』」８

そ れか らヒンクレー大管 長 は， イザヤ

書 を引用 しました。

「ま ことに彼 はわ れ われ の 病 を負 い，

われわれ の悲 しみをになった。 … …

・… ・彼 はわ れ われ の とが のた め に傷

つ けられ ， われ われ の不 義 の ため に砕

かれ たの だ。彼 はみず か ら懲 らしめ をう

けて ， われ われ に平 安 を与 え， その打

たれた傷 によって， われわれ はいや され

たのだ。」９

救 い主 が 受 け られた 苦痛 のすべ てを

知 る人 はだ れ もい ませ んが ， 聖 霊 の力

によ り，主 が わた したちにお与 えになっ
たまもの

た天の賜物の幾分かを知ることができま
せいさん

す 。’ｏ聖餐 の賛美 歌 に次 の ような言葉 が

あ ります。

πわれ ら， その苦痛知 り得ぬ とも

主 の苦 しみ， わがため と信 ずソｌｌ

イエスはわた したちのために，幾 多 の

痛 み，「言葉 に表せ ないほ どの苦 痛」，「強

烈 な責 め苦 」’２を受 けられ ました。 ゲ ツ

セ マネの 園で 激 しい苦 しみ を受 け られ ，

全 人類 のすべ て の罪 をそ の身 に負 われ ，

「苦痛 の ため におのの き，あ らゆる毛穴

か ら血 を流 し，体 と霊 の 両 方 に苦 しみ

を受 け」られ たので す。１３「イエスは苦 し

み もだえて ， ます ます 切 に祈 られ」’４ま

した。 そ して こう言 わ れ ました。 「わが
さカずき

父 よ， この杯 を飲 むほか に道 が ない ので

したら， どうか ，み こころが行 われ ます

ように。」’５イエ スは， イスカリオテのユ

ダに裏切 られ，ペ テロに否 定 され ました。

祭 司 長 と役 人 にあ ざけ られ ました。 法

廷 で は， 衣 を引 き裂 か れ ， こぶ しで打
むち

た れ ，つ ば きをか け られ ， 鞭 で打 たれ

たのです 。１６

イエ ス は ゴ ル ゴ タに 連 れ て 行 か れ ，
くぎ

手足 に釘 を打 たれ ました。 「ユ ダヤ 人の

王 ， ナザ レの イエ ス」１７とピラ トが 書 い

た罪 状 書 きを付 け た木 製 の十 字 架 に は

りつ けにな り，何 時 間 も苦 しまれ ました。
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地上 の全 面 が 暗 くなって，「三 時 ごろに，

イエスは大声 で叫 んで，『エ リ， エ リ， レ

マ， サバ クタニ』と言 われ た。それ は『わ

が神 ， わが 神 ， ど うして わ た しをお見

捨 て に なったので すか 』という意 味で あ

る。」１８だれ も主 を助 けることが で きませ

んで した。 主 は独 りで酒 ぶね を踏 まれ た

のです 。１９そ れか ら，「イエスは もう一 度

大 声 で叫 んで，つい に息 をひきとられ」ま

した。２０そ して ，「ひ とりの兵 卒 が や りで

その わきを突 きさす と，す ぐ血 と水 とが

流 れ 出」ました。２１「地 震 が あ り」，そ し

て 「百 卒長 ， および彼 と一緒 にイエ スの

番 を して い た人 々は ， 地震 や ， いろ い

ろので きご とを見 て非 常 に恐 れ ，『まこと

に，この 人は神 の子 であった』と言」い ま

したＱ２２賛美 歌 の 中に，「カルバ リの十 字

架 に， 血流 して， 死 に し救 い 主 ，思 わ

せ た まえ」２３という言 葉 が あ ります。 わ

た しの た めに どれ ほ どの血 を流 され た

のか と思 うと胸 が 詰 まります 。

イエ ス が行 われ た こ とは ，神 のみ が

おで きになることで した 。 肉体 におけ る

御 父 の独 り子 として ，イエスは神 聖な属

性 を受 け継 が れ ました。 イエスは この世

に生 を受 けた人 の 中 で ， この最 も重 要

で神 聖 な業 をな し得 る唯 一 の御 方 で し

た。 この 地 上 に生 きた 唯 一罪 のない 人

として， イエ スは霊 の死 に服従 され ませ

んで した 。 その 神 性 に よ り， 肉体 の 死

を克服 する力 も持 ってお られま した。 こ

の ように して， イエスは わた した ちが ’自

分 で はで きないことを， わ たしたちのた

めに行 って くだ さい ました。イエ スは死

の 冷たい縄 目を解 かれ ました。 イエスは

さらに，わ たした ちが 聖霊 の賜物 による，

この上 ない静 か な慰め を得 られ るように

され たのです。２４

蹟 い と復 活 によ り，多 くの ことが成 し

遂 げ られ ま した 。 腰 い は悔 い 改 め を条

件 として ，わた したちを罪 か ら清 めて く
あわ

れ ます 。悔 い改 め は， 憐 れ み を受 ける

た めの条 件 です 。２５最 後 の １コドラン ト

を払 うためにわた した ちが で きるすべ て

の ことを行 い，過 ち を正 した後 に， わた

した ちを清 め て完 全 にす る賄 い を通 し

て ，生 活 の 中で 救 い主 の 恵 み にあず か

ることが で きるので す。２６キ リス トの復

活 は， 死 を克服 し， わた した ちが死 後



も墓 を超 えて生 き続 ける確 証 を与 えて く

れ ました。 キリス トはこう言われ ました。

「わ た しはよみが え りであ り，命 で ある。

わた しを信 じる者 は， た とい死 んで も生

きる。」２７復 活 は無 条 件 で， かつ て生 を

受 けた人 とこれ か ら生 を受 ける人 すべ て

に与 えられ ます 。 復 活 は無 償 の 賜物 で

す。２８ジ ョン・テー ラー大管 長 はこの こと

を適 切 に表 現 してこう言 い ました。 「墓

が 開 け られ ，死 者 は神 の御 子 の声 を聞

くで しょう。 そ して墓 か ら出て来て ，善

を行 った人 々は忠 実 な人 の復 活 を受 け，

悪 を行 った 人 々は， 忠 実 で ない 人 の復

活 を受 けます。」２９

現 世で の行 い と贈 いに関 して， Ｊ・ル

ーベ ン・クラーク・ジュニア副管 長 は深 い

洞察 を示 してこう言 いました。

「〔救 い主 は〕わ たしたちの背 きに対 し

て最 低 限 の罰 をお与 えに なる と思 い ま

す。 わた しは， 主 が お持 ちの 無 限 の愛

と祝福 ，憐 れ み ，親 切 な心 ， そ して思

いや りのす べ て を御 自身 の 正義 に込 め

られ る と信 じてい ます。 … …

そ れ とは逆 に ，善 い行 い に対 す る報

いについて言 えば， わた したちが 犯 した

過 ちを心 に留 めなが らも主 ぽ，可 能 なか

ぎり最 大の 報い をお 与 えになると信 じて

います 。」３。

イザ ヤが 書 いてい るように ，わた した

ちが 主 に立 ち返 るな ら，「主 は豊 か に ゆ

るしを与 えられ る」ので す。３⊥

わ たした ちは毎 週 聖餐 を受 けることに

より，救 い主の執 り成 しと十字 架上 の死

と蹟 いの 意義 深 い出 来事 を思 い起 こす

ように命 じられ てい ます。 聖餐 の祈 りの

言 葉 を心 に留 め， わた したちのために犠

牲 となられ た体 と血 を記念 してパ ンと水
み た ま

を頂 きます。 そ して， いつ も御 子の御 霊

を受 け られる ように，御 子 を覚 え，御 子

の戒め を守 るのです 。

わた したちの蹟 い主 は，かつ て生 を受

けた人 とこれか ら生 を受 けるすべ ての人

の罪 ，苦 しみ，弱 点 ，病 のすべ て をその

身に引 き受 け られ ました。３２主 ほどの苦

しみを受けた 人はい ませ ん。贈 い主 は御

自身の経 験 により，わた したちが受 け る

現 世で の試 練 を知 ってお られます 。その

試 練 とは， いわばエ ベ レス ト山に登 ろう

として ，ほん の数 メー トル登 っただけの

カン ファ レンスセンター に集 まった会衆に手を振 るゴー ドン ・Ｂ ・ヒンク レー大管長 。

後ろに立 って いるのは ，（左か ら）十二使徒定貫会 のジ ェフ リー ・Ｒ ・ホラ ン ド長老 ，

ロバー ト ・Ｄ ・ヘイル ズ長 老， リチ ャー ド ・Ｇ ・スコ ッ ト長老 ，お よび

大管長会 の トーマス ・Ｓ ・モン ソン副管長 とジ ェームズ ・Ｅ・ファウス ト副管長。

労苦 にす ぎない ものです。 しか し瞭い主

は ， 山の頂 上 まで の８，６４０メー トル を登

られ ました。瞭 い主 は，死 すべ き人 間の

だれ よりも苦 しまれたのです 。

瞳 いは罪 人 だ けに で な く，罪 を犯 し

た相 手 ，す なわ ち罪 の犠 牲 者 に も恵み

を もた らします 。 「わた したち に対 して

罪 を犯 した人 」（ジ ョセ ブ・ス ミス訳 聖書
ゆる

マ タイ６：１３より和 訳 ）を赦す ことに より，

順 い は ほか の人 々の 罪 悪 に よる， 罪 の

ない犠 牲 者が 必要 とす るだ け の平 安 と
いや

慰 め を与 えます。 人 を癒 す 根 源 は， イ

エ ス・キ リス トの 順 いです 。 個人 的な悲

劇 の 苦 しみ に対 す る癒 しで あ っ て も，

最 近ニ ューヨー ク， ワシ ントンＤ．Ｃ．， ピ

ッツバ ー グ郊 外 で 起 きた国 家 的 な大 惨

事 の苦 しみに対 する癒 しで あって も，そ

れ は確 か に与 えられ ます。

悲 痛 な思 いで離 婚 した一人 の姉妹 が ，

蹟 いか ら力 を得 た 経験 につ いて 書 い て

い ます 。彼 女 はこう語 ってい ます。 「離

婚 によって，… …人 を赦す とい う義 務が

な くな ったわ けで は あ りませ んで した。

ほ ん と うに赦 したい と思 って い ま した

が ， わ た しに は もと も と不 可 能 なこ と

を命 じられてい るように思 えました。」監

督 は彼 女 に良 い助 言 を幾 つ か与 えて こ

う言 い ました。 「あ なたの心 に赦 す ため

のゆ とりを持 ち続 けて くだ さい 。そ して

赦 す 気持 ちが 入 って来 た ら，迎 え入 れ

るの です。」何 か月 もの 間 ，赦 すため の

苦 闘が続 きました。 彼女 はその ときの様

子 を こう振 り返 って い ます。 「あの 長 い

祈 りの間 ， ・・… ・愛 す る天 の御 父 か ら送

られ る慰 めの 命 の泉 に触 れ てきました。

天 の御 父 は， まだ 赦 せ ない で いるわ た

しに失 望 を もって待 って いらっしゃるの

で はな く， む しろ涙 を流 して いるわた し

と一緒 に 悲 しんで お られ ることに気 づ い

たので す。 ……

最 終 的 にわ た しの心 に生 じた の は ，

キリス トの贈 いについ ての驚 くほ どの奇
あかし

跡 的 な証 で す 。 わ た しは いつ も，罪 人

が 悔 い改 めの過 程 を踏 む手 段 として瞭

い を理 解 してい ました。 しか し罪 の犠牲

者 にとって，赦 しの心地 よい平 安 を心 に

受 け る効 力 が あ るとは知 りませ んで し

た。」３３

傷 つい た 人 は， 試 練 を乗 り越 え るた

め にで きる 限 りの ことをしなけれ ばな り

ませ ん 。 そ して救 い 主 は，「〔民 〕の弱 さ

に応 じて」救 われるのです。３４救 い主 は，

リアホナ／２００２年 １月号

２１

一一



一

わた したちか重 荷 を運 ぶ ときに助 けて く

ださいます。 あ る人々は 非常 に深い傷 の

ため， より高 い所か ら与 え られる力 の助

け と次 の世 で の完 全 な正 義 と回復 に対

す る望みが なければ癒 され ることが で き

ませ ん。３・救 い主は， わた したちか 感 じ

経 験 し得 る， あ らゆる事柄 に耐 え られた

ので， 弱 い人が さらに強 くなるように助

けることが おで きにな ります。 救 い主 は

す べ ての 試練 を 自 ら経 験 され たか らで

す 。主 はわた したちの苦 痛 を理解 され ，

わた したちが最 も困 難 な時 期で さえとも

に歩んで くだ さるのです。

わた したちは階いが もた らす最 終 的な

祝 福 を強 く望 んで い ます 。 それ は ，救
み ま ん

い主 と一 つ とな り，救 い主の御 前 に行 く

ことで す。また， わた したちが ，救 い主

か らにこや か にほほえんで 温か く迎 えら

れ，そ れぞれ の名 前 が 呼 は れ ，両 手 を

広 けて招 き寄せ られ ， 限 りない愛 をもっ
み つ こ

てその御 腕 に抱 かれ ることも心か ら願っ

ています 。３ｂもしわた したちが 救 い主 の

御 前 にふ さわ しい と感 じることが で きる

な ら， それ は何 と栄 光 に満 ちた感 動 的

な経験 となることで しょう。救 い主 の大

いなる蹟 いの 犠牲 によ りわた したち一 人

一 人 に与 え られ る無 償 の 賜物 とは
， 昇

栄 す るた めの 唯一 の 道 です 。 そ の道 に

よって のみ ， わ た したち は救 い主 の 御

前 に立 ち， 顔 と顔 を合 わせ ることが で き

るので す。瞭 いの大 い なるメソセー ジは，

救 い主が わた したちすべ てに抱 いてお ら

れ る完 全 な愛 です 。 この愛 は， あふ れ

るばか りの憐 れみ ，忍 耐 ，恵 み， 公平 ，

長 く堪 え忍 ぶ こ とに 満 ち た 愛 ，そ して

とりわ け，赦 しに満 ちた愛 なの です。

サ タンの悪 の影 響 力 が ， 問 違 い を克

服 しようとす るわた したちのあ らゆる望

み を打 ち砕 こうとす るで しょう。 サ タン

は，わた した ちは道 に迷 っていて望 みは

ない と思 わせ る ことで しょう。 しか し，

それ とは対 照 的 に， イエ スはわた したち

を引 き上 げ るために手 を差 し伸 べ て くだ

さい ます。 わた した ちは，悔 い改 め と騰

いの賜 物 により，救 い主 の御前 にふ さわ

しい 状 態 で 立 てる ように備 える ことが

で きるので す。 これ らのこ とをイエ ス ・
み な

キリス トの御 名 に よって証 します 。 アー

メン。
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注

１ モー サヤ ４ ６ ７参 照

２ モ ロナ イ １０ ３２参 照

３ ２ニ ーファイ ２５ ２３参 照

４ １コリン ト １５ ２２

５ 「聖句 力イ ト』「頃 い」の項 ８参 照

６ モル モン書 ヤ＝］フ ４ １２参照

７ ２ニ ーファイ ２５ ２３ 強調 付加

８ ヒンクレー大 管 長 「クリス マスの すは ら

しい ほん とうの 話」４－６参 照

９ イサ ヤ ５３ ４－ ５

１０ １コリン ト １２ ３参 照

１１ 「街 を 離 れ た る 青 き 丘 に」『賛 美 歌 』

１１０番

１２ シ ョン テー ラ ー Ｍ θσ１θ亡１０η ∂ρｄ

Ａ亡ｏηθｍ θη亡（１８９２年）１５０

１３ 教義 と聖約 １９ １８

１４ ルカ ２２ ４４

１５ マタ イ２６ ４２

１６ マ タイ ２６ ４７ －７５ ２７ ２８－ ３１

参照

１７ ヨ八 ネ １９ １９

１８ マ タイ２７ ４６ ■

１９ 教義 と聖約 １３３ ５０参照

２０ マ タイ２７ ５０

２１ ヨハ ネ １９ ３４

２２ マタ イ２７ ５１ ５４

２３ 「われ ら祈 りまつ る」『賛 美歌 』９７番

２４ ヨ八 ネ １５ ２６参 照

２５ アル マ ４２ ２２－ ２５参照

２６ ２ニ ー フ ァイ ２５ ２３ ア ル マ ３４

１５－ １６ ４２ ２２－ ２４ モロ ナイ

１０ ３２－ ３３参 照

２７ ヨハ ネ １１ ２５

２８ 使徒 ２４ １５参 照

２９ ７’わθθｏｓρθ１κ１ηｇσθｍ Ｇ ホーマ ー

タ ラム選 （１９４３年 ） １１８。 ヨ八ネ

５ ２８－２９も参照

３０ Ａｓ γθ Ｓｏｗ Ｂｒｌｇｈａｍ

Ｙｏｕｎｇ Ｕｎｌｖｅｒｓｌｔｙ Ｓｐｅｅｃｈｅｓ ｏｆ

ｔｈｅＹｅａｒ （１９５５年 ５月 ３日） ７

３１ イサ ヤ ５５ ７

３２ アル マ ７ １１－ １２参 照

３３ （匿名 ） ＭｙＪｏｕｒｎｅｙｔｏ ＦｏｒｇＭ ｎｇ

εη５１ｇη １９９７年 ２月号 ４２－４３

３４ アル マ ７ １２

３５ アル マ ７ １１参照

３６ ア ル マ ２６ １５ モ ル モ ン ５ １１

６ １７ モ ーセ ７ ６３



＿ 一＿＿一」

●土曜午前の部会

２００１年 １０月６日

教会役員の支持
第 二副 管長

ジェームズ ・Ｅ・フ ァウス ト

ッ ク ス ウ ェ ル ， ラ ッセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン，

タ リ ン ・Ｈ ・オ ー クス ， Ｍ ・ラ ッセ ル ・バ ラ

ー ド
， ジ ョセ ブ ・Ｂ ・ワ ー ス リ ン， リチ ャ

ー ド・Ｇ ・ス コ ノ ト， ロ バ ー ト・Ｄ ・ヘ イ ル

ズ ， ジ ェ フ リ ー ・Ｒ ・ホ ラ ン ド， ヘ ン リ

ー ・Ｂ ・ア イ リン グ
。 賛 成 の 方 は そ の 意 を

表 し て くだ さい 。 反 対 の 方 。

わ た した ち は 副 管 長 お よ び 十 二 使 徒

を預 言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 者 と して 支 持

す る よう提 議 い た し ます 。 賛 成 の 方 は皆

そ の 意 を表 して くだ さい 。 も し， 反 対 の

方 が い れ ば ， 同 様 に そ の 意 を 表 して く

だ さい 。

Ｌ・ア ル デ ィン ・ポ ー ター 長 老 ， マ ー リ

ン ・Ｋ ・ジ ェ ンセ ン長 老 を七 十 人 第 一 定

員 会 会 長 会 か ら解 任 す る よ う提 議 い た

します 。 また ， Ｌ・ア ルデ ィ ン・ポ ー ター ，

ボ ー ン ・Ｊ・フ ェザ ー ス トー ン， レ ックス ・

Ｄ ・ビ ネ ガ ー ， ジ ョ ン ・Ｋ ・カ ー マ ノク ，

Ｌ・ラ イ オ ネ ル ・ケ ン ドリ ソク の 各 長 老 を

七 十 人 第 一 定 員 会 か ら解 任 し， 七 十 人

第 一 定 員 会 の 名 誉 会 員 の 称 号 を 与 え る

よ う提 議 い た します 。 こ の提 議 に 賛 成 の

方 は ， 皆 そ の 意 を表 して くだ さい 。

わ た した ち は 七 十 人 第 二 定 員 会 に お

け る働 き に感 謝 し， リチ ャ ー ド・Ｂ・ワ ー

ス リ ン ， リチ ャ ー ド・Ｅ・ク ック ， ウ ェ イ

ン ・Ｍ ・バ ンコ ッ ク， レイ ・Ｈ ・ウ ソ ドの 各

長 老 を栄 誉 を もっ て解 任 い た します 。 ま

た ， 以 下 の 方 々 を 地 域 幹 部 七 十 人 か ら

栄 誉 を もっ て 解 任 い た し ま す 。 ノ ー マ

ン ・Ｃ ・ボ ー ム ， ジ ェ ス ・Ｌ・ク リス テ ン セ

ン， デ ー ル ・Ｌ・ドラ ン ス フ イー ル ド， デ

ビ ッ ド・Ｗ ・エ カ ， ジ ェ ー ム ズ ・Ｅ ・グ リフ

ィ ン ， エ ス テ バ ン ・ゲ バ ラ ， ロ ナ ル ド・

Ｊ・ハ モ ン ド， トー マ ス ・Ａ ・ホ ル ト， エ ル

ンス ト・フス ， ブ リオ ・Ｈ ・ハ ラ ミヨ， ロ イ

ド・Ｗ ・ジ ョー ンズ ， 潟 沼 誠 二 ， Ｊ・グ レ

手車の開拓者たちの犠牲を思い起こさせてくれる テンプルスクウェア内の像。

弟 姉 妹 の 皆 さん ，ヒンクレー

兄 大管 長 の要 請 に よ り，これ か

ら皆 さん の賛意 の表 明 を頂 く

ため ，教 会 の 中央 幹 部， 地域 幹 部七 十

人， 中央 補 助組 織 会 長会 の 名前 を提 議

い た します 。

わ た した ちはゴ ー ドン・ビ トナ ー ・ヒン

ク レー を預 言 者 ， 聖 見 者 ，啓 示 者 ， お

よび 末 日聖 徒 イエス ・キ リス ト教 会 の大

管 長 として 支 持 す るよ う， また トー マ

ス ・スペ ンサー ・モ ンソンを第 一副 管長 と

して， ジェー ムズ ・エスドラス ・ファウス

トを第二副 管 長 として支持 す るよう提議

い た します 。 賛 成 の 方 は その 意 を表 し

て くだ さい。 もし， 反対 の 方 がい れば ，

その意 を表 して くだ さい。

トーマス ・スペ ンサ ー ・モ ンソンを十 二

使 徒 定 員 会 会 長 と して ， ボ イ ド・ケ ネ

ス ・パ ソカー を十 二使 徒 定員 会 会長 代 理

として， また次 の方 々 を十 二使 徒 定 員

会会 員 として支 持す るよう提 議 いた しま

す 。 ボイ ド・Ｋ・パ ソカー，Ｌ・トム ・ペ リ

ー
，デ ビソ ド・Ｂ・ヘ イト，ニー ル ・Ａ・マ

リアホナ／２００２年 １月号
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一・ラーキ ン， 中村 晴 兆 ， カール ・Ｅ・ネ

ルソン， ジェズ ス・ニエ ビス， ロ ドリゴ・

オベソ， ジェームズ ・Ｓ・オル ソン， グ レ

ン・Ａ・オーバ ー トン， ウィリァム ・Ｗ ・パ

ームレー
，ス ティー ブ ン・Ｈ・ポ ンド， マ

イケル ・Ｔ・ロビ ンソン，ホル へ ・Ｗ ・ベ ン

チ ュラ ， クレイグ ・Ｔ・ビンセン ト。 感謝

を表 明 して くだ さる方 は，手 を挙 げ てそ

の意を表 して ください。

わた したちはマー リン・Ｋ・ジェンセ ン，

ニール ・Ｌ・アンダー セ ン， ジ ョン ・Ｈ・グ

ローバ ーグの 各長 老 を中央 日曜 学校 会

長 会 か ら， ロバ ー ト・Ｋ・デ レ ンバ ック，

Ｆ・メル ビン・ハ モ ンド， ジ ョン・Ｍ ・マ ド

センの各 長 老 を中央 若 い男 性 会 長 会 か

ら感謝 をもって解任 す るよう提 議 いた し

ます。 賛 成 の方 は皆 ， 手 を挙 げ てそ の

意 を表 して ください。

チ ャ ール ズ ・デ ィデ ィエ 長 老 ， セ シ

ル ・０・サ ミュエル ソン長老 を七 十 人定 員

会 会 長 会 の 会 員 として 支持 す るよう提

議 い た します 。 賛 成 の方 は皆 ， その 意

を表 して くだ さい。 反 対 の 方 は皆 ， 同

様 にその意 を表 して ください。

カー ロス ・Ｊ・ガ ル シ ア， Ｒ・ラ ン ドー

ル ・ハ ブ， ジ ョン・Ｗ ・ヤー ドレー を地域

幹 部 七 十 人 として支 持 す るよ う提 議 い

た ます 。賛 成 の 方 は皆 ， そ の意 を表 し

て ください。 反対 の方。

セ シル ・０・サ ミュエル ソン， ジ ョン・

Ｈ・グローバ ーグ ， リチ ャー ド・Ｊ・メイン

ズの各 長 老 を中 央 日曜 学 校 会 長 会 とし

て， また Ｆ・メル ビ ン ・ハ モ ン ド， グ レ

ン ・Ｌ・ペ イス， スペ ンサ ー ・Ｊ・コンデ イ

ーの各 長 老 を中 央若 い男 性 会 長 会 とし

て支持 するよう提 議 いたします。 賛成 の

方 は皆 ，その意 を表 して ください。反対

の方。

わ た した ち はそ の ほ か の 中 央 幹 部 ，

地域 幹 部七 十 人 ， な らびに 中央 補助 組

織 会 長 会 を現在 の まま支 持 す るよう提

議 い た します 。 賛 成 の 方 はそ の意 を表

して くだ さい 。反対 の方 はその意 を表 し

て ください。

支持 の提 議 は，全 員 一致 で 賛 意の 表

明が得 られ たようです 。

兄 弟 姉 妹 ，皆 さんの信 仰 と祈 りに感

謝いた します 。

匿
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わたしたちの

預口者の信仰
十二使徒定員会

デビッド・Ｂ・ヘイト

ｒわたしたちに顕要なのばブリカム・ヤングが持 ：っτωたような信仰τあり，ゴ
ードン唱 ・ヒンクレーが幣 コτωるような膚仰だあり，わたしたちの預言者で

あ０指導者τある入々カｉ朔Ｆつτいるような信仰τす。ノ

ほど ヒンクレー大管 長 を教 会

先 の大管 長 として，また預 言者 ，

聖 見者 ，啓 示者 として支 持 し，

そ してほか の 中央 役 員 を提 議 され た と

お りに支持 す ることを表 明す るた めに手

を挙 げました。 わた しはそ の とき，心 に

燃 え るものを感 じました。皆 さん も同 じ

ように感 じてい らっ しゃる ことを望 んで

い ます 。 現在 地 上 に生 きてい る預 言 者

を支持 す るとい うことは，わ たしたち全

員 に とって何 とす ばらしく偉 大 な特 権 で

しょう。そ れ はただ ここに座 って何 とな

く手 を挙 げ るの ではあ りませ ん。単 に大

管 長 を支持 す るだけ で な く， 大 管 長 が

これ まで に行 って きた こと， わた したち

を代 表 して世 に 向 けて行 って きた 事柄

に賛 同 してい ることを心 に感 じる機会 な

ので す。 特 にこの数 日間， あ るい は数

週 間， 大 管 長 が驚 くべ き，霊 感 あ ふれ

る方 法 で 世界 の人 々に伝 え， 語 って き

たことにわた したちは感謝 しています 。

数 年前 ， ニュー ヨーク市 のニュー ヨー

ク ・フィルハー モニー管 弦 楽 団 の音楽 監

督 を務 めていたアル トゥーロ・トスカニー

二 は， 当 時土 曜 日の 午後 にラジオ番 組

を持 ってい ました。 ある 日， トスカニ ー

二は郵便 物 の中 に， しわ くち ゃで少 し黄
ロ

ばん だ紙 を見 つけ ました。次 の ように書

いてあ りました。

「ｉ親愛 なる トスカニー 二様 ， わた しは

ワイオ ミングの 山 中で寂 しく羊 飼 いを し

て いる者 で す。 わた しには 宝物 が二 つ

あ ります 。一 つ は古いバ イオ リン， もう

一つ は電池 式 の ラジ オです
。 電 池が 残

り少 な くな って ， ラジオが 聞 こえに くく

なって きま した。 そ れにバ イオ リンは音

が合 わな くなって，弾 けな くな りました。

そ こで お願 いです が ， 次 の土 曜 日の放

送で ，『イ音』を流 してい ただけません か。」

翌 週 の 番 組 で アル トゥーロ ・トス カニ

ー二は この ように言い ました。 「ワイオ ミ

ングの 山 中 に住 む新 しい友 人 の ため に

ニ ュー ヨー ク・フ ィルハ ーモ ニー 管弦 楽

団 が これか ら， 全 員 で完 全 な『イ音 』を

奏 で ます 。」そ して， 全 楽 団 員 は完 全 な

『イ音』を奏 で ました。 こうして孤独 な羊

飼 い は「イ音 』の弦 を合 わせ ， そ れか ら

完全 な 『イ音 』に基 づ い て 『ホ音 』の 弦 ，

『二音 』の弦 ，『ト音 』の弦 を合 わせ る こと

がで きました。

わた した ち 自身 の生 活 やわ た しの話

を今 聞 いてい らっ しゃる多 くの 人々の生

活の 中で 皆 バ イオ リン，つ ま り生活
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の 音 程 が少 しず れ てい る可 能 性 が ある

の ではないか と思 うのですが そ の生

活 の 中で ，教 会 の総 大会 に出席 してす

ば らしい メッセ ージ を聞け るとい うこと

は， 思 えば実 に興 味 深 い ことでは ない

で しょうか 。 ここで話 す機 会 を与 えられ

てい るわ た した ちは，快 活 に，力 強 く，

い きい きと話 す ことが で きるように熱 心

に祈 って い ます 。 人 生 のた そが れ と言

われ る時 期 に入 ったわ たしとて も同 じで

す 。 皆 さんの前 に立 って ， この業 が 真
あかし

実 で あることを証 す るのです 。わ たしは

その証人 なのです。

皆 さんの多 くが そ うで い らっしゃるよ

うに， あるいはそ う望 んで おられる よう

に ，．わ た しは末 日聖徒 の家 庭 で 育 ち ，

教 会 では ぐくまれ ，その後 世 に出て行 っ

て生 活 し，多 くの場所 で人 々と交 わる機

会 を得 ま した。 政 府 や 実 業界 ，そ の他

様 々 な人 と交 わ りま した。 そ の ような

人 々と語 り合 い，皆 さんが心 に抱 いてい

るような気 持 ち を分 か ち合 うことが で き

ました。

ヒンクレー大 管長 はわた したちと集会

を持 つ ときにしば しば 確 か公 の場 で

も話 した ことが あ ると思 いますが 自

分 の机 の後 ろの壁 にか けて ある ブ リガ

ム・ヤ ングの絵 について話 して くれます 。

ヒンクレー大 管 長 は １日の うちに非常 に

多 くの難 しい決 断を下 さなければ ならな

い ときが あ ります。 そ の ような ときに大

管 長 はいす を回 して， 後 ろの ブリガムの

絵 を見上 げて，「ブ リガム兄 弟 ， この よう

な とき， あな ただ った らどうして いたで

しょうか」あ るいは 「何 か提 案 はないで し

ょうか」と声 に 出 して ， あるい は心 の 中

で問いか けることがあ ります。

この数 年 間に起 きたことに思い をはせ

て くだ さい 。 この数 年 間 にヒンクレー大

管 長が 教 会 の拡 張 に関 して どの ような

霊 感 と指 示 を受 けて きたか 皆 さん はよく

御 存 じだ と思 い ます 。 数 々 の神 殿 を建

設 したこ と， ホテル ・ユ タを見 事 に改築

しジ ョセ ブ・ス ミス の名 を冠 した ジ ョセ

ブ ・ス ミス 記 念 館 に した こ と， そ して
き ょう

今 日わ た したちが 集 って いるカ ンファレ

ンスセ ンターを建築 した こと。 この よう

な建 物 は世 界 中 どこを探 して も見 当 た

らない と思 います 。 長年 にわた って ピン

クレー大管 長 とともに働 き，傍 らに立 っ

て， 大 管 長 の言 葉 に耳 を傾 け， 交 わ っ

て きたわた した ちにとって， この業が 霊
さま

感 に基 づ い て拡 張 し前 進 す る様 を見 ，

肌 で感 じ，そ の一翼 を担 ってこられ たこ

とは何 とすば らしい経験 で あ り，祝福 で

しょう。

さて， ブ リガ ム ・ヤ ング に思 い を向 け

て， この驚 くべ き人 に与 えられ た霊感 と

指示 につい て深 く考 えるときに，預 言者

ジ ョセ ブ ・ス ミスの死 によって空 いた指

導者 の地 位 を どの ように して埋 め たか ，

霊感 と啓 示 によって ノーブ ーを閉鎖 し西

部へ の旅 を計画 す るとい う責任 を どの よ

うに引 き受 け， 導 き， 指 示 したか が 思

い 起 こされ ます 。 当 時 ノー ブー 神 殿 を

完成 す るた めの働 きが続 け られ ていた こ

とや ノーブーで の作 業 を継 続 す るために

どの ような方 法 が 取 られ た かが 思 い 出
ほろ

され ます 。 その 一 方 で幌 馬 車 隊 を組織

し， 西 部 を 目指 して平 原 を横 断 し， 後

にシオ ンとなるソル トレーク盆 地 に入 り，

この 地 で 礼 拝 し， 教 え，福 音 を説 き，

集 会 所 や その ほか ， この 地で 繁 栄 した

文 明 と文 化 を育 て押 し広 げ るため に必

要 なすべ ての施設 を建 設 したのです。

ブ リガ ム ・ヤ ングは ソル トレー クに大

都 市 を建 設す るだけで なく， 民 をほかの

定 住 地へ 出 て行 か せ る とい う霊 感 も受

け ました。 その ことにつ いて考 えてみて

ください。 この盆地 に大挙 して流 入 して

来 る開拓 者 たちが ， 定住 し，家 庭 を築

き， 町 や共 同体 を建 設 し，個 性 や人格

を築 き， 才能 を伸 ばせ るような盆地 や地

域 を， ソル トレー ク・シティー か ら離 れ

た場 所 に見つ けてお こうという先見 の明

が 彼 に はあ りま した 。 こうして ブ リガ

ム・ヤングの指導 の下 で， ソル トレーク １

か 所 に大 都 市 を建 設 す るの で は な く，

ユ タの 内部 は もとより，遠 くワイオ ミン

グ州 ， ネバ ダ州 ， ア リゾナ 州 ， アイダ

ホ州南 部 にまで約 ３６０の共 同体 が 築か

れ ました。

人 々はソル トレー クを出て， これ らの

小 規 模 の共 同体 を築 く一 方 で ，学 校 の

委 員会 や 町の評議 会 で働 くことによって

才 能 と能 力 を伸 ば し， 小 さな 町で 指導

的役 割 を果たす ようにな りました。彼 ら

は地域 の住 民 とな り，学 校 をつ くり， こ

れ らの共 同体 を拡 張 してい きました。わ

た したち はブ リガ ム・ヤ ングが心 に描 き，

定 着 に力 を注 い だ これ らの地 域 で どの

ようなことが起 きたか を現 在 目に してい

ます。 定住 地が どの ように して発 展 した

大会の部会終 了後 ，マー ジ ョリー夫人をエス コー トしてカン ファレンスセンター を退場す るゴー ド

ン ・Ｂ ・ヒンク レー大管 長。続いて退場 しているのは ，大管長会 の トーマス ・Ｓ ・モンソン副管長 ，

ジ ェームズ ・Ｅ・ファウス ト副管長およ びボイ ド ・Ｋ ・パ ッカー十二使徒定員会 会長代理。
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かを少 し考 えてみ て ください。 例 えば ，

カリフ ォルニア州 サ ンバ ーナ ーデ ィノへ

向か う人々のためにネバ ダ州 ラスベ ガス

に 一 つ の 定 住 地 が 開 発 され ま し た 。

人々は船 で カリフォルニ ア州 サ ンペ ドロ

に到 着 してか ら，サ ンバ ーナ ーデ ィノで

旅 支 度を してこの盆 地 に来 ることが で き

ました。 それか ら，ユ タ州 南部 のサ ンピ

ー ト郡や
，北 に進 路 を取 ってアイダホ州

やその他の地 域へ 向か ったので した。

わた しはその ような環 境 の中 で生 まれ

ま した。 母 の家 族 はここソル トレーク ・

シティーに到着 す ると，ユ タ州 西部 のッ

エ レに定住 地 を築 くため に派 遣 され まし

た。後 にはアイダホ州へ派 遣 され ました。

製材 所 と製粉 所 を建 設 す る必 要 が あっ

たか らで した。父 の家族 はユ タ州 フ ァー

ミン トンに定 住 しました。 わた しが 話 し

ているこの ，人 々を強 め機会 を与 える入

植事 業 の 一 環 としてで す。 人 々は大 都

市の 中で埋 もれ て しまうので なく，能 力

を伸 ばす ことがで き， もっと多 くの学 校

が築 かれ， もっ と多 くの教 師が 必要 とな

り， 才 能 のあ る人 たちが 能 力 を伸 ばす

ことが で きる小 さな共 同体へ 移 るよう求

め られました。 以上 の理 由か らわた しの

先祖 は ファー ミン トン とッエ レを去 り，
ひよ く

肥 沃 な農 地 を売 って， 当 時 は 山 よもぎ

しか生 えていなかったアイダホ州 南部 へ

行 くよう求め られたのです 。

この ような小 さな開拓 地で わた しの父

と母 は互 いを思 い慕 うようにな りました。

２０歳 にな って結 婚 す る準 備 がで きた ら，

彼 らは どこで結 婚す るので しょうか。 ユ

タ州 ロー ガン神 殿 です。 どの ようにして

ロー ガ ンまで行 くので しょうか 。 １頭 立

て の軽 装 馬 車 で です 。 どの くらいの 時

問が か るので しょうか。 何 と５日か ６日

あるいは７日です。 広い道 路 や平 らな道

が あったの で しょうか 。 もち ろん あ りま
ほろ

せ んで した 。 ほか の 幌 馬 車 が 山 よ もぎ
かんぼく

を踏 み しめ ，潅 木 を抜 け ，石 を乗 り越

えてで きた道 を行 ったのです 。彼 らはど

こで結 婚す るので しょうか。 どこで 結び

固 めを受 け るので しょうか。 ほかの どこ

で もあ りませ ん。神 殿 です 。彼 らは １頭

立ての軽 装馬 車 で行 きました。

それはわた しに とって一 つの受 け継 ぎ

とな りました。 これ らの小 さな町で 育 っ

一

カンファレンスセンターわきの階段に並んて入場を待つ人々の長蛇の列。

た人 々に とって もそうで した。その後 に，

教 会 は幾 つか のア カデ ミーを 開 くこ とを

決 めました。 遠 く離 れた この ような幾 つ

か の地 域 に約 ３０の アカデ ミーを開 い た

のです 。 そ うした小 さなア カデ ミーの一

つが わた した ちの 町 にもで きました。そ

して， 高等 教 育 を受 けるた めに近 隣の

共 同体 か ら多 くの人 々が その小 さな町 に

移 って来 るようにな りました。 もちろん，

高 等教 育 といって も単 なる高 等 学 校 で

した。 しか し，’アカデ ミー と呼 ばれて い

ました。

わた しは， 現在 ソル トレー ク・シテ ィ

ー を取 り囲 む 山 間地 方 の開 発 と定住 に

関 して何 年 も前 に預 言者 ブ リガム ・ヤ ン

グ に与 えられ た霊 感 につ いて話 していま
こんにち

す。今 日のわ たした ちが どの ような民 に

なっているかについ て， この業 が どれ ほ

ど発 展 してきたか について ， またヒンク

レー大管 長が 預言 者 ，聖 見者 ，啓示 者 ，

指導 者 であることによって生 活の 中で得

て い る祝 福 につ い て考 えて み て くだ さ

い 。今 どの ような ことが 起 きてい るか ，

さらに，す で に始 まってい ることを継 続

す る信 仰 さえあれ ば将 来 どの ようなこ と

が 起 きてい るはず か 心 に思 い 浮 かべ て

くだ さい。 教 会 の将 来 と， 現 在 成 し遂

げつつあることに思いをはせて くだ さい。

ヒンク レー大 管 長は この民が 信仰 を も

っ と深 め る必 要 があ ることについ てしば

しば語 ってい ます 。 そ のような信 仰 は，

福 音 の原 則 に従 って 生 活 し，正 しい生

活 を送 り，あるべ き姿 に子 どもた ちを育

て ることに より得 られ るので あ り，子 ど

もた ちが 性 格 や 人 格 を磨 い て わた した

ち の信 じてい る教 えを実 行 す る人 にな

り， わた したちが達 成 した い と願 ってい

ることを子 どもたちが達 成 す るの を見 る

ときに得 られ るのです。

皆 さん は精 神 に異鴬 を来 した息 子 を

持 った父親 の話 をよく記 憶 してお られる

と思 い ます 。 彼 は救 い主 の み もとへ 行

って， 息 子 を祝福 して， 悪 霊 を追 い 出

していただ けるか どうか尋 ね ました。彼

は救 い主 にこう言 い ました。 「その子 を

お 弟 子 たち の ところ に連 れ て きました

が ， なお してい ただけませ んで した。」救

い主 はその少 年 を祝福 され ました。する

と悪 霊 はたちまち離れ 去 りました。 する

と弟 子 た ちは救 い 主 の み もとへ 来 て言

い ま した。 「わ た した ちは， どうして霊

を追 い 出せ なか った のです か。」（マ タイ

１７．１４－２１参 照） 救 い主 は以前 にも「信

仰 の 薄い 者 た ちよ」と言 ってお られ まし

た （マタイ１６’８）。

も しあ なた が た に小 さな信 仰 ， あの

小 さな木 の名 を思 い出 そうとしているの

で す が 。 〔ヒンク レー 大 管 長 が 「か らし

種 」と言葉 をか ける。〕か らし種 です 。大

管 長 ， あ りが とうご ざい ます。 （わた し

はい つも大 管長 にそば にいて助 けてもら

うように して い ます 。）もし， か らし種

１粒 ほ どの信 仰が あ るな ら。 たぶ ん皆 さ

ん の中で か らし種 を見 たことが ある人は

そ う多 くないと思 います 。何 年 か前 にエ

ルサ レムを訪れ て，車 に乗 っていた とき，
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運転 手が 「あ あ， あそ こにか らしの 木 が

あ ります よ」と言 いました。 わた しは「見

に行 きましょう」と言 いました。 わた した

ちは車 を降 りて，そ のか らしの木 を見 ま

した。 その木 は小 さなさや をつ けていま

した。 わた しはそ のさやを開 いてみ まし
はりえんじゅ

た。 それ は針 梶 の 木 が つけ てい る もの

とよく似 てい ました。 そ して その種 とき

た ら， 小 さなコシ ョウの粒 ほ どもあ りま

せんで した。

救 い 主 が 人 々に教 えるた め に使 わ れ

たた とえを思 い浮 かべ て くだ さい。 もし

あなたが たに非常 に小 さなか らし種 ほど

の信仰 が あるなら， そ してわた しはその

種 を手 に取 ってみ ましたが ，ほ とん ど見

えないほ どで した。 もし，あ なたが た に

それ だ けの 信 仰 が あ るな らば ， 山 に向

かって ，「ここか らあ そ こに移 れ」と言 え

ば， 移 るで しょう。 もしあなた にそ れだ

けの 信 仰 が あ る な ら （マ タイ １７：２０参

照 ）。 「信 仰 の薄 い者 たち よ」と主 はわた

したちに言 われ ました。

したが って，わた したちに必要 なの は

ブ リガ ム・ヤ ングが 持 って いた ような信

仰 で あ り， ゴー ドン・Ｂ・ヒンク レーが 持

って いるような信 仰 であ りドわ た したち

の 預 言者 であ り指 導 者 で あ る人 々が 持

ってい るような信 仰 です。

神 は生 きてお られ ます。 わた しは神 が

実在 してお られ ること，神 が わた したち

の御 父 であ られること，そ して御 父が わ

たしたちを愛 してお られ ることを知 って

い ます 。わ た しはその ことを知 ってい ま

す。 また， わた しはイエ スが キ リス トで

あ り神 の御 子 であ られ ることを知 ってい
み たま

ます。 わた しは御 霊 が そう証す るのを感

じて きました。 わた しはそ の証 人 です 。

預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス と， ジ ョセ ブが

回復 を もた らす器 として行 った歴 史上 の

すべ ての事柄 が真 実 であること， ジ ョセ

ブの後 ヒンクレー大 管長 まで続 いた預言

者 たちが神 によって召 され たことを知 っ

て い ます 。 この業 は真 実 で す。 皆 さん

に わた しの愛 と， 確 信 と， 心 の 中 で燃

えてい る証 をお伝 えします。 わた しは生

きているか ぎり，この業が 真 実 であるこ

とをだれか に話 し，理解 で きるようにお

手伝 い したい と願 って います。 イエス ・
み な

キ リス トの 御 名 に よ り， アー メ ン。

歩ずつ

十 二使 徒定 員会

ジ ョセフ ・Ｂ・ワー ス リン

き ょう

吟 臼，晃全になる勝要はありまぜん。ぼかのだれかより壱優れτωる覇要は

なωのτす。わたしたちがしなければな６ないのは最高の盲分になるごとだけ

τす。．１

愛 麓騰ｉ鰍三
ることは， わた しにとって大 きな特 権 で

す 。 わた した ちは今 ， デ ビッド・Ｂ・ヘイ

ト長 老 のお話 を聞 きました。９５歳 です 。

そ の年齢 になったら， ヘイ ト長老 の半分

で も記憶 力 が あれば いいと願 うばか りで

す 。 もし，わた しが それだ け長生 きした

ら， の話 です が。

聖徒 たちが 集 まるの を 目にす るとき，

わたしは喜 び を感 じます。 小 さな家 に何

家 族 か が 集 まる集 会 で あ ろうと， 巨大

なホー ル に数 千 人 が集 まる集 会 で あろ
み な

うと， イエ ス ・キ リス トの 御 名 を愛 し，

た たえる人 々が 主の御 名 によって礼 拝す

るために ともに集 うとき，諸 天 は喜 びを

表す のです。

わた した ちは皆 ， そ れ ぞれ の 生 活 で

様 々な経 験 を して い ます 。 今 ， 喜 び に

満 たされ ている人 もいれば， 悲 しみのた

め に胸 が張 り裂 ける思い をしてい る人 も

い ます。 世 界 が 自分 の 思 い どお りに動

い てい る と感 じてい る人 が いれ ば， 自
か き

分 はまるで 牡蠣 の ようであ って， 海か ら

引 き揚 げられ ， こじ開け られて ，中 にあ

る大切 な ものをすべ て奪 われ て しまった

と感 じてい る人 もい ます 。

皆 さんが どの ような立場 に置 かれてい

るの であ れ ，情 緒 的 あるい は霊 的 に ど

の ような心の状 態で あれ， この死す べ き

世 を通 る旅 路 の どこにいるか にかか わり

な く，皆 さん にとって役 立 つ助 言 をした

い と思 います 。

確 かに， わたしたちには感 謝すべ きこ

とが た くさん あ ります。 もし， わた した

ちが 受 け てい る祝 福 を よく考 え るな ら

ば，悩 み を幾 らかで も忘 れ られ るだ ろう

と思 うので す。 確 か に，皆 さんが教 会

員 として， 偉 大 なゴー ドン・Ｂ・ヒンクレ

ー大 管 長 の指 導 の下 で 受 けて いる祝 福

を実 感 す るな らば， 皆 さんは心 の落 ち

着 きと喜 び を得 られ るで しょう。 わた し

たちに とって ， きっと大 きな助 け となる

で しょう。

最：近 ，わた しはエリック・ワイナマイヤ

ーにつ いての書 物 を読 み ました。 彼 は，

エ ベ レス ト山に登 るこ とを夢 見 た ３３歳

の男 性 です 。 世 界 中 か ら訪 れ る最 も熟

練 した数多 くの登 山家 を拒 んでいるエ ベ

レス トです。 実際 ，登頂 を試み た人々の

９０パーセ ン ト近 くは頂上 を極 めていませ

ん。気 温 は零 下 ５０度 以下 まで下 が りま

す 。極 限の 寒 さに加 えて，風 速 ４５メー
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トルの強風 が吹 きす さび ，恐 ろ しいクレ

バ スが 口 を開け ， それ に雪 崩 が 襲 いか

か ります。登 山者 は高所 ，希 薄 な酸素 ，

そ して恐 らく不 衛生 な食 物 と水 というチ

ャレンジを克服 しなけ れ ばな りませ ん。

１９５３年 以来 ，８，８４８メー トルの頂 上 を 目

指 し，道 半 ばにして亡 くなった登 山家 は

少 なくとも１６５人 はいます 。

この ような危 険 をはらん でい るにもか

か わ らず ， 毎 年 登 頂 の順 番 を待 つ人 は

数百 人 もい ます。 エ リックもそ の一人 で

した。 けれ ど も，エ リックと， これ まで

登 頂 を試み た登 山家 た ちの 間 には一 つ

の重大 な違 いがあ りました。そ れはエ リ

ックが全 盲 だったことです 。

エ リックは １３歳 の ときに遺 伝 性 の 網

膜 疾 患 に よって 目が 見 え な くな りまし

た。 したい と思 って いたこ との多 くが で

きな くな りましたが ， 落胆 や むな しさに

負 けて 自分 の人 生 を無 駄 には しない と

決 意 しま した 。 そ して限 界 に挑 戦 し始

め ました。

１６歳 の ときに彼 はロッククライ ミング

と出 会 い ま した。 岩 肌 を感 じなが ら，

手 と足 を安定 で きる場所 を見つ けて登 り

ました。 そ れか ら１６年後 に，エ ベ レス

ト山へ の挑 戦 を始 め たの です 。 皆 さん

が想 像 す る とお り， 彼 の登 山の 物 語 は

悲惨 で，命 を危 険 にさらす た くさんのチ

ャレンジに満 ちていました。け れ どもエ

リックはつい に南壁 のル ー トか ら登 って

行 き，それ まで に頂 上 を極 めた人 々とと

もに， 地 上 で最 も高い 山の頂 に立 った

睡
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数 少 ない 人の一 人 となったのです 。

どの ように して 登 ったか を尋 ね られ

て， エ リックはこう答 えま した。 「ただ

考 え続 け ました。 … …思 い を集 中 させ

るの だ。 疑 いや 恐 れや 落 胆 な ど， す べ

て心 の 中 か ら追 い 出 すの だ， と。」そ し

て， 最 も大 切 な ことを言 い ました。 「毎

日一 歩ずつ 進むだ けです。」’

そ うです 。エ リックはただ片 足 を別 の

足 の前 に一歩 出 すことによってエベ レス

トを征 服 した の です 。 彼 は頂 上 にた ど

り着 くまで それを続 けました。

エ リックの場合 と同 じように， わた し

たちにも行 く手 を遮 る障害 物 があ るか も

しれ ませ ん。 したい と望 んで いることを

なぜ 実行 で きないのか言 い訳 さえす るか

もしれ ませ ん。たぶ ん，達 成で きていな

いことを正 当化 しようとす る誘 惑 に駆 ら

れた とき， わた した ちはエ リックを思 い

出す ことが できるはずです。彼 は視力 を

失ったにもか かわ らず ，多 くの人 が不 可

能だ と考えた ことを， ただ片足 を別 の足

の前 に一 歩 出 し続 けることに よって成 し

遂 げ ました。

千里 の道 も一 歩か らとい うことわ ざが

あ ります。

時 々わ た したち は必 要 以上 に手 川頁を

複 雑 にす ることが あ ります 。１どれだ け時

間がかか るだろうか とか， どれほ ど大 変

だろうか などと思い悩 んで いた ら， 千 里

の道 を行 くことなどとうてい不 可能 です 。

毎 日一 歩 ず つ進 む こと， そ して 目的 地

に着 くまでそ れを何 度 も何 度 も繰 り返 す

ことによって達成 す るのです。

皆 さん とわた しが より高 い霊 性 を 目指

す にもこれ と同 じ原 則が 適用 されます 。

登 り始 めるにはわた したちが現 在 いる

場所 か ら出発 しなければ ならない ことを

天 の御 父 は御 存 じです 。 預 言 者 ジ ョセ

ブ・ス ミス はこのように教 え ました。 「は

しごを登 る ときは， いちばん下 か ら始 め

て， 一段 一段 登 って行 か なけれ ば な り

ませ ん。 そ して つい に は， い ちば ん上

の段 にたど り着 くのです 。福 音 の原 則 に

つ い て も同 じで す 。 あな たが た は第 一

の ものか ら始 めなけれ ばな りませ ん。 そ

して学 び続 けて ，つ いに ，昇 栄 に 関す

るすべ て の原則 を学 ぶの です。 しか し，

あ なたが たが それ らを学 び 終 えるの に，
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幕 のか なた へ行 って も長 い 時 間 を要 す

るで しょう。」・

天 の御 父 はわ た した ち一 人 一 人 を愛

してお られ ， よ り高 い 霊性 を 目指 す 過

程 には準 備 と時 間 と決 意 が必 要 で あ る

ことを御 存 じで す 。 神 は わた した ちが

時 々過 ちを犯す こ と，つ まず くこ と， 落

胆 し，もしかするとつい には放 り出 して，

努 力 す る価 値 が ない と自分 に言 い 聞か

せ た くなることを御 存 じです 。

わたしたちは努力 す る価 値が あること

を知 ってい ます 。なぜ な ら，賞 として与
たまもの

え られ る永遠 の命 は 「神の あ らゆる賜 物

の 中で最 も大 いなるもの 」だか らです 。３

こ の 賞 を受 け る に は一 歩 ず つ 前 進 し

て， 熱望 す る霊 的 な高 さに到 達 す る ま

で歩 き続 け なけれ ば な りませ ん。

聖 文 は一 つ の永 遠 の 原則 を明 らか に

してい ます。 「人が 自分 の力 以上 に速 く

走 ることは要 求 され てはい ないか らであ

る。 しか しまた，賞 を得 るため に勤勉 に

励 むの は必 要 なことで ある。」４

わた したちは速 く走 る必 要 はあ りませ

ん。 た だ着 実 に ，，正 しい方 向に進 まな

けれ ば な りませ ん。 一 歩 ず つ， 最 善 を

尽 くさなければな らないのです。

若 いころ， わた しは走 るのが大 好 きで

した。 皆 さん はとて も信 じられ ないか も

しれ ませ ん が ， 大 好 きで した。 何 度 か

１着 になった ことが あ ります。 今 で は，

もうそ れ ほ ど速 くはあ りませ ん。 実 際 ，

競 走 相 手が 十 二 使徒 定員 会 の メンバ Ｌ

だけだ として も， わた しはどこまでで き

るか 自信 があ りません。

わた しの走 る力 は，今 となってはそ う

速 い とは言 え ませ ん。 将 来 ，復 活 体 を

得 た ら，再 び競 技 場 を全 力 で走 り， 髪

が 風 になび くの を感 じられ るその時 を楽

しみに してい ます。 しか し，今 のわた し

にそれ はで きないという事 実 をあれ これ

考 えているわけではあ りませ ん。

それ は愚 か なこ とです 。 その代 わ り，

わた しが 今 で きる歩 み を続 け てい きま

す 。 年 齢 か ら来 る 限 界 は あ ります が ，

まだ， 一 歩 ず つ足 を踏 み 出 す ことはで

きます。 わ た しにで きることを実 行す る

ことこそ， 天 の 御 父 が 今 わ た しに求 め

て お られ るす べ て なの です 。 能 力 が な

い とか ，制 限が あ る とか ， 自信 が ない
嶋
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とか に関係 な く，神 は皆 さんに同 じこと

．を求 めてお られ ます 。

ジ ョン・ウ ッデ ンは恐 らく， 大 学 バ ス

ケ ットボー ル史上 最 も偉大 なコーチ だっ

たと思い ます。 無敗 で終 えたシーズ ンが

４回あ りました。彼 のチ ームは １０回全 国

優 勝 を飾 りました。 あるときは，８８連勝

を成 し遂 げ ました。５

ウッデ ンコーチが選 手 たちに最 初 に繰

り返 し教 えた こ との一 つ は，彼 が 少 年

時代 に農 場で 交親 か ら教 わったことで し

た 。 「ほかの 人 よりもうまくや ろうとする

ことにあまり気 を取 られてはい けないよ」

と父親 は言 い ました。 「ほか の人 か ら学

びな さい。 けれ ども， 人に勝 ろうとだけ

してはい けない。そ の気持 ちは コントロ

ールが利 か な くなるか らね。 そ うではな

く， 最 善 の 自分 を追 及 す るため に一 生

懸 命努 力 するのだ。 これはお まえにコン

トロールで きることだか ら。」６

これ は仮 定 に基 づ い た例 で すが ， 紹

介 してみ たい と思 います。 どこのワー ド

にで もお られ るような愛 すべ き姉 妹 の例

です 。 彼 女 には教 会 で 決 して騒 いだ り
かんぺき

しない完 壁 な子 どもたちが います 。 彼

女 は家 族 歴 史の ２０代 前 の先祖 を探 求 し

てい ます。家 はいつ で もち り一 つ あ りま

せ ん。 彼 女 はマ ルコに よる福 音 書 を暗

記 してお り，ルーマ ニアの孤 児 のため に

ウールのセー ターを編 んでい ます。 断 っ

てお きますが ，そ のような立派 な目標 を

軽視するつ もりは毛頭 あ りませ ん。さて，

皆 さんが この 愛 すべ き姉 妹 と自分 自 身

の姿 を比 べ ， 両 手 を上 げ て ， あ きらめ

ようとす る誘 惑 に駆 られ るときには， ど

うか思 い出 して くだ さい。 わた しが十二

使 徒 定 員 会 の メンバ ー と５０メー トル走

で競 い合 った りしな いの と同 じよ うに，

あなたは この姉妹 と競い合 っているので

はないとい うことです 。

皆 さんが心 配 する必 要 のあることは唯

一
，最 高 の 自分 になるよう努 力 すること

です。 皆 さんはどのようにして努 力 す る

ので しょうか。 人生 で最 も大 切 な 目標

に注 意 を集 中 させ てください。 そ うすれ

ば， 目標 に向 か って一 歩 一歩 前 進 して

行 くのです 。

多 くの人が 道 は険 しく，暗 い と感 じて

いるこ とをわ たしは知 っています。 けれ

ども勇敢 な登 山家 エ リックの ように，わ

た したちにもガイ ドが います 。

わた した ちに は歴 史 を通 じて 人類 に
み こ と ば

神 の御 言葉 を明 らかにす る聖文 があ りま

す。神 の御 言葉 をよく味わ うならば ，永

遠 の真 理 に心 を開 き，聖 霊 の優 しい さ

さや きに内 なる霊 の扉 を開 くことがで き

ます 。確 かに ，聖 典 と現代 の預 言者 を

通 して伝 えられ る神 の 御 言 葉 は 「〔わ た

した ちの〕足 の ともしび，〔わた した ちの〕

道 の光 です 。」７

偉 大 な 先 人 た ち につ い て 読 む とき，

彼 らにも落胆 と悲 しみ の時が あった こと

が分 か ります。彼 らは苦 難 に出遭 って も，

逆境 に遭 って も，時 には 自分 自身 の弱

点 を知って も屈 しませ んで した。彼 らも

一 歩 ず つ懸 命 に前 進 し続 けた ことが分

か ります。 わた した ちはリーハ イが 語 っ

た義人 の ようになることがで きます。 彼

らは「鉄 の棒 の端 をつか んだ。 そ して彼

らは，…… 暗 黒の霧 の中 を押 し進 み，つ

い に進 ん で 来 て そ の木 の 実 を食 べ た」

のです。ｓ

また， わた したちには生 ける預 言者 ゴ

ー ドン ・Ｂ ・ヒ ンクレー大 管 長が い ます。

ヒンクレー大管 長 は今 の時代 のわた した

ち に勧 告 と預 言者 としての 指 示 を与 え

ています 。

わた したち は大 管 長 の勧 告 と自身 の

祈 りを通 して， 天 に近 づ き， 無 限の御

方で ある神 と個 人 的 に交 わることが で き

ます。信 仰 に よって 天 もわた したちのた

め に動 くので す 。 扉 が 開か れ ，答 えが

与 えられるのです。

ジ ョセ ブ・ス ミス につ い て考 えて み ま

しょう。混 乱 し矛盾 す る様 々な声 に囲ま

れ た少 年 時代 の彼 は， すべ ての教 会 の

うちどれが 正 しく真 実 なのか を知 りたい
やみ

と切 に願 いました。 ジョセ ブも当時 の闇

に囲 まれて ， 目が 見 えない 状 態 にある

の を感 じて い ました。 彼 は新 約 聖 書 の

ヤ コブ書 を読 んで か ら， 古 代 の使 徒 の

言 葉 を信 じたの です 。 す なわ ち，「あな

た が た の うち ，知 恵 に不足 してい る者

が あ れ ば， そ の 人 は， とが め もせ ず に

惜 しみ な くすべ ての人 に与 える神 に，願

い 求め るが よい。 そうすれ ば，与 えられ

るであ ろう」９とい う約束 です。 ジ ョセブ

は これ らの言葉 を信 じました。 そ して，

１８２０年 ， あ る春 の朝 に，森 に入 り，祈
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りによって 自 身 を高 め， 天 の 御 父 に知

恵 を尋 ね求 めたのです。

祈 りの答 えは ジョセブの全 身 を光 と教

えで満た しました。わ たした ちの天の御
みすがた

父 とそ の愛 してお られ る御 子 が御 姿 を

現 され たので す 。御 二方 の教 えは ，彼

を捕 らえ，滅 ぼそ うとしていた深 い闇 を

取 り払い ました。 ジ ョセ ブの混 乱 を永 久

に取 り払 って くれたので す。

その 瞬 間か らほぼ 四半 世 紀 後 の殉 教

まで， ジ ョセブ ・ス ミス は御 父 と御 子 に

よって示 され た道 か ら離 れ ませ んでした。

彼 の 生涯 が どれ ほ ど苦 痛 に満 ちた もの

であったかを考 えてください。堪 え忍 ば

なけれは ならなかった苦 しみ と迫 害 に思

いをはせ て くだ さい。 しか しシ ョセブは

一 歩ずつ
，決 してあきらめずに歩 き続 け

ました。 自分 にで きることをしさえす れ

ば，天 の御 父 が残 りの部分 を補 って くだ

さることを決 して 疑 い ませ んでした。

兄弟 姉 妹 ， 地 上 におけ るわ た した ち

の時 問は非 常 に大切 であるとともに，非

常 に短 い ので す 。 わた しは預 言 者 ヤ コ

ブが述 べ た 「一生 はあ たか も夢 の ように

過 ぎてしまった」１０とい う言葉 をどれ ほ

ど理解 して いるのだ ろうか と考 えます。

瞬 く間にわた したちの時 間 は終 わ りま

す 。 で きる聞 に， 仕 事 を終 わ らせ る時

間が あ る間 に，正 しい方 向 に向 か って

一 歩ずつ前 進 しようではあ りませんか
。

それ は難 しい ことで はあ りません 。今

日，完全 になる必 要 はあ りませ ん。 ほか

ｉ響 ｉ

の だれか よりも優 れてい る必 要 はないの

で す。 わた したちが しなけ れば ならない

の は最 高の 自分 になることだけです。

た とえ うん ざ りす る ことが あって も，

時 には道 が はっきり見 え ないことが あっ

ても，天 の御 父は義 にか なって従 う者 た

ちを決 してお見 捨 てに はならない ことを

知 って ください。皆 さんが慰 め を受 けな

い ままに してはおかれ ませ ん。御 父 はあ

なたの傍 らに立って，そ うです ，旅の 一

歩 一歩 を導 いて くだ さいます 。

この 世 を描 写 した ジ ョセ ブ ・フィー ル

ディング ・ス ミス大 管 長 の美 しい言 葉 に

耳 を傾 けて くだ さい。

游 はそれ ぼど長 いだ ろうか、

道 は厳 しぐ， 険 しいだろ うか 。

いばらととげ で溺 ざされ でいるだろ うか。

昼 の暑 い さなか に頂 土を百指 す

あなた の炬 を鋭 い石が 切吻 裂 ぐだ ろうか 。

重荷 に耐えで進 むあ なた の心 な１

疲 れ果 て，悲 しん でいるだろ うか。

霊 ぱ疲 れ でいるだ ろ うか。

あなた に負 わせ られた荷は重 いだろうか。

重 荷 を ともに負 っ てぐだ さる方 ぱいな い

のだ ろうか 。 ，

ぐじけ ではな らない。

旅 ぱ今始 まったば か りなのだ。

今 でもあなた を招 き寄せ でいる御 方が お

られ る。

だか ら喜 ん でまな ざしを土 げ，
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その御方 の手 を取 りなさい。

か つ で登 った ことの な い高 きにまであな

た を導 いてぐだ さる。

聖 なる， 汚れ のない勉 で

すべ ての悩み は終 わ クを告 げる。

あなた の命ぱすべでの罪 か ら爾 放され る。

そ こには游 され る涙 はない。

引 きずる悲 しみが ないか らだ、

彼 の 手 を取 ク， ともに，入 りなさい。１１

わ たした ちが 自分 自身のエベ レス ト山

に登 り始 め る勇 気 を持 てます ように， ま

た人 生 の旅 路 を一 歩 ずつ 前 進 し， わた

した ちの 内 にあ る最 高 の 域 に まで 到 達

で きます ように。

わ た した ちの天 の御 父 は生 きて お ら

れ ，わ た した ち一 人 一 人 を知 り，愛 し

てお られ ます 。 イエス はキリス トであ り，
あがな

神 の 御 子 ， 全 人 類 の 救 い主 ，蹟 い主 ，

まさに平 和 の君 で す。 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は回復 の預 言 者で あ り， ゴー ドン・Ｂ・ヒ

ンク レー 大 管 長 は今 日の 地 上 にお け る

わた したちの預 言 者 ，．聖 見者 ，啓 示 者
あかし

で あ ることを証 します 。 また，皆 さんが

最 善 を尽 くしさえすれ ば，幸 福 と満 足 を

得 られることを証 し， イエス ・キ リス トの

御 名 によってお祈 りします。 アーメン。
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「不 信 仰 なわた しを ，

お助けください」
七十人

Ｌ・ホイ ッ トニー ・ク レー トン

ｒわたした右ば正しωごとを行うと昔に，信仰を強める道を前讐します。つま

０，そのような行ωの後に……ωつも信仰力ｉ階すのτす。ノ

るとき，救 い主 は， 主 の弟子

あ たちと律 法学 者 の問 で交 わ さ

れる議 論 を聞 こうとしてや っ

て 来 た大 群 衆 に遭 遇 され ました。 救 い

主 はその とき，律 法 学者 にこうお尋 ね に

な りました。 「あな たが た は彼 らと何 を

論 じているのか。」
み ま え

あ る男 が 主 の御 前 にひ ざまず いて 答

えま した 。 自分 の息 子 か ら汚 れ た霊 を

追 い 出 して くれ る ように願 い ましたが ，

「お弟 子 たち に 〔は〕で きませ んで した。」

その 父 親 は 主 に請 い 願 い こ う言 い ま し

た。 「しか しで きます れば ， わた しど も

をあわれんで お助 け くだ さい。

イエ スは彼 に言 われ た ，『もしで きれ

ば ， と言 うのか 。信 ず る者 に は， どん

な事で もで きる。』

そ の 子 の 父 親 はす ぐ叫 ん で 言 った ，

『信 じます。 不信 仰 なわ た しを， お助 け

ください。』」

そ して救 い主 は汚 れ た霊 を しかって ，

こう命 じられ ました。 「『この子 か ら出て

行 け。 二 度 と，はい って来 るな。』す ると

霊 は叫び声 をあげ， 激 しく引 きつ けさせ

て 出て行 った。」１

わた したちはだ れ もが 困 難 なことある

い は絶 望 的 なことに直 面 した 経験 が あ

ります。 そ の ような ときにわた した ちは

ひざまず い て， この父 親 と同 じように請

い願 い ます 。 「信 じます 。不 信 仰 なわた

しを， お助 け ください、」

救 い主 は，あの 「てんかんで苦 しんで」２

い る息子 を持 つ 父親 になさった と同様 ，
こんにち

今 日の不 信仰 なわ た した ちに ，信 仰 を

もって現 世の 戦 いに生 き残 り「勝 利 者 と

なる」３た めの助 けを喜 ん で与 え て くだ

さいます。

主 を信 じる信 仰 は福 音 の第 一 の原 則

で あ り， 単 なる信 念 以 上 の もので す。４

信 仰 を持 つ人 は「まだ見 てい ない真 実の

ことを待 ち望」み ます。‘ 「信 仰 はいつ も

その所 有 者 を 肉体 的， 精 神 的行 動 に駆

り立 てます。」６「イエ ス ・キ リス トを信 じ

る信 仰 を持 つ とい うことは， 命 じられ る

すべ ての ことに従 うほ ど深 くイエ ス ・キ

リス トを信 頼 す るとい う意 味 です。 従順

の ない ところに信仰 はあ りませ ん。」７
み こ と ば

信仰は神の御言葉を聞くことから始ま
たまもの

ります 。 そ れ は一 つ の霊 的 な賜 物 で も

あ ります 。８信 仰 はわた した ちが単 に聞

くだけで なく，教 わった真理 に従順 にな

り神 の 御 言 葉 に基 づ い て行 動 す るとき

に増 します 。９

天使 の言 葉 を聞 いた ときのマ リヤの答

えは，す ばらしい模 範です 。マ リヤは天

リアホナ／２００２年 １月号
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使 ガ ブ リエル か らこう言 われ ます 。 「あ

なた はみ こ もって 男 の 子 を産 む で しょ

う。 その子 をイエス と名づ けな さい。彼

は大い なる者 とな り，い と高 き者 の子 と，

となえ られ るで しょう。」そ してマ リヤは

従 順 に ， ガブ リエ ル にこ う言 い ます 。

「わ たしは主 のは した めです 。お 言葉 ど

お りこの身に成 ります ように。」ヱＤ

また別 の ときに， こうあ ります 。 「イ

エスが ガ リラヤの海 べ を歩 いてお られ る

と，ふ た りの兄弟 ， すなわち，ペ テロと

呼 ば れ た シモ ン とそ の兄 弟 ア ンデ レと

が ，海 に網 を打 っているのをご らんにな

った。彼 らは漁 師 であった。

イエ スは彼 らに言 われ た，『わたしにつ

い てきな さい。 あなたがた を， 人 問をと

る漁 師に してあげ よう。』

すると，彼 らはす ぐに網 を捨 てて， イ

エ スに従 った。」１’

救 い主 の 復 活 の後 に， ペ テ ロとほ か

の 弟 子 た ちが 「漁 」に 出か け ました。 し

か し，「その夜 はなんの獲 物 もなか った。

夜 が 明 け たころ ， イエス が岸 に立 っ

てお られ た。 しか し弟子 た ちはそれが イ

エスだ とは知 らなか った。」イエ スは彼 ら

に言 わ れ ました 。 「『舟 の 右 の方 に網 を

おろして見な さい。 そうすれ ば，何 か と

れるだ ろう。』彼 らは網 をお ろす と，魚 が

多 くとれ たので， それ を引 き上 げること

がで きなかった。」１２

預 言 者 ジ ョセブ ・ス ミスの 生涯 の 中 に

これ と似 た，信 仰 をはぐくむ従 順 さを見

いだす ことがで きます。 １８２３年 ９月 ，一

晩 中天使 モロナイの訪 れ を受けていた次

の 日の朝 ， ジ ョセ ブは父 親 とともに仕 事

に出か けました。ほとん ど一 晩 中寝ず に

過 ご していた ジ ョセ ブは，「その 日に しな

ければ ならない仕 事」が 「まった く〔で き〕

ない ほど疲 れ 果 てて いるの を知 」りまし

た。父 親 か ら家 に帰 る ように言 われ， ジ

ョセ ブは「家 に帰 ろうとして出か け」まし

た。「しか し……す っか り力 を失 って ぐっ

た りと地 に倒 れ， しば らくの 間 まった く

意 識 を失 って い」ま した。 ジ ョセブが 目

覚 め，「見上 げ ると，あの同 じ使 者が前 の

ように光 に包 まれて ，頭 上に立 ってお ら

れるのが見 え」ました。そ してジ ョセブは

「父 の ところへ 行 って ，〔自分 が〕受 け た

示現 と命 令 の こ どを告 げ るように」命 じ

、一＿ ＿ ＿ １



られました。 当然 ジョセ ブは疲 れ切 って

いましたが ，従 順 に「父の ところへ 戻 っ

て， 父 にす べ ての ことを詳 し く告 げ」ま

した。 ジ ョセブの父 親 は「それ は神 か ら

出て いる と」答 え，「命 じられ た とお りに

す るように告 げ 」ました。 そ こで ，従 順

なジ ョセブは疲 れ 果 てて いなが らも「畑

を去 って，版が 隠 されて いると使 者 か ら

告 げ られ た場 所へ 行 」きました。１３

毎 日， わた した ちは数 え切 れ ない ほ

どた くさん の選 択 肢 の 中で ，何 を し何

をしないか を決 めています 。戒 め に喜 ん

で従 うことを最優 先 し，主 が命 じられ た

事 柄 につ い てつ ぶや い た り自分 の尺 度

で 評価 した りしなければ， 主 のはしため

となり， 人 間 をとる漁 師 とな り，舟 の右

の 方に網 を下 ろしていることになるの で

す 。命 じられた ことをその とお りに行 え

るように 主が 助 け て くだ さると信 頼 し，

たとえ疲 れ ていて もただ行 って主 が命 じ

られた ことを行 う’４だ けで よいので す 。

そ うす る ときに，主 は不 信仰 なわ た した

ちを助 けて くださ り， わた したちの信 仰

は力 強 く， 活 気 を帯 び， 揺 る ぎない も

の となるのです 。預 言者 ジョセブは リバ

ティーの監獄 か ら次 のような手紙 を書 き

ました。 「したが って ，親 愛 なる兄弟 た

ちよ， わたしたちの力の か ぎりすべ て の

こ とを喜 んで 行 お う。 そ して願 わ くは ，

その 後 ， わ た した ちが この 上 ない 確 信

〔また は信 仰〕をもって待 ち受 けて，神 の

救 い を目にし， また神 の腕が 現 され るの

を見 ることがで きるように。」ｂ

だ れであ ろうと， またどこに住 んでい

ようと， 日常 生 活に は決 ま り切 った仕 事

や 繰 り返 し行 わ ね ばな らない 事柄 が 数

多 くあ ります 。 この ような 日常 的な事柄

に取 り組 む ときに，思 慮 を働 かせ て最 も

大 切 なこ とをまず 一番 に行 うように しな

けれ はな りませ ん。 とりわけ，忠 実 な者

が 毎 日行 わ なけれ ば な らない最 低 限 の

事 柄 ， す なわ ち心 か らの 従 順 を示 す行
けんそん

い， 謙遜 な祈 り， 熱 心 な聖 文研 究 ， ほ

か の 人 々へ の私 心 の ない奉 仕 のた めに

まず 時 間 を取 ることが大 切 で す 。 毎 日

摂 取す るビタミンの 中で ， これ らの行為

ほどわた したちの信仰 という筋 肉 を強 め

るのに即 効 性 の ある もの はあ りませ ん。

真 の断食 が 強い信 仰 をは ぐくむ というこ
いのり

とも忘 れ ては な りませ ん 。 これ は「祈 と

断 食 とによらなけれ ば， 追 い出す ことは

で きない」１６根強 い性格 的欠点 を誠実 に

直そ うとす る ときに特 に大切な ことです。

主 イエ ス ・キ リス トを信 じる信 仰 は ，

一 歩 ずつ教 訓 に教 訓
， 規 則 に規則 を加

えるように はぐ くんで い くもの です 。 わ

た したちは正 しい ことを行 うときに，信

仰 を強 める道 を前 進 します。 つ まり， そ

の ような行 いの後 に結 果 として いつ も信

仰 が 増 す ので す 。１７日々，祈 りと， 研

究 と，従 順 によって信仰 を行使 す るとき

に，主 は不信 仰 なわた したちを助 けて く

だ さり，わ た した ちの信 仰 は 「悪 い者 の

放つ 火 の矢 をことごとく消 す 」’８盾 とな

るのです 。 アルマは 「主 イエス ・キリス ト

を信 じる信 仰 をもって，悪 魔 のあ らゆる

誘 惑 に立 ち向か う」１９こ とがで きると教

え ました。 しか し， 信 仰 に必 要 不 可 欠

な要素 を無 視 した り拒否 した りして いな

が ら，豊 か な収穫 を刈 り取 ろうと期待 す

ることはで きません 。

今 日， 教 会 員 の 中で 信 仰 が は ぐくま

れてい る例 を数 え切 れないほ ど 目に して

い ます 。 伝 道 の 召 しにこた える青 年 男

女 や熟 年夫 婦 ， 自らをふ さわ しく備 えて

神 殿 で結 婚 す る男 女 ， 子 どもたち をそ

の行 くべ き道 に従 って訓 練 す る両 親 ２０，

このような人 々は主 イエ ス・キ リス トを信

じる信 仰 を強 め ることが で きるので す。
も

安 息 日を清 く保 ち，召 しを尊 ん で大 い
しゅうふん

なるもの とし， 什分 の一 とささげ物 を納

め， 新 会 員 を教 会 の輪 の 中 に歓 迎 し，

友 人 と隣…人 が 福 音 の真 理 を学 べ るよう

導 くな らば ，そ の ときわ た したちは， 自

コ

カンファレンスセンターの壇の左右に設置された大画面のモニターを通して 会衆は 話者の表情を間近に見ることかてきる。

欝 ｖ
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曝／

ｉ職鑓、
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な ピ輩騨 甲 媚
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らの信 仰 を強 め て いるの です 。 自らの

罪 を捨 て 進 んで 悔 い 改 め るこ とを選 択

す るな らば ，そ して厳 しい ときに も良 い

ときに も同 じようにひ ざまず い て祈 るな

らば ，その ときわたしたちは強い信 仰 を

は ぐくんでい るのです 。

その とき，モ ルモ ン書の 中に記 され て

い る経 験 が わた したち 自身の 生 活 の 中

で も現 実 の もの となってい ることに気づ

くのです 。 「それ で も彼 らは， しば しば

断食 して祈 り， ます ます 謙遜 にな り， ま

す ます キ リス トを信 じる信 仰 を確 固 とし

た ものに したので， 喜 びと慰 めで満 た さ
きよ

れ ， まことに清 められ ，心 の聖め を受 け

た ， この聖 め は， 彼 らが 心 を神 に従 わ

せ たために受 け たの である。」２／

わた しは救 い主が 生 きて おられ ること

を知 ってい ます 。 そ して主 が 不 信 仰 な

わ た した ちを助 けて くだ さることを知 っ
み な

て い ます 。 イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ

って ， ア ー メ ン。

注

１． マ ル コ ９ ：１４ － ２９参 照 。マ タ イ １７ ：

１４ －２ １も 参 照

２． マ タ イ １７ ：１５

３．教 義 と聖 約 １・０ ：５

４． 信 仰 箇 条 １ ：４ ；Ｂｉｂｌｅ Ｄ ｉｃｔｉｏｎａｒｙ，

６６９－ ６７０ 参 照

５． ア ル マ ３２ ：２ １。 ヘ ブ ル １１ ：Ｔ；エ テ

ル １２ ：６も 参 照

６． Ｂｉｂｌｅ Ｄｉｃｔｂ ｎａｒｙ， ６７０か ら和 訳

７ ． θｏｓρθ１ρ〃ρσ刎 θ５，（１９９７年 ）１１８

か ら和 訳

８ ． ロ ー マ １０ ：１７ ；モ ロ ナ イ １０ ：１１ ；

Ｂｉｂｌｅ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ， ６６９参 照

９ ． Ｂｌｂｌｅ Ｄ「ｃｔｉｏｎａｒｙ， ６６９ －６７０

１０ ．ル カ １：３１－ ３２， ３８

１１． マ タ イ ４ ：１８－ ２０

１２ ，ヨ ハ ネ ２ １ ：２－ ４ ，６

１３ ．ジ ョセ フ ・ス ミ ス ー 歴 史 １：４７ － ５０

１４ ， ］ニ ー フ ァ イ ３ ：７参 照

１５ ，教 義 と 聖 約 １２３ ：１７

１６ ．マ タイ １７ ：２ １。 マ ル コ ９ ：２９参 照

１７ ， Ｂｉｂｒｅ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ，６６９参 照

１８ ．教 義 と 聖 約 ２７ ：１７

１９ ．ア ル マ ３７ ：３３

２０ ，箴 言 ２２ ：６参 照

２ １， ヒラ マ ン ３ ：３５

…＿ ＿』

わたしたちの御父の

計画
七十 人

ク リス トフェル ・ゴール デ ン・ジュ＝ア

πわたした ちの天のン御父の望みば，わたした ちすべて１が蒲 右みち「る喜び，す

なわち’・…ｐ・御父が朔ｂ τおま５れるすべτを得ることが１『昔るように，その磯会

をお与えになるこ：とτす。１

８３０年 の ６月 の あ る 日に預 言 者

１
ジ ョセブ・ス ミスに与 えられた啓

示 に は，天 の御 父が 意 図 して お

られ ることにつ いて次 の ように宣 言 され

て います 。 「見 よ， 人 の不死 不 滅 ≧永遠

の命 をもた らす こと， これが わた しの業

で あ り， わた しの栄光 であ る。」’この宣

言 に よれ ば， 御 父 の望 み は ， わた した

ちすべ てが 満 ちみ ち る喜 び， す な わち

完 全 で ， 栄光 を受 けた御 父 が持 ってお

られ るすべ て を得 ることが で きるように，

その機会 壷お与 えになることです。２

この きわ めて重 要 な末 の 日に あって，

わた したちは永 遠 の父 なる神 が生 きてお

られ ることを宣 言 します 。 この世 に生 を

受 ける前 に， わた した ちが御 父 の霊 の
み ま え あかし

子 どもとして御 父 の御 前 にいたことを証

します 。前 世で生 活 していたとき，わた

したちは一 人 一 人 が個 人 的に教 えを受

けてい ました。 そ こは， わたしたちに才

能 や能 力 を伸 ばす 機 会 を与 え て くれ る

場 所 で した 。 その 恵 まれ た前 世 での生

活 で ， わた した ちは「善 を選 ぶの も悪 を

選ぶの も任 され」ていました。アルマは，

わた した ちが 善 を選 んで非常 に「深い信

仰 」を働 か せ ，「善 い行 い」をした と述べ

て います 。 その ようにしてわた したちは

第 一の 位 を保 ち，そ れ とともに御 父 は，

わ た したち を予任 し， 現 世 にい る問に

一 定の特 権 を得 られ るように して くだ さ

ったのです。３

同様 に末 日の啓 示 には，天 の御 父 が

御 自分 の霊 の 子 どもた ちで 第一 の位 を

保 った すべ て の人 の ため に， 偉 大 な幸

福 の計画 を定 められ たことが明 らか にさ

れ てい ます。４この偉 大 な幸 福 の計 画 に

は， わた した ちが いつ の 日か 天 の御 父

の ようにな り，御 父 が現在 持 っておられ

るすべ ての 権 利 や特 質 を得 る とい う未

来 が含 まれ てい ます。 使 徒ペ テロは「い

のち と信 心 とに か か わるす べ ての こ と

〔が 〕， 主 イエ スの神 聖 な力 に よって ，

わた したちに与 え られ て」いるの は，「そ

れ らの ものによって ・… ・・あ なたが たが …

…神の性 質 にあず か る者 となるためで あ

る」と，聖徒 に思 い起 こさせ ました。５ペ

テロのこの宣言 は大 胆 なものか もしれま

せ ん。 わた したち も， それ を達成 するた

め に一 生 ， い えそ れ 以上 か か る ことを

承 知 しています。 しか し，ペ テロの宣 言

は 「それ だか ら， あな たが たの 天の父 が

完全 で あられ るように，あ なたがた も完

リアホナ／２００２年 １月号

３３



錦

潔

鯉 ぐ磯

齢 灘

犠

繕
議

灘
撚繍蕪 鵡 舞

鋼ｉｉ

聴 １

轟 ぺ 諾 、

謙 論 、

繋ｌｌｌ

聯
㌣
轟

が
轟

テンプルスクウェアのタ八ナクルのぞはを歩く大会出席者。

全 な者 とな りなさい」とい う救 い 主 の勧

告 に対 して共感 を呼ぶ ものが あ ります。６

御父 の計 画で は また， 第 一 の位 を保

ったすべ て の者 に， 第 二の 位 す なわ ち

死 すべ き世 において試 しを受 け ることが

求 められ ました。 この第 二の位 において

わた した ち は， 自分 の意 志 で行 動 し，

主 のす べ て の戒 め を守 り， 罪 や 敵 の力

に打 ち勝 つ力 があ ることを，神 に対 して

も自分 自身に対 しても示す ことを求 めら

れています。７

ア ダムの堕 落 の ため ， そ して死 す べ

き人 間の性 質 の ため， 人 は神 の律 法 に

背 く性癖 を持 つ ようにな りました。 その

結 果 ， 正 義 の要 求 を満 たす ことが で き
とら

な くな り， 囚 われ の状 態 にな りま した。

しか しなが ら，天 の御 父 の先 見 の 明 に

よ り， また偉 大 な幸福 の 計画 を通 して，
あわ

御父は憐れみの計画を用意してくださ
しよくざい

いました。つ まり無 限の蹟 罪 を通 して ，

正 義 の要 求 を完 全 に満 たす 道 が備 え ら

れたのです。８

イエス ・キ リス トは， 初 めか ら御 父 に

あがな

選 ば れた者 としで，９膿 い に よって 正義

の律 法 と憐 れみ とを調 和 させ るため に求

め られ るすべ ての資格 と特質 を備 えて お

られ ました。１。

ベ ニ ヤ ミン王 は ， 人が 聖 霊 の勧 め に

従 うことによって生 まれ なが らの人 を脱

ぎ捨 てることが可 能 になった のは順 い の

おか げで あると教 えてい ます 。１１したが

って ，福 音 の 律 法 と儀 式 に従 順 であ る

ことを通 してキ リス トのみ もとに来 る人

はすべ て，「永遠 の救 い と永 遠 の命 」に対

す る信仰 を行使 す ることがで きます 。 こ
あかし

れが わた したちの証 です 。１２

わた したちはまた， 天の御 父 とその御

子 イエ ス ・キ リス トが ， 大 背 教 の 後 に ，

預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して福 音 を

再 び確 立 され るまで は， 偉 大 な幸 福 の

計 画 のす べ て の条 件 に従 うこ とは不 可

能で あった ことを証 します。１３

わ た した ちの 愛す る預 言者 ， ゴ ー ド

ン・Ｂ ・ヒンクレー大 管 長 はこう宣 言 して

い ます 。 「これ らの 出来事 に関す る預 言

者 シ ョセ ブの言 葉 が 真 実 で あ り， 御 父
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が ・・… 御 子 の神性 につ いて 証 をなさり，

御子 が 少年 預 言者 を教 え導か れた こと，

そ して 『主 なるわた し〔が 〕・ …心 か ら喜
おもて

ん でい る』『全 地 の面 に唯 一 ま ことの生

け る教 会 』が組 織 され るに至 った一 連 の

出 来 事 が続 いた ことを厳 粛 に宣 言 い た

します。」’４

第二 の位 を保 つ ことは忠 実 な 人 々の

心 か らの望 みで す 。 わ た したち は天 の

家 に戻 る道 を自分 一 人 で探 す わけで は

あ りませ ん。 主 は地 上 に御 自分 の 王 国

を確 立 され，神 の選 民が 集 まれ るように

して くだ さい ました。

わた したちの行 く手 にはサ タンの仕掛

け た落 とし穴が 数多 くあ りますが，主 は，

わ たした ちが その道 を安 全 に進 むうえで

必要 不可 欠 な手立 て を，愛 のこもった心

遣 いですべ て備 えて くだ さっています。’５

その 欠 かせ ない 事柄 には ，福 音 の儀

式 と聖 約 が 含 まれ てい ます 。 この福 音

の儀 式 と聖 約 の 中 に順 いの 力 が及 ぼ さ

れ るのは明 らか です 。１６わた したちには

また， 聖 文 という真 理 と誤 りを見 分 ける
る

た め に必 要 な標 準 を示 す手 がか りも与

えられてい ます。’７

さらに重 要 なことは， わた したちが生

きてい る時 代 は ，見 張 り人 ， す なわ ち

主 が 生 け る預 言 者 や 使 徒 をわ た したち

の 中 に立 て てお られ る祝福 され た 時代

で ある ということです 。彼 らは救 い と昇

栄 にかか わ る儀 式 を執 行 す るうえで不
カき

可欠な権 能と鍵 をすべ て有 しています。１８

何 に も増 して，バ プテスマ を受 けてキ

リス トの教 会 の会 員 とな ったわ た したち
たまもの

は，聖霊 の賜 物 とい うた ぐいまれ な贈 り

物 を授 か ってい るので す。 わた したちの

罪 をそ の身に引 き受 けるの を翌 日に控 え

て いた救 い主 は，弟 子た ちにこう言 われ
み た ま

ました。 「… ・・御 霊 … … 〔は〕， あなたが

た をあ らゆる真 理 に導い て くれ るで あろ

う。」’９

黙 示 者 ヨハ ネ は， 天 か ら受 けた示 現

の 中で， 御父 の計 画が 成就 す るの を見 ，

大 変 な苦 難 を耐 え抜 い た後 で小 羊 の血

によって衣 を白 く洗 われた者 たちの様子

を記録 しました。そ して， この世 に打 ち
み さ

勝 った 人 々が 神 の 御座 の前 に立 ち，神

の神 殿 で神 に仕 える姿 を見 ま した 。主

は彼 らのた だ 中 にお られ， 忠 実 な者 た
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ちは二 度 と飢 えることもなく，渇 くこと

もあ りませ んで した。神 が忠 実 な者た ち

の 目か ら， 涙 を完 全 にぬ ぐい去 って くだ

さったのです 。２０

恐 れることはあ りませ ん。 ただ信仰 を

持 ち， 天 の御 父 が備 えて くだ さった 偉

大 な幸 福 の 計 画 に従 うだ けで よい ので

す 。 わた した ちは，す べ ての人が 来 て，

主 の恵 み と憐 れ みを受 けるようにお招 き

します 。主 は救 う力 を備 えてお られ， 決

してわた したちをお見捨 て にはな りませ

ん。２１

熱 心 に努 力 す るわ た した ちを， 主 が

祝福 して くだ さい ます よう， イエス ・キリ
み な

ス トの御 名 により祈 ります 。アーメン。

注

１．モー セ １：３９

２．モ ーセ ７ ：６７ ；教義 と聖 約 ７６ ：６９ －

７０参 照

３．アル マ １３１３ － １３ ；１ペ テ ロ １：２０参

照

４．アル マ ４２ ：８

５，２ペテ ロ １ ：３－ ４

６．マ タイ ５ ：４８。 ３ニー ファイ １２ ：４８

も参照

７．マ タイ ７ ，２１ ；黙 示 ３ ：２１ ；教 義 と聖

約 ９８ ：１４－ １５

８．アルマ ４２ ：】５参 照

９．モー セ ４ ：２参照

１０．［）ｏｏ亡〃ρθｓ ｏｆ亡わθ θｏｓρθろ Ｓ亡しκゴθη亡

Ｍθηｕθ１（１９８６年 ）２２

１１．モー サヤ ３ ：１９参 照

１２．モ ーサ ヤ ５ ：１５。 モ ロナ イ １０ ：３２も

参 照

１３．１ニ ーフ ァイ １１：１３－ ３６ ；２ ニ ーフ

ァイ３ ：５－ １１参 照

１４教 義 と聖約 １：３０ ； 「キ リス トの 特別 な
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心に福音の原則を

刻み込む
七 十人

ウォル ター ・Ｆ・ゴンサ レス

椥 職だけで信十分でばあ０ません。舳 をかけτ，檬々な原１を実生活に応

用しτωく顕要があ０ます。ノ

一 １一＝一１一 語 は 「回復 」の 言 語 で す 。 本

央 大会 のこの 午後 の部 会 で も，

な まりの ある英語 が 話 されて

い ます が ，そ れ は教 会 が 世 界 中 で成 長

して いることの象 徴 で もあ ります。 わた

しは南 アメリカの 出身 ですが ，そ こで は

教 会 は劇 的 な発 展 を続 けて い ます 。３０

年 前 にわ た しが教 会 に加 入 した ときに

は， 南 アメ リカ大 陸の教 会 員 数 は １０万

８，０００人 ， ス テー ク数 は６つ で した。 当

時， 南 アメリカ大 陸 には神 殿 があ りませ

んで した。 しか し，現 在 では，２６０万 人

の会員 と５５７のス テー クを擁 してい ます。

１１の神殿 で儀 式が 執 行 されてお り，２つ

の神 殿 が 現 在 建 設 途 上 にあ ります 。 リ

ーハ イの 息子 の ニーファイは こう言 って

い ます。 「しか し，わた しニーファイは ，

これ まで書 き記 して きた もの を大 いに価

値 が あると考 え，特 にわた しの民 にとっ

てそ うであ ると考 えてい る。 わたしは昼

は絶 えず民 のために祈 り，夜 は彼 らの こ
まくら

とを心 配 して涙 で枕 をぬ らしている。」（２

ニー フ ァイ３３：３） この真 心 か らの嘆願
こんにち

は ，今 日， モ ルモ ン書 を通 して ，確 か

に こた えられて い ます 。 ニ ーフ ァイは，

自分 に「弱 点 が あ りなが らも書 き記 して

きた言葉 」がわ たした ちのため に「力強 い

もの とな る」ように と祈 って い ま した 。

「そ れ は， この言 葉 が善 を行 うように説

き勧 め ，また彼 らに先祖 の ことを知 らせ ，

イエスについて述 べ ，イエスを信 じて最

後 まで堪 え忍 ぶ ように彼 らに説 き勧 める

ものだか らで ある。 イエス を信 じて最後

まで 堪 え忍 ぶ な らば ， 永 遠 の命 を授 か

るのである。」（２ニー ファイ３３：４）

わたしは，教 義や福 音の諸 原則が ，南

アメリカにおい て増 加 の一 途 をた どる数

多 くの会 員 たちに導 きを与 えて いる様子

を， この 目で見 て きました。 南 アメリカ

であれ 世界 のどこであれ， わた したちの

務 めは ，聖 文 や 預 言者 たちの教 えの 中

に見 い だす ごとので きる もろもろの原 則

を探 求 し続 けることで あ り， また，「墨 に

よらず 生 ける神 の霊 によって……石 の板

にで はなく人の心 の板 に」刻 み込 み続 け

ることなのです （２コリン ト３：３）。 そのよ

うに福 音の原 則 を確 立す るためには， 時

間が 必要 です。時 間が必 要 なの は，福 音

の様 々な真 理 につ い て学 ぶた めで あ り，

また ， それ を実 生 活 で応 用 す るためで

もあ ります 。

南 アメリカの大半 の会 員 にとって，福

音の 原則 について学 ぶ とい うことは，時

間 を作 り出 して 宣教 師 の教 え に耳 を傾
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あかし

け，その証 を聞 くことか ら始 まりました。

わたしたちは時 間を作 って耳 を傾 けまし

たが ， 今 は， わ た したちの 国 々で 働 い

て くれた宣 教 師た ちに， 言い尽 くせ ぬほ

どの感 謝 の念 を抱 いて い ます 。 この心

か らの 感 謝 の思 い は， 宣 教 師 た ちに と

どまる ことな く， 彼 らを送 り出 して くれ

た家 族 に もささげ られ るもの です 。 （今

で は，何 千 とい う南 ア メリカの 人々が ，

回復 され た福 音 とい う喜び のお とず れ を

分か ち合 うため に， 自分 の子 ど もた ちを

伝 道 に送 り出 してい ます。）わた したちの

ように教会 の第 １世代 の者 たちは，教 会

員 で はな い両 親 にも深 く感 謝 して い ま

す 。彼 らが ， 時 間をか けて 義 にか な っ

た 原則 を教 えて くれ たが た め に， 福 音

の メッセージが伝 えられ た ときには，そ

れ をはっきりと認 識 し，歓 迎 す る用 意が

で きていたか らです。

宣教 師 たち は，教 義 や福 音 の 原 則 に

つ いて学 ぶ とい う務 めの端緒 を開 いて く

れました。 しか しなが ら， 心 に福 音 を刻

み込み続 けるとい うことは， 時 間を必要

とす る， 継 続 的 な務 めです 。 知 識 だ け

では十 分 ではあ りませ ん。時間 をか けて，

様 々な原則 を実 生 活 に応 用 して い く必

要 があ ります 。例 えば， ニー ファイは主

が 祈 りにこたえて くだ さることを知 って

いま した。 ニー ファイは何 世 紀 も前 に，

その知 って い ることを実 践 したの です 。

その おか げ で ， 今 日のわ た したち には

永 遠 の祝福 が 与 えられ ることにな りまし

た。注 意深 く聖 文 を読 むと， ニーファイ

は， 自分の 「嘆願 」（２ニー ファイ３３：３参

照）が神 に聞 き届 けられ ることを知 って

いたが ゆえに，神 を信 じる大 いなる信 仰

をもって祈 りをささげ た ことが分 か りま

す。 ニー ファイが 時 間 を割 い て 自分 の

知識 を実践 に移 して くれた ことを， わた

したち は心 か ら感 謝 して います 。 同 様

に， ニーファイがそ の知 識 を，「墨 に よら

ず生 け る神 の霊 に よって」自分 の心 に刻

み込 んで くれ たことを， どれほ ど感 謝 し

てい ることで しょうか 。

学 識 を積 み重 ねるときと同様 に， キリ

ス トの弟 子 となるために も時 間は必 要 で

す 。 時折 ， わた したち は， あ る原 則 が

真実 であ ると認め なが らも，その原 則 に

従 って生 活す る時 間 を作 り出 す ため に

優 先 順 位 を変 えようとしない ことが あ り

ます 。 そ の ような ことを続 けて い ると，

聖霊 によって教 えを受 け ると きに心 の変

化 を生 じる貴重 な機会 を失 って しまうこ

とにな ります 。 ここで，しば らく，エノス

の例 につ いて考 えてみ ましょう。エ ノス

は， 父 親 か ら受 けた 知 識 をす ぐさま実

践 に移 した わけ では あ りませ ん で した 。

しか しなが ら， 最終 的 には， 時 間 を取

ってその 知 識 を実 生 活 に応 用 して生 活

しま した 。 そ のた め に， 数 々の祝 福 が

わたしたちの もとに もたらされたのです 。

エ ノスの記録 に よれば ，森 で獣 を狩 ろう

と出て行 った ときに，永 遠 の命や聖 徒 た

ちの喜 び につ いて父親 が語 って くれたこ

とが深 く心 にしみ 込んだ ， と書 かれ てい

ます 。そ こで， エノス は時間 を取 って祈

ることを決 意 しました （エノス１：３－４参

照 ）。 その祈 りに神 か ら答 えが与 え られ，

主 はエノスに対 して，御 自分 がふ さわ し

いと思 われ るときに記録 をレーマ ン人 に

伝 える， と聖約 されたのです （エ ノス １：

１６ 参 照）。神 はわた したちの祈 りにこた

えられ ます 。エ ノスは石 の板 に刻 まれた

この原 則 を， 彼 自身 の心 の板 に刻 み 込

みました。 そ して， さらに高度 の知識 を

得 ることに な りました。 そ れ に よって，
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彼 自身に祝福 が もた らされ ただけでな く，

この神 権 時代 の わた した ちに も祝 福 が

与 え られ ることになったのです。

学 ぶ ことや， 特 に福 音 の原 則 に従 っ

て生 活す るこ とに時 間 をささげ ようとい

う立 派 な心 が けを持 っていなが ら，そ う

で きずにい る理 由が 数多 くあ ります 。例

え ば， あ る特 定 の話 題 に関 して様 々な

メデ ィアか ら情 報 が入 りす ぎる と，それ

に圧倒 されることが あ ります 。 その よう

な情 報 過多 が起 きる と， 人 によって は

「常 に学 ん ではい るが ，い つに なって も

真 理 の知 識 に達 す ることが で きない」と

い う状 態 になって しまうのです （２テモ テ

３：７）Ｑ

わた したち一 人 一 人 は， 自分 自身 の

生 活 を吟 味 し，福 音 の 原 則 に従 って生

活す るための時 間 を取 るうえで妨 げ とな

ってい るものは何 か， 見定 めるこ とが で

きます 。 そ うす れ ば ， 悔 い改 め て 必要

な修 正 を施 せ るの で ， その福 音 の 原則

を実生 活 で 取 り入 れる時 間 を生 み 出 す

ことがで きるの です。その ようにすれ ば，
る

エ ノス と同 じように，神 の真 理 につ いて

の理 解 を深め ることがで きると主 は約 束

して くだ さい ました 。主 は こう宣 言 され

たので す。 「神 のみ こころを行 お うと思

う者 で あ れ ば， だれ で も， わた しの 語
おしえ

ってい るこの教 が神 か らの ものか， それ

とも，わ たし自身 か ら出た ものか， わか

るで あろう。」（ヨハ ネ ７：１７）

生 活 の 中で ， 学 び ， 深 く考 え， とり

わけ ，福 音 の 原則 を実 践 す るための 時
み た ま

間を生み 出す ことによって， 御霊 か ら来

る喜 び と平 安 が 得 られ ます 。 教 会 は，

南 アメリカで も，世界 のほかの 地域 でも，

花 咲 き続 けてい くことで しょう。 それ は，

福 音の 原則 を，墨 ではな く聖霊 に よって，

そ して，石 の板 にで はな く人の心 の板 に

刻 み込 み続 け る会 員 たちが ます ます 増

えて い くか らです 。 わ た しは証 します。

聖 文 に書 かれ て いる数 々の 真 理 は， 時

間 をか けて 実生 活 で実 践 してい くなら，

知 的な理解 や 評価 をキ リス トの ようにな

りた い とい う望 み に まで 高 め て くれ ま

す 。 わた しは救 い主 が生 けるキ リス トで

あ られる ことを知 ってい ます。 以 上の こ
み な

と を， イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よ っ て

証 します 。 アー メン。
嶋



ゆ

「潤った園のように」
十 二使 徒定 員会

ジェフリー ・Ｒ・ホラ ン ド

加 たしたち儲 協 なく蜘 みを肋 τ与充τ〈ださる天の鰍 に対し，憂
じゆフぶん

を鰍 的に示すために，ζ什分の一と献卿 を融めるべぎτす。．１

日聖 徒 イエス ・キ リス ト教 会

末 は確 実 に， か つ 着 実 に世 界

中 に広が ってい ます 。 ダニエ

ル の言 葉 によると， 教 会 は「人 手 に よら

ず に山か ら切 り出 され た 「一 つの石 」’で

す。 またイザ ヤは 自 らが 予 見 した ことに

つ いて ，「不 思議 な驚 くべ きわ ざ」２と表

現 しました。 これ はまさに不 思議 な業 で

す。 この イエ ス ・キ リス トの福 音 の 回復

と発 展 には， あ らゆ る種 類 の奇 跡 と啓

示 と現 れが 満 ちてい ます。 そ してその多

くは， わた した ちが 生 きてい る問に起 こ

っています。

わた しが １７歳 にな るまで， 北 アメリ

カ以外 に シオ ンの ステー クはあ りませ ん

で した。 しか し現 在 は １，０００以 上 のステ

ー クが
， 遠 く離 れ た 大 陸 や海 の 島 々 に

存 在 してい ます。 神 殿 は ，儀 式 が 執行

され てい る所 と建 設 が 発 表 され て いる

所 を合 わせ て １２５あ り， そ の半 数 以 上

（６４）の神 殿 は合 衆 国以 外 の もので す 。

神殿 もやは り， わた しが １６歳 になるころ

まで， 合 衆 国 とカナダ 以外 の州 または

地域 には建設 されてい ません でした。

また すべ てのふ さわ しい ， 適 齢 の男
ま

性が 神権 を受 けるという啓示 も目の 当た

りに して きました 。そ の祝 福 として，世
み わ ざ

界 の多 くの地 で御 業 が 推 し進 め られ て

きてい ます 。 また １００近 い言 語 による聖

典全 体 または抜粋 部分 の 翻訳 ， 出版 も

輿 現 しました。 長 く待 ち望 まれてい たよ

うに，すば らしい男性 の皆 さんが 数多 く

の 国々か ら召 され て複 数 の七 十 人 定 員

会 が 組 織 され ，今 度 は多 くの 国 で奉 仕

す るため 遣 わ され るよ うにな りました。

最 近 で は， ヒンクレー大 管 長が 「永 代教

育 基 金」を発 表 し，最 も遠 い地 にあ って

も， 大勢 の人 々が つ い にその 恩 恵 を受

け られ る ようにな りま した。 この ように

して教 会 の国際 化 は進 んで います。

別 の注 目す べ き事 柄 を簡 単 にお話 し

い た します 。 教 会 の 一般 会 員 の方 々か

らは見過 ごされ て きたことか もしれ ませ

んが ，言 うな らばそれ はもう一つ の奇跡 ，

もう一 つ の啓 示 で した 。 あ る意 味 で ，

これ は周 囲 の注 目を浴 びない ように意 図

され ていました。 わた しが述 べ ているの

は ， １０年 ほ ど前 に幹 部 たちの 問で 行 わ

れ た決定 事 項 で， 国 内外 の地 元教 会 員

に対 し， いか なる特 別 な分 担 金 を課 す

ことも取 りやめ， 資金獲 得 の義務 をな く

す というもの です 。

この決 定 は， わ た しが 今 述 べ て きた

国際 的発 展の さなか に行われ ました。財

政面 で どの ようにこれ を達成 で きたので

しょうか 。会 員 による特 別 な分 担金 を廃

止 す るの と同時期 に， どうや ってさ らに

遠 い地へ と教 会 を発 展 させ ることがで き
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たので しょうか。理 屈 か ら言 えば，教 会

はこの状 況 で は正 反 対 の 決定 を行 うべ

きだったか もしれませ ん。

どの ようにしたので し ょうか 。そ れ を

お伝 え した い と思 い ます。 管 理 の責 任

を受 けてい た幹 部 た ちの 中に ，教 会 に

入 って間 もない会員 で さえも， 什分 の一

と任 意 の 献 金 とい う主 の 原 則 を尊 び ，

この ような神 聖 な原 則 に忠 実で あれ ば，

この状 況 を切 り抜 けられ ると心 か ら信 じ

た人 々がい たのです。

わ た しは この重 要 な決 定 が行 われ た

とき， 十二 使 徒 定 員 会 の一 員 で はあ り

ませ んで したが，そのときの話 し合 いと，

教 会 の管 理 評 議 会 の兄 弟 た ちに求 め ら

れ た信仰 に よる行 いを想像 す ることが で

きます 。 もし中 央 幹 部 が分 担 金 制 度 を

廃 止 した うえに， 聖 徒 が 什 分 の 一 と献

金 を納 めな か った とした ら， どうなって

い たで しょうか。 わ た しが 知 るか ぎ り，

その ような懸 念が 真剣 に考慮 された こと

はまった くあ りませ んで した。指 導 者 た

ち は信 仰 ， つ まり神 へ の信 仰 ， 啓示 さ

れ た原 則 へ の信 仰 ， そ してわた した ち

へ の信 頼 を行 動 に移 したの です 。彼 ら

は決 して振 り返 りませ んで した。 （ほ と

ん ど気 づ か れ る ことはな か った と して

も，）そ れは末 日聖徒 イエス ・キリス ト教

会 が 組 織 として 成 熟 す る中 で， ほか に

類 を見 ない 日となりました。

しか しそ の決定 に従 うために，わた し

たちも同様 に，教 会 の一 会 員 として成 熟

しな くて はな りませ ん。富 め る者 も貧 し

い者 も，また は教 会員 生活 の長 い人 も改

宗 したばか りの人 も皆 ，什分 の一 と献 金

を忠 実 に納 めな くてはな らない理 由につ

いて，５つお話 しし々い と思い ます。

まず ， 子 や孫 たちの ため に什 分 の一

と献 金 を納 め てくだ さい。 わた したちが

注 意 を傾 けてい なければ， このような若

い 世代 の人 々は ， 自分 た ちの神 殿 や教

会 堂， セ ミナ リー，活 動 が どの ように賄

わ れてい るのか について ， まった く理 解

で きない まま育 ちかね ませ ん。教会 で受

け る祝 福 の 多 くは ， 親 や子 ども，孫 た

ち の世 代 の人 々が 教 会 に納 め る什 分 の

一 と献 金 のお か げで あ り
， 事 実 上 ほか

の方 法 では得 られ ないことを，子 どもた

ちに教 えましょう。，
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ソル トレーク シティー中心部にある数々の教会の建物やオフィスヒルを臨むことかてきる。

年 末 の什 分 の一 の面 接 に，子 どもた

ちを連 れ て行 きましょう。何 年 も前 にな

りますが， ハ ワー ド・Ｗ ・ハ ンター大 管長

の孫 も， 父 親 に連 れ られ て行 きました。

その面 接 で ， 監督 は若 いハ ンター 兄弟

が 什 分 の 一 を完全 に納 め たい と願 って

いることを知 り， 喜 んでい ることを伝 え

ました。 献 金 を受 領 す る段 階 に な り，

監 督 は少年 に福 音 を真 実 と思 うか ど う

か尋ね ました。 この７歳 の少 年 は，１４セ

ン トの完 全 な什 分 の一 を納 めなが ら言

い ました 。 「福 音 は真 実 だ と思 います 。

で も，たくさんお金 が かか ります。」３わた

しが 話 した建 物 ， プロ クラム， 教 材 は

費 用 がか か ります。 その ことを子 どもた

ちが 若 い ころ に学 ぶの は ，無 益 な教 訓

ではあ りませ ん。

第 ２に， この戒 めを守 る人 に約束 され

てい る祝 福 を正 当 に求 め るた めに ，什

分の 一 を納 め て くだ さい。 「これ をもっ

て わた しを試 み， わた しが 天 の 窓 を開

いて，あふ るる恵み を，あなたが たに注

ぐか否 か を見 な さい と， 万 軍 の主 は言

われる。」４ノーブーでの殉教 で夫 に先 立

たれ たメアリー ・フィールデ ィング・ス ミ

スは，そ の後 ， 父親 を亡 くした５人 の子

どもとともに西 部へ 渡 り，貧 しい 中にあ

っても什分 の一 を納 め続 けました。 ある

日，什分 の 一事 務 所 の職員 が 彼 女 に対

して， わず か なじゃがい もしか収穫 で き

なかったのだか ら， その １０分 の １をあえ

て納 め る必要 はないので はないか と，不

適切 な提 案 をしました。 す ると彼 女 はそ

の職 員 に 向 か って大 きな声 で言 い まし

た。 「ウ ィリア ム， あ なた は恥 を知 るべ

きです 。わ たしか ら祝福 を取 り上 げるつ

もりですか 。 什分 の一 を納 め なけれ ば，

主 はわた しか ら祝福 を取 り上 けてお しま

いになるので す よ。 わた しが什 分 の一 を

納 め るの は， そ れ は神 の律 法 だか らだ

けで な く， 祝 福 を頂 きた いか らで す 。

〔わた しには祝 福 が必 要 な の τ す。〕この

戒 め や ほか の戒 め を守 るこ とで ， 自分

の家 族 を養 えると… 期待 してい るので

す 。」５

この 原 則 へ の従 順 さに よって ，祝 福

が どの ように注が れ るのか ，そのすべ て

を挙 げ ることはで きませ ん。 しか し多 く

の祝福 は， 金銭 以 上 の霊 的な方 法 で も
あかし

たらされ ることを証 します 。例 えば ，わ

た しは今 までに ，「食 い滅 ぼ す 者 を，〔わ

た し自身の 〕た めにお さえ」る‘とい う神

の約 束 が 成就 す るの を， この 目で見 て

きました。 また， わた しとわた しの愛 す

る者 た ちは，悪 か ら守 られる というこの

祝 福 を感謝 し切 れ ない ほど受 けて きまし

た。 神 に よっ て守 られ た の は ，個 人 ，

家 族 として什 分 の一 を納 めると決 意 した

ことが ，少 な くとも理 由の一 つで あると

確 信 してい ます。

第 ３に，物 を所 有 す ることや世 俗 的 な

富 を築 くこ とが ， 皆 さんにとって最 も大

切 な 目標 で は ない こ とを表 明す るた め

に，什 分 の一 を納 め ましょう。夫 と父親

の務 め を担 うあ る青 年 は， 大 学 に通 い

なが らわずか な生活 費で暮 らしています

が ，最 近 わ た しにこう言 いま した。「恐

らく末 口聖 徒 として最 も重 要 な機会 は，

自分 の 生活 す る文 化 の潮 流 に真 っ向か

ら逆 らって進 まな くては な らない ときに

訪 れ ます。 什分 の一 を納 め るの も，まさ

にその ようなときです。今 の世 の中で は，

物 を得 るこ とが 強 調 され ，他 人 の財 産

を何 とか して手 に入 れ ようとも くろむ人

間 や企 て に対 す る不 信 感 が 助 長 され て

います。 そのような世 の 中で生 活す るわ

た したちは，快 く， 信 頼 をもって，惜 し

みな く差 し出す ことで，利 己 心 を捨 てる

のです 。その ような行 いのため に， 確か

にわた したちはほか とは異 な り，神 の宝

の民 で あ る と言 え ます 。 金 銭 が 最 も貴

重 な財 産だ と訴 える社 会 にあって， わた

した ちは， そ うで はない ことを断 固 とし

て表 明す るので す。」７

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ール 大 管 長 は

かつて ，広大 な土 地 と，森 ，ぶ ど う園 ，

家 畜 ， 畑 ， 池 ， 家屋 な ど， あ りとあ ら

ゆる資産 を誇 る人 の話 をしました。そ の

人 は こうした もの を誇 ってい ました が ，

この 世 を去 る時 が 近 づ いて も，什 分 の

一 を納 めることには気 が進 まず
，それ ど

ころか資 産 は神 か ら受 けた ものであ ると

認 めようとす らしませ んで した。 後 にキ
嶋
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ンボール大 管 長 はその 男性 の葬儀 で話

を し， この ようなことに触 れ ました。 こ

の地 主 は，「背 の 高 い人 に見 合 った 長 さ

で ，太 った 人 にち ょうどい い幅 」８の細

長 い形 に掘 った土 に横 たえられ ていま し

た。 「彼 は どれ ほ ど残 して行 ったのだ ろ

うか」とい う聞 き古 され た 問い か けに対

す る答 えは， 依然 として常 に 「すべ て を

残 して行 った」なので す。 です か ら， 天

に宝 を蓄 え た方 が 賢 明 です 。 そ こで は

課 税 はなく， 私 有：財 産，柑続 ，遺 言 書 ，

遺 、志 とい った言 葉 が ，教 義 に よっ て，

位 ，受 け継 ぎ， 証 ， 思 い とい う意 味 を

持 つのです 。９

第 ４に，什 分 の一 と献 金 は， 神 が 当

然 お 受 け に な るべ きもの で あ るた め ，

正 直か つ誠実 に納 めましょう。確 かにあ

らゆ る聖文 の 中で 最 も心 を貫 く言 葉 の

一 つ は
， エ ホバ の この力 強 い 問 いか け

で す。 「人 は神 の物 を盗 む ことをす るだ

ろうか。」わた したちは尋ね ます。「どうし

て われ われは， あなたの物 を盗 んでいる

の か。」主は こう答 え られ ます。 「十分 の

一 と
， ささげ物 をもってである。」１０

什 分 の一 を納め るとい うことは ， どう

にか こ うに か心 を広 くして 神 に差 し出

す ， ささやか な贈 り物 な どではあ りまぜ

ん 。 什 分 の一 を納 め る とは ，負 債 を返

済 する ことです 。 ジェームズ ・Ｅ・タルメ

ー ジ長 老 は以 前
， わた したち と主 との 問

に交 わされた契 約で あると表現 した こと

が あ ります 。 タルメージ長老 は主 が こう

語 られ るのを思 い浮 かべ ました。 「この

世 におい て，あ なたは… …家 族 の食糧 ，

衣 類 ， 住 居 … …生 活 を快 適 にす るあ り

ふ れ たもの など，多 くを必要 としてい ま

す 。 … …あ なた はそ れ らを手 に入 れ る

手段 を得 るで しょう。 しか し覚 えておい

て くだ さい。 それ らはわた しの もの であ

り， あなたの手 に託 したものの賃 貸料 を

支 払 うようわた しはあ なた に求 め ます 。

しか し人 生 にお いて 何 事 も常 に順 調 に

進 む とは限 りませ ん。 … … 〔です か ら〕こ

の世 の地 主が行 うように，あなたの人生

の 浮 き沈 みや … …将 来 の 見 通 しにか か

わ らず ， 前払 い を… …請 求 す るの とは

異 な り， あなたが受 けた ときに〔のみ〕…

… 支 払 え ば よい ので す 。 そ して受 け取

った もの に応 じて支払 い なさい。 もし収

入 の多 い年が あれば ，… … 〔あなたの収

入 の １０パーセ ントも〕少 し多 めに 〔なるで

し ょう。〕翌 年 景 気 が 悪 く， 収 入が 前 年

を下 回 る場 合 ， … … 〔収 入 の １０パ ーセ

ン トは〕 減 る 〔で しょう〕。 … … 〔あ なた

がい かなる状 況 にあろうと， 什分 の一の

律法 は常 に公 平 なもの となります。〕」

タルメー ジ長 老 は次の ように問いか け

てい ます。「皆 さん はこの世 で，この よう

な 〔公 平 な〕契 約 を進 ん で結 ん で くれ る

地 主 に出 会 った ことが あ るで し ょうか。

この度 量の 大 きさを考 えると， … … もし

〔神の正 当な所 有 物〕を奪 お うとするなら

ば ，… … わた しは恥 ずか しくて，… …天

に顔 向けで きない気 持 ちにな ります。」’１

これ は，什 分 の一 と献金 を納 め る５番

目の理 由へ とつ ながっています 。 わたし

たちは惜 しみな く憐 れ みを もって与 えて

くだ さる天 の御 父 に対 し， 愛 を個 人 的

に示す ために，それ らを納 めるべ きです。

神 はその恵 み によって，飢 えている人々

にパ ンを，貧 しい人 々に衣服 を与 えて く

だ さい ます 。人 生 の様 々な時 にお いて，

わた した ちも皆 ，物 質 的 で あれ ， 霊 的

であ れ ， 恵 み を受 けて きま した 。福 音

はまるで朝 日の ように， わた したち一 人

一 人 が 無 知や 悲 しみ
，恐 れ ， 絶望 とい

やみ

う闇 を払 う力 となって きました。様 々な

国で 神 の子 らは主 を呼 び求 め ， 主 はそ

れにお こた えになって きました。世 界 中

に福 音が 広 が る中 で ，神 は疲 れ た者 の
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重 荷 を降 ろ させ ，虐 げ られ た者 に 自由

を得 させ て くださいます 。主 は愛 にあふ
いつく

れ た慈 しみ を もっ て ，貧 富 を問 わず ，

住 む 場 所 に もか か わ らず ， 会 員 たち の

生 活 を「潤 った 園… …水 の絶 えない泉 の

ように」して くだ さい ます 。 １２わた しは

イエス ・キ リス トの福 音 の あ らゆ る祝 福

に対 して，心 か ら感 謝 してい ます。 とり

わけ神 の独 り子 の模 範 的 な生 涯 とその
あがな たまもの

腰 い という最 も大 いなる賜 物 に感謝 して

います 。 わた しはいか にして も， この深

い恵 み のほ んの 一 片 に対 してす ら，天

に報い ることはで きませ ん。 しか し，感

謝 を示 す よう努 める方 法 は数 多 くあ りま

す 。 そ の一 つが ， 什 分 の一 と自 らの意

志 による献 金 を納 め ることです 。 わたし

は主に幾分 か で もお 返 ししようと望ん で

い ますが ，（ダビデ王 の言葉 を借 りれ ば）

「費 用 をか けず に」’３行お うとは決 して思

い ませ ん。

什 分 の一 の 原則 は聖 文の 簡潔 な表 現

によって教 えられ てお り， その神性 は疑

い ようのない ものです 。 その ような什 分

の 一 の原 則 は神 が定 め られ た もの であ

ることを証 します 。 わたしたちが 皆， 永

遠 にわたってその祝 福 にふ さわ しくあれ
み な

る よ う， イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り，

ア ー メ ン。

注

１，ダ ニエル ２ ：４５

２，イザ ヤ ２９ ：１４

３．デ ビッド・Ｂ・ヘ イ トに よ り引 用 ， 「ア ロ

ン 神権 者 の責 任」『聖徒 の道 』１９８１年

９月 号 ，７０

４．マ ラキ３ ：１０

５．Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ．Ｒｅｐｏｒｔ，１９００年 ４月 ，

４８

６．マ ラキ ３ ：１１

７．個人 的な 書簡

８．Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ Ｒｅｐｏｒｔ，１９６８年 ４月 ，

７４

９．マタ イ６ ：１９－２１参照

１０．マラキ ３：８

１１，７「わθ Ｌｏｒゴ ５ ７「θρ亡わ （パ ン フ レッ ト，

１９６８年 ）１０－ １１

１２，イザ ヤ ５８：１１；イザ ヤ ５８：６－１０も

参照

１３．サム 主ル下 ２４ ：２４



包容の教義
十二使徒定員会

Ｍ・ラッセル・バラード

月うし主イエス・串リズトの真の弟子だあるな三５，わたした右はどのようなとぎ

τも……すべτの隣人に量と理解の手を差し伸べるτしょう。ノ

き ょう

の 日は今 日の ように晴 れ渡 っ

そ たすが すが しい秋の 日で あっ

たか もしれ ませ ん。救 い主が

腰 を下 ろして弟子 たちを教 えてお られ た

とき，「ある律 法学 者 」とだ け記 された男

が現 れ， こう尋 ねました。 「先 生 ，何 を

した ら永 遠 の 生 命 が 受 け られ ま しょう

か。」

男 の心 を御 存 じだ ったイ エス は， そ

の質 問が モ ーセ の律 法 と反 対 の こ とを

言わせ ようとす る下心 か ら出てい ること

を見破 られ ました。

救 い 主 は逆 に二 つ の 質 問 をす る こと

で， その 問い に答 えられ ました 。 「律 法

にはなん と書 いてあるか。 あなたは どう

読むか。」

お 分 か りの よ うに律 法 学 者 は聖 句 を

暗唱 す ることが で きました。 「『心 をつ く

し， 精神 をつ くし，力 をつ くし，思 い を

つ くして， 主 なるあ なたの神 を愛 せ よ。』

また，『自分 を愛 す るように， あなたの隣…

り人を愛せ よ』とあ ります 。」

こたえ

「あな たの答 は正 しい 。そ の とお り行

いなさい。そ うすれ ば，いの ちが得 られ

る」と救 い主 は言 われ ました。

しか し，律 法 学 者 は満足 しませ んで

した。 彼 は信 仰 を異 にす る人 々との交

わ りについ てユ ダヤ人 の問 に厳 しい決 ま

りと信 念 が あ るこ とを知 ってい たの で ，

主 か らさらに答 えを引 き出 そ うとしつ こ

く迫 りました。論 争 のわ なにかけ ようと

したのです 。 「で は， わ たしの隣 り人 と

はだれ のととですか。」

再 び教 える時 が 来 ました。 イエ ス は

御 自分 の得 意 で あ り最 も効 果 的 な教 授

技術 の一 つであ る，．た とえを使 われ まし

た。 これ はもしか す るとキ リス ト教 界 で

最 も愛 され ， よぐ知 られて いるた とえの

一つ か もしれ ませ ん
。

エルサ レムか らエ リコに向か う男 が ど

の ように強盗 どもに襲 われ死 にそ うな 目

に遭 ったか， そのた とえを皆 さんは御存

じだ と思 います 。 ある祭 司は道 の向 こう

側 を通 って行 きました。 レビ人 も立 ち止

まって助 けようとはしませ んで した。 そ

れ か らイエス はこう教 え られ ました。

「ところが ， あ るサマ リヤ 人が 旅 をし

てこの人 のところを通 りか か り，彼 を見

て気 の毒 に思い ，

近 寄って きてその傷 にオ リブ油 とぶ ど

う酒 とを注 いでほ うたい をしてや り， 自

分 の 家畜 に乗 せ ， 宿 屋 に連 れ て行 って

介 抱 した。」

そ して イエスは律 法学 者 にもう一 つの

質 問 を され ま した 。 「この ３人 の うち，

だれ が 強 盗 に襲 わ れ た人 の 隣 り人 にな

ったと思 うか。」

律 法学 者 は答 えました。 「その人 に慈

悲 深 い行 い をした人 です。」

最 後 に ， イエ ス は律 法 学 者 と良 いサ
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マ リヤ人 のた とえの 読者 全 員に， こう教

え られた のです 。 「あ なた も行 って 同 じ

ようにしなさい。」（ルカー１０：２５－３７参 照）

わた しはこの たとえ を読 む度 にその力

強 さと分 か りやす さに心 を打 たれ ます 。

で もなぜ 救 い主 は この話 の 主 人 公 にサ

マ リヤ人 を選 ばれ た のか ， 不 思 議 に思

った ことは ないで しょうか 。 キ リス トの

在 世 当 時 ，ユ ダヤ人 とサ マ リヤ 人 の 問

にはひ どい反 感が あ りました。通 常 はこ

の二 つ の グル ー プはお 互 い に交 流 を避

けてい ました。 もし強盗 に襲 われた人 を

同 じユ ダヤ人が 助 けた としても， この た

とえはや は り教 訓に満 ちたす ば らしい も

ので しょう。

ユ ダヤ人 とサマ リヤ人 を登場 させ ると

い う主 の深 い配慮 によって， は っきりと

次 のことが分 か ります。 わた した ちは皆

隣 り人 であ り， 例 えば宗教 的， 政治 的 ，

文 化 的 にどれほ ど深 い違 いが あって も，

お 互 いに愛 し合 い ，尊 重 し合 い ，敬 意

を払 い， 仕 え合 う必 要 が あるとい うこと

です 。
こんにち る

この 教 訓 は今 日で も依 然 として 末 日

聖 徒 イエス ・キ リス ト教 会 の教 えの一 部

で す 。 ジ ョセブ ・ス ミス は回 復 された 教

会 の教 義の 要 点 を挙 げ る中 で， 次 の よ

うに語 りま した。 「わ た した ちは， 自分

の良心 の命 じるとお りに全 能 の神 を礼 拝

す る特 権 が あると主 張」す る一方 で，「す

べ て の人 に 同 じ特 権 を認 め 〔ます〕。 彼

らが どの ように， どこで， 何 を礼 拝 しよ

うと， わ た した ちはそ れ を妨 げ 」ませ ん

（信 仰箇 条 １：１１）。

うれ しい ことに教 会 員 の多 くは この教

義 を理 解 し， 日常 生 活 で それ に従 って

います 。わ たしは最 近 ， このユ タ州のあ

る町 で 起 こった悲 惨 な死 につ い て， 新

聞記事 を読 みました。夫 を亡 くして悲 し

む若 い女 性 の言 葉 が こう紹 介 され てい

ました 。 「驚 くほどた くさんの 人 か ら助

けを受 けま した。わ たしたちはモルモ ン

ではあ りませ んが ，地元 の ワー ドの方 々

が ，食 事 や 手伝 い， 慰 めの言 葉 をもっ

て十 二分 の世 話 をして くれ ます 。 とて も

大 きな愛 を示 して くだ さり，感謝 してお

ります 。」（デ ィック ・「ハ ーモ ン，“Ｆｏｒｍｅｒ

Ｕｔｅ’ｓＤｅａｔｈ Ｌｅａｖｅｓ Ｗ ｉｆｅ Ｃｏｐｉｎｇ，

Ｗｏｎｄｅｒｉｎｇ”Ｄａ伽 Ｈｅｒａｌｄ〔ユ タ州，プ
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ロボり２００１年 ８月 １１日付 ，Ａ３で引用 ）

こうで なけれ ばな りませ ん。 もし主 イ

エ ス ・キ リス トの真 の 弟 子 で あ るな ら，

わ た した ちは どのようなときで も， ま し

て や大 変 な ときに は， す べ ての 隣…人 に

愛 と理 解 の手 を差 し伸 べ るで しょう。

『チ ャー チニ ュー ズ 』（Ｃｈαｒｃｈ Ｎｅｗｓ）の

最 近 の号 に とて も親 しい二 人 の女 性 の

記 事が 紹 介 され てい ました 。「一 人 はニ

ュー ヨークか ら来 たユ ダヤ人医 師で ， も

う一 人 はユ タ州 で ６人 の子 ど もを持 つ

〔末 日聖徒 の〕専業 主 婦 です 。 二 人 とも

遠 く離れ た〔テキサス州 〕ダ ラスの出 身で

した。」

この教 会 員 は こう伝 えてい ます 。 「も

しわた したちの友達 づ きあい が， コンピ

ューターで検 索 され組 み合 わされ ていた

とした ら， そ もそも第 １段 階の評 価 をパ

ス で きなか ったの で はな いで しょうか 。

… 女 医 としてとて も忙 しい はず の人

か ら，ＰＴＡで使 う接待 用 ナプキ ンの色

について意 見 を頂け るなん てとて も思 え

ませ ん もの。

思 い込 み の奇 妙 な部 分 ， それ は機 会

さえ与 え られ れ ば す ば ら しい花 を咲 か

せ ，伸 びて い く可 能性 が あるの に ，そ

の芽 を摘 んで しまう場 合 が あるという点

です。 わた しはその ような思 い込み が無

視 され たことを永 遠 に感 謝 します。」（シ

目 麗
室嘔 …１

ヤウナ ・エ リックソン，“ＵｎｌｌｋｅｌｙＦｒｌｅｎｄｓ

Ｓｈａｒｍｇ ａＬｉｆｅｔｌｍｅ” Ｃｈロｒｃｈ Ｎｅｗｓ，

２００１年 ８月 １８日付 ，１０）

直 観 や 思 い 込 み は きわ め て危 険 で ，

不 当 な場 合 が あ ります 。 一 部 の教 会 員

は近 隣 の人 すべ てに優 しい 笑顔 や温 か

い握 手 ， 愛 の こ もった奉 仕 の手 を差 し

伸 べて いないか もしれ ませ ん。 その一 方

で ， わ た した ち と同 じ信 仰 を持 た ず ，

教 会 と教 会 員 に対 して否 定 的 な先 入 観

を持 って い る人 が近 所 に引 っ越 して 来

てい るか もしれ ませ ん 。確 か に善 い 隣

人 は宗教 や 国籍 ，人 種 ，文 化 にか か わ

りな く， お互 いに理解 を示 し親切 を尽 く

せ るように最 善の努 力 を しなければ な り

ませ ん。

時 折 ， わた しは教 会 員 が別 の信 仰 を

持 つ 人々を無視 した り除外 した りして傷

つけ てい ると聞 くことが あ ります 。特 に

住 民 の大 半 が教 会 員 で あ る地 域 に これ

は あ りが ちの ようです 。 家 族 が 教 会 員

で はな い とい う理 由 だけ で ，近 所 の特

定 の子 どもと遊 ばない ように教 えてい る

偏 狭 な親 の話 を聞 いた こともあ ります。

この種 の態 度 は主 イエス ・キ リス トの教

えとは一致 しませ ん。わ たしには教 会員

が なぜ この種 の問 題 を生 じるままに して

お くの かが理 解 で きませ ん。 わ たしは生

まれ たときか らこの教会 の会 員 として生

活 してきま した。 専 任宣 教 師 として働 き
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ました し，監 督 は２度 ，伝道 部長 ，七十

人 ，そ して今 は使徒 になっています。 し

か し， 一 度 としてその ように教 えた こと

もなければ， 教 えられ ていると聞 いたこ

ともあ りませ ん。 それ は除外 す るという

教 義 で す。 この教 会 の 会 員が ほか の宗

教 の友 人や 隣人 に対 して ， 愛 や 親切 ，

寛 容 ，善 意 を示 さない ように勧 め られ た

のを，一 度 も聞いた ことはあ りませ ん。

主 はわた した ちに多 くの ことを期待 し

てい らっしゃい ます。 両親 の皆 さん， ど

うか宗 教 的 ， 政治 的， また は文化 的 な

違 いの ため に 人 々を除外 せ ず ， む しろ

包 容す る原則 を子 どもた ちに教 え， 自

らも実 践 して くだ さい。

確 かにわた したちは，世 に向か ってイ

エス ・キ リス トの完 全 な福音 が 預 言者 ジ

ョセ ブ・ス ミスを通 して地 上 に回復 され

た と宣 言 し，会 員 たちに 自分 の信 仰 と
あかし

証 を人 々 と分 か ち合 うように勧 めてはい

ますが ， わた したちのメ ソセ ージに耳を

傾 け た り受 け入 れ た りしな い と決 め た

人 々を締 め 出 し無 視 す るのは ，絶 対 に

教 会 の 方針 では あ りません 。 実 に， そ

の逆 こそ真 実 なの です。 ゴー ドン・Ｂ・ヒ

ンクレー大 管 長 は主 イエ ス ・キ リス トに

従 う者 としての特 別 な義 務 をわた したち

に思 い出 させ るため に，繰 り返 し述 べて

い ます。 その一つ だけを紹 介 します。

「わた した ちは一人 一人 が独 特 な存 在

で す 。 一 人一 人 が 異 な って い ます 。 こ

のような違 いは尊重 され なければ なりま

せ ん。 ・・…

… … わ た した ち は互 い に対 して敬 い

自制す る態 度 を築 くため， さらに熱 心 に

努 力 す る必 要 が あ ります。 自分 の擁 護

す る教 義 や哲学 にかか わ りなく，お互い

へ の寛 容 をもってそうす るのです 。皆 さ

んや わ た しが 賛 同 で きない教 義 や哲 学

があるか もしれ ませ ん。 それで も，敬意

と礼 儀 とを もってそ のように努 め ること

がで きます 。」（ＴｅａｃｈｍｇｓｏｆＧｏｒｄｏη Ｂ

伍 ηｃｋｌｅｙ 〔１９９７年 〕６６１，６６５）

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会員

として， わ た した ちは 一部 の人 々か ら

「特 異 な民 」と見 なされ ていることを知 っ

てい ます （１ペ テロ２：９。訳 注一 日本聖

書 協 会 の 口語 訳 聖書 で は 「神 につ ける

民」と訳 出 されてい る）。 わた したちの教



義 と信 条 はわた した ちにとって大切 なも

の です。 わ た した ちはそれ を深 く信 じ，

い とお しんでい ます。 わた しは決 してそ

の ようにすべ きでない と提 案 しているの

で はあ りませ ん。逆 に，わ た したちの特

異性 と， 回復 され たイエス ・キ リス トの

福 音 の メ ッセー ジが 持 つ特 殊 性 は世 の

人 々に明確 な選 択 をさせ るた め に，不

可 欠 な 要 素 な の です 。 また わ た しは，

自分や家 族 を霊 的 な危 険 にさらす ような

関係 に身 を置 くよう提 案 してい るので も

あ りませ ん。 しか しわた した ちは，必 ず

しもすべ て の人 が イエ ス ・キ リス トの福

音 が 回復 され た とい う教 義 を受 け 入 れ

るわ けで は ない ことを理解 しなけ れ ば

な りませ ん。 たい てい は， 別 の信 仰 を

持 つ わた した ちの隣…人 は善 良 な品 位 あ

る人々です 。 わた したちが そ うなろうと

努 めてい るの と同 じように， どの点 を取

って も善 良 で 品位 ある人 々で す 。 彼 ら

はわた したち とまった く同 じように家 族

のために心 を砕 いています 。わ た した ち

とまった く同 じように この世 をもっと住

みやす いに場 所 に したい と願 って い ま

す 。親 切 で愛 情 深 く， 寛容 で， 忠 実 な

人 々です。 わた した ちが そ うなろ うと努

めているのとまった く同 じです。 ほぼ四

半 世紀 前 に大管 長会 は次 の ように宣 言

しました。 「わ た した ちの メッセ ージ は

… ・・宗 教 的信 条 や人 種
， 国籍 にか かわ

らず ， すべ ての男 女 の 永遠 の福 利 に特

別 な愛 と関心 を寄 せ る とい うものです 。

なぜ な ら， わ た した ち は同 じ永 遠 の 御

父 の息子 ， 娘 で あって， 真 の兄 弟 姉 妹

で あることを知 ってい るか らです 。」（大

管長 会の声 明 ，１９７８年 ２月 １５日付 ）

これ こそ わた した ちの教 義 です 。 す

なわ ち包 容 の教 義 です 。 これ こそ わた

したちが信 じてい ることです 。 これ がわ

た したちに教 え られて いることです 。 こ

の教義 が あるか らこそ， わた したちは地

上 に住 むす べ ての 民 の 中で ，最 も愛 に

満 ちた， 親切 で寛 容 な民 でな けれ ばな

りません。

近所 に住 む人 々 に疎 外 感 を抱 かせ な

いた め に， わ た した ちが で き る簡 単 な

３つの ことを提 案 させ て いた だ こうと思

います 。

最初 に，隣…人 を知 ろうとす ることです 。

彼 らの家 族 ， 仕 事 ， 物 の見 方 を知 って

くだ さい 。 彼 らにそ の意 志 が あれ ば 一

緒 に集 ま り， しか も押 しつけが ま しくな

く，下心 な ど持 たず にそ うして くだ さい。

友 情 は決 して 目的 の ため の手 段 として

示 す もので は あ りませ ん。 友 情 自体 が

目的 になるはず です し， またそ うしなけ

れ ばな りませ ん。 わた しは最近 ユ タ州 に

引 っ越 して 来 た ある女 性 か ら手 紙 を受

け取 りました。 その ほん の一部 をご紹介

しましょう。 「バ ラー ド長 老 にお伝 え し

なけれ ばな りませ ん。 わた しが 近所 の人

にあい さつ した り手 を振 った りして も，

彼 らは こた えようとしませ ん。朝 夕 の散

歩の ときにそば を通 って も，だ れ も会 釈

を返 す人 が いませ ん。 黒 人 の人 たちも，

親 しみ を込 めた態 度 を執 って も同 じよう

な否定 的 な反 応 しか返 ってこないといつ

も言 ってい ます。」もし， この女性 の近 所

磯 ，
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磯
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に教 会 員が 住 ん でい る とす れば ，確 か

にその人 々は この ような ことが あ っては

ならない と知 らなければ な りませ ん。異

な る背 景 や信 条 を持 つ人 々との 問に信

頼 と理 解 に満 ちた 有 意 義 な 関係 を築 く

ように しましょう。
こ い

第 ２に， わた したちの語 彙 の中 か ら次

の二つ の表現 を取 り除 けたらい いと思 い

ます。それ は「非 教会 員 」と「非 モルモ ン」

です。 その ような表 現は人 を卑 しめ， さ

らには見 くび る場 合 さえあ ります 。わ た

し自身 として は， 自分 を「非 カ トリック」

である とか 「非ユ ダヤ人 」で あるとは考 え

ていませ ん。わた しはクリスチ ャンです。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会の 会員 で

す 。 わ た しは 自分 が 何 者 で あ り， どの

ような人物 であ るか を認 識 され る方が う

れ しく， 自分 が どの ような人物 でないか

を認 識 され るの とは対 照 的 です 。 この

同 じ礼 儀 を身 近 に住 む人 々 に対 して も

示 しましょう。 一 般的 な表現 が必 要 なと

きには，「隣 人 」とい う言 い方 が多 くの 場

合 はうまくいきそ うです。

第 ３に， 隣 人が 末 日聖 徒 イエス ・キ リ

ス ト教 会 や ， 道徳 的 な理 由で わ た した

ちが支 持 す る何 らか の律 法 に賛 同 で き

ず ， 憤 慨 した りい らい らした りして も，

た とえ冗談 で あって も， 引 っ越 しを考 え

るべ きだ とい うようなこ とを言 わない で

ください。 わた しは教 会 員 が どうしてそ

ん なことを考 えられ るのか理 解 で きませ

ん 。 わた したちの 開 拓 者 の先 祖 は ，何

も知 らない不 寛容 な隣人 た ちに よってあ

ち らこちらへ 追われ ました。彼 らは想 像

を超 えた苦 難 と迫 害 を経 験 しましたが ，

それ はほかの人 々とは異 なった考 え方 を

持 ち， 異 な った行 動 を し信 条 を示 した

か らで す 。教 会歴 史 の 中か ら学 ぶ もの

が ある とす れば， 平和 に共存 す るとい う

す べての 人の権 利 を尊重 す ることこそ学

び取 る必 要が あ ります 。

今度 は， わた したちとは違 う信仰 をお

持 ちの す べ ての 方 々に 申 し上 げ ます 。

もし，心 配 な問題 が あ れば ， 一緒 に話

し合 お うではあ りませ んか。 皆 さんのお

役 に立 ちた いの です 。 しか しご理 解 い

た だきた いのは， わた したちの教 義 と教

えは主 によって定 め られ た もので あ り，

そ のため， 皆 さん と一 致で きないことを

嶋
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認め ざ岩を得 ない場 合 もあ ります が， そ

れで もわた したちは不愉 快 な態度 を執 ら

ず にその ように伝 え られる とい うことで

す。 わた したち の地 域社 会 で は丁 重 さ

と敬 意 ，礼 儀 の あ る雰 囲 気 で協 力 し合

うことが で きます し， また そ うでなけ れ

ばな りませ ん。 ここユ タ州 で は，時事 問

題 に 関心 の ある市 民 団体 が 統 一 連合 を

形 成 してい ます 。 この 教 会 もほ か の教

会 や組織 と同 じように この運 動 を支 持 し

てい ます 。 そ の 目的 の一 つ は ，「異 な る

見 解 が認 め られ 評価 され る地 域 社 会 の

形成 に努 め るこ と」です 。 もしかす ると，

お互 いに共 通 す る善 の ため に世 界 中 の

隣 人 が一 緒 に立 ち上 が る こ とが， 今 ほ

ど重 要 な時期 はかつてなかったか もしれ

ませ ん。
しよくざい

救い主は照罪の苦痛に満ちた肉体的，

霊的な過程に入る数時間前に，使徒た
すぎこし

ち と会 って 過 越 の 食 事 ， 主 の 最 後 の
ばんさん

晩餐 を取 り， 現 世 で お 与 えに なる最 後

の指 示 を彼 らに与 えられ ました。 その教

えの 中に ，心 を奮 い立 たせ ， 人 生 を変

えるほどの 宣言 が あ ります 。 「わた しは ，

新 しい い ましめ をあ なたが た に与 える，
たがハ

互 に愛 し合 いなさい。わ たしが あなたが

た を愛 した ようにノ あな たがた も互 に愛

し合 いなさい 。

互 に愛 し合 うな らば， そ れに よって，

あ なた が たが わた しの 弟 子 で あ るこ と

を， すべ ての者 が 認 め るで あろう。」（ヨ

ハネ １３：３４－３５）

これ こそ 良 いサ マ リヤ人の た とえの 中

で， イエスが 「あ る律 法 学 者」も含 め て，

弟 子 たちに教 えちれ たことです 。 これ こ

そ生 け る預 言者 と使 徒 を通 して現 代 の

わた したち にも主 が教 えてお られる こと

なので す。 互 い に愛 し合 って くだ さい。

どれほ ど大 きな違 いが あっても， お互 い

に親切 を尽 くして ください。尊 敬 と丁 重

さをもってお 互 いに接 しましょう。 わた

しはイエ スが キ リス ト， わた した ちの救
あがな

い主 ，蹟 い主 であ られ ることを知 ってお

り，証 します。 もっと良 い隣 人 になると

い う主 の訓戒 に従 うよう主 はわ た したち

すべ て の者 に期 待 して お られ るこ とを，

わ たしは知 ってい ます。 この ことをイエ
み な

ス ・キ リス トの 御 名 に よ っ て 証 し ま す 。

ア ー メ ン。

．．一一一 一＿ ＿ ＿」

●神権 部会

２００１年 １０月６日

神への務めを果たす
十二使徒定員会

ロバート・Ｄ。ヘイルズ

ｒ榊 への務め達成黄７の要件を頑誠 することによ０，皆さんの人生全体の支虎
あか し

となる，生ぎた肋 舐得６れることを約某１します。１

神
権 者 の前 に立 ち，神 の王 国 の

軍 勢 に 向か って話 す ことは わ

た しにとって大 きな喜 びです。

わた したちが何 者 であるのかを知 ってい

ること，す なわち，この神権 時代 に回復

されたア ロン神権 あ るい はメルキゼデ ク

神 権 を持 つ神 の 息子 であるとい う知 識 を

持 っていることは，大 切 です。 この世で

何 を成 し遂 げ ようとしているのか を知 っ

て いること， す なわち，家 族 とともに天
み まえ

の御 父 の御前 に戻 ろ うとしているのだ と

い う知識 を持 っていることは，大 切で す。

わ た した ちは豊 か な恵 み を受 け て いま

す。 ですか ら，神 に対 する義務 を学 んで

それ を果 たすの も大切 なことです。

大 管 長 会 と十 二 使徒 定 員 会 は長 年 に

わた って， この悩 み多 き時 代 に生 きる青

少 年 の幸 い に 強い 関心 を寄 せ て きま し

た。２００１年 ９月 ２８日に大 管 長 会 は合 衆

国 とカナダの 神 権 指 導 者 に対 して， 次

のような手 紙 を送 りました。

「２０００年 １月 にわ た した ち は， 合 衆

国 ・カナダ以 外 のス カウ ト活動 を実 施 し

て い ない地 域 に， アロ ン神 権 達 成 プロ

グラムを導入 しました。 その 目的は，若

い男 性 が メル キゼ デ ク神 権 や 神 殿 のエ

ンダウメン トを受 ける備 えをす るの を助

け， 専任 宣教 師の召 しを受 け，結 婚 し，

父 親 の務 めを果 た す の に備 え るの を助

けることです 。… … 〔このプ ログラムは国

際地域 で はこの まま継 続 され ます。そ し

て〕合 衆 国 ・カナ ダ で使 用 す るた め に，

このプ ログラム に少 し手 を加 えた ものを

作 りま した 。 若 い男 性 の 成 長 に大 切 な

役 割 を持 つ スカウト活 動 を取 り入れ たの

です 。 このプ ログ ラム は，『ア ロン神 権

神 へ の 務 め を果 たす 』（Ａａｒｏηｆｃ

Ｐｒｆｅｓ亡加 ｏｄ」Ｆω万１１加９ ０αｒ Ｄロ亡ｙ 亡ｏ

θｏｄ）〔とい う名 称 で呼 ばれ ることにな

ります 。〕

プ ログラムの内容 は，『アロン神権

神へ の務 め を果 たす 』執 事 用 ，教 師用 ，

祭司 用 とい う３冊 の手引 きの中で説 明 さ

れて います 。若 い男性 は３冊 の手 引 きに

説 明 され ている要 件 を満 たす と「神へ の

務 め達 成賞 』を授与 され ます。

あ わせ て ，この度 ，若 い女性 の 『成 長

す るわ た し』が 簡 素化 され たこと，『若 人

のため に』 のパ ンフレッ トが 改訂 された

ことをお知 らせ いた します。 これ らの資
こんにち

料 は ，青 少 年 が 今 日の世 にあ って信 仰

と勇 気 をは ぐくむの を助 けるために改 訂

され ました。 また， 両 親 と指 導 者 が 青

少 年 を強 め るための 資 料 ，『青 少 年 に関

す る両 親 と指 導 者 の た め の ガ イ ド』

（Ｇロｆｄｅｂｏｏｋ ｆｂｒＰａｒｅη亡ｓａηｄ五ｅａｄｅｒｓ

ｏｆ ｝ｒｏα亡ｈ）が 出版 され たことをお知 らせ
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します。 この手 引 きは ミューチ ャルが青

少年 を支 える大 切 な役 割 を果 たす ことに

つい て説 明 してい ます。

わた したちはすべ ての若 い男性 が 『イ

ーグル ・スカウト章』（訳注 一 合衆 国 の

ス カウ トプ ログラムで若い男性 が受 ける

こ とので きる最 高 位 の 章）と『神 へ の務

め達成 賞 』を受 け るた めに努 力 す るよう

望 んで います 。 また， す べ て の若 い女

性 が 『若 い 女性 確 認 賞 』を受 けるた めに

努 力す るよう望 んでい ます。青 少 年は こ

れ らの 目標 に 向か って努力 す るときに，

神 殿 に もっ と思 い を向 け ，家 族 や 主 に

生 涯 にわた る奉 仕 を行 うの に必 要 な技

術 と特 質 を伸 ばす ことが で きます。

これ らの 資料 は ２００１年 １２月 までに各

ステークに送付 され ますの で， ワー ドに

配付 して くだ さい。２００２年 ユ月か らの実

施 とな ります 。」（大 管 長 会 か らの手 紙 ，

２００１年 ９月 ２８日付 ） 大 管長 会 の歴 史的

な手紙 はこの ように結 ん でい ます。

わた した ちは世 界 の 歴 史 の 中 で も特

に難 しい時代 に生 きてい ます。 サ タンは

地 を行 き巡 り， あ ち らこちらと歩 い て，

義 なる神 の望 みを くじくため に，神 の子

らの 問であ らゆる種類 の邪 悪 を行 って い

ます 。救 い主 イエ ス ・キ リス トの 再 臨が

近 づ くにつ れ ，地 上 の 人 々に対 す るサ

タンの よこしまな企 み はいっそ う激 しさ

を増 す と聖 文 は教 えてい ます （２テサ ロ

ニケ２：１－１０；教義 と聖約 １０：３３；５２：

１４；８６：３－１０参照）。

この 末 日にお い て， 今 日の ような状

況はこれ まであ りませ んで した。大 管長

会 と十 二使 徒 定員 会 か ら両親 に対 して，

また監督 ，神 権 指 導者 ， 補助 組 織 指導

者 に対 して， あ なたが た若 い男 性 に 自

分 が何 者で あ り， この世 だけで なく来 る

べ き永 遠 の世 におい てどのような人物 に

なることがで きるのか確 実 に理 解 させ る

ように というメッセー ジが ， 非常 に強 く

提 示 され てい るのです 。

「神 へ の 務 め達 成 賞 」によ り， 若 い男

性 は将 来 に待 ち受 け てい る人 生 のチ ャ

レンジに立 ち向 か い， ア ロ ン神 権 の 目

的 を成 し遂 げ るための支援 を得 ることが

で きます。

大 管 長会 と十 二 使徒 定 員会 はこの よ

うに説 明 して い ます。 「わた したち は，

皆 さんが が 『神 へ の務 め 達成 賞 』を獲 得

して ，それ をメルキゼデ ク神 権 を受 ける

備 えの 象徴 とす るよう願 って い ます 。」

（Ａａｒｏｎｆｃ Ｐｒ∫ｅｓ亡ｈｏｏ♂ Ｆロ１買１１ｆη９ ０αｒ

Ｄα砂 亡ｏθｏｄ，Ｄｅａｃｏｎ 〔２００１年〕 ４）

「神 へ の務 め達 成 賞」を獲 得 す るころ

には ，皆 さん は以 下 の分 野 で 目標 を達

成 していることで しょう。

●神 権 の務 め を忠 実 に果 た し， 標 準

を忠 実 に守 る。

●家 族 の活動 に参加 する。

● 定員 会活動 に参加 す る。

● 「神 へ の務 め」の奉 仕 プロジェク トを

成 し遂 げる。

● 神 権 の務 め を 中心 に 置 きな が ら，

次の４つの分 野で個人の 目標 を達成 する：

霊 的 な面 での成 長 。 肉体 的 な面 で の成

長。 学業 ， 人 格 ，職業 へ の備 えの面 で

の成 長。社 会 の 一員 と して の成 長 ， ま

た対 人 関係 の面 での成 長 。

これ ら．神権 の務 め と個 人の 特 質 に 関

す る要 件 を成 し遂 げ ることによって， メ

ル キゼ デ ク神 権 の 責 任 とこれ か らの 人

生 で待 ち受 けて いるチ ャレンジ に備 える

ことが で きます 。 「神 へ の務 め達 成 賞」

の要 件 を達成 す ることにより，皆 さんの
ら あかし

人 生 全体 の支 えとなる， 生 きた証 が 得

られ ることを約束 します 。

スカウト活 動が 実施 され ている地 域 で

は，ス カウ ト活 動 に参加 す ることに よっ

ても，皆 さんの取 り組み に支 援 を得 るこ

とが で きます 。ス カウ ト活 動 に参 加す る

ようお勧 め します 。ス カウ ト活 動 で求 め

られ てい る事 項 の多 くは 「神 へ の務 め 」

達 成 証 明 書 の 目標 と要 件 を も満 たす こ

とになるのですか ら。

スカウ ト活 動 はアロン神 権活 動 プ ログ

ラムの一 部 です 。 「神 へ の務 め達 成 賞 」

は神 権 の賞 で あって ，霊 性 を高 め ， 神

権 の義務 を果 たす うえで助 け となる要 件

を含 んでい ます。

これ らの プログラムか ら得 られ る偉 大

な祝 福 の中 には，次 の ような ものが あり

ます。 教 会 の青 少 年 として 自分 が 何 者

であ るか をはっきりと理 解 で きるように

なること， 自分 の行動 をきちん と説 明で

きるようにな ること， 日常生 活 の中 での

様 々な行動 に対 して責 任 を取 れ るように

なる こと， そ して ， 地 上 で達 成す べ き
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事 柄 を成 し遂 げ るた め に 目標 を立 て ら

れ るようになることで す。 皆 さん にこれ

らの事柄 につい て， まさに最善 を尽 くす

ようお願 いします。

若 い男 性 の皆 さん ， 毎 日ひ ざまず い

て，心 にある望 みを神 に打 ち明 けてくだ

さい。神 はあ らゆる知 恵 の源で あ り，皆

さんの祈 りにこたえて くだ さい ます 。へ
み た ま

りくだって， 進 んで御 霊 の ささや きに耳

を傾け て ください。毎 日聖 文 を読 んで く
じゅうぶん

だ さい。証 を強 めて ください。什 分の 一

とささげ物 を ささげて くだ さい。 バ プテ

スマを受 けた ときに交 わ した聖 約 を覚 え
せいさん

て， それ を守 り，毎 週聖 餐 を受 けるとき

に それ らの聖 約 を新 た に して くだ さい。

今 ， バ プ テス マ の 聖 約 を守 る ことが ，

将 来神 殿 の聖 約 を交 わす た めの準 備 と

なるのです。

これ が神 に対 す る皆 さんの務 めの核

となる もの です。神 へ の務 めを果 たす こ

とによって， 自分の生 活 ばか りか ほかの

人 々の生 活 にも祝福 をもた らす ことがで

きます。 ．

アロ ン神 権 の 目的 の 一つ に人 々に奉

仕 す ることが あ ります 。 「神へ の 務 め達

成 賞 」の要 件 の一 つ として， 毎年 少 な く

とも１度， 家族 や教 会 あるい は地 域社 会

に とって意 義 のあ る奉仕 を行 うことが求

め られ ます。 人 々を助 けて，奉 仕 すると

きに， 皆 さん は次 の聖 句 が 福 音 の 中核

を成 していることが理 解で きるで しょう。

「あな たが たが これ らの最 も小 さい 者 に

す るのは，す なわち， わた しにす るの で

ある。」（教 義 と聖約 ４２：３８）

親 や アロ ン神 権 の会 長 で あ る監 督 の

皆 さんが ， 自分 に任 され てい る若 い男

性 と若 い女 性 が ， 神 聖 で輝 か しい 目的

を果 たす た めに この特 別 な時 期 に この

世 に来 るよう備 え られて いた とい うこと

を理解 す るよう願 って います 。 メルキゼ

デ ク神 権 を受 け る資 格 を満 た し， メル

キゼ デ ク神 権 を受 けることはす ば らしい

祝 福 です 。 若 い男 性 の皆 さんは義 にか

な った人 にな り， 強 さを増 し，人 々に良

い影響 を与 えるとい う神 聖 な召 しを受 け

て い ます 。 若 い男 性 の 皆 さん は教 会 の

将来 なのです。

わた した ちは 天 の御 父 の 御 前 か ら地

上 に来 て 以 来 ，全 員 が進 歩 して きまし



た 。 この 世の 最初 の １０年 間 は学 習 する

大切 な時期 で した。わた したちは愛 され，

養 い育 て られ ました。歩 くこと，話 す こ

と， 自分 の不完 全 な肉体 をコン トロール

す ることを学 び ました。 選択 の 自由につ

い て，つ まり， 選択 には結 果が伴 うとい

うことについ て学 び ま した。 わた した ち

の多 くは ，８歳 の ときにハ プテスマ を受

け ました。 そ れ は聖 文 で 告 げ られ てい

るように，善 と悪 の区別 がつ く年齢 であ

り， 自分 が 何 者 か ， つ ま り神 の子 であ

ること， またなぜ 地上 にい るのか， 何 を

成 し遂 げ ようとしてい るか をわ きまえる

ことの で きる年齢 で す （教 義 と聖約 ６８．

２５，２７参照 ）。

ハ プ テスマ を受 け てか ら １２歳 にな る

までの 間 ，家 族 や神 権 指導 者 ， 補助 組

織 の指 導者 ，教 師た ちか ら，神 権 を受

け る準 備 と して福 音 の 原 則 と標 準 を教

わ りました。 アロン神権 は準 備 の神権 と

呼 ばれ てい ます。 さて，生 涯の 中で ２番

目の １０年 間 は準備 の 時期 です 。将 来 に

待 ち受 けて い る重 大 な決 断 を下 す た め

の準 備 をす る期 間 です 。 メル キ セテ ク

神 権 を受 け るため ，神 殿 の 聖 約 を引 き

受 け るた め ，神 権 に伴 うす べ て の責 任

を成 し遂 げ て， 神 へ の務 めを果 た せ る

ように準備 す るのです 。

今 選 ぶ ことが ， 将 来 皆 さん に与 えら

れ る機 会 の 量 と質 を直 接 左 右 します 。

毎 日の一 つ一 つ の決 断 が皆 さんの機 会

を狭 めた り， 広 げた りす るの です。 この

準備 の時 期 に 義 にか なった決 断 を下 す

な らば， 将 来 ， 皆 さん は進 ん で義 に か

なった決 断 を下す ことで しょう。

皆 さんの 生涯 の その次 の １０年 間 ，す

なわち２０歳 か ら３０歳 までの １０年 間 にど

の ような決 断 を下 す ことになるか を少 し

考 えてみて くだ さい。神 殿 に参 入 するた

めのふ さわ しさを身に付 ける こと， 宣教

師 として奉 仕 す るこ と， 教 育 ， 職 業 ，
はんりよ

永 遠 の伴 侶 ， 家 族 な どにつ い てで す 。

この １０年 間 には様 々な決 断が 求 め られ

ます が， 恐 れ る必 要 はあ りませ ん 。 準

備 して きた ことに対す る祝 福 を喜 んで受

ける ときになるか らです 。 「備 えて いれ

ば恐 れることはない」のです （教 義 と聖 約

３８ ３０）。

ハ プテスマの ときに受 け る最 も偉 大 な
たまもの

贈 り物 の一 つ は， 聖 霊 の賜 物 です 。 皆

さんは聖 霊の賜 物 によって， これ らの大

切 な決 断 をす るときに霊 感 あふれ る導 き

を受 けることが で きます 。

人生 の準 備 の期 間 に霊 的 に成 長 し，

肉 体 的 に成 長 し， 学業 ， 人格 ， 職 業へ

の備 えの面 で成 長 し，社 会 の一 員 と し

て ， また対 人 関 係 の面 で成 長 す る こ と

が 非 常 に大 切 で す。 これ らの資 質 はす

べ て ，神 権 の務 めの一 部 で あって ，次

の １０年 間 に待 ち受 けてい る様 々な決 断

を下 す際 に助 けとなるものです。

何歳 であ るか にかかわ りなく，神へ の

務 め を果 たす うえで 大 切 なこ とは イエ

ス ・キ リス トの弟 子 となることで す。 これ

は 「わた しに従 って きな さい」（ル カ１８．

２２）と言 わ れた主 の招 きを受 け入 れ るこ

とで す 。救 い主 に従 うため には ，救 い

主 が どのような御 方 であ られ るか ，つ ま

り神 の御 子 であ られ ることを知 り，御 子
み な あがな

の御 名 を受 け ，御 子 の蹟 い の犠 牲 を覚

え，戒 めを守 る必 要が あ ります 。 わた し

た ちは これ らの 聖約 をバ プテスマの とき

に交 わ し， 聖 餐 を受 け る度 にそ の聖 約

を新 たにして います 。

救 い主 が 天 の御 父 にさ さげ られ た祈

め しそ つ

カンフ ァレンスセンターて瞑想 にふける男性。
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りか ら，弟子 とは何 か また神へ の務 め と

は何 か につい て， 偉 大 な教 え を学 ぶ こ

とが で きます。 主 は執 り成 しの祈 りの中

で， こう教 えてお られ ます。 「わた しは ，

わた しに ざ ぜるた め ！こお授 けに な った

わ ざをな し遂 ゲ τ， 地上 であ なた の栄

光 をあ らわ しました。」（ヨハネ １７：４， 強

調 付加）

イエ ス ・キ リス トはゲ ツセマ ネの 園 で

全 人類 の 罪 の ため に苦 しみ を受 け た と

き， この ように祈 られ ました 。 「わが 父

よ， もしで きることで した らどうか ， こ
さカずき

の杯 をわ た しか ら過 ぎ去 らせ て くだ さ

い。 しか し， わた しの思 ωの まま ／こで

はな く，み こ：ころ の まま にな さ っτ 下

さω。」（マタイ２６：３９，強 調付 加 ）

聖 文 に登 場 す るす べ て の 預 言 者 は，

自らの生 活 を通 して， 弟 子 とは何 か ま

た神 へ の務 め とは何 か につい て教 えて

います 。わ たした ちはこれ らの預 言者 か

ら学 ぶ教 訓 を 自分 の生 活 に当 ては める

ことがで きます 。

若 きジ ョセ ブ・ス ミス は言 い ま した 。

「わた しは それ に従 い，畑 にいた父 の と

ころへ戻 って， 父 にす べて のことを詳 し

臓繧∵∴
に した 。」（列 王上 １７：５，強 調付 加 ）

「ノア はすべ τ神 の 命 じられた よ うに

した。」（創世 ６：２２，強 調付加 ）

ヨシュアは民 にこう教 えました。 「わ

た しとわた しの家 とば共 に主 に 仕え ま

す。 … …民 はヨシュァ に言 った ，『わ れ

われ の 神 ，主 に ，われ わ れ な仕え ，そ

ρ声脚 乱 々がωま跳 』」（ヨシュア
２４：１５１ ２４，．強 調 付 加 ）’

アル マは言 い ました。 「わが子 よ， 忘

れず に者 ω うち〆こ鞭 を 得 な さ ω。 ま

ことに， 神 の戒 め を 守る こ とを 若 ω う

ち／こ習 耀 と しな ざし）。」（アル マ３７：３５，

強調イ寸力ロ）

大 管 長 会 と十 二 使 徒 定 員 会 はア ロン

神 権 者 一 人 一 人 に対 して この ように勧

告 しています 。

「皆 さん は偉 大 なチ ャレンジ と機 会 の

時代 に生 きています 。皆 さんは この世 に

変 化 を もた らす ように 求 め られ て い ま

す。 神 の息 子 で あ る皆 さん は アロ ン神

権 の力 によって， 善 を行 う偉 大 な力 とな

ることがで きます

皆 さん は奉仕 を行 うことが で きます。

見 返 りを考 えず に 自分 の 時 間 や 才 能 ，

力 をささげ るの です 。 聖 餐 を〔準 備 し，

パス を行 い ，〕祝 福 し，〔断食 献 金 を集 め ，

人 々を助 け，〕ホー ムティーチ ャー として

働 くことな どによって神権 の務 めを果 た

すこ とが で きます 。皆 さん は模 範 に よっ

て ほか の人 々を高 め ることが で きます 。

福 音 を学 び，福 音 を分 か ち合 って， 信

仰 と証 を築 き，福 音 に生 きることに よっ

て， 自分 自身 を強 めることがで きます 。

天 の 御 父 が皆 さん に望 んで お られ る

ことを学 び， そ して，最 善 を尽 くして天
みこころ

の御 父 の 御 心 に従 う責 任 が あ ります 。

、主 は皆 さん を信 じて， 皆 さんに託 す

べ き大 切 な使 命 を持 ってお られ ます 。祈

りによって主 に心 を向け るときに，主 は

皆 さん を助 けて くだ さい ます。 御霊 の勧

めに耳 を傾 けて くたさい。戒 め に従 って

ください。神 殿 にみ さわ しい者 となるた

めに聖 約 を交 わ し，守 って くだ さい。．且

標 を決 め， 成 し遂 げ るた め に， 両親 や
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指 導者 の協 力 を仰 いで くだ さい 。 務 め

を果 たし，胸 の高鳴 るような将来 のチャ

レンジに備 える ときに，』大 きな達 成感 を

覚 える ことで しょう。」（、４∂ｒｏη１ｃＰｒノθ５亡一

ｈｏｏｄ’Ｆα１ｆｆｌｌｆηｇ Ｏロｒ Ｄロ亡ア 亡ｏ Ｇｏｄ，

Ｐがθ５亡〔２００１年 〕４－５）

アロ ン神 権 の兄 弟 の皆 さん ，今 ， 目

標 を立 て，「神 へ の務 め達 成 賞 」と「イー

グ ル ・ス カウ ト章」を 目指 して歩 み 始 め

て くだ さい。 その 努 力 に は必 ず 祝 福 が

あることで しょう。

わた しは教 会 の青 少 年 を愛 して い ま

す 。毎 日義 にか なった事 柄 を選 択 して

い る皆 さん を心 か ら敬 い， 感 嘆 してい ま

す。 困難 な時代 にあ って， 多 くの チャレ

ンジに囲 まれ なが らも，皆 さんはほん と

うに忠 実 です ζ 皆 さん は将 来 父 親 とな

り， 教 会 の神 権 指 導 者 とな るため に備

えてい ます。

わた したち皆 にとって， 時満 ちる最 後

の神 権 時代 に生 きていることを理解 す る

の は非常 に大 切 です 。今 が イエ ス ・キ リ

ス トの再 臨に備 える時で あ り， この終 わ
の

りの時 に，悪 魔 が これ まで にも増 して多

くの邪悪 を世界 に解 き放つ 力 を持 ってい

るとい うことを理解 す るの は重 要 で す。

です か ら，わたしたちが 祈 ってい るの は，

教 会 の青 少 年 が皆 ， 敵 対す る者 の火 の

矢 に耐 える強 さを持 ち， わた したち親 と

神 権 指 導者 が， そ うで す ，羊 飼 い であ

るわ たしたちが ， 子 どもた ちを助 けてイ

エ ス ・キリス トの福 音 に真 実 かつ 忠 実 な

者 になれるようにす ることなのです。

この業 が真 実で あること， この終 わ り

の 時 に神 権 が 回 復 され た こ とを証 しま

す 。 忠 実 で あ るな らば祝 福 を受 け られ

ることを約 束 します。 そ して，預 言 者 ア

ルマ の声 に合 わ せ て こ う宣 言 します 。

「これ らの ことをあな たが た に語 って き

たの は， 神 へ の義 務 感 をあ なたが た に

自覚 させ ， あ なたが た が神 の御 前 を罪

のない状 態で 歩め るように， またあ なた

が た が ， かつ て そ れ によって 受 け入 れ

られた聖 なる位 に従 って歩 め るようにす

るためで ある。」（アルマ ７：２２）ア ロン神

権 者 一 人 一 人 が 神 へ の務 め を果 た し，

誉 れ をもって天の御 父 のみ もと今 帰 るこ

とがで きるよう祈 っ．てい ます 。 イエス ・

キリス トの御名 に よって，アーメン。
亀



神への務め
七 十人 会 長会

セシル ・０・サミ コ，エル ソン ・ジ ュニ ア

榊 権を受けτ神への務めを禦たすことば非常に駄 な實任１砺 るだけＺ隠 く，

すば６しω特権τもあ０ます。．１

，

ど ものころわた しは旧約 聖 書

子 にあるサムエ ルの話 に感 銘 を

受 けま した。彼 の 母親 ハ ンナ

は感 謝 して息子 の生涯 を神 にささげ まし

た。 彼 は幼 いときか ら神 殿 に行 き，そ こ

で生活 し奉 仕 しました。 あ る晩 ， 主 に３

度 呼 ば れ ，そ の度 に「ここにお ります」１

と答 えま した。 大 祭 司 で 教 師 の エ リに

呼 ば れ た と思 っ たか らです 。 分 別 のあ

るエ リは幼 い「サムエ ルが まだ 主 を知 ら

ず ， 主 の言 葉 が まだ 彼 に現 され なか っ

た」２こ とも知 って いて ， 主が その少 年

を呼 ばれ たのだ と悟 りました。 エ リはサ

ムエ ル に答 え方 を教 えた ので ， 次 に主

に呼 ばれ た ときサムエ ル は「しもべ は聞

きます 。お話 しください」３と答 えました。

サ ムエ ル の生 涯 につ いて学 ぶ と，彼

が神 へ の務 め を果 た した こと， そ して

「サ ムエ ル は育 っていった 。主 が 彼 と共

にお られ て ，そ の 言 葉 を一 つ も地 に落

ちないようにされ た」４ことに気づ きます 。

その結 果， サムエル 自身偉 大 な預言 者 ，

指導 者 にな りました。

現 代 の ア ロン神 権 者 であ る若 い男 性

の皆 さん も，サ ムエル と同 じように，神

に対 す る神聖 な務 めがあ ることを知 って

ほ しい と思 います 。サ ムエル にはハ ンナ

とい う立 派 な母親 と，エ リとい う偉 大 な

神 権 指導 者 がい ました。 同 じようにほ と

ん どの若 い男性 の皆 さん にはす ば らしい

両 親 と，神 へ の務 めを果 たそうとす ると

き皆 さん と両 親 を助 ける ため に心 を砕

き，準 備 を整 えた霊 感 あ ふ れる神 権 指

導 者が います 。

ゴー ドン・Ｂ ・ヒンクレー大管 長 は皆 さ

んと皆 さんの ように若 い世 代 の人 々にこ

う語 ってい ます。 「わ たしは… … この 教

会 の 若 い男 性 ， 若 い女 性 を深 く愛 して

い ます。 … …わた した ちは皆 さんを心 か

ら愛 してい ます。 そ していつ も， 皆 さん

を助 ける力 を祈 り求 めてい ます 。 皆 さん

の 生 活 は ， 難 しい 決 断 や ， 夢 や希 望 ，

平和 と幸福 をもた らす ものを見 い だ した

い という願 いで満 ちています 。… …

皆 さんに お約 束 します 。 もし皆 さん

が主 の戒め に従 って主の道 を歩むな らば，

神 が 皆 さんをお見捨 て になることはあ り

ません。」５

預 言 者 の この 約 束 を心 に留 め つ つ ，

ヘ イル ズ長 老 が 先 ほ ど述 べ ，大 管 長 会

の手紙 に も記 されている事柄 についてお

話 ししましょう。 それ は，皆 さんが神 へ

の務 め を果たす のを支援す るために現 在

作 成 され ている教 会の資料についてです，

アロン神権 の 目的は ，皆 さんが 以下の事

柄 を達成 するための指針とな ります。

● イエ ス・キ リス トの福 音 を受け入 れ，

そ の教 えに従 って生 活す る。

●神 権 の 召 しを忠 実 に果 た し， 自分

の神 権 の職 におけ る責任 を果 たす。
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● 意義 深 い奉 仕 をす る。

■ メルキ ゼ デ ク神 権 お よび神 殿 の儀

式 を受 ける備 えをし，ふ さわ しい生 活 を

送 る。

●誉 れ ある専 任 宣 教 師 どして奉 仕 す

る備 えをする。

●可 能 なか ぎり教 育 を受 ける。

●ふ さわしい夫 お よび父 親になる備 え

をす る。
しか

●女 性 ， 少女 ，子 ど もた ちに然 るべ

き敬意 を示 す。

「神 へ の 務 め 達 成 賞 」プ ログ ラムは ，

以 上 の アロ ン神 権 の 目的 を達 成す る助

けになるで しょう。「神 へ の務 め達成 賞」

の 条件 を満 た す には， アロ ン神権 の 目

的 を果 た し，達 成 す る必 要が あ ります。

また家 族 の 活 動 ， 一 定 の定 員会 活 動 ，

「神 へ の務 め」奉仕 活 動 に参 加 し， 日記

を付 け， 次 の ４つ の分 野 で 個 人 の 目標

を達成 しなければ な りませ ん。

● 霊 的な面で の成長

● 肉体 な面で の成長

● 学 業 ，人 格 ， 職業 へ の備 えの面 で

の成 長

● 社 会 の一 員 としての 成長 ， また対

人関係 の面 での成 長

スカウ ト活 動 のあ る所 では ，ス カウ ト

のい ろいろな達 成 章 を取 ることで 「神へ

の務 め達 成 賞」に必要 な条件 を満 たせ る

こ とに皆 さん は気 づ くで しょう。 「神 へ

の務 め達 成賞 」もスカウ ト活 動 も「すべ て

の 必 要 な もの」６のた め に「用 意 をす る」

ことを教 えてい ます 。 「神 へ の務 め達成

賞 」とイー グル ・スカウト（訳 注 合衆

国の スカ ウ トプログラムで若い男性が受

けることの できる最高位 の章 ）の各種 章

を取 得 す るこ とは別 々の こ とで はな く，

相補 うものです。

大 管 長 会 と十 二使 徒 定 員 会 は皆 さん

を愛 し， ます ます 困難 にな るこの時代 に

あ って 皆 さん を強 め たい と願 って い ま

す。 その ような愛 と望 みを もって教 会 は

改 訂 版 「若 人 の 強 さの ため に 神 へ

の務 め を果 たす 』とい う小 冊子 を， 若い

男性 ，若 い女 性 ，両 親 ， 指導 者 のため

にほかの 資料 と一緒 に作成 しました。

アロ ン神 権 を持 つ若 い 男 性 の皆 さん

が ， 若 い女 性 が 「個 人 の 進歩 プロ グラ



ム」に取 り組 む の と同 じように，「神へ の

務 め達成 賞」を 目指 して努め るなら，皆

さん も彼 女 たちと一緒 に神 の証 人 として
あかし

立 つで しょう。 その ような証 は皆 さん の

言 葉や 生 活 ， 戒 め を守 る態 度 な どに現

れ るで しょう。

お分 か りと思 い ますか ，「神 へ の務 め

達 成賞 」を得 ること自体 が最 終 目標 では

あ りませ ん。 む しろ神 の務 めにさらに打

ち込 む うえで助 けとなる特 質 を生 活の 中

に培 うことなのです。 それ らの特 質 に よ

って皆 さん は正 しい 方 向 に向 か い ，ふ

さわ し くあ って将 来 の神 聖 な 職 務 や機

会 を得 ることが で きるで し ょう。 また将

来 だけで なく， 今 も幸せ で清 く，力 を得

られるようになり，永 遠 に大 切 な事 柄 の

ために備 える助 けとな ります。 そ の よ う

な永 遠 に大切 な事 柄 に は， 例 えば聖 な

る神殿 の祝 福 を得 ，伝 道 に 出， 最 終 的

に は主 の宮 で ふ さわ しい 相 手 と結 び 固

められ ることな どが あ ります 。

アルマ はギ デ オ ンの地 で教 えた とき，

この点 につい て ， 時 を超 えて永 遠 に続

く言 葉 で 明 らか に しま した。 「さて， わ
はらから

た しの愛 する同 胞 よ， これ らのことをあ

な たが たに語 って きた の は， 神 へ の 義

務 感 をあな たが た に 自覚 させ ， あ なた
み まん

が たが神 の 御 前 を罪 のない 状 態 で歩 め

るように， またあ なたが たが ，かつ てそ

れ によって受け入 れ られた聖 なる位 に従

って歩め るようにす るためである。」７

神 権 を授 け られ た人 々は， 自分 が 召

され聖任 された この「聖 なる位 」に従 って

歩 みたい と願 うで しょう。皆 さん はすべ

て の約 束 され た祝 福 にはそ れ に伴 う責

任が あることを御存 じだ と思い ます 。そ

れ らの責 任 を果 たす ことによって， 人 々

に仕 え， 自 らを霊 的 に成 長 させ る機 会

が与 え られ ます。 これ らはイエ スに さら

に似 た者 とな るため に不 可 欠 な進 歩 の

段 階 です。

人 のためにすべ ての苦 しみ を受 け られ

た救 い主 は， わ た したちが ア ロ ン神 権

者 の時 代 に直 面 す る幾 つか の 間題 と同

様の 試練 に直 面 され ました。８皆 さんは

わた したちの多 くが執 事 になる年 齢 のこ

ろに イエスが 体験 された ことを覚 えてい

るで しょう。 主は家 族や ほかの 人々 と一

緒 に神 殿 に行 か れ ま した。 家 に帰 るこ

ろになると， 主 はマ リヤや ヨセ ブと離 れ

て しまわれ ました。家 族 はイエ スが 信頼
しんせき

で きるほかの友 達か 親戚 と一 緒 にい ると

考 えただ ろうと思 い ます。 しか しい つ ま

でたっても見 つか らないので， 心配 にな

りま した。義 務 を忘 れ ない親 としてマ リ

ヤ とヨセブは，皆 さんの両 親が 同じよう

な状 況 に置 かれ た ら行 った と思 われ るこ

とを しました 。 主 を捜 して 回 りました。

主 を神 殿 で見 つ けた ときに， 主 が 無 事

であ られたため に彼 らの感 じた ，様 々な
あ ん と

気 持 ちの 入 り交 じった安 堵 感 は， 親 か

祖 父 母 で あ る者 に しか完 全 には理 解 で

きない もの で あったか もしれ ませ んが ，

同時 に主 の反 応 に対 して多 少 の驚 きも

含 まれてい たようです 。 同 じような体 験

を した方が い らっ しゃい ます か。そ の後

に有名 なや り取 りが続 きます 。 「両 親 は

これ を見 て驚 き，そ して母 が彼 に言 った，

『どうしてこん な事 をして くれ たので す。

ご らん なさい ，お とう様 もわた しも心 配

して，あなたを捜 していたのです 。』す る

とイエス は言われ た，「どうしてお 捜 しに

なった ので す か 。 わた しが 自分 の父 の

家 にい るはず の ことを， ご存 じなか った

のですか 。』」９

イエ スはこう言 われ たのか もしれ ませ

ん。 「わた しが神 へ の務 め を果 た して い

たのを御 存 じなかったのですか 。」

ハ ロル ド・Ｂ・リー大 管 長 はイエスの質

問の意 味 は教 義 と聖約 第 ６４章 １０にある

と教 え ました。 大管 長 はこう言 っていま

す 。 「人 は神権 を受け ると主 の代 理 人 に

な ります 。彼 は 自分 の召 しをあ たか も主

の用 向 きを受 けてい るか の ように考 えな

けれ ばな りませ ん。 これが 神 権 を尊 んで

大 い なるもの とす ることの意 味で す。 あ

の 少 年 が ヨセ ブ とマ リヤ に尋 ね た よう

に ，主 が皆 さん一 人 一 人 に こうお 尋 ね

に なって いる と思 って ≦だ さい。 『わ た

しが御 父 の業 を果 た していたのを知 らな

か ったので すか 。』何 事 で あれ皆 さんが
みこころ

主 の御 心 に従 って行 うことは， 主の業 と

な ります 。」１１つ ま り神 権 を受 けて 神へ

の務 め を果 たす こ とは非 常 に重 大 な 責
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任 であ るだ けでな く， すば らしい特権 で

もあ ります。

時 に は皆 さん も， 皆 さん の両 親 や 神

権 指 導者 の対 応 がマ リヤ とヨセ ブの よう

だ と感 じる場 合 が あるか もしれ ませ ん。

御 父 の業 に対 す る重 要 な質 問 をす るこ

とでイエ スが答 えられた後 ， ル カは こう

記 してい ます。 「しか し，両親 はその語 ら

れた言葉 を悟 るこ とがで きなか った。」１２

そ れに もかか わらず イエ スが され た こ

とをよ く見て くだ さい。 それ は神へ の務

めを真 に果 たそ うと思 うなら，わ た した

ちが しな けれ ば ならな い ことの模 範 で

す。 「それ か らイエス は両 親 と一 緒 にナ

ザ レに下 って行 き，彼 らにお仕 えになっ

た。 … … イエ ス は ます ます 知 恵 が加 わ

り，背 たけ も伸 び ，そ して神 と人 か ら愛

された。」１３

皆 さんが 覚 え てお く必 要 が あ るの は，

神 へ の 皆 さんの 務 めは 自分 の 家 族 ， 特

に両 親 に対 する務 めときわめて明確 に結

び つ いて い る点 です 。 わ た した ちが 神

への務 めを真 に果 たせ るのは，正 しく神

に仕 え従 うときだけで はな く，両 親 や神

権 指 導者 に対 して もそ うす る ときです 。

わ た した ち全 員 が サ ムエ ル と同 じよう

に，「しもべは聞きます。お話 しください」’４

と主 に言え ますように。 イエス ・キ リス ト
み な

の 御 名 に よ り， アー メ ン。

注
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一

感謝
七 十人

ステ ィー ブン ・Ｅ・スノー

憾 謝の怠を潔めるにば，祝福を舘側誤ω返し，日々の祈０の４７で感謝すると

よいで評しょう。ノ

たしはユタ州南部で育ちまし

わ 奪旛 論 器
るハ イウ ェー ９１号 線 沿 い に多 数 あ った

ガ ソリンスタ ン ドで 働 く者 もい ま した 。

当 時 １８歳 だ った弟 の ポール は，家 か ら

通 りを ３つ 隔 てたス タン ドで 働 いて いま

した。

夏のあ る 日， ニューヨー クのナ ンバ ー

プレー トを付 けた車 が弟 の ガソリンス タ

ン ドに入 って来 ました。 （３０歳 未 満の皆

さんの ために言 ってお きます が， 当時 の

アメリカで は店 員が 給 油 し， 窓 をふ き，

オイルチ ェックまで してい たのです 。）弟

が 車の 窓をふ いていると， 客 はグラ ンド

キャニオ ンまで あ とどの くらいか と尋 ね

ました。 「１７０マイル （約 ２７４キロ）くらい

で す」と弟 は答 えました。

「グラ ン ドキ ャニ オ ンをず っと見た か

ったんで す よ。 どんな感 じなん です か」

と客が 言 いました。

「分 か りませ ん 。行 ったことが ないの

で」と弟 は答 えました。

「そ ん なばか な。 グ ラ ンドキ ャニオ ン

といえば世 界 の七 不思 議 の一つ です よ。

た った ２時 間半 の所 にい て，見 たことが

ないなんて」と客 は言 い ました。

「ごもっともです。」弟 は言 い ました。

少 し間 を置 いて客 は言 い ました。 「い

や， それ も分 かる ような気が す るよ。 家

内 とわた しはマ ンハ ッタンに２０年 以上 も

住 ん でい るの に， 自由の 女神 を一 度 も

見 に行 ったことが ないん だか ら。」

「自由の女神 なら見 に行 きましたよ」と

弟 は言い ました。

兄 弟 の皆 さん ， 美 しい 自然 や見 事 な

芸 術 を見 に遠 くまで行 く人 は多 いの に，

近 くにあ る美 しい ものに 目を向 けないと

は，皮 肉な もの だ とは思 いませ んか。

幸 せ を どこか ほか の場 所 に求 め るの

は人 聞の さが だ と， わた しは思 い ます 。

仕 事 上の 目標 ， 富 ，物 質 的報 酬 を追求

す る こと はわ た した ち の 目を曇 らせ ，

往 々にして ，すで に 自分 の周 りにある豊

か な祝 福 に対 す る感 謝 を忘 れ させ て し

まい ます。

どうして もっ と与 えられ なか った のだ

ろうと考 え続 けることは危 険です。 反 対

に， どうして こん なに与 えられ ているの

だ ろうと考 えれ ば， 謙 虚 になれ ます し，

ためにもな ります。

「わず かな ものに満 足 すれ ばそれ だけ

裕福 になる」とい う格 言 もあ ります。

パ ウロは ピリピ人 にこう書 き送 りまし

た。 「わ た しは 乏 しい か ら， こう言 うの

ではない。 わた しは， どんな境 遇 にあっ

て も，足 ることを学 んだ。」（ピリピ４二ｌｌ）

アル マ は息 子 ヒラマ ンに次 の助 言 を

与 え ました。 そ れ は，す べ て の父 親 が

子 ど もた ちに教 えるべ きもの です 。 「あ

リアホナ／２００２年 １月号

４９



大会部会の説教に聞き入る

七十人定員会の会員たち。

礁轡

離 薫１

蜘 菅
蝉織 欝

な たのす べ て の行 いにつ い て主 と相 談

しな さい。そ うすれ ば，主 はあ なたの た

め になる指 示 を与 えて くださる。 まこと

に，夜 寝 るときは， 眠っている間 も主が

見 守って くだ さるように， 主 に身 を託 し

て寝 なさい。 そ して， 朝 起 きるときに，

神 へ の感 謝 で心 を満 た しな さい 。 これ

らの ことを行 うな らば ，終 わ りの 日に高

く上 げ られ るであ ろう。」（アルマ ３７ ３７）

アルマ は，「神へ の 感 謝 で心 を満 た し

なさい 」と言 っ てい ます 。 主 はわ た した

ちに感 謝 するよう求 めてお られ ます。 テ

サ ロニ ケ人へ の第 一の手 紙 にこうあ りま

す 。 「すへ ての事 につ いて， 感謝 しな さ

い 。 これ か， キ リス ト・イエ スにあって，

神 があ なたが た に求 めてお られ ることで

あ る。」（１テサ ロニケ ５●１８）

神権 者 として ， わ た した ちは常 に 感

謝 の念 を深 め るよう努 めるべ きで す。 感

謝 の 念 を深 め るには ，祝 福 を常 に思 い

返 し， 日々の祈 りの 中で 感謝 す るとよい

で しょう。

テ ビ ソド・Ｏ・マ ノケイ大 管長 はこう述

べ てい ます。 「若 い男性 か 部屋 の戸 を閉

め， カーテ ンを閉 じ，静 か に神 に助け を

嘆 願す るときは，まず その心 を注 ぎ出 し，

健 康 ， 友 ，愛 す る人 々，福 音 ，神 がそ

の実在 を明 らか に して くだ さったこ とに

感 謝 す る とよいで しょう。 ます 最 初 に ，

恵 み を一 つ 一つ 数 え上 け るの で す 。」

（Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ Ｒｅｐｏｒｔ， １９６１年 ４月 ，

７－８）

祈 る ときには常 に感 謝 を表 す 必 要 か

あ ります。 わた したち はすべ てを理 解 し

ているわけでは ないの に，あ る特 定の祝

福 が 必 要 なん だ と思 い 込 んで 祈 り求 め
みこころ

る ことが あ ります 。 主 が 御 自分 の御 心

の ままに祈 りに こたえ て くだ さる ときに

わ た した ちが 感 謝 の祈 りをさ さけ るな

ら，主 は きっとお喜 び になるで しょう。

兄 弟の皆 さん，この次 に祈 るときには，

祝 福 をあれ これ 願 う代 わ りに， これ まで

主 によって与 えられ て きたす べ ての恵 み

に，心 か らの感 謝を ささげ て ください。

ジ ョセ ブ・Ｆ ・ス ミス大 管 長 はこの よう

に教 えてい ます 。 「感謝 の心 は常 に喜 び

と満 ち足 りた気 持 ち を与 えて くれ ます 。

だれ かの役 に立ちたい とい う気 持 ちが わ

き， 愛 と友 情 が 生 じ， 神 の影 響 か 及 ぶ

か らです 。 『感 謝 は心 に刻 まれ た思 い出

となる』と言 われ て い ます 。」（Ｇｏｓｐｅｌ

Ｄｏｃ亡ｒｌｎｅ，第 ５版 〔１９３９年 〕２６２）
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１８７９年 １０月 ，ユ タの南 西 に散 在 して

い た小 さな 開拓 地 か ら２３７人 の健 康 な

人 々が 集 め られ ，新 しい 道 を切 り開 き，

現 在ユ タ州南 東 のサ ンファン郡 として知

られ る地 域 に入 植 す るよ う召 され ま し

た。６週 間で到 着 す ると言 われて いま し

た が， ６か 月 近 くかか りました。 そ の苦

難 と英 雄 的行為 ，特 に 「ホール・イン・ザ ・

ロック」と呼 ばれ る場 所 を通 って コロラ ド

川 を渡 るとい う不 可 能 に近 い行 為 につ

い ては ， 克 明 に記 録 され てい ます 。荷

車 やそ れ を引 く家 畜 が ， 渓 谷 の赤 い 岩

肌 にで きた狭 い裂 け 目を， コロラ ド川 ま

でか な りの距 離 を降 りて 行 ったの です 。

この 地 を訪 れ る人 々は その 事 実 に驚 嘆

します。 コロラ ド川 を越 えてか らも，サ

ンファン郡 に到 着す るまで に幾 多 の苦難
こんぱい

が 待 ってい ま した。 疲 労 困態 した一 行

は １８８０年 ４月 上旬 ， 最 後 の難所 ， コー

ムリッジ に差 しかか りました。 コー ムリ

ッジは ，砂 が 固 まって で きた岩 石 の峰

で ，１，０００フィー ト（約 ３０５メー トル）の巨

大 な壁 の ようにそび え立 っています 。

あれか ら１２０年 後 の春， ある晴れ た 日

に ，わ た しの家 族 はコームリッジに登 り
こうばい

ま した 。 勾 配 が きつ く危 険 な 峰 で す 。

この ような峰 を噺 車 ， 家 畜 ， 男性 ，女

性 ，子 ど もた ちが 登 るの は ，想 像 もつ

か ない ほ ど大 変 なこ とだ ったで しょう。

しか し，足 もとには荷 車 の車 輪 の跡 が ，
あかし

はるか昔 に苦難 と闘った人 々の証 として

残 ってい ました。彼 らはこの ような苦 し

み を どう感 じたの で しょうか。 何 か月 も

の 苦 難 と 困 窮 の 経 験 を振 り返 っ て ，

苦 々 しく思 った で しょうか。 多 くの もの

を犠 牲 に して，苦 しい旅 をする ように求

め た指導 者 を非 難 したで しょうか。 その

ような質 問 は， わた した ちが頂 上 に着 い

た ときに答 え られ ました。頂 上 の赤 い岩

石 には，ず っ と昔 に刻 まれ たこの ような

言 葉 が残 って いま した。 「おお ， 神 よ，

あなたに感 謝 します 。」

兄 弟 の 皆 さん ， わた した ちが ， 持 っ

てい ない もの を思 うのをやめ ，持 ってい

る もの に常 に感 謝 で きます ように。 神権

を持 つ 者 として， わ た したち が感 謝 の

精 神 ですべ ての ことを行 えます ように，
み な

イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ りお 祈 りしま

す ， アー メ ン。

．＿ ＿」

神権の 輪を作 り，

鎖につなげていく
七 十人

キ ース ・Ｋ・ヒル ビ ッグ

ρぷを尽くし義にかな，τ仕充ると管，盲分の神権の爺を強めτお０，わたした

ちの前を歩んだス々と後に紛く入々との鎖をさ」５鰹 固につなげτωることに

なるのです。ノ

一 ＝７ の会 場 と世 界 中に集 う様 々な

世代 の方 々が ， この大 規模 な」 神権 者 の集会 の席 に着 いてお

られ ます。 大 勢 の息 子 ， 父親 ，祖 父 ，
そ う そ ふ

そ して曾 祖 父 に至 る まで ， すべ ての方

が， キ リス トに信 仰 を持 ち， その戒 めを

守 ろうと努力 し， 主 に仕 える望 み を胸 に

抱 いて います。

長 きにわた って神 権 を受 け継 いで きた

家 族 の一 員 であ る方 もい らっ しゃれば ，

家 族 で 初 め て神 の神 権 を受 けた 方 もお

られ ます。 しか し，す べ て の方 が ， 神

権 を尊 び王 国 で奉 仕 す る にふ さわ しい

神 権者 の鎖 を作 り， つなげてい く機 会 と

責 任 にあず かってい ます 。それに よって，

家 族 が 世 代 を超 えて結 ばれ て い くので

す 。 今 晩 わ た しは神 権 の 鎖 につ い てお

話 しします が ， 皆 さん 一人 一 人 がそ の

中で役 割 を持 ってい ます。

いず れ の神 権 時 代 に も， 主 の 目的 を

成 し遂 げ るた め， 忠 実 な男 性 に神 権が

与 え られ て きました。 聖文 には， アダム

か ら始 まって ， 預 言 者 か ら預 言 者 へ と

神 権 の権 能 が 受 け継 が れ た ことが 書か

れ ています 。

わた したちは この世 の初 めまで さかの

ぼ る神 権 の鎖 の一 部 にた とえることがで

きます。 しか し今 や 文字 どお り， わたし

た ちは 自分 の 先祖 や子 孫 と結 ば れるた

めに， 自らの強 い神 権 の輪 を作 るという

非常 に重要 な責任 を負 っているのです。

人 が メルキゼデ ク神権 を受 けなか った

り，尊 ば なか った りすると， その鎖 の輪

は失 わ れ ， その 人 は永 遠 の命 を得 る こ

とが で きませ ん （教 義 と聖 約 ７６：７９：

８４：４１－４２参 照 ）。この ゆえに教会 では，

進 んで耳 を傾 け るす べ ての 人 に 回復 の

メッセージを教 え，望 む人 すべて を神権

と神 殿の祝 福 に備 えさせ ることに多大 な

努力 を傾 けてい ます 。
こ よい

今 宵 ， わた した ちは神 の神 権 を持つ

特 権 に あず か って います が ， その 一 因

は前 世 によるものです 。預 言者 アルマは

地 上 で メル キゼ デ ク神 権 に聖 任 され る

男性 につ いて次 のように記 してい ます。

「…… 〔彼 らは〕非常 に深 い信 仰 と善 い行

い のた め に， 神 の 先見 の明 によって世

の 初 め か ら召 され ， 備 え られ て い た。

彼 らは初 めに善 を選 ぶの も悪 を選ぶ のも

任 されてい た。 そ こで彼 らは， 善 を選ん
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で ，非 常 に深 い 信 仰 を働 かせ たの で ，

現 在 ，聖 なる召 しを受 けてい る。」（アル

マ １３：３）

皆 さんが 家 族 にあ って忠 実 な神 権 者

となり，その鎖 を作 る者 ， あるい はつな

けてい く者 となるの は，は るか以 前 か ら

主 が 計画 され たことで した。神 権 の 「聖

なる召 し」を受 けたの は，皆 さんが 前 世

で もこの 世 で も，信 仰 を持 ち， 選 択 の

自由 を賢明 に行使 したか らなのです。

１８４４年 ，預 言者 ショセブ ・ス ミスは次

の ように述 べ ました。 「世 に住 む人 々を

リアホナ／２００２年 ］月号
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教 え導 く召 しを持 つ 人 は皆 ， この世 界

が存 在 す る前 に， 天 上 の大 会 議 でそ の

目 的 の た め に 聖 任 さ れ た の で す 。」

（Ｔｅａｃｈｍｇｓ ｏｆ亡ｈｅ Ｐｒｏｐｈｅ亡ノｏｓｅｐｈ

Ｓｍ１亡ｈ， ジ ョセ ブ ・フィール デ ィング ・ス

ミス選 〔１９７６年 〕３６５）

家 族 にあって神 権 者 として １世代 目で

あ ろうと５世代 目であ ろうと， わ た した

ちは忠 実 さと予 任 という個 々の受 け継 ぎ

をもって この地 上 に来 ました 。それ を知

る と，常 に神 権 を尊 び， それ によって教

会 にお いて ， また 日の栄 えの王 国 にお

い て幾 世 代 にもわ たる家 族 を築 き， 永

続 させ るとい う固い決 意が 心 にわ き上 が

ります。
み な

「神 権 」は しは しば地 上 で 神 の御 名 に

よって行動 す る力 と権 能 と定義 され ます

が ，救 い主 や家 族 ， 隣 人 に仕 え ること

も， 神 権 の 定義 に含 まれ ます。 救 い 主

は，わた したちが神 権 をお もに人 々の益

となるた めに行使 す るよう望ん でお られ

ます 。 自分 に祝 福 を与 え た り，バ プテ

スマ を施 した りす ること１さで きず ， 自分

の ため に神 殿 の儀 式 を施 す こ ともで き

ませ ん。 代 わ りに， すべ ての 神権 者 は，

愛 を もって神権 の 権 能 と力 を行 使 して，

霊 的 に成 長す る助 けをして くれ るほかの

神権 者 に頼 らなければ なりませ ん。

祖 父 や 父 ，兄 が召 しを尊 んで 大 い な

るもの とす る姿 を見 る中で， また神 権 者

としての模 範 であったワー ドの兄弟 たち

か ら， わ た しは神 権 を行 使 して奉 仕 す

ることの大 切 さを学 びました。

わ た しはア ロン神 権 の教 師 の職 に聖

任 され る と，６０歳 ほ ど も年 上の 大 祭 司

ヘ ンリー ・ウィル ケニ ング兄 弟が 最 初 の

ホームテ ィーチ ングの同僚 とな りました。

ドイツ系 移 民 で靴 職人 だった彼 は， 背

丈 こそ低 い人 で したが ， 担 当 の家 族 に

仕 え るのに精 力 的 で忠 実 な羊 飼 いで し

た。 わた しは毎 月 担 当の家 族 を訪れ る

た め に，彼 の後 を早足 でつ い て行 った

ものです 。 （兄 弟 はわ た しよりず っ と速

く歩 い た り， 階 段 を上 っ た りしたの で

す 。）そ して，幼 い わた しが それ まで 経

験 したことのない様 々な大 変 な状 況を 目

に しま した。 レッス ンの一 部 分 を教 え，

約 束 を作 るの がわ た しの役 目で したが，

ほとん どの場 合 ， ウィルケニ ング兄 弟が



兄 弟 姉 妹 を助 け， １４歳 のわた しが それ

まで知 らなか った様 々な霊 的， 社会 的，

経 済 的， 精 神 的 な必 要 を満 た す の を，

見 た り， 聞いた りしていました。

わた しは次 第 に， た った一 人 の忠 実

な神 権 者 が ， どれ だ け多 くの善 をな し

得 るか に気づ き始 め ました。 ウ ィルケニ

ング兄 弟が ，助 け の必 要 な家 族 と， そ

して若 いわた しに与 えて くれ た愛 ある奉

仕 を通 して， 彼 自身 の強 い神 権 の鎖 を

作 り上 げ てい くのをつぶ さに見せ て くれ

たのです。

若 い わた しは ，多 くの神 権 者 の模 範

に よって ，神 権 の奉 仕 の業 は王 国 にお

ける特 別 な肩 書 きや召 しや地位 によるも

のではない ことを学 び ました。奉 仕 の機

会 は，神 の神 権 を受 ける と同時 に始 ま

り， その神 権 を持 つ か ぎり常 に伴 うもの
’
なので す。

Ｊ・ルーベ ン・クラー ク・ジュニア副 管 長

は １９５１年 ４月の 総大 会 で， 次 の ような

思慮 深 い教 え を残 してい ます 。 「主 に仕

えるに当 たって大切 なのは， どこで奉仕

す るか で はな くどの ように奉 仕 す るか で

す。 末 日聖徒 イエ ス ・キリス ト教 会 にお

い て， 人 は正 当 に召 され るべ き職 を受

け ます。 いかな る人 もその職 を求 めるべ

きでは な く， また断 るべ きで はあ りませ

ん。」（ボイ ド・Ｋ ・パ ッカー 「奉 仕 の業 に

召 され る」『リアホ ナ』１９９８年 １月号 ，７

で引用 ）

どのような責 任 を受 けているかにかか

わ らず ，心 を尽 くし義 にか なって仕 える

とき， 自分 の 神 権 の 輪 を 強 め て お り，

わた したちの前 を歩 ん だ人 々と後 に続 く

人 々との鎖 を さらに堅 固につ なげてい る

ことになるのです 。
あがな

わ た しは，救 い主 の 神性 と蹟 い の犠

牲 と， わた したちが受 ける特 権 にあずか

ってい る神権 が 回復 された ことを厳 粛 に
あかし

証 します 。 この集 会 に集 うすべ ての 息

子 と父 親 の皆 さん が， 忠 実 に神権 を尊

ん で主 に仕 え， 自分 の 輪 を神 権 の鎖 に

しっか りとつな ぐことを今 晩 決 心 される

ように祈 ります 。 その鎖 によって ，皆 さ

ん と先祖 と子 孫 が永 遠 にわたって ともに

結 ばれ ます ように。 イエ ス ・キ リス トの

御 名 によって， アーメン。

一

「何か大きな事」
第二 副管 長

ジ ェー ムズ ・Ｅｐファウス ト

ｒわたしたちカら茄さわしさ’を確かなものとしτくれる，日々の目立たない事柄

に対しτ窓実τあれますように。それ６ばわたしたちを大いなるごとへと導昔，

備克さぜτくれます。ノ

愛難欝讐
栄 に思 い ます 。 今 晩 ， わた しは教 会 の

神 権 者 が ，信 仰 と人 格 ，霊 性 を築 く事

柄 をもっと熱心 に行 うように呼 びか けた

い と思 い ます 。 これ らは神 権 者 が 日々

心が け るべ き務 め であ り，毎 日，毎 週 ，

毎 月 ， そ して長 年 に わた って絶 えず 行

うべ きことで す 。教 会 の業 は基 本 的 な
じゅうぶん

事柄 の上 に築 か れ てい ます 。 什 分 の一

を納 めることや， 家族 を養 うこと，神 権

の義 務 を果 たす こ と， 貧 しい 人 や助 け

が必 要 な人 の 世 話 をす る こと， 日 々の

祈 り， 聖 文学 習 ， 家 庭 の夕 べ ， ホー ム

テ ィーチ ング，定 員 会 の活動 へ の参加 ，

そ して神 殿 に参入 することな どです。 教

会 の大 管長 か ら召 され るな らば， わたし

たちはノー ブー神殿 の建 設 な どの 「何 か

大 きな事」を喜 んで行 う用 意が で きます。

しか し，多 くの人 は先 ほ ど述べ た ような

基 本 的 な事 柄 を行 うことをあ まり望 んで

いませ ん。

旧 約 聖書 に登 場 す るス リヤ王 の軍 勢

の 長， ナアマ ンの話 は よく御存 じの こと

と思 い ます。 ナアマ ンはハ ンセ ン病 を患

ってい ました。 イスラエル人 であ った小
しもべ いや

さな僕 は， ナアマ ンを癒 す ことので きる

預 言者 が イス ラエ ルにいる とナ アマ ンの

妻 に告 げ ました。 ナアマ ンが 馬 と車 を従

えてエ リシャの 家 を訪 れ ると， エ リシャ

は ナアマ ンに使 者 を遣 わ して次の ように

指 示 しました。 「あ なたは ヨル ダ ンへ 行

って七 たび身 を洗 いなさい。そ うす れば，

あ なた の肉 は もとにかえって清 くなるで

しょう。」１

この 中で も若 い皆 さんは ，母 親 に手

を見せ ると何 と言わ れるか よく分 かって

いる と思 い ます 。 きっ とす ぐに手 を洗 っ

て くるように言 われ るこ とで しょう。 し

か しナアマ ンは年若 い少 年 ではあ りませ

んで した。 ナアマ ンはス リヤの軍 勢の長

で した。 ナアマ ンは， ヨル ダ ンに行 って

身 を洗 うように とい うエ リシャの勧 告 に

腹 を立 て，そ して 「怒 って去」２りました。

ナアマ ンの 僕 で知 恵 に秀 で てい る者が

そ れ に反論 して こう言 い ました。 「預言

者 があ なたに，何 か大 きな事 をせ よと命

じて も，あ なたはそれ をな さらなか った

で しょうか 。 まして彼 はあな たに 『身 を

洗 って清 くな れ』と言 うだ けで はあ りま

せ んか。」３ナアマ ンは悔 い改 めて預 言者

の勧 告 に従 い ました。そ してハ ンセン病

は消 え うせ ，「その肉が もとにか えって幼

な子 の 肉の ようにな り，清 くな」４りま し

た。 このたとえでの 「何 か大 きな事」はき

わめて簡 潔で ，簡 単 なことで した。

近 代 の教 会歴 史 の 中 に，主 か ら厚 い
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、懸

恵み を受 けた二 人 の 人の対 照 的 な例 が

あ ります 。 その 一 人 ，ハ イラム ・ス ミス

は死 に至 るまで も完 全 に忠 実 で ，献 身

的であ り続 けました。 しか し， その一 方

でオ リバー ・カウ ドリは， 教 会 の回 復 の
ま

歴 史 にお け る「何 か 大 きな事 」を 目の 当

た りに したにもかか わらず ， 自分 の野心

か ら盲 目とな り，教 会 の指導 者 としての

高い地位 を失って しまい ました。

オリバ ー ・カウ ドリは預 言 者 ジ ョセブ・

ス ミス とともに教会 の 回復 に とって重 要

な多 くの事柄 を経験 しました。 バ プテス

マの ヨハ ネ の管 理 の下 で 行 わ れ たバ プ

テスマやア ロン神 権 の授 与 ， カー トラン

ド神 殿 で の驚 くべ き現 れ を経 験 しまし

た。 そ して彼 は 自 らの手 で 「預 言 者 〔ジ

ョセブ・ス ミス〕の 口か ら出るモルモ ン書

のすべ ての言 葉 を （わず か なペ ー ジを除

いて）」５書 き記 したのです 。預 言者 ジョ

セ ブを除い て， オリバ ー ・カウ ドリほ ど

天使 と交わ るという栄誉 に浴 した人物 は

いませ んで した。

しか し， ジ ョセブ ・ス ミスに困 難 が 訪

れると， オリバ ーは ジョセ ブ・ス ミスに対

して批判 的 にな り， そ して遠 ざかって行

きま した。 預 言 者 の差 し伸 べ た 親 交 の

手 もむ な しく， オ リバ ー ・カウ ドリは預

言 者 と教 会 に敵 意 を 抱 くように な り，

１８３８年 ４月 １２日， 教会 か ら破 門 され て

しまい ました。

預 言 者 の死 か ら数 年 た って， オ リバ

ーは悔 い改 め
，．り教 会 に戻 りたい とい う意

志 を示 し始 め ました。 その 返 答 として ，

ブ リガム ・ヤ ングは １８４７年 ｌｌ月 ２２日の

手紙 で こう伝 えました 。 「あ なたが 一 度

去 った， わた した ちの天 の 御 父 の家 へ

臨

醒
戻 って くだ さ い。 … … そ し て ， モ ル モ ン

あかし

書 が真 実 であ ることの証 を新 たにして く

だ さい。」６オリバ ーは高 等評 議 会 の前 に

姿 を現 した とき， この ように言 いました。

「兄 弟 の皆 さん， わ た しは何 年 もの 間，

皆 さん か ら離 れ てい ました。 しか し今 ，

戻 りた い と思 ってい ます 。 わた しはへ り

くだ り，皆 さんの 中に加 えていただ きた

いの です 。 何 の ；地位 も要 りませ ん 。 皆

さんとともに数 えられ さえす れば 満足 で

す 。 わ た しは教 会 を去 り，現 在 は教 会

の会員 ではあ りませ んが ， もう一 度会 員

にな りたい と思 ってい ます 。 その扉 か ら

入 りたいので す。 わた しはその扉 を知 っ

てい ます。 以前 の地 位 を求 めて ここ に

来 たの ではあ りませ ん。 へ りくだ って教

会 の 決 定 に身 をゆ だね ます 。 教 会 の 決

定 は正 しく， 従 うべ きものであ ることを

知 っているか らです 。」７

彼 はまた次 のような言 葉 で証 を述べ ま

した。 「友 人 ならび に兄弟 の皆 さん。 わ

た しの名 は カウ ドリ。 オ リバ ー ・カウ ドリ

で す。 教会 歴 史の初 期 に，わ たしは〔評

議 会〕に籍 を置 きました。わ た しは〔モル

モ ン書 が 〕翻 訳 された金 版 をこの 目で 見

て， この手 で触れ ました。 またわた しは

解 訳 器 も見 ました。 モ ルモ ン書 は真 実

で す ξ シ ドニー ・リグ ドンが 書 い た もの

で も， スポール デ ィング氏 が書 い たもの

で もあ りません。 わた し自身が預 言者 の

口か ら出るままに記 したの です 。」８オ リ

バ ー は戻 って 来 ま したが ， 教 会 の 中 で

の 高い地位 は失 ってしまい ました。

これ と対 照 的に ヒー バ ー ・Ｊ・グラン ト

大 管 長 はハ イラム ・ス ミス につい て こう

述 べ ました。 「ハ イラム・ス ミスが 人生 の
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中 で表 した， 預 言 者 ジ ョセブ ・ス ミスへ

の兄 としての愛 晴ほどす ば らしい模 範 は

あ りません。 … …彼 らは人が なし得 ない
いつく

ほ ど ， 一 致 し， 慈 しみ 合 い ， 愛 を もっ

て 接 し ま し た 。 … … ハ イ ラ ム ・ス ミス の
しっ と

心 の 中に は… … 一 寸 の嫉 妬 心 もなか っ

たの です 。世 の 人の 中 でハ イラム・ス ミ

スほ ど， 人 生 にお いて ， また死 に至 っ

て も神 の 生 け る預 言 者 に対 し， 誠 実 ，

真 実 ， そ して忠 実 で あ った人 物 は い ま

せん。」９

ジ ョセブは，教 会 を導 き， 現在 わた し

たち に与 え られて いる啓 示 を授 か りまし

た。 そ して ，ハ イラムは この弟 ジ ョセブ

のす べ て の必 要 ， そ して 要 求 に こたえ

ました。ハ イラムは毎 日，毎 月， そ して

長年 にわたって確 固として忠 実で した。

兄 アル ビンの死後 ，ハ イラムは両親 の

ため に白い家 を建 てました 。 ジョセブが

金版 を受 け取 った ときはそれ を保 管 し守

るた めの 箱 を用 意 しま した 。 版 が翻 訳

され た とき， ジ ョセ ブはハ イラムを信頼

し，印刷 す るための原稿 の写 しを託 しま
る

した。 ハ イラムは毎 日，ほ とん どはオ リ

バー ・カウドリとともに，その 原稿 を持 っ

て印刷 所 まで の道 を往復 しました。’。

ハ イラムは農夫 ， または労働 者 として

家族 を支 えました。 しか し，１８３０年 に教

会が 設立 されるとコールズ ビル支部 を管

理す る責 任 を受 けま した。彼 は妻 と家族

を連 れてニューエ ル・ナイトの家族 ととも

に住 み， その ほ とん どの時 間を「福 音 の

話 に耳 を傾 ける人が い るか ぎりどこでで

も教 え」る ことに費 や しま した 。ｎ また

常 に良 い宣 教 師 として 自分 の家 の 近 隣

だけで はな く， アメリカの東海 岸 や南部

に も赴 きました。 １８３１年 にはジ ョン・マ

ー ドック とともに ミズー リへ の行 き帰 り
の

を通 じて福 音 を宣 べ伝 えました♂２

１８３３年 に カー トラン ド神殿 建 設 の構

想 が伝 えられると，ハ イラムはす ぐに長
かま

柄 の鎌 を手 に し，神 殿 用 地 の雑 草 を刈

り， 基礎 を掘 り始 め ま した。 １８３４年 に

シオ ンの陣 営が 組織 された とき， ハ イラ

ムは ライマ ン・ワイ トを助 け， 人 員 を募

り， ミシガ ンか らミズ ー リまで聖 徒 らの

グループ を導 きました。

これ らの小 さな事 柄 を通 じて， ハ イラ

ム ・ス ミスは １８３４年 １２月 ，教 会 の大 管

ノ
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長 補佐 に任 命 され ました。 彼 は 自分 の

弟 であ る預 言 者 ジ ョセ ブの 指 示 の下 に

仕 えたの です 。 彼 は教 会 の 業 に携 わ っ

てい るときで も， リバ ティーの監 獄 に捕

らえ られて いる ときで も， 弟 ジ ョセ ブに

とっ て ， 常 に 力 と慰 め の 源 で した 。

１８４４年 に迫 害が 猛 威 を振 るい ， ジ ョセ

ブが暴 徒 か ら逃 れようとノー ブーを去 っ

た とき， ハ イラムは同行 しました。 彼 ら

が 川岸 に立 って， 戻 るべ きか どうか熟

考 していた とき， ジ ョセブはハ イラムの

方 を向い て言 いま した。 「あなたの 方が

年 上 です ， どの ようにした らよい で しょ

うか 。」

ハ イラムはそ れに対 し， この ように答

え ました。 「戻 って， 姿 を現 し， どのよ

うなことになるか 見 てみ ようで はあ りま

せ んか。」／３

彼 らはノーブ ーに戻 り，やが て， カー

セ ー ジの 監 獄 に連 れ て行 か れ ました 。

そ こで， お互 いに数 分 たか わず ， 命 を

奪 わ れ，殉 教 者 として亡 くなったのです 。

ハ イラムは寄せ られた信 頼 に対 して，死

に至 るまで も忠 実 で した。す べての点 に

お いて彼 は救 い主 の弟 子 で した。 しか

し，彼 をまことに大 いな る者 としたのは，

日々の 熱 心 な働 きで した。 対 照 的 に，

オ リバ ー ・カ ウ ドリは 金版 に手 を触 れ ，

天使 が ともにい た ときは大 い なる働 きを

しま した 。 しか し日々の 試 練 や 困 難 を

忠実 に乗 り越 えなけれ はな らなか った と

き， オリバー はため らい，そ して教 会 か

ら離 れま した。

わた したちは「何 か大 きな事 」によって

の み， 救 い 主へ の愛 を証 明 す るの では

あ りませ ん。 もし預言 者か ら個 人 的に ど

こかの 見 知 らぬ異 国の 地 で伝 道 す る よ

う依 頼 され たな ら， あなたは行 くで しょ

うか 。 きっとどんな努 力 を してで も行 く

ことで しょう。 しか し，什 分 の一 は どう

で しょうか。 ホ ームテ ィーチ ングを行 う

ことにつ いて は どうで しょうか 。 わた し

たちの 人 格 を形 作 る， 多 くの信 仰 の小

さな行 い， 献 身， そ して他 人へ の優 し

さを通 して，わ たした ちは主 への愛 を示

す の で す 。 何 か 月 か 前 に亡 くなっ た，

中央幹 部 のジ ョーシ・Ｒ・ヒル ３世 博 士の

生 涯は，このことを具現 したもので した。

ヒル 長 老 は石炭 の世 界 的 な権 威 であ

一

り， 著 名 な科 学 者 で した 。 彼 は科 学 に

おい て数々の賞や 栄誉 を受 け ました。 ま

た ，ユ タ大 学 の工 学 教 授 で鉱 山お よび

鉱物 資源 学 の学部 長 を務め てい ました．

しか し， 一 個 人 として ， ヒル 長 老 は
けんそん

謙遜 で慎 み深 く， まことに献 身的 な人 で

した。 彼 は中央 幹部 に召 され る前 は３つ

の異 なるワー ドの監 督 をし， また地区代

表 として奉 仕 しました。 中央 幹 部 を解

任 となった後 は， ワー ドの副監 督 に召 さ

れ ました。彼 の最後 の召 しは，（その とき，

彼 の健 康状 態 は悪化 してい たのですが ）

ステー ク福祉 センターの缶 詰作 業 テ ィレ

クター， そ してワー ド聖歌 隊 の隊員 で し

た。 彼 は ほか のす べ て の召 しと同 じ決
ま コ と

意 をもってこれ らの召 しを全 うしました。

彼 は 自分 に与 え られたす べ ての召 しを，

それ が何 であ れ 行 ったの です 。 そ れ ら

は「何か 大 きな事」である必要 はあ りませ

んで した。

わ た しの友 人 の 一 人 は， か つ て この

ように言 い ました。 「わ た した ちの才 能

また はこの世 や 学術 上 の 栄誉 ，そ して

い よい よ限 られる時 問を神の聖壇 の前 に

ささげるとき， それ らの犠牲 はわた した

ちの心 を主 に結 びつ けて くれ ます。 そ し

て主へ の愛が 深 まるのを感 しるのです。

わた したちが 主の王 国 におい てささけ

る奉 仕 は， それが レソス ンを教 えること

で あれ ，ウェルフェアスクウェアで の缶詰

作 業 で あれ ， もしそれ らを，「義 務 』とと

らえるの であれ ばその価値 は小 さなもの

になって しまい ます。 しか し， わた した

ちの才能 や，都 合 の悪 いときの集 会 に出

席 す るための 時間 などを神 の聖壇 にささ

け るもの として とらえ るな らば ，わ た し

た ちが 払 う犠 牲 は ， 主 にあ って個 人 的

かつ献 身 的な もの となるで しょう。」’１
はリカわ

わた したちの愛す る同胞で あるヘ ンリ

ー ・Ｂ・ア イリング長老 が紹 介 して くれ た

次 の話 には， これ らの決 意 の 原則 が さ

らによ く現 れてい ます 。 これ はホネビル

ス テー クの 高 等 評 議 会 の 中 で働 い た，

彼 の父 親 で あ り偉 大 な科 学 者 であ るヘ

ンリー ・ア イリ ングにつ い て の話 て す 。

彼 には福 祉 農場 に関 す る責任 が あ りま
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した。 農 場 の 中に は草 抜 きの必 要 な玉

ね ぎ畑 が あ りました 。 当時 ， 彼 は ８０歳
がん

に近 く，痛 み を伴 う骨 の癌 にむ しばまれ

ていました。 痛 みが ひどか ったに もか か

わ らず ，彼 は 自分 自身 にそ の責 任 を割

り当て，腹 部 をひ じで押 さえなが ら働 い

たのです。その痛 み はあまりにひ どくて，

ひ ざまず けない ほどで した。 しか し，彼

はほほ えみ， 笑 い， 玉 ね ぎ畑 の雑 草 を

抜 きに来 た人 々と楽 しく語 らい ました。

この 出来事 につ いてアイリング長 老 が話

した言 葉 を引用 したい と・思 います 。

「すべ ての仕 事 が終 わ り， 玉 ね ぎの雑

草 が すべ て抜 か れ た後 ，だ れ かが 父 に

〔こう言 いました 。〕『ヘ ンリー， まさか こ

この雑 草 を抜 い た んじゃない だろ うな，

ここの雑 草 には２日前 に除草剤 を散布 し

たんだ。 何 もしな くて も結 局枯 れ ていた

の に。』

父 は大声 で笑 い ま した 。 父 に はそれ

が 実 にお もしろい 出来 事 に思 えま した。

自分 を題材 に した 最 高 の笑 い話 だ と思

いました。抜 か な くてもよい雑 草 に一 日

中取 り組 んで い たの です 。 雑 草：に は除

草剤 が 散布 され，何 もしなくても枯 れて

いたので した。

… …わた しは父 に 〔こう尋 ねました。〕

『お 父 さん， どうしてそれ を笑 い話 だ と

思えるの。』

父 がそ の ときに言 った言 葉 をわた しは

一生 忘 れないで しょう。 …… 父は こう言

い ました。 『ヘ ンリー， わ た しは雑 草 を

刈 るためにそ こにいたわけ じゃない んだ

よ。』」１５

小 さな事柄 には大 きな可能 性が あ りま

す 。テ レビは人 間に偉大 な祝福 を もたら

しました。 しか しそれ は，アイダホの １０

代 の 若 者 が ， 父 親 の 畑 の ま っす ぐな
う ね ま

畝 間 の上 を農 耕 器 具 で 耕 して．いた とき

に考 え出 したのです。 彼 はそのとき，一

つの 解 像 管 を通 して ， 幾 つ もの 直 線 を

別の解 像 管に送 信で きることを思 いつ き

ました。１６表面 上 は小 さく見 える事 柄 を

行 うとき，わた したちにはそれ らの持 つ，

秘 め られ た可能 性 が見 えないことが よく

あ ります 。 この １４歳 の 少 年 の 日々の 目

立 たない仕事 の 中か ら， この驚 くべ き発

想 が生 まれた のです σニー ファイはこう

言 い ました。 「この ように して， 主 は小

さな手段 によって大 いなる ことを成 し遂

げ られることが分 かるのであ る。」１７

若 い男 性 の皆 さんは未 来 に大 い なる

可 能 性 を持 った ， 選 ば れ た 世代 で す 。

未 来 にお いて 皆 さん は世 界 を舞 台 にほ

か の若者 たち と競 い合 うように求 め られ

るか もしれ ませ ん。 皆 さん には特 別 な訓

練 が 必 要で す 。 皆 さん はその 訓練 を受

けるよう選 ばれ るか もしれ ませ ん。 しか
ル

しそれ は驚 くべ き業 績 や大 いなることに

よってで はな く， イーグル スカウ ト章 や

「神 へ の務 め達 成 賞 」， セ ミナ リー の卒

業 ，．そ して伝 道 に 出たことが そ うさせ る

のです。．

タラン トのた とえで， タラ ントを増 や

した者 は次 の ように言 わ れ ました 。 「良 ．

い忠 実 な僕 よ， よくや った。 あ なたはわ

ずか な もの に忠 実 であ ったか ら， 多 くの

ものを管理 させ よう。 主人 と一緒 に喜 ん

で くれ。」１８わた したちが ， ふさわしさを

確 かな もの として くれ る， 口々の 目立 た

ない事 柄 に対 して忠 実 で あ れ ます よう

に。そ れ らはわた したちを大い なること
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へ と導 き，備 えさせ て くれ ます。 これ ら
み な

の ことを，．イエス キリス トの御 名 に よっ

て証 いた します 。アーメン。
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義務の伴う召し
第 一副 管長

トーマ ス ・Ｓ・モンソン

∫わたした５信皆，神権を尊び，数多くの貴ω人々が主のみもとに戻れるよう翔

の１’ご働くとωう厳粛な霧務がありま’すσノ

弟 の皆 さん，今 晩皆 さんにお

兄 話 をす る割 り当 てを引 き受 け

るのは， 身 のす くむ思 いが し

ますが ， そ の一 方 で貴 重 な特 権 であ る

と受 け止 め て い ます 。 この神 権 部会 を

含 め ， 総大 会 に胸 を躍 らせ ，期 待 を も

って臨 む と，参 加 の場 が この 会 場 で あ

っても， または衛 星放 送や テレビで御 覧

になっても， わた したちの心 に喜 びが も

たらされ ます。

主 は教 義 と聖約 第 １０７章 で わたしたち

の責任 を次 のように明 らかに し，厳 粛 な

任 務 を課せ られ ました。 「そ れゆ え，今

や入 は皆 ， 自分 の義 務 を学 び， 任 命 さ

れてい る職 務 をまった く勤勉 に遂 行す る

ように しなさい。」１

義 務 を遂 行す ることや 神の召 しに こた

えること， または霊 的 な促 しに応 じるこ

とが さほ ど困難 ではない ときが ある一 方

で， この ような義 務 に応 じることに圧 倒

され て しまうときもあ ります 。 わた しは

１９６６年 ４月 の総大 会 の前 にその ような経

験 をしました。 ３５年 も前 のこ とですが ，

その ときの経験 は今 で も鮮 明 に覚 えてい

ます 。

そ の大 会 の 一 つの 部 会 で話 をす る割

り当てを受 けたわた しは，「自分 のゴ リア

テ と闘 う」とい うメッセー ジ を準 備 し，

暗記 す ることにしていました。古 代 にダ

ビデ とゴ リァテ との間 で行 われた有 名 な

対 決 の話 を基 に したものです 。

そ の ような とき， デ ビッ ド・０・マ ッケ

イ大 管 長 か ら電 話 が あ りました。 会 話

は次 の ような もので した。 「モ ンソン兄

弟 ，こちらはマ ッケイ大 管 長です 。お元

気 で すか。」

わた しは深 呼 吸 してか らこう答 えまし

た。 「はい元 気です ，大 管長 。大 会 を楽

しみ にしてい ます。」

「モ ンソン兄 弟 ， お電 話 したのは ほか

で もない ，大 会 の ことで す。 土 曜 日午

前 の部会 は，復活 祭の メッセ ージとして，

日曜 日に世界 に向け て再 放 送 され ます 。

わ たしは復 活 祭 をテーマ に した話 をしよ

うと思 って います が ，あ なたに もこの大

切 な部 会 に一 緒 に 出席 し， 同様 の テー

マ で話 をしてい ただ けた らと思 い ます 。

いか がで しょうか 。」

「もちろんです ，大 管 長。 喜 んで お引

き受 けいた します 。」

そ の とき， この 短 い会 話 の意 味 が は

っきりと分 か りました。 「自分の ゴ リアテ

と闘 う」とい う話 は ，にわか に復 活 祭 の

メッセ ージ にまった くそ ぐわ ない ものに

なってしまったのです。 話の準 備 を一 か

らや り直 さなけ れば な らない と分 か りま

した。残 された時 間 はご くわず かで した。

事 実 ，わた しの「ゴ リアテ」が 目の前 に立
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ちはだかったのです 。

そ の 晩 ， わた しは 台所 のテー ブ ルを

片付 け ，そ こに タイプライター と大 量 の

白紙 を載 せ ， この ような ときに頼 りにな

る くず か ごをわ きに置 き， こうした割 り

当 ての 準備 に付 き物 の書 き出 しの 失敗

をすべ て そこに捨 て られ るようにしまし

た。 作 業 を始め たのは午 後 ７時 ですが ，

午前 １時 になっても納得 す る最初 の一行

を書 き上 げ られ ませ んで した。 くずか ご

はい っぱいになった もの の，頭 は見事に

空 っぽ で した。 どうした らよいので しょ

うか 。 時 間 は足 早 に過 ぎて い きます 。

わた しは一息 ついて祈 りました。

す る とす ぐ，近 所 に住 む， マー ク・シ

ャムウェイと妻 ウ ィル マの悲 しむ姿が 心

に浮 か び ました。 この 夫 妻 は少 し前 に

いち ばん下 の子 どもを亡 くしていたので

す 。 わ た しは この ように 考 えま した 。

「メッセ ー ジの対 象 をシャムウ ェイ夫 妻

本 人 に絞 れ ば ， ほか の人 た ちには 間接

的 に伝 わることにな るか もしれ ない。 愛

す る人 を亡 くして悲 しみに暮れ ない人 な

どいないの だか ら。」わた しは タイプライ

ター のキ ー ボ ー ドをた た き続 け ま した

が ， 今 度 は頭 に浮 か ぶ事 柄 に 追いつ く

のが やっとというほ どで した。

夜 明 けの最 初 の光 が 台 所 の 窓か らさ

し込 むころ，わ た しはメッセー ジを書 き

終 えま した。 しか しまだ， メ ッセー ジを

暗 記 し， 世界 に伝 え るとい う任 務 が残

され ていました。 預 言者 か らの割 り当 て

を果 たす ため， これ ほ ど奮 闘 したことは

あ りませ ん 。 その 一 方 で ，天 の 御 父 は

わた しの祈 りを聞 いて くだ さってい まし

た。 わ たしはこの経験 を決 して忘 れ ませ

ん。

大 会 の 部 会 が 終 わ りに 近 づ くころ ，

二 つ の有 名 な聖 句 が わた しの 心 を 占め

てい ました 。 どちらも皆 さんが よく御存

じで， いつ まで も廃れ ることない聖句 で

す。 最 初 の聖 句 は， モル モ ン書 の初 期

の時代 に登 場す るニー ファイが 語った言

葉 で す 。 「そ こで ，わ た しニ ーファイは

父 に言 った。 『わた しは行 って， 主が 命

じられた ことを行 い ます。 主 が命 じられ

るこ とには， それ を成 し遂 げ られる よう

に主 によって道 が備 え られてお り，それ

で なくて は，主 は何 の命 令 も人 の子 らに

．＿ ＿」



カンファレンスセンターの南側窓の外を流れ落ちる人工の滝。

大会参力口者に美 しい眺めを提供 している。

下 され ない こ とを承 知 して い るか らで

す。』」２

次 は， 主御 自身 が わ た した ちに約 束

された言 葉 で ，教 義 と聖 約 か らの引 用

で す。 「わた しはあ なたが たに先 立 って

行 こう。わたしはあ なたが たの右 にお り，
み た ま

また左 にいる。 わた しの御霊 はあ なたが

たの心 の中 にあ る。 また， わた しの天使

たちはあなたが たの周 囲 にいて， あなた

が たを支 えるで あろう。」３

今晩 ここに集 っているわた したちの 中

には ， メルキ セテ ク神 権 を有 して い る

人 々が多 く， またアロ ン神 権 を授 か って

いる人々もい ます。 わた したちは皆 ，神

権 を尊 び ， 数 多 くの貴 い人 々が 主 のみ

もとに戻 れ るよう熱 心 に働 くとい う厳 粛

な義務が あ ります 。 わたした ちは主 が述

べ られ た次 の宣言 を心 に留 めてい ます。

「人の価 値 が神 の 目に大 い なるもので あ

ることを覚 えてお きな さい。」４ わたした

ちはなすべ きことをす べて行 って いるで

しょうか。 また， わた したちはジョン・テ

ー ラー大 管 長 が 語 った次 の 言 葉 を覚 え

てい るで しょうか 。 「もし 自分 の 召 しを

尊 んで大 いな るもの としない ならば ，務

めを果た していれ は救 えたか もしれ ない

人 につ いて ， あな たは神 か ら責 任 を問

われるであろう。」５

ほかの 人々 を助 け たい とい う望 みや ，

行 方の 知 れ ない羊 を探 す働 きは即 座 に

実 を結ぶ とは限 りませ ん。 時 には，進展

が遅 々としたもので， その様 子 を認識 で

きない ときもあ ります 。 わた しの 旧友 で

あ るギ ル ・ウォーナ ーは ， その ような経

験 をしました。 彼 は監督 に召 されたば か

りのころ， ワー ドに所 属 するタ グラスが
はくたつ

伝 道 地で 背 罪 を犯 し，会 員 資格 を剥 奪

され ました。 父 親 は悲 しみ に暮 れ ，母

親 は完 全 に打 ちの め され て しまい ま し

た。 間 もなくダグラスはその州 か ら引 っ

越 して行 きました。 それか ら数 年が 瞬 く

間 に過 ぎ， ウォーナ ー監 督 は高 等 評 議

会 の一員 に召 され ましたが， ダグ ラスが

どうしてい るか ， いつ も気 になって い ま

した。

１９７５年 に ， わた しは ウォー ナー兄 弟

の ステ ークの大 会 に出 席 し， 日曜 日の

朝 早 くに神 権 指 導 者 会 を 開 きま した 。

わた しは教 会 の宗 紀 制 度 につ い て， そ

して 迷 い 出た 人 々を救 うた め に熱 心 に

愛 をもって働 くこ との 必要 性 について 話

しました。 ギル ・ウォーナー は手 を挙げ ，

ダグ ラスに起 こったい きさつを大 まか に

話 しました。 そ してわた しに次 の質 問 を

提 起 して話 を終 え ました。 「ダ グラスが

会 員 資格 を 回復 で きる よう助 け る うえ

で ，わ たしには何 か責 任 があ るで しょう

か 。」

後 にな って ， ギ ルか ら聞 い て思 い 出

しましたが ， その ときわ たしはギル の問

いにた めらうことな く， 率 直 にこう答 え

ました。 「以前 監 督 として彼 をよく知 り，

愛 してい たの です か ら， 彼 を連 れ 戻 す

ために最善 を尽 くす 義務 があ ると思 い ま

す 。」

ギ ル ・ウォー ナーの 知 らぬ 問 に， ダ グ
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ラスの 母親 はそ の前 の週 に断 食 を して，

息子 を助 けて くれ る人が現 れ るよう祈 り

求 めて いたの です 。 集 会 の後 ，心 に感

じる促 しのままダグラスの母 親 に電話 を

し，助 けを行 うとい う決 意 を告 け たとき

に，ギルはその ことを初 めて知 りました。

ギル は救 出 とい う苦 難 の道の りに踏み

出 しま した。 ギ ル はダ グラスに連 絡 し，

懐 か し く楽 しい 記 憶 が よみ が え りま し
あかし

た。 証 を述 べ ，愛 を伝 え，徐 々に 自信

か 生 まれ ま した。 そ の歩 み は 耐 え難 い

ほ ど遅々 としたもので した。 落胆 した こ

とも何 度 もあ ります。 しか しダグ ラスは

着 実に前 進 しました。 そ してつい に，祈

りが こた え られ ， 努 力 が 報 われ ， 勝 利

を得 ま した。 ダグラスのバ プ テスマ が承

認 され たのです。

バ プテ スマの 日時が 設 定 され， 家 族

が 集 い ま した。 ダ ク ラス の住 む 町 へ ，

以 前の監 督 ギル ・ウォーナーが飛 行 機で

駆 けつけ，儀 式 を執 り行 い ました。

以前 自分 が 管 理 した ア ロン神 権 定 員

会 に所 属 して い た一 人 の 祭 司 を愛 し，
る

責任 感 を抱 いてい た ウ ォー ナー監督 は，

一人 も失わ ない よう救助 に向かい ま した。

その ような監 督 はほか に もい ます 。個

人的 に面 識 のある監 督が ３人 います 。彼

らが 各 々の ワー ドを管理 してい た ころ，

祭 司 定 員会 には４８人 また はそれ 以 上 の

祭 司が 所 属 して い ました。 聖 文 に規 定

され た祭 司 定 員会 の 定 数 を満 たす 数で

す 。 この ３人の監 督 は アル ビン・Ｒ・ダイ

アー， ジ ョセ ブ・Ｂ・ワース リン， アル フ

レッド・Ｂ・ス ミス です 。彼 らは この責 任

に圧倒 され たで しょうか。 その ようなこ

とは決 して あ りませ んで した。 自 ら熱心

に働 くとともに， 配慮 の行 き届 い た両親

の助 けや 主 の祝 福 を得 て， それ ぞ れの

祭 司定 員 会 の会 員一 人一 人 を導 きま し

た。彼 らの導い た祭 司 たちはほとん ど例

外 な く， メルキゼ デク神 権 の長老 の職 に

聖任 され ，伝 道地 で奉 仕 し，主 の神 殿

で結 婚 しました。 ダイアー兄 弟 とス ミス

兄 弟 は次 の世 へ 旅 立 ち ました が ， 十二

使 徒 定 員会 会 員の シ ョセ ブ・Ｂ・ワース リ

ン長老 は今 晩 この会 場 にわたしたちとと

もに 出席 して います 。 ワース リン長 老 ，

今 は成 長 し年 を重 ねた あの 若 者 た ちに

対 す るあ なたの奉 仕 と指 導 を， わた した



ちは溌 して忘 れ ませ ん。

１２歳 の とき， わ た しは執事 定員 会の

書 記 として奉 仕 す る特 権 を得 ま した 。

定員 会 の 会員 たちが 果 たす 機 会 のあ っ

た多 くの割 り当て を，喜 び をもって思 い
せいさん

出 します 。神 聖 な聖 餐 のパ ス を行 い ，

月 々の断 食献 金 を集 め， 互 い に助 け合

った記 憶 が 次 々に心 に浮 か び ます 。 最

も恐 ろしい割 り当 てを受 けたのは， ワー

ド大 会 の 指 導 者 会 の ときで した。 集 会

を管 理 してい たの は ステ ー ク会 長 会 の

一員 の ウ ィリア ム・Ｆ・パ ー ショー ンで し

た。 彼 は 大勢 の ワー ド役 員 に話 を依 頼

しました。 そ の 後 ， 彼 は わた しに何 の

予告 もな く，立 ち上 が って こう言 ったの

です。 「これ か ら，執 事 定員 会 書記 の ト

ーマ ス ・Ｓ・モ ンソ ン兄 弟 が 御 自分 の奉

仕 に関 す る報 告 を行 い ，証 を述べ て く

だ さいます。」話 した内容 は まった く思 い

出せ ませんが，忘 れ られない経験 で した。

兄 弟 の 皆 さん， パ ウロの次 の勧 告 を

心 に留 めて くだ さい。 「あ なたが た のう

ちにある望 み につ いて説 明を求め る人に

は， いつ で も弁 明ので きる用 意 を してい

なさい。」‘

第二 次 大 戦 中 ， １０代 だったわ た しは

教 師 定 員 会 会長 として 奉仕 す る特 権 を

得 ました。 わた しは ，教義 と聖約 第 １０７

章 ８６節 の教 え を学 び， 実 践す るよう勧

め られ ました。 「教 師 の職 を管理 す る会

長 の義 務 〔は〕， 聖約 の中 で与 えられ て

い るとお りに， … …彼 らとともに会 議 会

の 席 に着 き，彼 らにその 職 の義 務 を教

えることであ る。」わた しは全力 でこの義

務 を果 た しました。

この 定 員 会 にブ リッツ・ホー ロル ド兄

弟 が い ま した。 背 丈 は低 い ものの ， 心

は勇 敢 な兄 弟 で した。 １７歳 になる とす

ぐに合 衆 国 海 軍 に入 隊 し， 訓練 へ と出

か け ま した。 後 に彼 は太 平 洋 上 で繰 り

広 げ られ た数 多 くの残 忍 な戦 闘 に加 わ

る大 型 戦 艦 に乗 り込 み ました。 彼 の 船

は深 刻 な被 害 を受 け ，多 くの水 兵 が 命

を奪 われた り負 傷 したりしました。

あ る戦 闘 の後 ，休 暇 で 里 帰 りした ブ

リッツは ，教 師 定 員会 に 出席 しま した。

定 員 会 の ア ドバ イザ ー は彼 に対 し， わ

た した ちに話 をす るよう要 請 しました。

濃 紺 の 軍服 に勲 章 を着 けた彼 は華 麗 に

見 えま した。 わた しは何 か ためになる話

を して くれ るよう依 頼 しま した。 とはい

うものの， わたしたちは 同年代 です。彼

は苦 笑 い しなが ら答 え ました。 「志 願 な

んてする もの じゃないそ。」

わ た しは １７歳 の あの 日を境 にず っ と

ブリッツを見か けませ んで した。数年前 ，

あ の海 戦 の記 事 を雑 誌 で 読 み ま した 。

ブ リッツは まだ 生 きてい るのか， もし生

きてい るならソル トレークの どこか にい

るのだ ろうか。 わた しは １本 の電 話で彼

を探 し当 て，そ の雑 誌 を送 りました。彼

と夫人 は感 謝 を伝 えて くれ ました。 ブリ

ッツはまだ長老 に聖任 されてお らず，神

殿 に参 入 した こともないことが 分 か りま

した。神 殿 の祝福 を受け るふ さわ しさを

得 るよう励 ます 手 紙 を送 りました 。２度

ほ ど偶 然 レス トランで会 いま した。 ジョ

イス夫 人 はいつ もこ う言 い ました。 「主

人 を見捨 てないで くだ さいね。」彼 の娘 た

ち も声 に 出して同意 しました。わた しは

彼 を励 まし続 けました。
ふ ほ つ

つ い数 週 間前 ， 新 聞 の計 報欄 で ， ブ

リッツの 妻 ジ ョイスが 亡 くなった記事 を

読 み ました。 ブリッツを神 殿 に連れ て行

くとい うわた し自身 の計画 が もっと功 を

， 混声のモルモンタバナクル合唱団。総大会の３つの部会で音楽を提供した。
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奏 していれ ば と， どれほど 思 ったことで

しょう。 ホー ロル ド姉 妹 の告別 式 の時 間

と場 所 をメモ し， ほ か の予 定 を調 整 し

直 し，告別 式 に出席 しました。 ブ リッッ

はわ たしを見つ けるとす ぐ，一 直 線 に歩

いて来 ました。 ともに 涙 を流 しま した 。

わた しは最 後 の 話者 の割 り当 て を受 け

ました。

わた しは話 す際 ， ブリッッ と家 族 を見

て言 い ま した 。 「ブ リッッ， わ た しは
き よ う

今 日この場 に， かつ て二 人 が 所 属 して

いた 教 師定 員 会 の会 長 として 参 列 して

い ます。」それか らわた しは， ブリッッと

家族 が 神 殿 の儀 式 を通 して 「永 遠 の 家

族」に なれる ことにつ いて話 し， そ の時

が来 た らわたしが 儀式 を執行 す ることを

固 く約 束 しました。

最 後 に， 涙 をこらえなが ら， 家族 と参

列者 が 聞いている前で わたしは言い まし

た。 「ブリッツ， わた しの 友 ， わた しの

戦 友 。勇 気 に あふれ ， 決 意 に満 ちた友
ひん

よ。 君は 国が危機 に瀕 しているときに前

線 に身 を置 きま した。 ブリッッ，あ なた

は今 こそ指 揮 官 の 笛 の合 図 を聞 く時 で

す。 君 の昇 栄へ の旅 のため に，『全 員 乗
いか り

船。錨 を上 げよ。』ジ ョイスはそ こで待 っ

てい ます。 わた しはあなたの子 ど もや 孫

た ちが 祈 って い ることを知 って い ます 。

わ た しはか つ ての教 師 定 員会 会長 とし

て全 力 を尽 くします 。 あ なた の愛 す る

人 々とともに 日の栄 えへ と運ぶ 船 に，あ

なたが乗 り遅れ ないように。」
なら

わた しは彼 に海 軍 の儀 礼 に倣 った敬

礼 を しました。 ブ リッツは立 ち上 が り，

わたしに敬 礼 しました。

兄 弟 の 皆 さん ， 容易 に覚 えられ るこ

の 言葉 に従 え ます ように。 「最 善 を尽 く

して義 務 を果 たそ う。 そ して ， 後 は主

にお 任 せ しよう。」イ エ ス ・キ リス トの
み な

御 名 により祈 ります 。 アー メン。
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手を差 し伸べ ，

弓 き上げる
大管 長

ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー

履 ω所にいる人々に手を差し伸べ 高ω所へ引ま士げましょう。情しみなく経

潮 な支緩をし鵠しょ：ラ。わたした５の仲聞に壱っと大昔耀 を示しましょう。ノ

愛 なる兄 弟 の皆 さん， この ホ

親 瀦獄 ：謬
りに し， さらには世 界 中のあ ちこちに大

勢 の神 権 者が いて，そのす べてが 心 を一

つ にし思 い を一つ に してい ることや，生

ける神 の神権 の権 能 を持 っていることを

知 るの は，実 に感 慨深 く， また謙 虚に さ
み た ま

せ て くれる経 験 です。聖 なる御 霊 の導 き

が あるように と願 っています 。

この 神権 者 の集 い は世 界 で も類 を見

ない ものです 。 この ような集 いは どこを

探 して もあ りませ ん。 この集 いは主 の軍

勢 ，す なわち真理 の敵 サ タンと戦 う備 え

ので きた男 性 ，何 事 に も熱 心 な男 性 ，
あかし

真 理 の 証 を伝 え る男 性 ， この偉 大 な大

義 のた めに犠 牲 を払い多 くを与 えて きた

男 性 で構 成 され てい ます 。 主が 皆 さん

を祝福 され， 支 え， 強め て くださいます

ように。 「あ なた が たは選 ばれ た世 代 ，
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王 国 の神 権 者 であ る。」（欽定 訳 １ペ テロ

２：９より和 訳 ）

兄 弟 の皆 さん， 与 え られた 神権 にふ

さわ しくな りま しょう。 主 に さらに近 く

生 活 しましょう。 善 き夫 ，善 き父親 とな

りましょう。

自分 自身 の家 庭 の 中で 独 裁 者 となっ

てい るような男 性 は，神 権 にふわ さしく
はんりょ

あ りませ ん 。 自分 の選 ん だ伴 侶 に対 し
る

て尊 敬 や 親 切 ， あ るいは愛 を示せ ない
み て

人 は ，主 の御 手 の 中 に あって ふ さわ し

い器 となることはで きませ ん。

同 様 に ， 子 ど もに悪 い 手 本 を示 し，

感 情 を抑 え切 れ ず ，不 正 直 あ るい は不

道 徳 な行 為 に手 を染 め るいか なる男性

も， その神 権 の力 を取 り去 られることに

なるで しょう。

次 の聖句 を思 い 出 して くだ さい 。 「神

権 の権利 は天 の力 と不 可 分の もの として

結 び つ い てお り， 天 の力 は義 の原 則 に

従 って しか制 御す ることも，運用 す るこ

ともで きないとい うことで ある。

なるほ どそれ らが わた したちに授 け ら

れることもあろう。しか し，わたしたちが

自分 の罪 を覆 い 隠そ うとした り， 自分の

高 慢 ，自分 のうぬぼ れた野 望 を満 たそう

とした り， あるいはいか なる程 度 の不 義

に よってで も， 人の子 らを制 御 し， 支配

し，強制 しようとした りす るとき，まこと

に，天 は退 き去 り，主 の御 霊 は深 く悲 し

む。 そ して，主 の御霊 が 退 き去 ると，そ

の人 の神権 ，す なわち権 能 は終 わ りであ

る。」（教義 と聖 約 １２１：３６－３７）

兄 弟 の皆 さん ， 主 か ら恵 み を受 け神

聖 な力 を授 か った者 として， 善 良 な人

嶋



問にだ りましょう。

で は別 の ， しか し関 連 す る話 題 につ

いてお話 ししましょう。

今 年 ４月 の神 権 部 会 で， わた しはあ

る新 しい計 画 を発 表 しました。南 アメリ

カ， メキ シコ， フィリピ ン，そ の他 の地

域 か ら召 されて働 く大勢 の宣 教師 のこと

について話 しま した。彼 らは召 しにこた

え，北 アメリカ出 身の兄 弟 姉妹 とともに

奉 仕 します。 強 い証 をは ぐくみ ます。 新

しい生 活 様 式 を学 び ます 。 現 地 の言 葉

を話 し， 現 地 の文化 を知 ってい るの で，

非 常 に効 果 的 に働 くことが できます。 熱

心 かつ 献 身 的 に働 い て， 人 生 のす ば ら

しい時期 を過 ごします 。

やが て 彼 らも解 任 され ，故 国へ 戻 り

ます 。 彼 らの家 族 は貧 困 の 中で生 活 し

て い ます 。 そ して ほとん どの場 合 ， 以

前 と同 じ状 態 に戻 って しまいます 。技 能

が ない ため ， 結果 的 に良 い就 職 口をな

か なか 見 つ け られ ず ， 身動 きが取 れな

くなって しまいます 。

わた しは皆 さん に 「永代 移住 基 金 」に

つい てお話 ししました 。 この基金 は， 教

会 の開拓 時代 に， イギ リスやヨー ロッパ

か らや って来 る貧 しい 人々を援 助 するた

め に設 立 され だもので した。小 額 の貸 し

付 け を行 うた めの 回 転 資 金 が 設 立 され

た ので す 。この 貸 し付 け によって，３万

人 の改 宗 者 か 母 国か らシオ ンへ と移住

し， 集 まることがで きました。

わた しは皆 さん に， 同 じ原 則 を応 用

して ，「永代 教 育基 金」と呼 ぶ基金 を設 立
しゅっふん

しようとお話 ししました 。什 分 の一 の献

金か らで はな く，教 会員 の寄 付 による基

金か ら， 元金 を作 ります 。そ して， この

元 金 か ら生 み 出 され る利 益 が 若 い 兄弟

姉 妹 た ちを支 援 す るため に用 い られ ま

す 。す なわ ち， 学 校 に通 い， より良 い

仕 事 に就 くため の資格 を得 られ る ように

す るので す 。 彼 らは技 能 を伸 ば し， 十

分 な収 入 を得 られ るようにな り，家 族 を

扶 養 し， 彼 らと彼 らの前 の 世代 が経 験
は

した ような貧 困 か ら這 い上が ることが で

きるので す。

この基 金 が 計画 され た 当初 ， 元 金 は

一切 あ りませ んで した。 しか し， わた し

た ちは信 仰 を もって前 進 し， 組 織 を設

立 し， ささや か なが ら， 自分 たち が必

要 と感 じることを実 行 しました。 何万 ド

ル， 何千 万 トル， さらには何 百 万 トル も

の献 金が 送 られ て きたことを，喜 び をも

って報 告 したい と思 います 。 これ らの献

金 は，主 を愛 し， あまり恵 まれない主 の

民 が 経 済 的 に立 ち上 が るの を惜 しみ な

く助 けたい と願 う教 会 員か ら送 られ て き

た ものです。 現在 ， わたしたちにはか な

りの額 の元金 が あ ります 。 しか し， もっ

と多 くの献 金 が必 要で す。 このような献

金 が 引 き続 きな され る よう願 って い ま

す。 元 金 の 額 が援 助 の対 象 となる人 の

数 を決 定 します。

さて，６か 月が たった今 ， どの ような

ことが 達成 されたか皆 さんに報 告 したい

と思 います 。 まず 最初 に， ジ ョン・Ｋ・カ

ーマ ノク長老 を召 しま した。 カーマ ック

長老 は七十 人 第一 定員 会で 立派 に働 き，

今 回の大 会 で名 誉 七 十 人 とな りました。

彼 は優 秀 な弁 護 士 で あ り，実 務

面 で信 頼 に足 る判 断 が で きる 人

物 で あ り， す は らしい能 力 を備

え た人 物 で す 。彼 は 「永 代 教 育

基 金 」部 門の管 理 ディレクターに

任 命 され ました 。長 老 は ， 七十

人の職 務 か ら解 任 され ましたが ，

この新 たな責 任 にあって全 時 聞

をそ の務 めの 遂 行 に ささげ るこ

とにな ります。

七 十人 の リチ ャー ド・Ｅ・ク ノク

長老 も， 同 様 に名誉 七 十 人 とな

りましたが ， カーマ ック長 老 とと

もに働 き，財 政 面 を担 当す ること

にな ります。 クック長 老 は以前 に

フォー ド自動車 株 式 会 社 の経 理

部長 補佐 を務 め， 世界 的規 模 の
そっけい

財 務 に造 詣 の 深 い人物 で ，最 も

有 能 な経 営 幹 部 で あ り， 主 と主

の子 どもたちを愛 す る人物 です 。

これ まで これ ら二 人 の兄 弟 た

ちを 中央 幹 部 として片 面 だ け擦

り減 らして きましたが ， 今 回 は，

裏 返 しに して ， もう片 面 も擦 り

減 らす ことに しました。

彼 らは組 織 お よび研 修 の専 門

家 レックス ・ア レン兄 弟， 高 等教

育 プ ログ ラム に広 範 囲 に わた る

経 験 を有す るチ ャド・エハ ンズ 兄

弟 とも， 一 緒 に責 任 を果 た して
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います。

あ らゆる人が ， 見返 りを求 めることな

く，そ の 時 間 と専 門 的 知識 をささげ て

働 いてい ます 。

この プログ ラム は，す で に組 織 され，

機 能 してい ます 。 これ らの兄 弟 たち は，

適 切な管 理 原 則 に基 づ き， 正 しい スタ

ー トかで きる よう
， これ まで細 心 の注意

を払 って きました。 最 初 のうちは， この

プ ロク ラム の機 能 す る範 囲 を制 限 して

い ましたか ，その範 囲 も， わた したちが

資 金 を増 すに従 って，拡 大 してい くこと

で しょう。

これ らの兄 弟 た ちは教 会 が 持 つ既 存

の組 織 を活 用 すべ く働 きか けを行 ってき

ました。 このプ ロクラムは神 権 を基 とし

てい ます。だか らこそ ，成 功す るのです。

この プロクラムを始 め るのは監 督や ステ

ー ク会 長 です
。 教 会 教 育 システ ムや雇

カンファレンスセンターの外て入場を待つ大会参加者
せ ん と コ

たち。 ソル トレーク神殿の尖塔 か後ろにそひえている。



用 センター， さらには驚 嘆す べ き協 調の

精神 で ともに働 くほかの組 織 と提携 しな

が ら， この プログラムは推 進 され てい き

ます。 この プログラムが最 初 に実 施 され

た のは， 帰還 宣 教 師 の 数が 多 く必 要 性

の 高 い 地 域 ， す なわ ちペ ルー ， チ リ，

メキ シコの ３か国 で した。地 元 の指導 者

は熱 心 に， また献 身 的 に働 きま した。

受益 者 は 自立 に関す る真 の原 則 を学 ん

で い ます。 自分 の可 能 性 に対 す る展 望

を大 きく広 げ ることが で きるように なっ

て います 。職 業 訓 練 の ため に地元 の優

秀 な学校 を選 び，個 人 や 家族 ，そ の他

地 元 か ら得 られ る手段 を最 大 限 に活 用

しています。 そ して与 え られた機会 に価

値 を見 いだ し， 意欲 を持 ち， 深 い感 謝

の 念 を抱 い てい ます 。 ２，３の実 例 を紹

介 してみ ましょう。

まず 最初 に， ボリビアの コチ ャバ ンバ

で 伝 道 した 青 年 につ いて 紹 介 します 。

彼 は信 仰 深 い母 親 ，そ して め い ととも

に，貧 しい人 々の居 住 区 に住 んで い ま

す 。小 さな家 の床 はコンクリー トで で き

てい ます 。 白熱 電 球が １個 で ，屋 根 は

雨 漏 りが します 。 窓 は 割 れ て い ます 。

彼 は優 秀 な 宣 教 師 で した。 こう語 って

います。

「伝 道 はわた しの 人生 で携 わることの

で きた最 高 の 経験 で した。 わ た しは戒

めに従 順 になること．，試練 の ときに忍 耐

す ることを学 び ました。 また英語 も少 し

学 び ました し， お金 や ， 時 間 ， 才 能 を

より有効 に用い る方 法 も学び ました。

そ して伝 道 が 終 わ りました。 故 郷 に

帰 るのはわた しにとって大 変 なことで し

た。 アメリカ人 の同僚 たちは大学 に戻 る

ことがで きました。 しか し， わた しの 国

で はひ どい貧 困が 待 ち 受 けて いた ので

す 。教育 を受 けるには とても難 しい状 況

で した。母 は最善 を尽 くして くれ ますが ，

子 どもの教 育 まで 面倒 を見 る余裕 はあ り

ませ ん。母 は貧 しさにとて も苦 しんで い

ます。 わたしが 母の頼 みの綱 なのです。

『永代 教 育 基 金 』につ い て知 った と

き， わた しはほん とうに喜 び ました。 預

言 者はわた したちの努 力 を理 解 して くだ

さったの です 。 わ た しは喜 び で胸 が い

っぱいに な りました。 … …勉 強 を して ，

自立 し， 家 族 を持 ち， 母 を助 け られ る

可能 性 が出 てきたのです 。

わた しは働 きなが ら勉 強で きる地元 の

学校 で会 計 を学 ぶ つ もりです。 ３年 間 だ

けの短 い コースです。 ビルの管 理人 とし

て働 き続 けなけれ ばな りませんが ， それ

は苦 にな りませ ん。 いったん卒 業 して会

計 の仕 事 が 見 つ か った ら， 国 際 ビ ジネ

スの分 野 で より高 い教 育 を受 けることを

目標 に働 くつ もりです 。

このプログ ラムは，す ば らしい機会 で

す。 失敗 はで きませ ん。主 はわた したち

を信 頼 してお られ ます。 わた しはモ ルモ

ン書 の 中で ， 戒 め を守 るな らば地 に お

いて栄 える， という預 言者 に語 られ た主
み こ と ば

の御 言 葉 を何 度 も読 み ま した 。 この預

言 は今 成 就 しつ つ あ ります 。 わた しは，

わた しの兄 弟 姉 妹 が 持 って い なか った

もの を受 け るとい う， また家 族 を助 け ，

自分 の 目標 を達 成す るとい うこのす ば ら

しい機 会 を授 か ったことを神 に心 か ら感

謝 しています 。 また ，ほかの 人 々も同 じ

ように多 くの恵 み を受 け られ るよう自分

に貸 し付 けられ たお金 を返 済す ることに

もわ くわくしています 。 そ うす るときに，

主が わ た しを祝福 して くだ さる ことを知

ってい ます。」

す ば らしい と思 い ませ んか 。で は， も

う一つ の実 例 を紹 介 しましょう。 メキシ

コシティー に住 むある青年 は約 ユρ００ドル

の 貸 し付 け を認 可 され ， デ ィーゼ ル 整

備士 になるための学 校 に通 うことが で き

るようにな りました。彼 はこ う語 っ てい

ます 。 「わた しが交 わした約束 は， 自分

の努 力 に満 足感 を得 られ るよう最 善 を尽

くす とい うこ とです 。 この プ ログラムが

価値 ある大 切 なプ ログラムだ ということ

を知 っています。 だか らこそ， わた しは

将来 のため最 大 限 にこのプ ログ ラムを活

用 しようとして います。 貧 しい人 々に仕

え，助 けを与 え， 自分 の家 族 を助 ける

ことがで きるのです 。 わた しは このす ば

らしい，霊 感 された プログラムにつ いて

天の御 父 に感謝 してい ます。」

最 近 ， メキ シコシテ ィー出 身の もう一

人 の 青 年 に も貸 し付 けが 認 可 され まし

た 。 この青 年 は ネバ ダ州 ラスベ ガス伝

道 部 で宣 教 師 として働 きました。 歯 科

技 師 にな る とい う望 み を持 って い ま し

た。 彼 は職 業訓 練 の 中で １５か 月間 にわ
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たって献 身 的 に働 くことを求め られま し

た。こう語 ってい ます。 『永 代教 育基 金』

の 助 け によって専 門学 校 での 勉 強 を終

えた 時 点で の わ た しの 約 束 は， ほ かの

帰 還宣 教 師た ちも同 じように祝福 にあず

か ることが で きるよう貸 し付 けを返 済す

るとい うことです 。」
あつ

だ か らこそ わた した ちは， 信 仰 篤 く

有 能 な若 者 た ちが 経 済 的な成 功 を約 束

す る努力 の は しごを上れ るように この業

を始 め たのです 。与 え られるチ ャンスを

生 かす ことによって，彼 らは 自分 たちが，

また 自分 た ちの両 親 や 先 祖 が ， ほん と

うに長 い 間経 験 した貧 困 の 泥沼 か ら抜

け出す ことがで きるのです 。彼 らは宣教

師 として奉 仕 し， さらに引 き続 き教 会 で

奉 仕 します。 自分 たちの 母 国 で この偉

大 な業 を導 く指 導者 となります。 什 分の

一 や そ の他 の 献金 を納 め ます
。 そ の結

果 として全 世 界 の津 々浦 々で 教 会 の業

の発 展 が可 能 となるのです。

わ た したち は今年 の末 まで に約 １２００

人の若 者 たちが このプログラムの恩 恵 に
る

あずか ることになるとい う予 想 を立 て て

い ます 。 今 か ら３年 後 には ， そ の数 は

３，０００入以 上 に達 す るだ ろうと推 測 して

い ます 。機 会 が す でに そこにあ ります。

援 助 の 必 要 に迫 られ てい ます。 失 敗 す

る こともあ るで しょう。 しか しなが ら，

男 女 とも，か な り大 部 分 の若 者 たちが

期 待 され たとお り返 済 して くれ ることで

しょう。

唯 一 の 限 界 は， わ た した ちの持 っ て

いる基金 の額 だ けになるで しょう。 この

プ ログ ラムに参加 を望 むす べ ての 人に，

額 の大小 にかか わ らず ，献 金 して くだ さ

るよう再 度 お願 いい たします 。そ うすれ

ば， この偉 大 な業 を拡 張 し， 信 仰 深 く

潜 在 的 な能 力 を有 す る人 々に ，末 日聖

徒 イエ ス ・キリス ト教 会 の忠 実 な会 員 と

して ， 経 済 的 自立 を得 させ ることが で

きるのです 。

この 教 会 のす ば らしい 業 の持 つ 意 味

が お分か りで しょうか 。二 人の宣 教 師が

ペ ルーの とあ る町にあ る小 さな家 の ドア

をノ ック します 。 一 人 の女 性 が 戸 ロ に

出て 来 ます 。 宣 教 師 が何 を求 めて い る

のか この女 性 にはよ く分 か りませ ん。 し

か し， 二 人 の宣 教 師 は家 の 中に招 き入











れ られ ます 。 宣 教 師 た ちは， ご主 人 や

子 どもたちが 一緒 にいる ときに もう一 度

訪 問す る予 定 を立 て ます 。

宣 教 師 た ちは彼 らを教 え ます 。 御 霊

の力 に心 を動 か され た家 族 は永 遠 の真

理 の メッセー ジに こた えます。 こうして

家 族 はバ プテスマ を受 けます。

家 族 は教 会 に活 発 に集 い ます。 正 直

に什 分 の一 を支 払 い ます が ， その額 は

わず かです 。 この家 族 には １０代 後 半 の

息 子 あるいは娘が い ます。 ふ さわ しい と

きに， この息子 あるいは娘 は宣 教 師 とし

て働 くように召 され ます 。家 族 は子 ど も

の伝 道 を支援 す るためにで きる限 りのこ

とを行 い ます 。残 りの援 助 は聖 徒 たちの

献 金で 構 成 され る宣教 師基 金 か ら補 わ

れ ます。

この息 子 あ るい は娘 は， 合 衆 国や カ

ナ ダ か ら来 た 同僚 と一 緒 に働 きます 。

英 語 を学 び ます が ， 同僚 のスペ イン語

の 方が か な り上 達 します 。 二 人 の宣 教

師 は， 二 つ の きわめ て異 なる文 化 を代

表 しなが らも， お互 い に愛 し合 い， 感

謝 し合 い ， 尊敬 し合 い ， 一つ となって

働 きます 。

伝 道 が終 わる とともに； 北 アメリカ出

身 の同僚 は帰 国 し，復学 します 。ペ ルー

の宣教 師は故郷 に帰 り，低 レベ ルの仕事

を探す ことしか望 め ません 。収 入 もほん

とうに微 々たるもので す。惨 め な未来 が

待 ってい ます。 しか し，良い仕 事 を見 つ

け るため に必 要 な技 術 もあ りませ ん。 そ

ん なときにこの希 望 に満 ちた明 るい光 が

さし込 みます 。 さて兄 弟 たち， もうお 分

か りで しょう。 これ 以上 長 々と話 す必 要

もないで しょう。何 をす べ きか は明確 で

す。援助 の必 要性 は とてつ もな く大 きく，

主 がこの道 を示 され たのです。

最 近 ， カーマ ック長 老 は， あ る古 い

会 計簿 を見 つ け，わた しの ところに持 っ

て 来て くれ ました。今 をさかのぼ る１９０３

年 の こと， 未 来 の 教 師 を 目指す 学 生 た

ちが より大 きな機会 にふ さわ しい能力 を

身 に付 け られ るよう援 助 す る小規 模 の基

金 が設 立 され てい たことをわた した ちは

知 りました。 在 学期 間 中， その ような学

生 をささやか な貸 し付 け金 に よって助 け

ていたのです。

この 基 金 は， 大 恐 慌 の とき最 終 的 に

中止 されるまで ３０年 間続 けられ ました。

わ た しは その 古 い会 計 簿 に記 され て

い る名 前 を見 て驚 きました。 その うちの

二 人 は後 に大 学 の学 長 とな った人 た ち

で した 。 その ほか の人 々も， 著 名 なあ

るいは 高 度 の資 格 を有 す る教 育 者 とな

りました。 会 計簿 には， 返済 額 １０ドル，

２５ドル，３ドル １０セ ン トの利 子 な どとい

った ことが記 され てい ました。 この プロ

グラムの受 益者 の一 人は ，監 督 とな り，

ス テーク会 長 となり，使 徒 とな り， 最後

には副 管 長にな りました。

兄 弟 の皆 さん， わた した ちはお 互 い

にもっと心 か らの 関心 を示 し合 う必 要 が

あ ります 。底 辺 の生活 をしている人 々を

助 けるために もう少 し努 力す る必 要が あ

ります 。 少 しの 援 助 が あれ ば 生活 を改

善 で きる，信 仰 篤 く， 高 潔 で， 能 力 の

あ る人々に励 ましと助 け を与 える必 要 が

あ ります。

この原 則 は ， この基 金 に よって 現在

推 進 してい こうとしてい る事 業 のみ なら

ず ， もっと広 い意味 の事業 に も応 用 され

るべ きものです 。 もっ と思い や りの心 を

持 ち ましょう。低 い所 にい る人 々に手 を

差 し伸 べ ， 高 い所 へ 引 き上 げ ましょう。

惜 しみな く経 済 的 な支 援 をしまし ょう。

わた した ちの仲 間に もっと大 きな愛 を示

しましょう。

主 はわ た した ちを例 えようもない くら

い豊 かに祝福 して くだ さってい ます 。そ

して ， 援 助 を必 要 として い る人 は非 常

に大勢 い るので す。 主 はこうおっ しゃい

ま した。 「わ た しの兄 弟 で あるこれ らの

最 も小 さい 者の ひとりにしたのは， す な

わち， わた しに したのであ る。」 （マ タイ

２５：４０）

使徒 行伝 にはこう記 され ています 。
うま

「生 れ なが ら足 の きか ない男 が， かか

え られて きた。 この男 は，宮 もうでに来

る人 々に施 しをこうた め，毎 日，『美 しの

門 』と呼 ばれ る宮 の門 の ところに， 置か

れて いた者 であ る。

彼 は， ペテロ とヨハ ネとが，宮 にはい

って行 こうとしてい るの を見 て， 施 しを

こうた。

ペ テ ロ とヨハ ネ とは彼 をじっ と見 て ，

『わた したちを見な さい』と言 った。

彼 は何 か もらえ るの だ ろ うと期 待 し
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て，ふ たりに注 目してい ると，

ペ テ ロが 言 った，『金銀 はわ た しに は

無 い。 しか し， わた しにある ものをあ げ

よう。 ナザ レ人 イエス ・キ リス トの 名 に

よって歩 きなさい。』

こう言 って彼 の右 手 を取 って起 してや

ると， 足 と， くるぶ しとが ，立 ちどころ

に強 くなって，

踊 りあがって立 ち，歩 き出した。 そ し

て，歩 き回 った り踊 った りして神 をさん

び しなが ら，彼 らと共 に宮 にはいって行

った。」（使 徒 ３：２－８）

さて注 意 していた だきたいのは，ペ テ

ロがこの男の右 手 を取 って，起 こしてや

ったことです。

ペ テロは この足 の利 か ない男 を起 こす

ために身 をか がめ なければ ならなかった

のです 。 わた したち も同 じように身をか

がめなけれ ばな りませ ん。

親 愛 な る兄 弟 の皆 さん ，神 が 皆 さん

を，老 い も若 きも，祝 福 して くだ さい ま

す ように。 信 仰 を持 ち続 け て くだ さい。
み わ さ

愛 に よって御業 を行 って ください。主 の

道 に従 って ，家 族 を養 って くだ さい 。

「神 に頼 って生 きるように しなさい 。」（ア

ルマ ３７：４７）
み な

イエス ・キリス トの御名 によ りお祈 りい

た します 。アーメン。

日差 しを受けた カンフ ァレンスセ ンター

のロビー。



●日曜午前の部会

２００１年 １０月７日

今がその時である
第 一副 管長

トーマス ・Ｓ・モ ンソン

假 後の裁 ぎの場 で，大ぎ存後侮，や０残したことがなωように……．生ぎτωぎ

ましょう。ノ

Ａ 朝・こうして皆さんの前に立
つ と， わた しの心 に， 日曜学

フ 校 であの美 しい賛美 歌 を歌 っ

た若い 日々が よみが えります。

「楽 し安息 の 日

世の業休 む

楽 しきこの朝

よき祈 クの ヨ」１

この 安 息 日に皆 さんに お話 しす るに

当た り， 皆 さんの信 仰 と祈 りが ともにあ

るように祈 っています 。

わ た し た ち は皆 ， あ の 運 命 の 日 ，

２００１年 ９月 １１日に起 こった惨 事 によっ

て ， 大 変 な衝 撃 を受 け ま した 。 突 然 ，

何 の前 触 れ もな く，壊 滅 的 な破 壊 に よ

ってあ まりにも多 くの男 女 ，そ して子 ど

もの 命 が奪 われ ました。 楽 しい将 来 の

計 画 は消 え失 せ ，代 わ りに残 され たの

は ，傷 つ い た心 か らわ き上 が る悲 しみ

の涙 と悲痛 な叫 びで した。

この ３週 間 半 の 間 ， その 日の惨 事 に

よって 直接 的 に， あ るい は間接 的 に影

響 を受 けた人々か ら，数 え切 れ ないほど

の便 りが届 きました。 会員 で あるレベ ッ

カ ・シンダーの言 葉 を皆 さん にご紹 介 し

たい と思 います 。彼 女 は９月 １１日火 曜

日の 朝 ， ソル トレー ク・シテ ィー か らダ

ラスに 向か う飛 行 機 に乗 って い ました。

悲 劇 が起 こった とき， すべ ての フライ ト
ま ひ

が 麻 痺 したた め， 彼 女 の飛 行 機 もテキ

サ ス州 アマ リロに着 陸 しました。 シンダ

ー姉 妹 は次 の よ うにつ づ っ てい ます 。

「わた したちは皆 飛 行機 を降 りて空港 の

テレビを見 つけ ると， 状 況 を伝 える報 道

を見 ようとその 周 囲 に集 まりました。 乗

客 た ちは 自分 が無 事 に地 上 に降 りた こ

とを， 愛す る人 々に電 話で伝 えようと列

を成 して いま した。 このフライ トに 同乗

し，伝 道 地 に 向か う途 上 にあ った １２人

前 後の宣 教 師 たちの ことをわた しは決 し

て忘 れ ないで しょう。彼 らは電話 をした

後 ， 空港 の 隅で輪 になってひ ざ まず き，

祈 りをささげて い ました。 す ぐに祈 りが

必 要 だ と感 じた心 優 しい若 い彼 らの姿

を， その まま両 親 に見せ られた らどんな

に喜 ばれ るだ ろうと思 いました。」

兄弟 姉 妹 の皆 さん， 死 はす べ ての 人

にいつ か訪 れ るものです。 よろめ く老 人

にも訪 れ ます 。 人 生 の旅 路 の 半 分 も歩

ん でい ない 人 に来 世へ の 召 喚状 が 届 く

こともあれば ，幼 い子 どもの笑 い声 が失

わ れ て しま うこ とも少 な くあ りませ ん 。

死 は，だれ も逃 れた り，否 定 した りす る

ことの できない事 実なのです 。
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死 は，しば しば侵 入 者 として訪 れ ます。

人 生 の祝 宴 の さ な か に突 然 姿 を現 し，

その光 と快 活 さを消 し去 って い きます 。

死 はわた した ちの 愛す る者の うえにその

重 い手 を乗 せ ，わた したちは時 折，当惑

と疑 問の渦 中 に取 り残 され ます 。ひ どい

苦痛 や病 気 とい った特 別 な状 況 にある人
あわ

には，死 は，憐 れ みの天使 として訪 れ ま

すが ， ほとん どの場 合 ，わた したちは死

を人 の幸福 の敵 と考 えます。
くらやみ

回復 され た真 理 の 光 は， 死 の 暗 闇 を

追 いや ります 。主 は言 わ れ ました 。 「わ

たしはよみ が えりであ り，命 で ある。 わ

た しを信 じる者 は，た とい死 んで も生 き

る。 また，生 きていて， わた しを信 じる

者 は，いつ まで も死 なない。」２

墓 を超 えた命 とい うこの確 信 ，そ うで

す ， この神 聖 な確 証 こそ ， 救 い主 が 約

束 され た平 安 を与 えて くれ るもの です 。

主 は弟 子 たちに約 束 され ました。 「わた

しは平 安 をあなたがた に残 して行 く。 わ

た しの平 安 をあ なたが たに与 える。 わた

しが 与 えるのは， 世が 与 えるようなもの
ら

とは異 な る。 あ なたが た は心 を騒 が せ

るな， またお じけ るな。」３

カル バ リの 暗 闇 と恐 怖 の 中 に，小 羊

の声 が 響 きました 。 「父 よ， わた しの 霊

をみ手 にゆだ ねます。」４する と， もはや

暗 闇は消 えうせ ました。 主 は御父 のみ も

とに帰 られ たのです 。主 は神 のみ もとか

ら来 られ ，神 のみ もとに帰 って行か れ ま

した。 同 じように， この地 上 にお ける巡

礼 の旅 を神 とともに歩む 人 々も祝 福 され

た経験 を通 して，神 を頼 る子 どもたちを

神 はお見 捨 て にな らない と知 るの です 。

死 の夜 にあ って ，主 の存 在 は「光 よ りも

よく照 らし， 知 った道 よりも安 全 」なの

ですＱ５

サ ウロは ダマス コへ 行 く途 中， よみ が

え られ栄 光 に満 ちたキ リス トにまみ えま

した。 後 に ， パ ウロ と改 名 した彼 は ，

真 理 の 擁 護 者 ， また主 の 業 に働 く勇 敢
あかし

な宣 教 師 として ， 復 活 され た 主 を証 し

ました。 コリントの聖 徒 た ちに向か って

パ ウロはこう宣 言 しました。「キ リス トが ，

聖 書 に書 いてある とお り， わた した ちの

罪 のために死 〔に〕… …

葬 られ… … 聖 書 に書 いて ある とお り，

３日目によみが え〔られ〕… …



ケパ仁 現れ ，次 に，１２人に現 れ …

そ のの ち，５００人 以上 の 兄弟 た ちに，

同時 に現 れ ・・

そ の の ち， ヤ コブに現 れ ， 次 に ，す

べ て の使 徒 たちに現 れ ，

そ して 最 後 に ， ・・ わた しに も，現

れ 〔られ〕たので ある。」６

この神 権 時 代 に， これ と同様 の 証 が

預言 者 ジ ョセブ・ス ミスに よって雄 々しく

語 られ ま した。 彼 はシ ドニ ー ・リグ ドン

とともにこう証 してい ます 。

「そ して今 ，小 羊 につ いて なされ て き

た 多 くの 証 の後 ， わた した ちが 最 後 に

小 羊 につ い て なす 証 は これ で あ る。 す

なわ ち，『小 羊 は生 きてお られる。』

わた したちは まことに神 の右 に小 羊 を

見 たか らであ る。 また，わ たした ちは証

す る声 を聞 い た。 す なわ ち，「彼 は御 父

の独 り子 であ り，

彼 に よって，彼 を通 じて，彼 か ら， も

ろもろの世 界 が 現 在 創 造 され ， また過

去 に創 造 され た。 そ して ， それ らに住

む者 は神 の もとに生 まれ た息 子 や娘 とな

る』と。」７

これ こそ， わた したちを支 える知識 で

す 。 わ た した ち を慰 め る真 理 です 。 そ

して悲 しみに打 ちひしが れた 人を影か ら

光 へ と導 き出 す確 信 なので す 。 そ れ は

すべ ての人 か受 け られ るものです 。

命は何 とはかな く，死 は何 と確 か なも

のなので しょう。 わた したち は自分 がい

つ この世 を去 る ように求 め られ るか分 か

りませ ん。 だか らこそ， わた しはこう尋
き ょ フ

ねたい と思 い ます 。 「わた した ちは今 日

をど のように過 ご してい ます か 」と。 も

し明 日のためだ けに生 きるな ら，今 日と

い う日はす べ て ，無 為 に過 ご した昨 日

と化 して しまうことで しょう。 「自分 の人

生 を見 直 そ うと考 えて はい るが ，最 初の

一歩 を踏 み 出 す の は明 日に しよう」と
，

ず っと言 い 続 けて はい ない で しょうか 。

その ような考 え では ， 明 日は永 遠 に訪

れ ませ ん。 そ のた め に今 日何 か を行 わ

ないか ぎ り， その ような明 日が来 ること

はないで しょう。歌 い慣 れ た賛美 歌 はこ

のように教 えてい ます。

「なすべ き業 ここにあ り

その蒔 ぱ今あ リ

ゾいつか な すノと言 いて雌 を

週 ご さす， 今 θなせ」８

自分 自 身 に次 の ように問 いか け てみ

ましょう。 「わた しは，今 日何 か 善 いこ

とを した だろ うか。」「助 けを必 要 として

いる人 に手 を差 し伸べ ただ ろうか。」そ の

ような問 いかけは， 幸福 を得 るための原

則で あ り， だれか に感 謝 の心 をもた らす

とい う満 足 感 と内 なる平安 を得 るための
しょほ ノせん

処方 箋です 。

自 らをささげる機 会 は確 か に無限 にあ

ります か ，す ぐに失 われて しまうもので

もあ ります。 わた したちには， 喜 ばせる

べ き心 ，伝 えるべ き思 い や りの言 葉 ，

与 えるべ き贈 り物 ， なすべ き行 い，そ し

て救 うべ き人 々が存 在 します。
はリカら

「あなたが たが 同 胞 のため に務 めるの

は， とりもなお さず ， あなたがたの神 の

ために務 めるの である」９とい うことを心

に留 めてお くな らば ， ティケ ンズの不 朽

の名 作 『クリスマ ス ・カロル』の 中で エブ

ネセ ル ・ス クルージ に 自分 が 失った機 会

を悲 しげに語 りか けた シェイコブ ・マー

リーの幽 霊の ように，つ らい立場 に身 を

置 かな くて済 む ことで しょう。マ ーリー

は この ように言 い ました。 「いや しくも，

そ れ ぞ れ の 置 か れ た 小 さな範 囲 中 で，

い かなる ことの ためで あろうと，熱 心 に

力 を尽 しているキ リス ト教 的精 神 の持 主

で あるな らは， さまざまの 有益 な ことを

す るため には人 間の生命 は余 りにも短か

過 ぎる と思 う筈 だ とい うことを知 らない

の か。 また ， 一 人の 人 間が 失 った機 会

はいか ほ ど後悔 して も取 り返 しはつかぬ

とい うこ とを知 らず にい るのだ。 だ が，

私 もそ うだった のだ 。お お ！ 私 もそ う

だ ったの だ Ｕ

マー リーは さらに次 の ように言 って い

ます 。 「なぜ わ たしは気 の毒 な人 たちを

か まわず に通 り過 ぎたのだ ろう ？ 東の

国の博 士 たち をみす ぼ らしいあ は らやへ

導 いて行 ったあのあ りが たい星 をなぜ見

上 けなか ったの だろう。そ の星に導か れ
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て訪 ねてやるべ き貧 しい家 もあ った ろう

に。」１。

皆 さん も御 存 じの ように， エ ブ ネゼ

ル ・ス クルー ジは幸 い にも後 に良 い変 化

を遂 げ ました。 わた しはス クルー ジのこ

の言葉 が好 きです 。 「わた しは今 まで の

わたしとは違い ます。」

『クリスマ ス ・カ ロル』の話 は ど うして

これ ほ どまで 愛 され て い るの で しょう
こんにち

か。 どうして今 日で もい きい きとした作

品 なので しょうか 。わた しはこの作 品 が，

神 より霊感 を受 けて書か れた ものであ る

と思 ってい ます。 人の 特 質 の うち， 最

良 のものが 引 き出 され ています 。 そして

希 望 を与 えて くれ ます。 そ して変 わろ う

という意欲 を与 えて くれ ます 。わ た した

ちは，足 を引 っ張 ろうとす る道 か ら離 れ，

心 の 中 で歌 い なが ら，星 に従 い， 光 に

向か って歩 む ことが で きるのです。 そ し

て歩 み を速 め， 勇気 を増 し，真 理 の 光

を浴 びることが で きるので す。 あ るい は

子 ど もたちの笑 い声 をもっとは っきりと

聞 くこ ともで きます 。 さらに嘆 き悲 しむ

人 の涙 をぬ ぐうこともで きるのです 。そ

して死 を迎 え る人 に，永 遠 の命 の約 束

を分 か ち合 って慰 め ることもで きます 。

もしわた した ちが 垂 れ てい る手 を上 げ ，

苦 しむ人 に平 安 をもた らし，主 がな さっ

たように与 えるならば， わた した ちは模

範に よって， 迷 える者 の道案 内 になるこ

とがで きるのです 。

命 ははか なく， 死 は避 け られ ないもの

なの で ，一 日一 日を精 いっぱ い 生 きな

くてはなりませ ん。

わた したちはせ っか くの機 会 を台 な し

にして しまうこ とが よくあ ります 。 少 し

前 の ことです が ， わた しはル イス ・デ ィ

ッキ ンソン・リッチの心 温 まる小 説 を読

み ました。 そ の作 品 には， この 真 理 が

はっ きりと描 かれ てい ます 。 このように

書 かれ ていました。

「わた しの祖 母 には ウィル コ ックス夫

人 とい う宿 敵 が いました 。祖 母 とウィル

コックス夫人 は， 隣同士 の家 に嫁 ぎまし

た。 二 人 の家 は， 彼 女 たちが そ れか ら

一生 住 むであろ う小 さな町の大 通 りに面

してい ま した 。 二 人 の間 の争 いが 何 に

よって引 き起 こされたの か， わた しには

分 か りませ ん し， それ か ら３０数年 を経

て， わた しが 生 まれた ころの年代 になる

と， 彼 女 たち 自身で さえ も， 何 が 発 端

だったか覚 えていなかったことで しょう。

二人 の争 い はち ょっ としたい さかい など

とい う生ぬ るい もので はあ りませ んで し

た。 まさに戦争 その もので した。… …

町中 ，影響 を受 けない ものなどあ りま

せ ん。独 立 戦 争， 南 北戦 争 ，米 西 戦争

を くぐり抜 けて きた築 ３００年 の 教 会 も，

祖 母 とウ ィル コックス 夫 人 に よる 『婦 人

会 会長 職争 奪 戦』．のため，崩 壊寸 前 とな

りました。その ときは祖 母 に軍 配が上 が

りま したが ， 無 意 味 な勝 利 で した。 ウ

ィルコックス夫 人 は会長 の座 を逃 したた

め，憤 慨 して会 を脱退 してしまいました。

敵 を屈 服 させ られ ない の であ れ ば ， そ

の座 に着 くことに一 体 何 の 楽 しみ が あ

るで し ょうか。 そ して今 度 は ウィル コッ

クス夫人 が 『公 共 図書 館 の 戦い 』で 白星

を上 げ ました。 夫人 は， わた しの フィリ

ー おば さんで はなく， 自分 の めいのジ ャ

ー トルー ドを司書 に任 命 す るこ とが で き

たのです 。 ジャー トルー ドが 着任 したそ

の 日か ら，祖 母 は図 書 館 の本 を読 まな

くな りま した。 突然 ，図 書館 の本 を『汚

らしい 』と言 うように なった ので す 。 そ

して『高校 の戦 い』で は両 者 引 き分 け と

な りました。 ウィル コックス夫 人 は校 長

を解 雇 しようと奮 闘 し， 祖 母 は校 長 に

終 身在 職権 を与 え ようと手 を尽 くしてい

ま したが ， 校 長 は決 着 が 着 く前 に，転

職 してしまい ました。

子 どもの とき祖 母 を訪 ね る楽 しみの一
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つ は， ウィル コックス 夫人 の孫 た ちに こ

っけ いな顔 を して，か らかうことで した。

忘 れ もしないあ の 日，わた した ちはウィ
たる

ル コックス家 の雨 水 用 の樽 に蛇 を入 れ

たの です 。 祖 母 は 口 で は反対 してい ま

したが ， 内心 は暗 黙 の 同意 をしてい る

ことが分 か りました。

まさか わた したちだけが そん なことを

して いたなんて 思わ ない で くだ さい。 ウ

ィル コックス夫 人 にも孫 が いたのです か

ら。祖 母 もまた ，いたず らの対 象 にされ

て い ました。 洗 濯 日和 の 日は ， 決 まっ

てなぜ か 洗 濯用 ロープ が切 れて ，落 ち

た洗 濯 物 が 泥 まみれ にな ってい るので

す 。

もしボス トン新 聞 に家 庭欄 が なかった

の なら，祖 母 は こん なにも長 く続 いた も

め事 に耐 えられ たか どうか， わた しには

分 か りませ ん。 この 家 庭欄 は名 案 で し

た 。 よくある料 理 の アイデ アや掃 除のア

ドバ イスだけで はな く，読 者の ための手

紙 コー ナーが 掲載 されてい ました。 問題

が あ った り， ただ愚 痴 をこぼ した りした
も

けれ ば ，『アー ビュ タス』とい ったすて き

な名 前 で 新 聞 社 に手 紙 を書 くの で す 。

祖 母 はその名 前 をペ ンネー ムに使 ってい

ました。そ うすれ ば ，似 たような問題 を

持 った ほか の女性 が 『匿名希 望 』や 『クサ

ンテ ィッペ』などの名 前 を使 って投 書 し，

自分 はその ような場 合 にはど うしたか 教

えて くれ るので す 。 問 題 が 解 決 してか

らも， 女性 たち はそ の後 何 年 問 も新 聞

のコラム上 に，子 どもの こと，保 存食 作

りの こと，新 調 した ダイニ ングセ ッ トの

ことな どを書いて ，文通 を続 け るのです。

祖 母 もそ うして い ました。 祖 母 と『か も

め』とい うペ ンネームの女 性 は， ２５年以

上文 通 を続 けました。 『か もめ』さん は祖

母の親 友 で した。

わた しが １６歳 ぐらいの とき，ウィル コ

ックス夫 人が 亡 くな りました。 小 さな町

で は， どん なに隣の家 族 を嫌 ってい よう

と， 遺族 のた め に どんな手 伝 いが で き

るか 見 に行 って あげ ることが ， しきた り

になってい ました。何 でも手 伝 うと言 っ

たのが本 気 であることを示 す ために，祖

母 はエ プロンを着 けて，芝 生 を越 えてウ

ィル コックス家 へ 出向 きました。 ウィル

コックス家 の娘 たちは祖 母 に，す でにち



り一つ ない 応接 間 を， 葬 儀 に備 えて掃

除す るようお願 い しました。応接 間の テ

ーブル の上 に
，大 きなスクラップ ブ ック

が あ りま した 。 ス クラ ップ ブ ック には，

祖 母 か ら「か もめ 』さんあ て の， そ して

『か もめ 』さんか ら祖 母 あ て の 手 紙 が ，

きれ いには られていたの です。 二人 とも

知 らなか った とはいえ，祖 母 の最大 の敵

が ， 実 は 親 友 だ ったの です 。 わ た しは

その とき初 め て祖 母 が 泣 くの を見 まし

た。その 当時 はどうして泣い ていたのか，

はっきり分 か りませ んで したが ，今 振 り

返 る と分 か ります。 もう決 して取 り戻 す

ことので きない，無 駄 に費 や された年 月

を思 って泣いてい たのです。」

兄弟 姉 妹 の皆 さん， 決心 して， 今 日

か ら愛 で心 を満 た しましょう。孤 独 な人，

気 落 ち してい る人 ， 様 々 な理 由 で苦 し

んでい る人 に手 を差 し伸 べ るために ，２

マ イル行 きましょう。 「悲 しむ人 を励 ま

し， だれか を喜 ばせ 」” ましょう。 最 後

の裁 きの場 で， 大 きな後悔 ，や り残 した

ことが ないように， そ して使 徒 パ ウロと

ともに 「わ た しは戦 い を りっぱに戦 い ぬ

き，走 るべ き行程 を走 りつ くし， 信仰 を

守 りとお した」’２と言 えるように生 きてい
み な

き ま しょう。 イヱ ス ・キ リス トの 御 名 に よ

り， ア ー メ ン。

注

］．ロバー ト・Ｂ・ベ ア ー ド「楽 し安 息 の 日」
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７，教 義と聖約 ７６：２２－２４

８，ウ ィル ・Ｌ・トン プソ ン 「今 日わ れ善 き こ

とせ しか 」『賛 美歌 』１３７番

９，モー サヤ ２：１７
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モルモン書

イエス・キリストについての

もう
侃
τ
⊥

あ
二
二
口のつ

十＝使徒定員会会長代理

ボイド・Ｋ・パツカー

ｒモルモン書 一 イエス ・キリス トにつωτのち う一つの証にば，この置の飢
いや

．えた霊 を癒 し，養 うカがあ ０ます 。ノ

Ａ わたしが手にしているのは・
モルモ ン書 の初版 です 。 これ

フ は １８３０年 にニュー ヨーク州パ

ルマ イ ラ村 の Ｅ・Ｂ・グラ ンデ ィン社 で ，

手 動 印刷機 を使 って 印刷 され ました。

１８２９年 ６月 ， 当時 ２３歳 のジ ョセブ ・ス

ミスは地 元 農場 主 の マー ティン・ハ リス

と一 緒 に ２３歳 の グ ランデ ィン氏 を訪 問

しました。 グ ランデ ィン氏 は その ３か月

前 に本 を出版す る意 志が あることを宣 伝

して い ました 。 ジ ョセ ブ・ス ミスは手 書

きの 原稿 を数枚 渡 しました。

この書 物 の 内 容 が 明 るみ に 出 るよう

運 命 づ けられ ているのだ とした ら， この

書 物 のいわれ も間違 い なく明 るみに出 る

こ とで し ょう。 想 像 してみ て くだ さい。

天使 が １０代 の少 年 を森 に導 き，そ こで

彼 は埋 められ た石 の箱 と１組め金 版 を発

見 したので す。

金 版 に書 かれ た記録 はウリムとトンミ

ムを使 って翻 訳 され ました。 ウリムとト

ンミムは旧約 聖書 １に何 度 も出 て きてお

り，ヘ ブライの学 者 たちによって，「啓 示

が与 えられ ，真 理 が宣 言 される」２道具

であ ると説明 され ています 。

モル モ ン書 の 印刷 が 完 成 す る前 ，何

ペ ー ジかが 盗 まれ ， 地 元 の新 聞にあ ざ

けりの言葉 と一緒 に載せ られ た ことが あ

ります 。反 感 を駆 り立て られた暴 徒 は預

言 者 ジ ョセブ ・ス ミス を殺 し，預 言 者 を

信 じた 人々を荒 れ野 へ追 いや りました。

この ような思 い も寄 らない始 まりか ら
こんにち

今 日に至 るまで に， １億 ８９３万 ６，９２２部

のモ ルモン書 一 イエス ・キ リス トにつ い

ての もう一 つの証 が 印刷 され ました。６２

の言 語 で 出版 され てお り， その 他 の ３７

の言 語 で 抜 粋 版 が あ り， さらに別 の ２２

の言 語で 翻訳 中です。

今 で は，６万 人 の専 任 宣教 師 が １６２の

国で 自費で伝 道 し，人 生の うち２年 をさ

さげて モルモ ン書 が真 実で あることを証

してい ます。

何 世 代 に もわ た って， モル モ ン書 は

読む 人 に霊 感 を与 えて きました。ハーバ

ー ト・シュライター は ドイツ語訳 のモ ルモ

ン書 を読み ました。 それ にはこう書か れ

てい ました。

「また ， この 記 録 を受 け るとき， これ
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が 真 実か どうか キ リス トの名 によって永

遠 の父 なる神 に 問うように， あなたが た

に勧 めたい。 もしキリス トを信 じなが ら，

誠 心 誠 意 問 うな らば ，神 はこれ が 真 実

であることを，聖 霊 の力 によって あなた

が たに明 らかに して くださる。

そ して聖霊 の力 に よって，あなたがた

はすべてのことの真理 を知るであろう。」３

ハ ーバ ー ト・シュライター はこの約 束

を試 して ，末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 に入 りました。

１９４６年 ， 戦争 の捕 虜 か ら解 放 され た

ハ ーバ ー トは， ドイツの ライプツ ィヒに

い る奥 さん と３人 のか わいい娘 さん のと

ころに帰 りました。そ の後 問 もな く，彼

は ドイツのベ ル ンブル クへ 宣教 師 として

出発 しました。 同僚 もなく，独 りぼ っち

のハ ーバ ー トは， 空 腹 で 凍 え なが ら部

屋で腰 を下 ろし， どのように伝 道 を始め

た らよいか思 いを巡 らせ てい ました。

彼 は戦 争 で打 ちのめ され た人 々に何

を与 えることがで きるか につ い て考 えま

した。彼 は「死 後 の生活 はあるのだ ろう

か」と丁 寧 に書 い たは り紙 を作 り，壁 に

は りました。

ほぼ同 じころ， ポーラン ドの小 さな村

か らある家 族が ベル ンブ ルクにや って来

ました。

マ ンフ レッ ド・シ ュ ッツェ は ４歳 で し

た。 父 親 はす で に戦 死 して い ました 。

母 親 は， 彼 の祖 父 母 と，母 と同様 夫 に

先 立 た れ た彼 のお ば と， そ してお ば の

二 人 の幼 い娘 とともに ， たった ３０分 の

猶 予 しか与 え られず 村 か ら強 制 退 去 さ

せ られ ました。持 てるだ けの もの を持 っ

て彼 らは西 へ 向か いました。 マ ンフレッ

ドと母親 は小 さな荷車 を引 いた り後 ろか

ら押 したりしました。時 々，病 弱 な祖 父

が荷 車 に乗 りました。一 人 のポー ランド

人 将 校 が 哀 れ な幼 いマ ンフ レッ ドを見

て，泣 き始 めました。

国境 で は兵士 たちが荷 物 を乱 雑 にあ

さって奪 った り，寝 具を川 に投 げ込 んだ

りしました。 それ か らマ ンフレッ ドと母

親 は家族 と引 き離 され て しまい ました。

母親 は家 族が ベ ル ンブ ル クへ 行 っ たの

ではないか と思 い ました。その 町は祖 母

が生 まれ た所 なので ， きっと親類 の とこ

ろに身を寄せ ているので はない かと思 っ

一 ．．

たのです 。何 週 間 も信 じられ ないような

苦 しみ をなめ た後 ， 母 親 と息 子 はベ ル

ンブル クに到 着 し，家 族 を見 つけ ました。

７人が一 つの小 さい部屋 で一緒 に暮 ら

しました。 しか し，彼 らの困難 は終 わ り

ませ んで した 。二 人 の小 さな娘 を残 し，

おばが亡 くなったのです。 悲 しみ に暮 れ

る祖 母 は牧 師 を呼 び求 めて尋 ねました。

「再 び家 族 に会えるので しょうか。」

牧 師 は答 えま した。 「復 活 というよう

なもの はあ りませ ん。死 ん で しまった人

は，死 んで しまったのです 。」

遺族 は埋 葬 の ため に遺体 を紙 の袋 に

包 みました。

墓 地 か ら戻 る途 中 ， 祖 父 はほ かの多

くの人 々の ように 自殺 しようと言 い 出 し

ました 。ち ょうどその ときです。 彼 らは

シュライター長 老が 建物 にはってお いた

は り紙 を見 たので す。 「死 後 の生 活 はあ

るのだ ろうか 。」そ こには， 末 日聖徒 イエ

ス ・キリス ト教会 へ の招 待 の言 葉 が あ り

ました。 集 会 に 出席 した彼 らは， モ ル

モ ン書 イエ ス ・キ リス トにつ いて の

もう一つ の証 につい て学 び ました。

そ の書 物 は以 下 の 事柄 を説 明 してい

ます 。

● この世の 人生の 目的 と死 の意味 ，４

●死 後の生 活 が確 かにあること，５

●霊 が 肉体 を離 れるとどうなるか，・

●復 活 に関する説 明，７
ゆる

● どの ように して罪 の赦 しを得 ， また

赦 され た状態 を維 持 で きるか，８
あわ

● 正 義 または憐 れみは どの ような影響

を及 ぼすか ，９

● 何 のために祈 るのか ，１。

● 神権 ，”

● 聖約 と儀 式 ，’２

● 天使 の役 割 と務 め，’３

● 個 人 的 な啓 示 を与 える静か な細 い

声 ，’４

● そ して， 中 で も顕 著 なの が ， イエ

ス ・キ リス トの使 命 ，’５

● そ して， イエ ス ・キリス トの 完全 な

福 音 に含 まれ るそ の他 の多 くの貴 い教

え。

彼 らは教 会 に入 りました。程 な くその

生 活 は変 わ りました。 祖 父はパ ン屋 の仕

事 に就 き，家 族 にパ ンを与 えることがで

きるようにな りました 。 そ して， か つて
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７２

「命 のパ ン」１６を与 えて くれ たシュライタ

ー長 老 に も分 か ち与 えることが で きまし

た。

それ か ら，合 衆 国の教 会 か ら援 助 が

届 きま した。 マ ンフレッ ドは ビー ハイブ

（訳 注 「蜂 の巣 」の 意で 勤 勉 の象 徴 。

ユ タ州 の異 名 の一 つで もある）の絵 がつ

いた小 さな袋で届 け られ る穀 物 やカリフ

ォルニ ア産 の桃 を食 べ て成 長 しました。

彼 は教 会 の福祉 物 資 の衣 類 を身 に着 け

ました。

わ た しは空 軍 の 兵 役 か ら解 か れ る と

す ぐにユ タ州ケ イズ ビルにある福 祉 工場

へ 行 き， ヨーロッパの食 糧 のない人 々へ

送 る小 麦 の袋 詰 め作 業 を手伝 い ました。

わた しは 自分 が 詰 めた小 麦 が 入 った袋

が 一 つで もマ ンフレッド・シュッツェと彼

の 母親 の ところに届 い たと考 えたい と思

い ます 。 で なけれ ば ， 同 様 の助 け を必

要 とした人 々の ところに届 いた ことで し

ょう。
き ょう

ディーター ・ウークトドルフ長老 は今 口，

七 十 人の 一人 として わた した ちとともに
る

壇 上 に座 って います が ， 今 で もあの小

麦 の香 りと幼 い少 年の ときに手 に持 った

小 麦 の感 触 を覚 え てい るそ うで す 。恐

らく， わ た しが 詰 め た袋 の 一 つが 長 老

の家 族の もとに届 いたことで しょう。

わた しは １０歳 くらいの とき， 初め てモ

ルモ ン書 を読む ことを試 み ました。 最初

の部 分 は新 約 聖 書 で使 われ てい る よう

な易 しい言 葉 で 書 か れ てい ま した。 そ 昌

の後 ， 旧 約聖 書 の預 言 者 イザ ヤが 書い

た文 章 が 出 て きま した。 わ た しは理 解

す ることが で きず ，読 む のは難 しい と分 ．

か りました。そ れで読 むのをやめ ました。

何 度 かモ ルモ ン書を読 むことを試 み ま

した。 初 め て通 読 したの は，仲 間の 爆

撃 機 乗 組 員 た ち とともに軍 隊 輸 送 船 で

太 平 洋 上 の戦 地 へ 向か う途 中 の ことで

した。 モ ルモ ン書 を読 ん で ，真 実 か ど

うか 自分で 知ろ うと決心 しました。 注 意

深 く読 み， 読み 返 しました。 書 いてある

約 束 を試 しま した。 人生 を変 え る出 来

事 で した。 そ れ 以 来 ，モ ル モ ン書 を読

むの をやめ たことはあ りませ ん。

多 くの若 人はわた しよ りも優 秀 です。

あ る伝 道 部 長 の １５歳 にな る息 子 は ，

教 会 員 が ほ とん どい ない 高校 に通 って



１

い まじた 。

ある 日，授 業 中 に正 誤 判定 問題 が 出

題 され ました。 マ シュー は １５番 の 問 い

以外 は正 しく答 える 自信 があ りました。

１５番が 次 のような問題 だったか らで す。

「モ ルモ ンの預 言 者 と言 われ てい るジ ョ

セ ブ・ス ミスはモ ルモ ン書 を書 いた。 正

しい／誤 まり」

彼 は どち らの 答 え も選 べ ませ ん で し

た。 そ こで ，利 ロな １０代 の少 年 マ シュ

ーは 問題 を書 き換 えました
。 「と言 われ

てい る」とい う部分 に ×印 を書 き，「書 い

た」とい うところを 「翻 訳 した」に書 き直

したので す。 す ると問題 は こうな りま し

た。 「モルモ ンの預 言者 ジョセブ・ス ミス

はモルモ ン書 を翻訳 した。」彼 は「正 しい」

と解 答 して提 出 しました。

次 の 日， 先 生 は厳 しい調 子 で ， なぜ

問 題 を変 えたのか と尋 ねました。 マ シュ

ー は にっこ りして言 い ま した
。 「シ ョセ

ブ・ス ミスはモ ルモ ン書 を書 ωた の では

な く， 翻 訳 した か らで す 。 また， 彼 は

預 言 者 と言 わ れ τωた の では な く，預

言者 だ った か らです。」

それか ら，マ シュー はなぜ その ような

ことを知 っているのか クラスのみ んなに

話す よう求 め られました。１７

イギ リスで， 妻 とわ たしは ドロ シー ・

ジ ェームズ と知 り合 い にな りました 。 ド

ロシーはウ ィンチ ェス ター大 聖 堂の境 内

に住 む牧 師だ っ た夫 に先 立 た れて い ま

した 。彼 女 は何 年 もの 聞失 わ れて い た

家 族 の聖書 を取 り出 して見 せて くれ まし

た。

何 年 も前 ， 家 族 の一 人 が 財 産 を売 り

ました。 新 しい持 ち主 はそ の聖 書 が ２０

年 以上 も開かれ ないままで小 さい机 の中

にあったのを見つ け ました。 そ こにはボ

ーモ ン ト・ジェー ムズ とい う名 の子 どもが

書 いた幾つ かの手 紙 もあ りました。持 ち

主 はジェー ムズ家 族 を見 つけ， 長 く失 わ

れ ていた家族 の聖 書 を返 すことかで きま

した。

タイ トルペ ージにあ る，次 の ような書

き込 み を妻 が読 み ました。 「この聖 書 は

１６８３年の トーマス ・ジェー ムズ の時 代 か

ら我 が家 に伝 えられ て きた。 この トーマ

ス ・ジェー ムズ はオ ノクスフォー ドにある

ボ ドレイア ン図書 館 の初代 図書館 員 で ，

１６２９年 ８月 ，ニ ューカレソジチ ャペ ルに

埋 葬 され た トーマ ス ・ジェーム ズの直 系

子 孫 であ る。 〔署 名 〕Ｃ・Ｔ・Ｃ・ジェー ム

ズ， １８８０年 」

余 白や メモ のペ ー ジは 英 語 ， ラテ ン

語 ， ギ リシャ語 ， ヘ ブ ライ語 で書 か れ

たメモ で び っ しりと埋 まって い ました。

特 に 一 つの 書 き込み が 彼 女 の心 を打 ち

ました。 タイ トルペ ーシの下 の方 か ら彼

女が 読 んだ言 葉 は こうで した。 「聖 書か

ら最 高 の 感 銘 を受 け ると，読 者 はそれ

を心 に深 く刻み 込む。」

それか らコ リン トか らの引用 が あ りま

した。 「わた したちの推 薦状 は， あなた

がた なの である。それ は， わた したちの

心 にしるされ ていて， すべ ての人に知 ら

れ ， かつ 読 まれ て い る。 そ して ， あな

たが た は 自分 自身 か ， わ た した ちか ら

送 られた キリス トの手 紙 であって，塁 に

よらす生 ける神 の霊 に よって書 かれ，石

の板 にで はなく人の心 の板 に書 かれた も

ので ある ことを， は っきりとあ らわして

いる。 ２コリント３ ２－３」１δ

わた しのモルモ ン書 の余 白にもた くさ

んの書 き込み が あ り， 大 量 に下 線 が引

か れて います 。 ヒンクレー大 管長 ととも

にフロリダ州へ 行 ったことが 一度 あ りま

す 。 大 管 長 は説 教 壇 か ら振 り返 り，聖

典 を１冊 貸 して くだ さい と言 い ました。

わ た しは 自分 の聖 典 を渡 しました。 大

管 長 は ２， ３秒 ， パ ラパ ラとめ くってい

ましたが ，振 り返 って わたしに聖 典 を戻

しなが らこ う言 い ました 。 「どこもか し

こもこんなに塗 りつぶ され ては，読 めた

もん じゃあ りませ んよ。」

アモ スは預 言 しました 。 「ききん をこ

の 国に送 る日が 来 る， それはパ ンの きき

んで はない，水 にか わくの で もない ，主

の

テンプルスクウェアて奉仕する宣教師たち。訪問者にあいさつ し 多くの言語て福音を宣へ伝えている。
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の言 葉 を聞 くことのききんである。」’９

幼 いマ ンフ レッド・シュッッェやデ ィー

ター ・ウーク トドルフが住 んだ世 界 よりも

はるか に危 険 な世界 にあって，モ ルモ ン

書 一 イエス ・キ リス トにつ いての もう一
いや

つ の証 には， この世 の飢 えた霊 を癒 し，

養 う力が あ ります 。

マ ンフ レソ ド・シュ ノツェは今 で は七

十 人第 三 定 員 会 の会 員 で あ り， ヨー ロ

ノパ 東 部 の セ ミナ リー を管 理 して い ま

す。 母親 は現 在 ８８歳 で すが ，今 で もフ

ライベル クの神殿 に参 入 して います。 ハ

ーバ ー ト・シュライター がか つ て副 神 殿

長 を務め た神殿 です。

ウル グアイ 出身 の新 しい七 十 人 ， ウ

ォル ター ・Ｆ・ゴ ンサ レス長 老 と一 緒 に，

わた しはユ タ州モ ロナ イで開 かれ た大 会

に出席 しました。 モルモ ン書 に出 て くる

名 前 が付 いた 町 です 。 モ ロナ イには医

師 も歯医 者 もい ませ ん。食 料 を買 うた め

に町を出なけれ ばな りませ ん。学 生 たち

は統合 地 域 の高 等 学 校 までバ ス で揺 ら

れ て盆 地 を横 断す るのです 。

わた したちは ２３６人 の 出席 者 とともに

集 会 を開 きました。 ゴンサ レス長 老 が ，

出席者 たちを農業 に従事 す る平凡 な入 々

にす ぎない と思 わない ように，わ た しは

次 の ような証 の一 文 を提 示 しました 。

「わた しは福 音 が 真 実 であ ることと， イ

エスが キ リス トで あ られ ることを知 って

います。」これ をスペイン語 で言 える人 は

います か， とわ たしは質 問 しました。何

人か が 手 を挙 げ ました。 次 に， ほか の

言語 で言 える人 はいます か， と尋 ねまし

た。 す ると以 下 の言 語 で この証 が 繰 り

返 されたのです 。

日本語 中国語

スペイン語 トンガ語

ドイツ語 イタリア語

ポルトガル語 タガログ語

ロシァ語 オランダ語

フィンランド語

マオリ語

ポーランド語

韓国語

フランス語

合計１５か国語

づ

再 び， 英語 で言 い ます。 「わた しは福

音 が真 実で あることと， イエスが キ リス

トであ られ ることを知 ってい ます。」

わた しは この モルモ ン書 イエ ス ・

キ リス トにつ いての もう一 つ の証 を愛 し

ています 。 それ を研 究 して ください ，そ

うす れ ば 旧約 聖書 ， 新 約 聖書 の両 方 と

も理 解す ることがで きます 。そ れが真 実

であることを知 っています 。

この １８３０年 版 のモルモ ン書 は，２３歳

のエ グバ ー ト・Ｂ・グラ ンテ ィンに よって

２３歳 のジ ョセブ・ス ミス ・ジュニアのた め

に印刷 され ました。１０５ペー ジか ら読み

ます 。 「わた したちはキリス トの ことを話

し， キ リス トのこ とを喜 び， キ リス トの

ことを説教 し， キリス トのことを預 言 し，
ゆる

また， どこに罪 の赦 しを求 めれ ばよいか

を，わ たした ちの子 孫 に知 らせ るために，

自分 たちの預 言 したことを書 き記す ので

ある。」２。

これ こそ まさにわた した ちが 行 ってい

る こ とな の で す 。 イエ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ り， アー メ ン。
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雄々しく立っ
管理 監督

Ｈ・デビ ッ ド・バ ー トン

ｒイエス・ヰリストは，常に雄々しく立つ完全窟欄 τす。主ば，高潔ざと強さ

と勇気を身をもっτ示されました。ノ

賢 欝 灘 ｌｌｌ
（訳 注 一 文 字 どお りには「高 く立 ちなさ

い」の意 ）。」父 は，わた しの身長 が もう少

し伸 びるように とか， つ ま先立 ちをす る

ように などと期待 したわ けでは なく，妥

協 して原 則 を 曲 げた り， 霊 的 な価値 を

傷 つ けた り，責 任 か ら逃れ た りせ ず に，

勇 気 をもって決 断すべ きだと言 いたか っ

たの です 。 父 の 助 言 に従 うと生 活 はと

て もうまくい きま した。 しか し， 雄 々 し

く立 つ ことが で きなか った ときには たい

てい の場 合 ，不 愉 快 な思 い をす るこ と

にな りました。 最 近 ， 二人 の幼 い 孫 に，

雄 々 しく立つ ように と天 のお 父様 がお っ

しゃった ら， 何 を して ほ しい とい うこと

だ と思 うか 尋 ね ま した 。 一 人 は 自然 に

つま先 立 ちになったので ほん の少 しだけ

背 が 高 く見 えました。二 人 はすか さず 口

をそ ろえて ，「正 しい ことをして ほしいっ

て ことだ よ」と言 いました。
く もん

９月 １１日の 出 来事 の 苦 悶 と混 乱 の 中

か ら， た くさんの男 女 や国 々が 雄 々しく

立 ち上 が りました。友 好 関係 にある者 も

対 立 関 係 にあ る者 も皆 ， 共 通 の敵 に対

して結 束 しました。 た ぐい まれな勇気 に

あふ れた行 為が そ こか しこに見 られ まし

た 。 人 道 的 な援 助 が分 け隔 て な く行 わ

れ てい ます。 人種 や宗 教 の違 いにか か

わ りな く，人 々が犠 牲 者 とその家 族 に援

助 の 手 を差 し伸 べ てい ます。 無 数 の 祈

りが ささげ られ て い ます 。 善 を信 じる

人 々が ，恐 怖 の 力 と無 分別 な暴 力 を肯

定 する人 々に反対 して雄 々しく立 ってい

ます。

日和 見 主 義 者 はいつ か ， いず れか の

側 に立 たな くて はならないと言 われ てい

ます。 もしわ た した ちが 日和 見 的 な立

場 を取 っているな ら，今 こそ ，勇気 を奮

い起 こして義 の側 に雄 々 しく立 ち，わた

したちを奴隷 にす る罪 を避 け る時 です 。

わた したち の救 い主 ， イエス ・キ リス

トの生 涯 と務 め と教 えは， 自分 自身 を

評 価 す る指 針 を与 えて くれ ます 。 イエ

ス ・キリス トは， 常 に雄 々 しく立 つ 完 全

な模 範 です 。 主 は， 高 潔 さ と強 さと勇

気 を身 をもって示 され ました。 わた しは

救 い主 の教 導 の業 の中か ら３つ のことを

お 話 ししたい と思 い ます。

最 初 に， バ プ テ スマ を受 け た後 ， イ
み た ま

エ ス は御 霊 に促 されて 天 の御 父 と交 わ

るため に荒 れ 野 へ 退 か れ ました、 肉 体

が 御 自身の 神 聖 な霊 に従 うように，４０

日間， 断 食 され ま した 。 肉体 が 弱 って

いるところへ 試 みる者 がや って来て ，奇

跡 を行 う大 きな力 を行使 す るよう救 い主

に何 度 も誘 い ました。 飢 えを満 たすため
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に，石 をパ ンに変 えるようにとい う要求

に対 して，救 い主 は，「『人 はパ ンだ けで

生 きるもの ではな く，神 の 口か ら出 る一
ことば

つ 一 つ の言 で生 きるもの であ る』と書 い

てあ る」と返 答 し （マ タイ４１４），雄ｉ々 し

く立 たれました。高 い所 か ら飛 び 降 りて，

天 使 に助 けて もらった らどうか とい うば

かげ た要 求 に対 して 主 は，「主 なるあな

たの神 を試 みて はな らな い」と雄 々しく

言 われ ました （マ タイ４１７）。ひれ伏 して

悪 魔 を拝 む な ら， この世 の富 と栄 華 を

上 げ ようとい う誘 い に対 して， 主 は雄 々

しく答 えられ ました。 「「主 なるあなたの

神 を拝 し， ただ 神 にのみ仕 えよ』と書 い

てある。」（マ タイ４：１０）

試 み る者 の邪 悪 な誘 いが 弱 まる気 配

はあ りませ ん。 物 質 的 な富 に対 す る欲

求 に駆 られ て ，原 則 か ら離 れ る人 もい

ます 。必 要 と欲求 を区別す ることがで き

ず ， 心 を混 乱 させ て い る 人 もい ます 。

子 ど もたち は， 両親 の 愛 情 や注 目， 指

導 を求め ています 。多 くの人 が欲 しい も

のを もっと多 く得 るため に倫 理 や道 徳 を

捨 て，時には法律 を犯 したりしてい ます。

物 質 的 なものを追 い求 め るわ な には

まって いる ことに気 づ い た ら， 今 こそ，

勇気 をもって雄 々しく立 つ時で す。神 へ

の愛 を大 事 にす るよりも， お金 で買 える

もの を大 事 に して い るな ら， 今 こそ ，

雄 々 しく立 つ 時 です 。 必 要 以 上 の豊 か

さに恵 まれ て い るな ら， 今 こそ ， 必 要

が 満 た され てい ない 人 々に分 け与 え る

ことによって雄 々 しく立つ時で す。

２番 目に， 救 い主 はあるとき弟子 たち

を呼 び集 めて言 われ ました。 「聞 いて悟

るが よい。 口 にはいるものは人 を汚す こ

とはない。 か えって， ロか ら出る ものが

人 を汚す のであ る。」（マ タイ１５：１０－１１）

多 くの人 が 日々の 普通 の会 話 の 中で
み な

神 の御 名 をみ だ りに唱 えてい ます。教 会

の青 少 年 同士 の会 話 の 中で も， 感 情 を

表す 際 に下 品 で粗 野 な言 葉 が い とも簡

単 に出て くるようで す。若 い友の皆 さん，

今 こそ雄 々 しく立 ち，皆 さんの会話 の 中

か らその ような言 葉 を一掃 す る時 です。

どのような言葉 について 申 し上げ ている

か ，皆 さん には分 か るはず で す。 不 幸

な こ、とに，皆 さんは学 校 にいるとき，音

楽 を聞 くとき， ス ポー ッをす る ときにそ



テンプルスクウェアの夕八ナクル前て休憩を取る家族。

の ような言 葉 を何 度 も何 度 も耳 に しま

す 。雄 々 しく立 つ た め には勇 気 が 必 要

で しょうか。 もちろん必 要 です。 皆 さん

は勇気 を奮 い起 こす ことか で きるで しょ

うか。 もちろんで きます。 天の御 父 にこ

の状況 を乗 り越 え る強 さを求 めて くださ

い。救 い主 は言 われ ました。 「常 に祈 り

なさい。 そ うす れ ば，わ た しはあなたに

御 霊 を注 こ う。 そ して ， あな たの祝 福

は 大 い なる もの となる 。」（教 義 と聖 約

１９’３８）この ような ことが 言 われて きまし

た 。 「ひ ざます いてい るときにこそ， 最

も高 い ところに到 達す る。」（“Ｓｔａｎｄｌｎｇ

Ｔａｌｌ，”〈始ｗ Ｅｒａ２ ００１年 １０月号 ，１９）不

敬 な言 葉 や粗 野 な言 葉 は人 を高 め ませ

ん。 汚 す だけ です 。 妻 とわた しは青 少

年 のスポ ーツイベ ントに何 百 回 とな く出

席 してきました。模 範 を示す べ きコーチ

や ほ かの 大 人 たち か ら出 る不 敬 な言 葉

を聞 くことが 多す ぎます 。大 人 たちは粗

野で不敬 な言 葉 を一掃 す るように雄 々し

く立 つ必要 があ ります。

「行 い は，言 葉 よりも多 くを語 る」とい

う言 葉 が あ ります 。 実 際 ，行 い はわた
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したち 自身 につ いて た くさんの ことを語

ってい ます。 わた したちは預 言者 の勧 告

に従 って 上 品 な服 装 をす るとい う点 で

雄 々 しく立 つ 必 要が あ ります 。 「品 の な

い服 装 には，極 端 な ショー トパ ンツや短

いス カー ト，体 の 線が はっきりと出 るも

の，腹 部 を覆 っていない シャツ，その他

の肌 を露 出す る服 装 な どが 含 まれ ます。

（ＦｏｒＳ亡ｒｅη９亡ｈ ｏｆＹｂα亡ｈ〔２００１年 〕１２。

現行 の 『若 人 の ため に』の改 訂 版 。近

日出版予 定 ）上 品で ， こざっぱ りした清

潔 な服 装 は， 心 を高 め て くれ ます 。乱

れ た服 装 は品位 を落 とします 。 もし疑 問
み ま え

が あ るな らば ，「この服 装 で 主 の御 前 に

出 て も平 気 だ ろうか」と心 に 聞い て くだ

さい （Ｆｏｒ５亡ｒｅｎｇ亡ｈｏｆｙｂα亡ｈ， １３）。母

親 の 皆 さん は， この 重 要 な事 柄 に関 し

て模 範 とな り，判 断 基準 となることがで

きます。 しか し， 若人 は焼 きたてのパ ン

のお い しいにおい にす ぐ気 づ くの と同 じ

くらい， 偽 善的 な行為 に もす ぐ気 づ くと

い うことを忘 れ ないで ください。 親の皆

さん， 息 子 や娘 た ちに助 言 を与 え， 品
る

の ない服装 に対 して彼 らとともに雄 々し

く立 って くだ さい。

３番 目に，だれ がわ たしたちの隣 人な

の か とい う律 法 学 者 の 問 い か けに対 し

て救 い主 が され た話 を思 い出 して くだ さ

い。エ ルサ レムか らエ リコに旅 していた

男 が 強盗 に襲 われ ，着 物 をはき取 られ，

半 殺 しにされ て捨て置 かれ た とい う話で

す 。 最 初 に通 りか か った 人 は祭 司 で し

たが ， 目をそ むけて道の 向 こう側 を通 り

過 ぎました。 次 の 人 も，不 運 に見 舞 わ

れ たそ の人 を見 て立 ち止 まりましたが ，

助 け ることな く通 り過 ぎま した。 ３番 目

に通 りかか ったサマ リヤ人 は，傷 に包帯

を巻 い てや り， 世話 を受 け られ るように

手 配 しました。 そこで ， イエス はだれが

隣 人 になった か とお尋 ね にな りました。

律 法 学 者 は ，慈 悲 深 い行 い を した人 で

す と答 えました。 救 い主 はその答 えを聞

いて，「あ なた も行 って 同 じようにしなさ

い」と言 われ ま した （ル カ １０’３７。３０－

３７参照 ）。

隣人 に手 を差 し伸 べ るとき， 隣 人 の

必要 にだけで な く，気 持 ちにも心 を配 っ

て いるで しょうか。 わた した ちは隣人 を

選 別 し， 同 じ信 仰 を持 つ 人 々だ けが 隣



人 であ ると考 えて はい ないで しょうか。

信 仰 や 肌 の色 ， そ のほ か 目に見 える違

い に関係 な く，す べ ての 人 を隣 人 と考

えているで しょうか。 救 い主の 「隣…人 」の

定 義 には， いか なるただ し書 きもあ りま

せ ん で した。 教 会 で使 用 され てい る独

特 な言 い 回 しは誤 解 を招 き， 無 神 経 で

恩着 せ が ましく聞 こえる可 能 性 さえあ り

ます 。 昨 日の バ ラー ド長 老 の 言 葉 に も

あ りましたが ，わ たしも「非 教会 員 」とい

う言 葉 に抵 抗 を感 じます 。 非 教 会 員 と

い う言 葉 を使 うとき， そう呼 ばれ た人 は

自分が 地域 社 会 や 町や ， 極 端 な場 合 ，

人類 の一 員 としてさえ も見 な されて いな

い と感 じるか もしれ ませ ん。 わた したち

は， よく隣ｉ人 を受 け入 れ 仲 間 に入 れ て

いる と言 い ますが ， あ る人 々にとって は

わた したちは不 寛容 に しか映 らないこと

が 多 々あ ります 。 わた したちは 自分 と神

を愛 す るようにな って初 めて， 隣人 を愛

す ることが で きるのです。 隣 人に率 直な

愛 と尊 敬 を示 す とい う点 で雄 々 しく立 と

うではあ りませんか 。

わた したち家 族 の 親 しい友 人 が ２， ３

か 月前 に亡 くな りました。彼 は夫婦 で 山

歩 きを楽 しみました。ある秋 の 日の午後 ，

二人 は美 しい滝 に行 こうと険 しい山道 を

数マ イル登 りました。山か ら下 りる途 中，

擦 れ違 う数 人 の登 山者 た ちが 質 問 を し

たそ うで す。 「行 ってみ る価 値 はあ りま

すか 。」友 人夫 妻 の答 えはい つ も「はい」

で した。 後 に なって二 人 は， 新鮮 な空

気 や ， 山々の美 しさ， 体 を動 かす こと，

それに愛 す る人 と一 緒 にいることを楽 し

まなけ れ ば， 努 力 して登 る価 値 はない

と語 りました。

仲 間か ら強 いプレッシャーを感 じ，受

け入 れ られ たい と願 うあ まり，「勇気 をも

って雄 々 しく立 つ ことに価 値 はあるので

すか」と問う人 もいることで しょう。 その

問 いに， わ た しは こう答 えます。 「永 遠

の命 が大 切 だと思 うな らば， そ して この

世 で ほん とうの 喜 び を経 験 した い な ら

ば ，決 意 して， 日々た ゆまず 努 力 して，

雄 々 しく立つ 価 値 があ ります。」

わ た した ち す べ て の 人 が 義 の 側 に

雄 々 しく立 つ ことが で きます ように。 主

イエ ス ・キリス トの聖 なる御 名 によって ，

お祈 りします 。 アー メン。

「恐 れ ることはな い 。

われわれと共 にいる

者 は … … 多 い」

中央若い女性第二副会長

シャロン・Ｇ・ラーセン

襯 となり，憂し導くという禰聖な務めにあっτ，わたしたぢぱ一入でばぐあり

ま世ん。ンこれ以上に大ぎな喜びはぼかにあＯｉｉξぜん。どんな犠牲‘をむ払うン伍

値力栃 ります。ノ

圭 少年の醐 や指導者は清
少年や彼らが生活するこの世

目 界 につい て信 仰 を失 いそ うに

な り， 腕 を組 んで悩 む ことが よくあるか

もしれ ませ ん。
こんにち

今 日わ た したちが 置 か れ てい る状 況

は過 去 に例 を見 ない もの で も，希 望 を

見 い だせ ない もの で もあ りませ ん。 エ ノ

クが 預言 者 であったとき，天 は， この世

の邪 悪 のゆ えに涙 を流 しました （モーセ

７：２８－３７参 照 ）。今 日も， 天が 涙 して

いることは確 かです 。

預言 者エ リシャは，彼 を殺 そ うとす る

ス リヤ軍 に包 囲 され ましたが ，ス リヤ軍

の人数 を数えるのに余 念 が ないただ一人

の 同伴者 に対 し，た とえ敵の軍勢 が いか

に多 く，この世の力 が どれ ほど強 くとも，

わ た した ちが 主 の 側 に立 ってい る なら

ば ， わ た した ちは 常 に敵 を上 回る軍 勢

を味 方 につ けていることを改 めて確 信 さ

せ ました。 エ リシャが若 い友 人に次 のよ

うに語 った慰 め の言 葉 は， 今 日に も当
あかし

て はまることを証 します。 「われ われ と

共 にいる者 は彼 らと共 にいる者 よりも多

い… …。」（列 王 下 ６：１６）主 はかつてエ リ

シ ャに対 して行 われ た ように，力 強 く愛

し導 く両 親 ，祖 父母 ， お じおば ，隣 人，

指 導 者 ， 友 人 とい う「火 の戦 車 」で， わ

た したちの若人 を囲み ，守 ってお られ ま

す 。

わた しは これ まで ４年 間，若 い女性 に

関 す る業 に深 く携 わ って きました。 世界

中 を巡 って 若 い女 性 に会 い ，彼 女 たち

の希 望 と夢 ，恐 れ と失 望 をあ る程 度知

ることが で きます 。 わた しは， ヒンクレ

ー大 管 長 の次 の 言葉 に同 意 します
。 「こ

の教 会 の青 少 年 は これ まで の 中で最 高

の青 少年 です。」（Ｃ加 ｒｃｈＮｅｗ⑤１９９７年

２月 １５日付 ，３）教 会 の若 人 たちは全 般

的 に， 善 良で礼 儀 正 しい人 に なろうと，

雄 々しく精 力 的 に努 めてい ます 。

教 会 の青 少 年 は強 く善 良 です が ，わ

た したちの助 けを必要 としています 。そ

して ，活 用 で きる援 助 手 段 が あ ります。
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カンフ ァレンス センター １階の柱 に

寄 りかか って入場 を待つ女性。

『若 い女 性 個 人 の進 歩 プログ ラム』 ，『ア

ロン神権 神 へ の務 め を果 たす』，『青

少年 に関す る両 親 と指 導 者 ため の ガ イ

ド』，改 訂 版 『若 人 の強 さため に 神

へ の務 め を果たす』といった 資料 は，道

徳 的 に堕 落 して い る社 会 にあ って青 少

年 が確 固 とした姿 勢 で 立 ち 向か えるよ

う，両 親 と指 導者 が 精 力 的 かつ 直接 的

に働 きか け る うえで 助 け となる もの で

す 。 教 会 の 青 少 年 が 求 めて い るの は ，

単 に衣 食住 だ けで はあ りませ ん。 愛 し，

導 いて くれる人 を求め ているので す。

愛す ることにおいて きわめて重 要 な要

素 は聞 くことです 。 わた しはこれ まで得

たす ば らしい経験 か ら， 聞 くことの真 の

意 味を知 りました。

わた しは以前 は父 と一緒 に よく農場 で

働 い た もの です 。 常 に楽 しい仕 事 とは

限 りませ んで したが， 昼食 の時 間になる

と，大 きなポプラの木 陰 に座 り， 食事 を

し， 話 を しま した 。 父 は この 時 問 を，

規 則 を定 めた り娘 の行動 を正 したりす る

絶 好 の機会 として利 用 した ことはあ りま

せ ん で した。 互 い に雑 談 してい た にす

ぎませ ん。

この 時 間 は， 父 に質 問で きる時 間 で

ド
ロ ー 一 一一 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 』

した。わ たしはす っか り安心 して， 父 を

怒 らせ るような質 問 さえす ることが で き

ました。 こん な質 問 もしたことを覚 えて

います 。 「先 週 ， わた しの帰 りが 遅 いか

らってお父 さんが わざわざ迎 えに来 たで

しょう。 ど うしてそ んな ことを して， 友

達 の前 で わたしに決まり悪 い思 い をさせ

た りしたの。」

父 の答 えは， 愛 の 別 の側 面 を表 して

い ます 。 決 して 気紛 れで は あ りませ ん

で した。わ た しに は守 るように期待 され

て い る特 定 の行 動 基 準 が あ りま した。

父 の答 え はこ うです 。 「心 配 す るのは ，

お まえが遅 くまで外 出す るか らだよ。何

よりも， お まえの 無 事 を願 っ てい るん

だ 。」父 のわ た しへ の愛 は， 眠 りた い欲

求 や ，服 を着 替 え， 車 に乗 ってわ た し

を捜 しに出 かけ る煩 わ しさよりも強 いこ

とが分 か りました。

干 し草 畑 であ ろうと，ほか のどこか く

つ ろいだ場 で あろ うと， この ような とき

に築 いた きず な は， 後 で悩 み や 問 題が

起 きた ときに，切 り抜 け る力 を与 えて く

れ ます。 この ように して時 間 を一 緒 に過

ごす と， 厳 格 な教 義 や相 手 の 誤 りを正

す姿 勢 が なくて も， あるいはむ しろ， そ

れ が ない ゆ えに， きず な は壊 れず に保

た れ るのです 。

愛 は， 相手 が話 したい と思 うときに聞

くことです 。真 夜 中 で も，朝 ６時 にセ ミ

ナ リーへ行 く途 中で も， あるい は夕食 の

支 度で忙 しい ときで も耳 を傾 けます 。 暗

い寝 室 の場 面 が 出 て くる教 会 の コマ ー

シャルを見 たこ とが あ ります か。 ドアが

開 き， 少 女 が 本 をわ きに抱 え て部 屋 に

入 り， ぐっす り眠 って いる父 親の ところ

へ 来 て尋 ね ます。 「パ パ ，絵本 を読 んで

くれ る？」 父親 は 目を閉 じた まま，夢見

心 地 で こ うつ ぶや きます 。 「パ パ はね ，

す ご く疲れ ているんだ。 ママ に聞いて ご

らん。」少女 は母 親が 眠 ってい るところ

へ 行 き，尋 ね ます 。 「ママ ，パ パに絵 本

を読 んで もらって もい い ？」す る と父 親

の 目が 大 きく開 きます 。次 の場 面 で は，

３人が 一緒 にな り， 父親 が絵 本 を読 んで

います。

愛 することは 自然 にで きるか もしれ ま

せ んが ，導 くことは養 うべ き技 能で ，そ

れはあ まり真 剣 に考 え られ てい ないよう
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で す 。模 範 とい う， ほか の いか な る方

法 よりも強力 な手段 で導 くのです 。 それ

は青 少 年の 両 親 や指 導 者 にとって大 き

な責務 です 。

わた した ちが生 活 し， 話 し，祈 る様

子 を見 て，わ たしたちが 主 を愛 している

ことを青 少 年 は知 る ことが で きるのでは

ないで しょうか。 わ たしたち と一 緒 にい

るときに感 じるこ とによって ，天 の御 父

は愛 の神 であ られ ることが 分 かるので は

ないで しょうか 。わ た したちは様 々な教

えの風 や社 会 的 な圧 力 ， また世 俗 的 な

名声 の策 略 などに動 揺 されない とい う安

心 感 を，青 少 年 は持 て るで しょうか （エ

ペ ソ４：１４参照 ）。

もしわた したちが 義 をもって導 こうと

す る な ら， 何 に価 値 を置 くか ， 疑 問 の

余 地 はありませ ん。 わた したち 自身が 少

しで も疑 問 を感 じてい る と， 青 少 年 は

大 きな疑 問 を抱 くようになります。

時 々わ た しは， 名 声 や 人 々の称 賛 を

得 る よう子 ど もたち にプ レッシ ャー をか

けてい るのは， わた 」たち母親 で はない

か と思 うことがあ ります。 わた した ちの

基 準 が主 の標 準 となる ようにわた した ち

の願 い を変 えるな ら， 主 の王 国 にお い

ては 二 重 の標 準 は存 在 しない とい う明

確 なメッセージ を伝 えることにな ります。

昨 年 ｌｌ月 ， ヒンクレー大 管 長 は青 少

年 に向 けて話 をしましたが， その後 ある

若 い 女性 が 母 親 に， 彼 女 の所 属 す る若

い女性 の指 導者 が ２番 目の イヤ リングを

外 した ことを報 告 しました。 こうした観

察 眼 の鋭 い若 者 は気 づ い てい ます。 皆

さんの シ ョー トパ ンツの 長 さや ， ブラウ

スを着 るため にガーメ ン トをピンで止 め

た りしてい ないか，庭 で作 業 を して いる

とき何 を着て いるか， あるいは着て いな

いか ， どんな映 画 館 の 前 に並 ん でい る

か，気 づ いているのです 。

わた したちは主 と聖 約 を交 わ しました

が， 指 導者 になると， こうした 聖約 を守

る決 意の度 合 いが試 され ることが よくあ

ります。

ある若 い母 親 が こう言 いま した。 「善

い親 になるには，ば く大 な時 問 と労力 が

必 要 です 。 家 の 中 を片 付 けなが ら，子

どもをテレビの前 で寝 かせ て， それか ら

ベ ッ ドに入 れ る方 が ， 聖 文 を読 み ，祈

醒



り， 物語 を読 んで，寝 か しつ けるよ りも

簡 単 で す 。 で も，子 ど もた ちは， 寝 る

前 の この儀式 を楽 しみに してお り， この

ために時 間 と労力 を使 うことは，動 くの

も大 変 な ほ ど疲 れ 切 ってい る ときで さ

え，永 遠 の報 い に影 響 を及 ぼす こ とを

知 ってい ます 。」一貫 性 の ある指 導 に よ

り，青 少年 は賢 明な選択 が で きるように

な り， その 結 果 ， 青 少 年 に対 す るわ た

したちの信 頼 が増 す ようにな ります。

わた しは １６歳 の とき， 母 が 父 に話 し

てい るのが 聞 こえて きた ときの経 験 を思

い 出 します 。 母 はわた しが しようとして

いる選 択 につ いて心 配 してい ました。 わ

た しは未 熟 で したが 重 大 な 罪 は犯 して
カ し な く

いなか った ため ， 良心 の 呵 責 を感 じて

はい ませ んで したが ， 母 は心 配で した。

そ のときの父の言 葉 はわた しの心 に刻 み

込 まれ ま した 。 母 に こう言 い ま した 。

「心 配す る なよ。 わた しは シャロンを信

頼 して いる。あ の子 は正 しい ことをす る

さ。」干 し草 畑 で過 ご した時 間は ，そ の

とき報 われ たのです 。 その ときか ら， わ

た しは愛 と信 頼 に満 ちた両 親 に従 うよう

にな りました。

両 親 や指 導 者 にとって最 大 の試 練 の

一 つは
， 一 見か わ い げ のな い子 どもを

愛 す ることです 。これは難 しい務 めです。

忍 耐 と無 条 件 に愛 す る能 力 が 試 され ま

す 。 心 を痛 め た両 親 が助 け を求 め て祈

るとき，そ の助 けは， 天使 のようなお ば

や お じ， 祖 父 や祖 母 ， 良 い友 達 ， わた

したちの愛す る者 を取 り巻 く指 導者 た ち

を通 して与 えられ ます 。彼 らは，わた し

た ちが祈 り求 めてい る方 向へ 子 どもを向

かせ る というメッセー ジを さ らに強 めて

くれるのです。

親 となるすば らしい喜 び を味わ うため

に次 の 世 代 の 人 々を備 える際 に， 賢 明

に愛 し， 目的 をもって導 くことは，悪 と

戦 ううえで助 とな ります 。 わた した ちは
せいさん

１２歳の 息子 が初 め て聖 餐 のパ ス をした

り，聖 餐 の祈 りをささげた りす るの を聞

く喜 び を忘 れる ことはできませ ん。 自分

の娘 が 救 い主 につ いて証 を述 べ るの を

聞い た り，若 い女 性 のメタ ルをもらうの

を見 た りす るときの気 持 ち をうま く説 明

で きるで しょうか。

子 どもと一 緒 に神殿 に入 り，ふ さわ し

一

はんりょ

い伴 侶 とともに聖 壇 の前で ひざ ます く姿

を見 るとき，天 国をかい ま見 ることが で

きます。 子 どもた ちが は ぐくむ ようわた

した ちが働 きかけて きた，約 束 を交 わ し

達 成 する とい う精 神 に基づいた生 活 を二

人で ともに始 める用 意が で きたので す。

これ こそ 収穫ｉの時 です。

最 後 に，親 とな り，愛 し導 くという神

聖 な務め にあって，わた したちは一 人で

はない ことを証 いた します 。 こうした親

の務 め以上 に大 きな喜 び はほか にあ りま

せ ん 。 どん な犠 牲 や ， 面 倒 も，忍 耐 ，

試 練 ， 辛 抱 をもす る価 値 が あ ります 。

「もし， 神 が わた したちの味 方 であ るな

ら， だれが わた したちに敵 し得 ようか。」
み な

（ロー マ ８●３１）イエ ス ・キ リス トの 御 名 に

よっ て証 い た し ます 。 アー メ ン。
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あなたの家を

整えなさい
十二使徒定員会

ラッセル・Ｍ。ネルソン

嫁 鵬ばこの生涯における最大の業と喜びの中の１瓢あ０ン永遠にわたっτその

中ゐでｒあり繍 ナることでしょう。ノ

前我が家に１０代の娘が何人

以 かいた ころ，休 み に家族 を連

れ て電 話 もボー イフレ ンドも

届か ない遠い所 へ行 きました。グ ランド

キ ャニオ ンを流 れ るコロラ ド川 をゴ ムボ

ー トで下 ったのです 。 出発 の時 点 で は，

この旅 に どれ ほ どの 危 険 が潜 んで い る

のか まった く分か りませ んで した。

初 日は 楽 し く過 ぎ ま した。 とこ ろが

２日 目になって， ホー ンクリー クの急 流

に差 しか か り前 方 の 激 しい段 差 を見 た

ときには ，恐 ろ しくな りました。大 切 な

家 族 が ゴムボ ー トで 漂 い なが ら， 激 流

に飲 み 込 まれ ようとして い るの で す １

反 射 的 にわ た しは片 手 で 妻 を， もう一

方 の手 で い ちばん 年 下 の娘 を抱 きかか

えました。彼 らを守 ろうと， 自分の 方へ
だんがい

抱 き寄せ ました。 ところが 断崖 に来 た と

き， ボー トが しなって巨大 な石投 げ のよ

うになり， わた しは空 中に投 げ 出 しまし

た。わた しは渦巻 く激流 に落 下 しました。

なか なか 水 面 に上 が れ ませ ん。 息 を継

こうとす る度に ，ボー トの底 にぶ つか っ

て しまうのです 。家 族 にはわた しの姿が

見 えませ んで したが ， わた しには家 族 の

叫 び 声 が 聞 こえ て い ました 。 「お 父 さ

ん １ お父 さん どこ？」

わた しはつい にボ ー トの横 に出て，水
でき

面 に上 が りま した 。家 族 は溺 死 寸 前 の

わた しを水 か ら引 き上 げ て くれ ました。

無 事の再 会 に皆 が感 謝 しました。

その後 は楽 しい 日々が続 きました。そ

して最 終 日， この旅 で最 も危 険な急 流 ，

ラバフォール を通 る時が 来 ました。前 方

を 目に したわた しは，す ぐにボー トを岸

に着 けて もらい ， 緊急 家 族 会 議 を開 き

ました 。 ここを無 事 に切 り抜 けるに は，

慎 重 な計 画 が 必 要 だ と思 っ たの で す 。

わ た しは家 族 に こう説 明 しました。 「何

が起 きても， ゴムボ ー トは水 面 に浮 かん

で いる。 ボー トに 固定 してあるロープ に

力 の限 りしが みつい てい れば， 何 とか な

る。 た とえ ボー トが 引 っ繰 り返 って も，

ロープに しっか りつ か まっていれ ば大 丈

夫 だ。」

わ た しは７歳 の娘 に向 かって言 い まし

た。 「み んなは ロー プにつ か まる。で も

君 はお 父 さんにつ か まってい るんだ よ。

お父 さんの後 ろに座 って 。お父 さんはロ

ープ につか まるか ら， お父 さんに しっか

りとしがみつ いているんだ よ。」

そ して計画 を実行 しました。 わた した

ちは激 しい急 流 を乗 り越 えま した。
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必 死 で ロー プにつ か まりなが ら。

して全 員が 無事 で した。１

教訓

そ

兄 弟 姉 妹 ， わた しが 命 を落 としそ う

になりなが ら学ん だ教訓 につい てお話 し

しま しょう。 人 生 を歩 んで い くときに，

困難 なと きにお い て さえ， 父 親 が 反 射

的に妻 や子 どもたちを抱 き締 める ことは

必 ず しも 目的 を達 成 す る最 善 の 手段 と

はな りません 。 しか し， もし父 親が 救 い

主 と福 音 の鉄 の 棒 に忠 実 につ か まって

い るな らば ， 家 族 は救 い主 と父 親 につ

か まりたい と思 うで しょう。

この教 訓 は父親 だ けに当ては まるもの

で は あ りませ ん。 性 別 や 既 婚 ， 独 身 ，

年 齢 を問 わず ， 人 は直 接 救 い 主 につな

が り，真 理 の鉄 の棒 に しっか りつか まり，

真 理 の光 によって ほかの人 を導 くことが

で きます 。 そ うす る ときに， この人 に従

いたい と人 が思 うような義の模 範 となる

ことが できるのです 。

戒め
■

主 に とって ， 家 族 は きわめ て大 切 で

す 。 主 はわ た した ちが 肉体 を得 て家 族

を築 け る ように地 を創 造 され ま した。２

主 は家 族 を高 め るため に教 会 を設 立 さ

れ ました。 家族 が永 遠 に続 くように神殿

を用 意 され ました。３

もちろん主 は父 親 に，家 族 を管理 し，

養 い， 守 る よう期 待 して お られ ます ♂

しか し主 はそれ以上 を求 めてお られ るの

です 。聖 文 には 「あな たの家 を整 えなさ

い」と命 じられてい ます♂ 両 親 はこの戒

めの大切 さと意 味 を理 解 したなら， その

方法 を学 ば なければ なりませ ん。

家を整える１こは

家 を主 に喜 ばれ るように整 え るには，

主 の方 法 を用 い な け れ ば な りませ ん 。

「義 と信 心 と信仰 と愛 と忍 耐 と柔 和」とい

う主 の属 性 が 必 要 です 。６父 親 は 「いか

なる力 も影 響 力 も，神 権 に よって 維 持

す ることはで きない ，あるい は維 持 すべ

きで はない。 ただ，説 得 により，寛 容 に

より，温厚 と柔和により， また偽 りのない

愛 に」 よることを忘れてはいけません。７

両 親 は「心 を大 い に広 げ る」「優 しさと
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力ンファレンスセンターには非常に多くの人か集まったか 参力口者は皆 各話者の話に庄意深く耳を傾けた。

純 粋 な知識 」の 生 きた模 範 でなけれ ば な

りませ ん。８母 親 も父 親 も，利 己 的 な関

心 事 を捨 て，偽 善， 暴 力 ， 悪 口 を避 け

なけれ ばな りませ ん 。９両親 は，子 ども

が 生 まれつ き自由 を望む もので あること

を じきに学 び ます 。 人 は 自分 で歩 んで

行 きたが るもの なのです 。それ が たとえ

親 の善 意に よるもの であって も，拘 束 さ

れ た くはないの です。 しか し，だ れで も

主 に従 うことはできます。

いに しえの ヨブ はこの概 念 を教 えまし

た。 こう言 って い ます 。 「わた しは堅 く

わが 義 を保 って捨 て ない。 わた しは今 ま

で 一 日も心 に責 め られ た事 が ない。」１０

ニ ー ファイもこう教 え てい ます 。 「だ れ

で も神 の言葉 に聞 き従 って ，それ にしっ

か りつか まる者 は， 決 して滅 び ることが

な〔い。〕」１１

福 音 が 時 代 を超 えた もので あ る よう

に， これ らの 教 義 は永 遠 の もの で す 。

以 下 の 聖文 の勧 告 につ い て考 えて み ま

しょう。

箴 言 には こう書 かれ てい ます 。 「教 訓

をか た くとらえて ，離 して はな らない，

それを守れ，それはあ なたの命である。」】２

新 約 聖 書 に もこうあ ります 。 「兄 弟 た

ち よ。 堅 く立って， … 言 伝 えを， しっ

か りと守 り続 けなさい。」’３

モ ルモ ン書 には，「鉄 の棒 」１４に しっか

りつ か まっていた人 々について書 かれ て

い ます 。 この鉄 の棒 は「神 の 言 葉」’５に

た とえられ てい ます。 真 理で 固定 され た

鉄 の棒 は動 くことも変 わ ることもあ りま

せ ん。

そのほかの神の命令
み こ と は

両 親 は主 の御 言 葉 に従 うだ けでな く，

それ を子 どもに教 える ように神 か ら命 じ

られ て い ます 。 聖 文 には 明確 な指 示 が

与 え られ て い ます 。 「シ オ ンに おい て ，

子 供 を持 つ両 親が いて ，８歳 の と

きに，悔 い改 め，生 ける神 の子 キ リス ト
あんしゆ

を信 じる信仰 ， およびバ プテスマ と按 手
たまもの

による聖霊の賜物の教義を理解するよ

うに彼らを教えなけれは，罪はその両親
こつへ

の頭 にある。」１６

この戒 めで は ，子 ど もを教 える責 任

が は っ きりと両 親 にゆ だ ね られ て い ま

す 。 家 族 に関 す る世 界 へ の宣 言 は，「家

族 の責 任 を果 た さない 人 々は， い つの
み まん

日か， 神 の 御 前 に立 っ て報 告 す ること

にな 〔る〕」１７と警 告 してい ます。 わ た し

はそ れが 真 実 で あ ると厳 かに 申 し上 げ

ます。

これ らの 義務 を果 たす には， 教 会 と

家 族 の両 方 が 必 要 です 。 それ らは互 い

に協力 し合 い， 強 め合 い ます。 教 会 は

家 族 を高 め るため にあ ります 。そ して家

族 は教 会 の土台 となる単位 なのです。

この相 互 関係 は，教 会 初 期 の 出来事

か はっきりと示 してい ます 。 １８３３年 ，主

は教 会 の 若 き指 導 者 た ちを親 として の
しっせき

不 十 分 さゆえ に叱 責 され ま した 。 主 は

言 われ ました。

「わ た しはあ なたが た に，あ なたが た

の子 供 たちを光 と真 理の 中で育 てるよう

にと命 じた。

しか し， まことに，わた しはあなた ・・

に言 う。 … あ なた は， 戒 め に従 っ

てあ なたの子 供 たちに光 と真 理 を教 えて

こなか った。 … さて， わた しは戒 めを

あ なた に与 える。 … ・ あ なたは … 自

分 自 身 の 家 を整 え な けれ ば な らない。

あ なたの家 には， 正 しくない ことが た く

さんあ るか らで ある。 … ・・まず あなたの

家：を整 えなさい。」’δ

この啓 示 は， 預 言 者 ジ ョセ ブ・ス ミス

の 誠 実 さを力 強 く伝 える， 数 多 い証 拠
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の一つで す。 ジョセブはこの厳 しい叱 責

の幾 つ かが 自分 に向 け られ た もので あ

ったにもかか わらず ，聖典 か ら省 かなか

ったのです。１９
こんにち

今 日，大 管 長 会 は親 が優 先 す べ きこ

とを再 度 強 調 して い ます 。 聖 徒 に 向 け

た 最 近 の手 紙 か ら読 んで み ま しょう。

「親 であ る皆 さん に， 子供 たちを福 音 の

原則 の中で教 え育 てることに全 力 を尽 し

て くだ さるようお願 い いた します。 そ の

ことによって子供 たちは教会 に活 発で あ

り続 けるで しょう。 家 庭 は義 にか なった

生 活の基 であ り，ほか の どの ような手段

も，家 庭 に代 わ る役 割 を果 た し得 ませ

ん し，神 か ら与 え られ た この責 任 を遂

行 す るうえでの大 切 な役 割 を果 た して は

くれ ませ ん。」２。

両親は何を教えるべきか

この神聖 な指 示 を念 頭 に置 きなが ら，

何 を教 えるべ きかについ て考 えてみ まし

ょう。聖 文 は両 親 に ， イエ ス ・キ リス ト

へ の信 仰 ，悔 い改 め， バ プテ スマ ，聖

霊 の賜物 について教 える ように命 じてい

ます 。２１両 親 は救 い の計 画 ２２と神 の戒

めに完 全 に従 って生 活す ることの大切 さ

を教 えなけれ ば なりませ ん。２３そ うしな
あがな

ければ ，子 どもたちは順 いと自 由をもた

らす神 の律 法 を知 らず に苦 しむで しょ

う。２４また 両親 は， 地 上 に教 会 と神 の
じゆうぶん

王 国 を築 くため に２５時 間 と才 能 ， 什 分

の一 ， 財 産 ２６をささげ ，生 活 を奉 献 す

る方法 を模 範 によって教 えなければ な り

ませ ん 。 その ような生 活 は確 か に子 孫

に祝福 をもた らします。 聖 文 にこうあ り

ます 。 「あ なたの 務 めは とこ しえに教 会

に対 す るものであ る。 これはあなたの家
みこころ

族 の ゆ えで あ る。」２７

家族に敵対するもの

親 も子 も，主 の業 と御心 にはいつ も強

力 な反対 勢力 が あることを理解 しなけれ

ばな りませ ん。２８神 の業 （と栄光 ）は不死

不 滅 と家族 としての永遠 の命 をもた らす

ことで あるため ，２９当然 の結 果 として敵

の攻 撃 は家 庭 の 中心 ， 家 族 に向 け られ
しつよう

ます 。 ルシフェル は執拗 に命 の神 聖 さと

親 としての喜び に的 を絞 って攻撃 してき

ます。

悪 しき者 は絶 えず活 動 してい るのです

か ら，気 を緩め てはな りませ ん。一 瞬 た

りともです 。何 の 害 もない ように思 われ

る小 さな誘 い も， 悲劇 的 な背 きにつ なが

る大 きな誘 惑 とな りか ねないのです 。昼

も夜 も，家 で も外 で も， 罪 を避 け「良 い

もの を守」らなけれ ばな りませ ん。３０

ポ ル ノグラ フィー や妊 娠 中絶 ， 有 害

な薬 物 の常 用 とい った 反 抗 的 な悪 は，

幸 福 な家 庭 と忠 実 な家 族 の道 徳 的基 盤

をむ しば む 白あ りとなります 。悪 に身 を

ゆだ ねれ ば ， 必 ず家 族 を危 険 に さらす

ことになるのです。

サ タンの望 みは人 を自分 のように惨 め

にす ることです 。３’肉欲 を駆 り立 てて霊
くらやみ

的 な暗 闇の 中 で生 活 させ ，死 後 の世 界

の存在 を疑 わせ ようとします 。使徒 パ ウ

ロはこう言 ってい ます。 「もしわた した

ちが ， この世 の生 活 でキ リス トにあって

単 なる望 み をい だいてい るだけ だ とす れ

ば ， わ た した ちは ，す べ て の人 の 中 で

最 もあわれむべ き存 在 となる。」３２

家族の祝福を永続させる

しか し， 神 の偉 大 な幸 福 の計 画 を理

解 す ることによ り， わた したちの未 来 へ

の信 仰 は 強 ま ります 。 主 の 計 画 は絶 え

ず 問 いかけ られて きた質 問 に答 えて くれ

ます 。 互 いへ の 思 いや りと愛 は一 時 的

な もの で， 死 とともに失わ れるので しょ

うか。 いい え。 家 族 は この 地 上 で の試

しの期 間 の後 も続 くので しょうか 。そ の

とお りで す 。 神 は 日の 栄 えの 結 婚 と，
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最 大 の喜 び の源 で あ る家 族 が 永 遠で あ

ることを明 らか にしてお られ ます。

兄弟 姉 妹 の皆 さん， 財 産 や世 の誉 れ

はい ず れ消 えて い きます 。 しか し妻 や

夫 ，家族 としての結 びつ きは違 うのです。

家 族 関係 が どの くらい続 くか に関 して ，

人 の最 高 の望み を満た して くれ るもの は

ただ 一つ ， 永遠 で す 。永 遠 の結 婚 の祝

福 を得 るためには，大 きす ぎる犠牲 な ど

あ りませ ん。 求 められ るの は，神 の御心

に添 わない もの を拒 み ，神 殿 の 儀 式 を

尊 ぶ ことだ けで す 。 神 聖 な神 殿 の 聖約
はんりょ

を交 わ し守 ることに よって ，神 と伴 侶へ

の愛 と， まだ生 まれてい ない子 どもたち

を含 む子 孫 へ の真 の 関心 を証 明す るの

で す 。家 族 は この 生 涯 にお ける最 大 の

業 と喜 びの 中心 です 。そ して「王位 ， 王

国，公 国， … …力 ， 主権 ， … …昇 栄 と

栄 光 」を受 け継 ぐとき，家 族 は永遠 にわ

たってその 中心 で あ り続 ける ことで しょ

う。３３

今 す ぐ家 を整 え忠 実 に福 音 につ か ま

ってい るな ら， これ らのか けが えの ない

祝 福 を得 ることが で きるの です。神 は生

きてお られ ， イエス はキ リス トであられ ，

この 教 会 は主 の 教 会 で す 。 ゴー ドン・

Ｂ・ヒンクレー大 管 長 は主の預 言者 です 。
み な あかし

イエス ・キ リス トの聖 なる御名 により証 し

ます。 アーメン。

注

１，ラ ッセル ・Ｍ ・ネル ソン ，レベ ッカ ・Ｍ ・テ

ーラー “Ｆｒｉｅｎｄ ｔｏ Ｆｒｉｅｎｄ，” １「〃θηα

１９９７年 ３月号 ，６－７参照

２，教 義 と聖 約 ２ ：１－３参照

３，教 義 と聖 約 １３８：４７－４８参 照

４．１テモテ ５ ：８参 照

５．教 義 と聖 約 ９３：４４。 列王下 ２０：１；イ

ザヤ ３８ ：１も参照

６，１テモテ ６ ：１１

７．教義 と聖約 １２１：４１

８．教義 と聖約 １２１：４２

９．１ペ テロ２ ：１参 照

１０．ヨプ ２７：６

１１．１ニー ファイ １５ ：２４

１２．箴言 ４：１３

１３、２テサ ロニ ケ ２：１５。 ほ かに 関連 す る

聖 句 として次の 二つが 挙 げ られる 。 「あ

な た は ，キ リス ト・イエス に対す る信 仰



と愛 とを も って ，わた しか ら聞 い た 健

全 な言 葉を 模範 に しなさ い。」（２テモ テ

１：１３）「わた した ちの告 白す る望み を ，

動 くことな く しっか りと持 ち続 け 〔な さ

い。〕」 （ヘ ブル １０ ：２３）

１４，１ニー ファイ ８ ：３０

１５，１ニ ーフ ァイ １１：２５

１６．教 義 と聖約 ６８ ：２５，強調 付力０

１７．「家 族一 世 界 へ の 宣 言 」『聖 徒 の道 』

１９９６年 ６月号 ， １０

１８，教 義 と聖 約 ９３：４０－４４

１９．教 義と聖 約 ９３：４７参照 ，

２０．ゴー ドン・Ｂ・ヒン クレー大 管 長 ， トー マ

ス ・Ｓ・モ ン ソン副 管 長 ，お よび ジ ェー

ム ズ ・Ｅ・フ ァウス ト副 管長 の 署 名 が な

さ れて いる ］９９９年 ２月 １１日付 け の

同 手 紙で は ，両 親 が行 うことも述 べ ら

れ ている 。 「わた したちは親 の皆 さん と

子 供たち に ，家族 の祈 り，家庭 の 夕べ ，

福 音の 研 究 と指 導 ，そ して 健金 な 家族

活動 を最 優 先す るよ うにお 勧め します。

必 要と され るそ のほ かの 事柄 や活 動 が

ど れほ ど価 値の あ る適 切 なも ので あ っ

た として も ，そ れ らは ，親 と家 族 だ け

が全 うで き る天与 の 義 務 に取 って代 え

られるも ので は決 してあ りません 。」

ＣＰＤＩｌｃｌｅｓ，Ａｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔｓ，ａｎｄ

ＡｐＰｏｌｎｔｍｅｎｔ＄，”Ｅηｓ１９η，１９９９年

６月号 ，８０で 引用 ）

２１．モ ロナイ ８ ：１０ ；教 義 と聖約 １９ ：３１；

６８ ：２５－ ３４ ；１３８：３３；信 仰 箇 条

１：４参 照

２２．モー セ ６：５８－６２参照

２３．レビ １０ ：１１；申命 ６ ：７ ；モ ーサ ヤ ４ ：

１４参 照

２４，２ニ ー フ ァイ ２ ：２６ ；モ ー サヤ ］：３ １

５ ：８ ；教義 と聖約 ９８ ：８参照

２５．ジョセフ ・ス ミス訳マ タイ ６：３８参

照

２６．モー サヤ ４ ：２１－２６ ；］８ ：２７ ；

アル マ １：２７参照

２７，教 義 と聖約 ２３ ：３

２８．モロナイ ７ ：１２－ １９参照

２９．モーセ １：３９参 照

３０，１テサ ロニケ ５ ：２１

３１．２ニー ファイ ２：１７－ １８，２７参 照

３２．１コリン ト １５ ：１９

３３．教 義と聖 約 １３２：１９

わたしたちが

生きている時代
大 管 長

ゴー ドン ・Ｂ・ヒンク レー

ｒわたしたちの安全ば侮い改めにかか，τしぽ す。禰の戒めを守ると昔にわたし

たちばカを授仇 ５れます。ノ

愛 薦警蜜１繧
かれ るままにお話 しで きるよう祈 って い

ます。

先 ほど， 合 衆 国 の ミサ イル攻 撃 が 進

行 中 で あ る とい うメモ を受 け取 りま し

た。 言 うまで もな く， わた した ちは危 険

な時代 に生 きてい ます。 わた しは この時

代 とわた したち教会 員 を取 り巻 く状 況 に

つ いてお話 ししたい と思い ます。

１か 月 もた ってい ない９月 １１日の 出来

事 はだれ もが は っき りと覚 えて い ます 。

敵 意 に満 ちた邪 悪 な攻 撃 に よって， わ

たしたちは戦争 に引 きず り込 まれてい ま

す 。２１世 紀最 初 の戦 争 です。 前 世紀 は

人類 の歴 史上 ，最 も戦争 が 多 い時 代 だ

った と言 われて きました。 そ して今 ，新

た な危 機 を迎え ました。 どの ように展 開

し， 終 結 す るの か は分 か りませ ん。 合

衆 国 が建 国 され て以 来 ，本 土 に重 大 な

攻 撃 を受 けた の は これ が 初 め て で す 。

しか し， これ は合 衆 国だ けに対 す る攻

撃 ではあ りませ んで した。あ らゆる地 に

住 む善 良 な人 々 と国民 に対 す る攻撃 で

す。 周 到 な計 画 の下 で ，大 胆 に実 行 さ

れ ， む ごい 結 果 を生 じました。何 の罪

もない ５，０００人 以 上 の人 々が亡 くなった

と考 えられ てい ます。 この中 には多 くの

外 国 人 もい ま した 。 ま さ に ， 残 酷 で
こうかつ

狡 猜 な， また途 方 もな く邪 悪 な行 為 で

す。

最 近 ， わた しは国 内 の数 人 の宗 教 指

導 者 とともに， ホ ワイトハ ウスに招 かれ

て， 大 統 領 にお 会 い しました。 大 統 領

は気 さくに， また率 直 に話 して くだ さい

ました。

そ の 日の 晩 に大統 領 は議 会 と国民 に

向 かって， アメリカと同盟 国は この悲惨

な出来 事の計 画 に関与 したテロリス トと

彼 らをか くまってい る人々 を追 跡 して捕

らえる決 意 で あると，は っきりと表 明 し

ました。

現 在 ，我 が 国 は戦争 状態 にあ ります。

巨大 な軍 隊が動 員 され てきましたし，そ

れ は今 後 も続 行す るで しょう。方 針 につ

い ての 同 盟 が結 ばれ て い ます 。 この紛

争が いつ終 わ るのか だれ にも分か りませ

ん 。 どれ ほ どの人 命 と財 産 が失 われ る

のか も分 か りませ ん。 どの ような方法 で

戦 争 が 展 開 され るの か も分 か りませ ん。

教 会 の働 きにも様 々な影 響 を与 えること

で しょう。

わた した ちの 国の 経 済 は苦 しい状 況
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教会指導者の勧告から力を得ようとする会員で，どの部会も満席となった。

に置 か れ てい ます 。 す で に問 題が 起 き

ていた ところに この事件 が起 きて， 問題

をさらに大 きくしました。 多 くの 人が 職

を失 って い ます 。 教 会 内 で も， 失 業 者
じゅうぶん

の増 加 は福 祉 の必 要 を招 き， 什 分 の一

に影 響 を及 ぼす ことが考 え られます 。宣

教 師 プログラムにも影 響 を与 えることで

しょう。

わ た した ちは今 や ，世 界 的 な規 模 の

組 織 となって い ます 。 １５０か 国以 上 の

国 々に教 会員 が い ます。 この 世界 的規

模 の非常 に大 きなプログラムを管理 運営

す ることは ます ます難 しくな って い くと

予想 され ます。

アメ リカ国 民 で あ る教 会員 は国 家 の
きぜ ん

大統 領 とともに毅 然 として立 ち上 が って

い ます。 おぞ ましく邪悪 な力 を突 き止め

て ， 自分 た ちの行 為 に責任 を取 らせ な

ければ な りませ ん。 これ はキリス ト教 徒

とイスラム教徒 の問 題 では あ りませ ん 。

わたしは， 攻撃 目標 となっている国の飢

えた人々に食糧 が届 けられ ていることを

知 って うれ しく思 ってい ます 。わ た した

ちは全 世 界 のイス ラム教 徒 の 隣 人 を尊

重 し， 自分 の 宗 教 の教 えに従 って生 き

ている人 々が 苦 しみ を受 けることのない

ようにと願 って います 。 わた した ちの民

に特 に お 願 い した い の は ， 罪 の ない

人 々へ の迫 害 にい か なる形 で あれ 関 与

しないで ほしい ということです 。む しろ，

親 しみ を示 し， 援 助 の 手 を差 し伸 べ ，

守 り，支 援す る人 で あって ください。探

し出 して壊 滅 させ な けれ ば な らない の

は，テロリス トの組織 です 。

この教 会 の会 員 であ るわた した ちは，

そ のようなグル ープについ てある程 度 の

知 識 を持 っています 。モ ルモン書 にはガ

デア ントンの 強盗 団 につ いて記 されてい

ます。 残 忍 で ，誓 い の下 に結 束 し， 邪

悪 と破 壊 を 目的 とす る秘 密 結 社 で す 。

当時 ，彼 らは 自分 た ちの利 用 で きるあ

らゆ る手段 を使 って ， 教 会 を滅 ぼ し，
きべ ん ろう

誰弁 を弄 して人 々の 支 持 を求 め ，社 会

を支 配 しま した 。現 在 の状 況 に も同 じ

要素 を見ることがで きます 。

わ た した ち は平 和 を愛 す る民 で す 。

過去 も現在 も平和 の君 であ るキ リス トに

従 っています 。 けれ ども， わた したちは

正 義 と良 識 を守 り， 自由 と文 明 を守 る

ために立 ち上が らな くてはな らない時 が

あ ります 。そ れは， モロナイが 妻子 と自

由の 大 義 を守 るため に人 々を結 集 させ

たの と同 じです （アルマ ４８：１０参 照）。

先 日， ラリー ・キ ング氏 の テ レビ番 組

で， 宗教 という名 の下で あの ような忌 ま

わ しい活 動 を行 うことにつ いて どう思 う

か とい う質 問 を受 け ました。 わた しはこ

の ように答 え ました。 「宗 教 に よって ，
る

不正 や邪 悪 ， またこの ような邪 悪 な出来

事 が 防げ るわ けではあ りませ ん。 わ たし

の信 じて いる神 はこの ような行 動 を許 し
あわ

てはお られ ませ ん。憐 れみ の神 で あ り，

愛 の神 であ られ ます。 また平和 と安 らぎ

の神 であ られ ます 。 わた しは この ような

事 態 の ときに， 慰め と強 さを神 に求 めま

す 。」

この国や ほかの 国々の教 会員 は現 在 ，

多 くの人 々とともに国際 的 な運 動 に参加

してい ます。 軍 隊 に属 してい る人々が ，

愛 す る人 々 に別 れ を告 げ て 出て 行 く姿

が テレビに映 し出 されてい ます。彼 らは，

無事 に帰 還 で きるか どうか分 か らない ま

まに出て行 くのです。 それ はわた したち

の 民 の家 庭 に も影 響 を与 えて い ます 。

わた したちは教 会 として一 致 団結 して ひ

ざ まず き， この軍 事 行 動 の 重 荷 を背 負

う人 々に全 能者 の力 が注 がれ るように祈

らなければな りません。

この紛 争 が どれ だ け続 くのか だ れ も

知 りませ ん。 どこが 戦 闘の場 となるのか

正 確 に知 って い る人 はい ませ ん。 終 結

す るまで どの程 度 の範 囲で 人 々が 巻 き

込 まれ るのかだれ に も分 か りませ ん。規

模 や様 子 につ い て現 時 点 では見 当の つ
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か な沸計画 がす でに始め られて います。

この ような ときに， わた した ちは命 と

平 和 が ，そ して 文 明 その ものが ， は か

ない もので あることを痛切 に思 い 知 らさ

れ ます 。 経 済 は特 に不 安 定 で す。 わ た

したち は繰 り返 し， 自立 につい て ，負

債 につ いて ，倹 約 につ いて勧 告 を受 け

て きま した。 わた したちの 中には まった

く不 必 要 なものの ために多 くの負 債 を抱

えてい る人々が 大勢 い ます。 わた しは若

い ころ に，家 族 の必 要 を満 たす だ けの

質 素 な家 を建 てて ， そ の家 を美 しく，

魅 力 の ある， 心 地 よい ，安 全 な場 所 と

す るよう父か ら言 われ ました。 で きるだ

け早 く抵 当 を外 して， どの ようなことが

起 きて も，妻 子 のた め に住 む場 所 が あ

るように してお きなさい， と父 か ら忠 告

を受 けました 。わ た しはその ような教 え
’
の下 で 成 長 しました 。 この教 会 の会 員

である皆 さんに，可 能 なか ぎり負 債 を解

消 して， 必要 な ときのた めに蓄 えをす る

よう強 く勧 告い たします。

今 後起 きるあらゆ る事 態 に備 えること

はで きませ ん。 けれ ども，多 くの不 慮 の

事 態 に備 えることはで きます。 現在 起 き

ている状況 を見て ，わだ したちのなすべ

きことを肝 に銘 じようで はあ りませ んか。

６０年 以 上 にもわた って絶 えず 勧 告 さ

れて きた ように， 緊急 時 に命 を支 えるた

めの食 物 を蓄 えてお こうではあ りませ ん

か。 しか し， パニ ックに陥った り，過剰

な行 動 に 出た りす ることのな いように し

て くだ い。 あらゆ る面 で分 別の ある人 に

なって くだ さい。 兄 弟 姉 妹 ， 何 よりも，

生 ける神 とその愛 される御 子 を信 じる信

仰 を もっ て前 進 しよ うで はあ りませ ん

か。

このアメリカの地 には大 いなる約 束が

あ ります 。 わた したち ははっ きりとした

言 葉 で こう告 げ られ て いるので す。 「こ

の地 はえ り抜 きの地 で あ り， この地 を所

有 す る民 は どの 国民 も， この 地 の神 に
とら

仕 えさえす れ ば ，奴 隷 の状 態 にも囚 わ

れの 身に もなるこ とな く，天 下 のほか の

どの ような 国民 か らも支 配 を受 けない 。

この 地 の 神 とは イエ ス ・キ リス トで あ

〔る。〕」（エ テル ２：１２）この 約束 は取 り消

され ることが あ りませ ん。 最 も大 切 なこ

とは神 の戒 めに従 うことです。

１囁蟹

わた したちが従 っている憲法 はわた し

たちに恵 みをもた らしてきただ けで な く，

諸外 国 に とって も憲法 の模 範 となって き

ました。 これ は， 神 の霊 感 に よる国家

の 安全 手段 であ り， 自由 と，法 の 下 で

の正 義 と公平 を保証 する もの です 。

将来 に どの ようなことが待 ち受 けてい

るか は分 か りませ ん 。 否 定 的 な言 葉 を

述べ た くはあ りませ んが ，聖 文の警 告 と

これ まで絶 えず与 え られて きた預 言者 た

ちの教 えを思 い 出 していただ きたい と思

います。

パ ロが 見 た肥 え太 った雌 牛 とや せ 細

った雌 牛 ， 太 った良 い穂 とや せ た穂 の

夢 が 教 える偉 大 な教 訓 をわた しは忘 れ

ることが で きませ ん。

マ タイによる福 音 書 第 ２４章 で主 が 明

らかに してお られ る厳 しい警 告 をわた し

の心か ら追 い払 うことがで きませ ん。

わた しも皆 さん と同 じように， 地 が清

め られ ，筆 舌 に尽 くし難 い苦 難 が あ り，

泣 き， 嘆 き，悲 しみの時が 来 ることを宣

言 した近 代の啓 示 の言葉 をよく知 ってい

ます （教 義 と聖約 １１２：２４参 照）。

さて， わたしは人騒が せ なことを言 う

つ もりはあ りませ ん。 死 を宣 告 す る預言

者 にな りたい とは思 い ませ ん。 わた しは

楽 観 的 です 。 すべ て を滅 ぼす 災 いが わ

た したちを襲 う時が 来て いるとは思 い ま

せ ん。 そ うでない ことを心 か ら祈 ってい

ます。 まだ成 し遂 げね ばな らない主 の業

が 非 常 に多 くあ ります 。 わた したち と，

またわた した ちの子 どもたちでそ れを行

わなければ な りませ ん。

教 会 の業 務 を運営 す る責 任 の あ るわ

；醤 １

馨

騰
饗
灘
、轟

箋

たしたちは， これ まで と同 じように慎 重

で あ り，細 心 の注 意 を払 っていることを

お伝 え してお きます 。教 会 の什 分 の一

は神 聖 な基 金 で す。 主 が 自ら定め られ

た方 法 によって配 分 されてい ます。 わた

したちは非常 に大 きく，複 雑な組織 にな

って きました。広 範 囲 にわた るとともに

多 くの費 用 がかか るプログラムを実 施 し

てい ます 。 けれ ども， 収 入 の 範 囲 を超

え るようなこ とは行 ってい ない ことをお

伝 え して お きます。 教 会 に負 債 を負 わ

せ るような ことは しませ ん。 手 もとにあ

る資源 の範 囲内 に収めてい ます。

わた しは什 分 の一 の律 法 に心 か ら感

謝 して い ます 。 これ は主 の 財 政 の律 法

で す 。教 義 と聖 約 第 １１９章 で ，わず か

な言 葉 をもって与 えられてい ます。 主 の

知 恵 が そ こにあ ります 。 金 額 の 多 寡 に

関 係 な く， 什 分 の一 を正 直 に納 め るす

べ ての 男 女 ，す べ ての少 年 少 女 ， そ し

て子 どもたちに申 し上 げ ます 。皆 さんが

心 の 中に抱 いて いる信仰 に感 謝 します 。

わた しは皆 さん と，そ して什 分の一 を納

めるべ きであ るの に納 めてい ない人 々に

申 し上 げ ます 。 主 が 驚 くべ き祝 福 を約

束 して お られ ることに注 目して くだ さい

（マ ラキ３：１０－１２参 照）。 主 は 「什 分 の

一 を納 め る者 は
， 主 の来 臨 の時 に焼 か

れ ない であ ろ う」とも約 束 してお られ ま

す （教 義 と聖約 ６４：２３）。

断食 献 金 を納 め てい る人 々に も感 謝

して います 。 これはひ と月 に２度の食 事

を抜 くだけ で， ほかに何 も求 められ ませ

ん。 それ は苦 しんで いる人 々を助 けるこ

とを 目的 とした福祉 プログラムを支 える
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大 きな柱 となっています。

さて， わた したちは皆 ， ひどい戦 争 ，

争 い，憎 しみ ，苦 しみが 今 に始 まった

ことで はないと知 ってい ます 。わ た した
こんにち

ちが 今 日 目に して いる争 い は， 天 の戦

いで始 まった争 いの再現 で しか あ りませ

ん。黙示 録 か ら引用 したい と思い ます。

「さて ，天 で は戦い が起 った。 ミカエ
みつカい

ル とその御 使 たちとが ，龍 と戦 ったので

ある。 龍 もその使 たちも応戦 したが ，

勝 てなか った。 そ して， もはや天 には

彼 らのお る所が な くなった。

この 巨大 な龍 ，す なわち，悪 魔 とか，

サ タンとか 呼 ば れ， 全 世 界 を惑 わす 年

を経 たへ び は， 地 に投 げ 落 され ， その

使 たちも， もろともに投 げ 落された。

そ の時 わた しは， 大 きな声 が 天 で こ

う言 うのを聞いた ，『今や ，われ らの神 の
すくい

救 と力 と国と，神 のキ リス トの権 威 とは，

現 れ た。』」（黙示 １２ ７－１０）

そ れは恐 ろしい戦 いで あったことで し

ょう。悪 の 軍 勢 は義 の 軍 勢 に向 か って
ほ っ き

蜂 起 しました。 大い なる欺 く者で ある暁

の子 は敗 北 し，追 放 され て， 天 軍 の ３

分の １を一緒 に連 れて行 きました。

この大 きな戦 いについて モーセ書 とア

ブ ラハム書 はさらに理解 の光 を投げ かけ

て います 。 サ タンは人 か ら選 択 の 自由

を取 り上 げ て ， す べ て の功 績 ， 誉 れ ，

栄光 を受 けようとしま した。 この計画 に

対 抗 したの は，御 子 が 自ら成 し遂 ける

と語 られ た， 御 父 の計 画 で した。 その

騰
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計 画 に 基 つ い て ， 御 子 は 地 上 に 来 て ，
あがな

人類 の罪 を蹟 うため に命 を差 し出 され ま

した。

カ イ ンの 時代 か ら現 在 に 至 るまで ，

敵 対 す る者 は恐 ろ しい戦 い を画 策 して

きました。 それ らは非 常 に大 きな苦 しみ

を招 きました。

裏 切 りとテ ロリズ ムはサ タ ンとともに

始 ま りました。 これ らは，神 の御 子が 神

の息 子 娘 たちの 問 で 平和 と善 に よっ て

支 配 するため に戻 って来 られ るまで続 く

ことで しょう。
き ょ っ

有 史 以来 今 日 まで ，実 に大 勢 の男 女

が生 を受 け， 死んで いきました。あ る人

たちは今 後 起 きる戦 いで命 を落 とすか も

しれ ませ ん。 しか し， わた したちに とっ
あカし

て死 は終 わ りでない ことを，厳 粛 に証 し

ます。現 在 ここで 生活 してい るの とまっ

た く同 じように確 か に，来世 があ ります。

天の 戦 い の争 点 とな った偉 大 な計 画 に

よって， 人 は生 き続 けるのです。

ヨブは「人が もし死 ねば ， また生 きる

で しょうか」と尋 ね ました （ヨブ １４ １４）。

その 後 ， ヨブ は この ように言 って い ま

す。 「わた しは知 る， わた しをあ が なう

者 は生 きて お られ る， 後 の 日に彼 は必

す 地 の上に立 たれる。

わ た しの皮 が この ように滅 ぼ されたの

ち，わた しは肉にあ って神 を見 るであ ろ

う。

しか もわ た しの味方 として見 るであ ろ

う。 わた しの見 る者 はこれ以 外 のもので
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は ない。」（欽 定訳 ヨブ １９ ２５－２７より和

訳 ）

さて ，兄 弟 姉 妹 の皆 さん ， わた した

ちは どの ような義務 で あろ うと自分 の義

務 を果 た さなけれ ば なりませ ん。 しは ら

くの 問 平 和 が 来 な い か も しれ ませ ん 。

一 部 の 自由 が制 限 され るか もしれ ませ

ん。 不都 合 なことも出て くるか もしれ ま

せ ん。次 々と苦 しみ を受 けるか もしれ ま

せ ん。 けれ ど も永 遠 の 父 なる神 は 御 父

を仰 ぎ見 るこの国 とあ らゆる文明 世 界 を

見 守 って くださることで しょう。 主 は「主

をお のが 神 とす る国 はさいわ いで ある」

と言 われ ました （詩篇 ３３：１２）。 わた した

ちの安 全 は悔 い改 めにか かってい ます 。

神 の戒 めを守 るときにわた したち は力 を

授 けられ ます。

どうか 祈 って ください。正 義 のために

祈 ろうではあ りませ んか。 善 を擁 護 する

軍 勢 のた めに祈 ろうで はあ りませ んか 。

どの宗教 を信 じているか， どこに住 んで

い るか にかか わ りな く， 善 を求 め る男 女

の ために祈 ろうではあ りませ んか。 祖 国
る

で のことであれ外 国 での ことであれ，邪

悪 に対 してひるむ ことな く立 ち上 がろ う

で はあ りませ んか 。 必 要 で あれ は 生 活

を改 め ， すべ ての 人の 御 父 であ る御 方

に頼 ることに よって，天 の祝福 を受 ける

にふ さわ しい者 とな ろうで はあ りませ ん

か 。主 は言 わ れま した。 「静 まって ，わ

た しこそ神 で あ る ことを知 れ 。」（詩 篇

４６．１０）

現 在 は危 険 に囲 まれ た 時代 で しょう

か。 その とお りで す。 けれ ども恐 れる必

要 は あ りませ ん。 心 に 平 安 を， 家 庭 に

平和 を得 ることが で きます 。 わた したち

は 皆 ， この 世 にあ って 善 な る影 響 を及

ぼす ことが できます。

わた したち は待 ち受 けて い る不 安 な

日々をそれ ぞれ に生 きてい きます 。全 能

者 で あ る天 の神 が わ た した ち を助 け ，

祝 福 して くだ さい ます ように。 揺 るぎな

い信 仰 を もって神 に頼 るこ とがで きます

ように。 わた した ちが 生 き永 らえ るに し

て も， あるいは死 を迎 えるにして も，偉

大 な蹟 い 主 で ある御 子 に信 頼 を寄 せ る

ことがで きます よう， イエ ス ・キ リス トの
み な

聖 なる御 名 に よってお祈 りします。 アー

メン。



●日曜モ後の部会

２００１年 １０月７日

帰還官教師
十 二使 徒 定員 会

Ｌ・トム ・ペ リー

吟 鋤要慰のば，再び仕克る用惹のでぎた媚還宣灘 励 ，ま５成る王国の軍勢τ

す。ノ

一 ７騨 の午後 の部 会 で， わた しは特

定 の グルー プに向 けて お話 し」 したい と思 い ます。 過去 数 年

の問 に， 何 十 万 とい う方 々が 専 任 宣 教

師の召 しを終 えて帰還 して きました。 皆

さん一 人 一 人 は， 救 い主 が 弟 子 たち に

与 え られたの と同 じ召 しにこたえたので

す。

「そ れ ゆ えに， あ な たが た は行 って，

す べ ての 国 民 を弟 子 として， 父 と子 と

聖霊 との名 によって，彼 らにバ プテスマ

を施 し，

あなたが たに命 じてお いたいっさいの

ことを守 るように教 えよ。 見 よ， わた し

は世 の終 りまで， いつ もあなたが た と共

にいるのであ る。」（マタイ２８：１９，２０）

世 界 の 多 くの 国 々へ 出 か けて 行 き，

救 い主 の メッセージを伝 えるのは皆 さん

の特 権 で した。 キ リス トの もとに来 て ，

主の福 音の祝 福 を味わ うように人 々を招

いたの です 。皆 さんはいろいろな文化 の

中 に住 み ，様 々な言 語 を学 ぶ特 権 を得

ました。 それ は ， イエ ス ・キ リス トの使
あかし

命 につ いて の皆 さん 自身 の個 人 的 な証

を築 く時期で もあ りました。

わた しは長 年 にわた り， 帰 還 宣 教 師

である皆 さん とお会 いす る栄誉 に絶 えず

あず か って きました。 皆 さん の多 くが ，

かつ て特 権 にあず か って奉 仕 した人 々

に もう一 度会 うため にぜ ひとも帰 りたい

と望 んで い ます 。 伝 道 地 で 経験 した こ

とをぜ ひ分 か ち合 い たい と願 って い ま

す 。結 婚 の 案 内状 や履 歴 書 には ，帰 還

宣 教 師であ ることを示す 一行 を書 き加 え

て い ます。 今 で はもう宣 教 師 の名 札 を

付 け て はい ませ ん が ， 皆 さん は 自分 が

かつ て宣教 師 として主に仕 えた者 である

ことを示 したい と切 望 してい るように見

えます。 その うえ皆 さんには，福 音 のた

め に奉 仕 す るこ との喜 び を見 いだ した，

すば らしい思 い出が あ ります 。

さらに皆 さん とた くさん 話 し合 って学

んだ ことがあ ります。 それ は，伝 道地 を

離 れ普 通 の教 会 員 の 生 活 に戻 って い く

のは，時 々調整 が 難 しい ということです。

恐 らく， 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

の専任 宣教 師 として奉 仕 しな くなったと

き， 引 き続 き福 音 を分 か ち合 ってい き

たい とい う願 い を保 つの は困難 なことで

しょう。

幾つ かの提 案 を したいと思 います 。

わ た しの 宣 教 師 時代 につ いて 残 って

い る最 も強 烈 な思 い 出の 一 つ は， 定期

的 な祈 りを実行 す ることに よって， どん

なに主 に近 くなれ た か とい うことです 。

そ の当 時， 伝 道 本 部 はソル トレー ク・シ
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ティー の ステー トス トリー ト沿 い にあ り

ました。 そ れ は大 変 大 きな家 で ，宣 教

師 訓練 セ ンターとして改 装 され た もので

した。 一 部屋 にたぶ んベ ッドが １０台 も

入 るような大 きな共 同寝室 が幾 つ もあ り

ました。 チェ ックインしたの は 日曜 日の

夜 で した。

伝 道 に赴 く前の週 は興奮 す ることばか

りで した。パ ーテ ィーや歓 送会 が たくさ

ん 開か れ ました。 残 念 なが ら， わた し

は十 分 に休 息 を取 れず ，伝 道 本 部 で受

けるはずの訓 練 に対 して も備 えが できて

い ませ ん で した 。伝 道 本 部 で の最 初 の

晩 が終 わるころ， わた しは疲 れ果 ててい

ま した 。 ほか の宣 教 師 がベ ッ ドの 準備

をす るのを待 ってい る問 ，わ たしは 自分

の ベ ッドの上 に横 になっていて， 間 もな

く寝入 って しまい ました。 しか し，周 り

の気 配 を感 じて， わた しは眠 りか ら呼 び

戻 され ました。 目が覚 めて きた とき， だ

れ かが祈 ってい る言葉 が 聞 こえて きまし

た。 目を 開けてみ て非 常 に驚 きました。

わ た しの 部屋 の長 老 た ちが 全 員 わ た し

のベ ッドの周 りにひざ まず いて，一 日を

終 えるた めのお 祈 りをしてい たので す。

わた しはす ぐに 目を閉 じ， 眠 ってい るふ

りを しました。 あま りにも恥 ずか しか っ

たので ，ベ ッドか ら出 て祈 りに加 わ る気

にはなれ ません で した。宣 教 師 としての

祈 りにまつわる最初 の経験 は恥 ずか しい

もの で したが， それ はまた， 導 きを得 る

ため しば しば 主 に呼 び 求 め た， す ば ら

しい２年 問の始 まりで もあ りました。

伝 道期 間 中ず っ と， 毎 朝新 しい 一 日

を始 め るに当 た って ， 同僚 と一 緒 に祈

りま した。毎 晩 ，ベ ッドに入 る前 に も同

じように しました。勉 強 す る前 に祈 りま

した し， アパー トを出て伝 道活動 をしに

行 くときに も祈 りました。 そ して もちろ

ん ， 伝 道 活 動 を正 し く進 め るため の導

きを必 要 とした とき，特 別 な祈 りを ささ

げ ました。 天 の御父 に度 々祈 りをささげ

ることによって，召 され た業 を推 し進め

るため の力 と勇 気 を与 え られ たの です。

答 えは ， 時 に は驚 くほど直 接 的 に， し

か もはっ きりとした 方法 で与 えられ まし

た。 わた した ちが一 日の助 け を求 めて

主 に請 い求 めれ ば 求 める ほど， 聖 なる
み た ま

御 霊 の 導 きは 高 まった ように 感 じまし



た。

伝 道 後 の わた しの生 活 を振 り返 って

みると，伝 道 地で経 験 したのと同 じよう

に 自らを主 に近 く保 つ ことがで きた期 間

が あった ことに気 づ きます 。 また， いつ

の 問 にか この世 的 な もの が 忍 び 込 んで

きて， 自分 の祈 りと行いが あ まり一致 せ

ず ，忠実 でなかった期 間 もあ りました。

今， ちょっとした 自己評価 をす る良 い

機 会で はないで しょうか 。つ ま り， わた

した ちが 伝 道 地 で 天 の御 父 との 問 に築

いていたの と同 じ関係 を，今 で も持 って

いるか どうか を知 るために 自分 自身を吟

味 してみるのです 。 もし， この世 的 なも

の が わた した ちか ら祈 りを遠 ざ けてい

るとす れ ば ， わた した ちは偉 大 で霊 的

な力 を失 ってい ることにな ります 。 もっ

と祈 りの頻 度 を多 くし，首 尾一 貫 した力

強 い祈 りを通 して伝 道 の精 神 に再 び 火

をつ ける時は， た ぶん 今 な ので す。

宣 教 師 としての懐 か しい思 い 出の 二

つ 目は， 毎 日聖 文 学 習 を行 ったこ とで

す。福 音 を学 ぶ ため の聖 文 学 習計 画 に

従 うように 自己訓 練 したことは， 実 り多

いす ば ら しい経 験 で した 。 聖 文 の教 え

の知 識 は しば しば， 個 人 の学 習 を通 し

て輝 か しい方 法 で明 らか にされ ました。

宣教 師 として， わた しが驚 嘆 した ことを

思 い 出 します 。 それ は， 主 が ， 地 上 に

騨
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いる主の子 どもたちのためにいか に完 全

な計 画 を用 意 してお られ たか， とい うこ

とで す 。 また ，す べ て の神 権 時 代 に ，
みこころ

子 どもた ち に対 す る御 心 を記 録 す る よ

う， いか に主 の預 言 者 の心 に霊 感 を与

えて こられ たか ， とい うことです。 主 の
み こ と ば

御 言葉 は常 には っきりとしてお り， 直接

的 で， 主の律 法 と主 の道 に従 うことによ

って得 られ る祝 福 を明 らか にして くれ ま

した。

さらにわ たしたちは毎 日，１時 間かそ

れ 以上 を使 って， 同僚 と一緒 に学 習 し

た もの です 。 二 人 の 目で 王 国 の教 義 を

調べ ることは， わた したちの理解 を大 い

に増 す ようで した。わ たしたちは一緒 に

読 み，次 にお互 いの感 じた ことを分 かち

合 いました。

わ た したちの 心 は， 個 人お よび 同 僚

との学 習 を行 うにつ れて研 ぎ澄 まされて

きました。 この学 習 によ り， わた した ち

は同僚 として もっ と親 しくな り， 王 国の

教 義 に関す る理解 は増 したのです。

伝 道 地 を後 にす る と， もはや学 習 習

慣 を身 に付 けるのを助 けて くれ る同僚 は

い なくな ります 。 しか し， これ は学 習 を

や め るべ きだ とい う意 味 で は あ りませ

ん 。家 に帰 った とき， 毎 口家 族 で聖 文

学 習 を行 うのは何 とす ば らしい ことで し

ょうか。家 を離 れて住 むことになったら，

ルームメー トや友 達 を招 いて一 緒 に学 習

しては どうで しょうか。 定期 的な勉 強 会

の時 間を持つ ことによって，王 国 の教 義

を心の 中に明確 に保 つ ことが で きるで し

ょう。そ うすれ ば， この世 の絶 え 間ない

影 響 か ら守 られ るで しょう。 もちろん ，

結婚 す るとき，福 音 の教 えをともに学 び，
はんりよ

分 かち合 える永遠 の伴侶 を持つ ことにな

ります 。 聖文 はいつ もそ こにあって， 人

生 の 目的 に 関す る理 解 を深 めて くれ ま

す 。 また， 人生 を もっと満 ち足 りた， 実

り多い もの とす るた めに行 うべ きことを

教 えて くれ ます。 どうか ，個 人や伴 侶 と

の定 期 的 な 聖文 学 習 を続 けて行 って く

ださい。

人 生 で福 音 をまった く教 え られなか っ

た人 に福 音 を教 えるときに感 じる喜 びを

覚 えているで しょうか。 主の律 法 と主 に

従 うことか ら得 られ る祝福 を教 えるとき

に経 験 する心 の高 まりを覚 えているで し
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ようか 。伝 道 地 で 最 初 のバ プ テ スマ を

施 した ときの喜 び を，忘 れた ことがあ る

で しょうか。

わ た しが 宣 教 師 だ った ころ， 礼 拝 堂

にはバ プテス マフ ォン トが備 えつ け られ

てい ませ んで した。 わた しの最 初のバ プ

テスマ はオハ イオ州 のシオ ト川 で行 われ

ました。 涼 しい 秋 の 日で ， 水 は空 気 よ

りも冷 た く感 じられ ました。 求道 者 に後

か らつ いて来 る ように励 ましなが ら， あ

の 冷 た い川 の 中 に足 を踏 み入 れ た とき

の衝 撃 をよく覚 えて います 。 しか し，空

気 と水 の 冷 た さは， バ プ テス マ の儀 式

を執 行 す るとす ぐに消 えて しまったの で

す 。 バ プ テス マ の水 か ら上 が って 来 た

その人 の喜 びに輝 く顔 を見 たときの印象

を，わ たしは決 して忘れ ないで しょう。

福 音 を教 えバ プ テスマを施 す機 会 は，

専任 宣教 師の 名 札 を付 け た人 々だ けに

限 られ てい るわ けでは あ りませ ん。 この

世 の 日常 的な活 動 に戻 る と伝 道 活 動 の

熱 意 が消 え て しま うの は なぜ で し ょう

か 。
る

人 類 の歴 史 上 ， この地 上 に住 む 天の

御 父 の子 ど もた ちに福 音 を教 えるため

に， わた したちが これ以 上 よく備 え られ

た ときはかつ てあ りませ んで した。 しか
こんにち

も， か つ て なか った ほ ど，今 日人 々は

福 音 をもっ と必 要 としてい るように思 わ

れ るので す 。 世 の 中で は信 仰 が 弱 まっ

てい るのが 分 か ります。 人 々はこの世 的

なもの をます ます 愛す るようになって き

て お り， 道 徳 的価 値観 は低 下 して い ま

す 。 そ の両 方 が 心 痛 と絶 望 の種 とな る

の で す。 今 必 要 な のは ，再 び 仕 え る用

意 の で きた帰 還 宣 教 師 か ら成 る王 国の

軍 勢 で す。 専 任 宣教 師 の名札 を付 ける

ことはない か もしれ ませ んが ，福音 の光

を見 つけ ようともが いてい る世 の人 々に

それ をもた らすた めに， 同 じ望み と決 意

を持 つことがで きるのです。

帰 還 宣 教 師 の皆 さん に，再 び 自分 自

身 をささげ， 伝 道 活 動 の望 み と精 神 で

もう一 度満 た され る ように と， お招 きし
しもべ

ます。 天 の 御 父 の僕 としての 外 見 を保

ち，僕 とな り， 僕 として振 る舞 って くだ

さるようお 願い します 。皆 さんが福 音 を
の

宣 べ伝 える決 意 を新 た にで きるよう祈 っ

てい ます。 主が わた したち全 員に行 うよ
嶋
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力ンフ ァレンス センターの広場 およひ八ル コニーか らの眺めを楽 しむ大会参 加者たち。
●

う召 された この偉 大 な業 に， さらに雄 々

しく従 事 で きるようにな るた めです 。皆

さんに約 束 したい と思 います 。 もし， か

つ て専 任 宣 教 師 として持 ってい た熱 意

を もって力 強 く進 み続 けるならば， 大 い

なる祝 福 が皆 さん を待 ち受 けています。

数 年前 ，息 子の リーか ら電話 を もらっ

たことが あ ります 。息 子 の話 では， わた

しの最 初 の 同僚 が 近所 に滞在 中で ， わ

た しとち ょっとの 問会 いたが って いると

いうことで した。 リーとわた しは二 人で ，

その 最 初 の 同僚 が 滞 在 して いる娘 さん

の家 を訪 ね ました 。 長 い 間お 互 い に会

わ なか った後 で顔 を合 わせ たの は， 特

別 な経 験 で した。 宣 教 師 と して わた し

たちはオハ イオ州 のある町で伝 道 を開始

す る機 会 を与 えられ ました。 この割 り当

ての ため に， わた したちは １０か 月 間一

緒 に働い たのです。 彼 はわた しの トレー

ナー であ り， 最 初 の 同僚 で した。 彼 が

育 った家 庭 では，一 生懸 命 に働 くことの

価 値 か教 え られ て きました。 その ため，

彼 につ い て行 くの は大 変 な ことで した。

でも，一緒 に働 くうちに同僚 として親 し

くなっていきました。

わ たした ちの 同 僚 関係 は その １０か 月

間の割 り当 てで は終 わ りませ んで した。

第 二 次 世 界 大 戦 が 始 まって い ま した 。

わた しは帰 還 してか らほんのわずか な間

普 通 の生 活 をしただ けで ， 軍隊 に召 集

され ました 。新 兵訓 練 所 で の最 初 の 日

曜 日で した。 末 日聖 徒 の集 会 に出席 し

てい たときに，見覚 えのあ る後 ろ姿 が 目

に入 りました。 あの最初 の 同僚 だったの

です 。 こうして，そ の後 の ２年 半 の大部

分 を一 緒 に過 ご しました。 軍 隊 の 中 で

は環 境 は大 い に違 ってい ま した が ， わ

た した ちは伝 道活 動 を続 けようと努力 し

ました。 で きるか ぎ り， 一緒 に祈 りまし

た。 状 況 が 許 す ときは， 一緒 に聖 文 を
たんこん

学び ました。 弾痕 の残 るわた しのテ ン ト

の中 で， ランプの光 だけ を頼 りに同僚 と

ともに何 度 も行 った聖 文 学 習 の 時 間 を

思 い出 します 。 聖 文 の朗 読 は時 々空 襲

警 報 のサ イレンに中 断 され ました。 ラン

プ を素早 く消 し， 一緒 にひさ まず き，祈

りによって勉 強 会を閉 じた ものです。

わ た したちは二 人 ともグルー プ リー タ

ーとして任 命 を受 け ました。そ して ，再

び 一緒 に奉 仕 し， わ た したちの 主 なる

救 い主 の 栄 えあ る福 音 を教 える機 会 に

あず か ったの です 。 専 任 宣 教 師 の とき

よ りも， 軍 隊 で は もっと成 功 しました。

なぜ で しょうか 。わた した ちが 経験 を積

んだ帰還 宣教 師だったか らです 。

最初 の 同僚 へ の この 訪 問 は彼 に会 っ

た最 後 の機会 となりました。不 治 の病 を

患 って い たた め， わず か 数 か 月後 に亡

くなったのです 。わ た したちの伝 道 を再

び体 験 し， 伝 道 後 の生 盾 につ い ても語

り合 うことがで きたのはす ば らしい経 験

で した 。 わた した ちは監 督 会 ， 高 等評

議 会 ， そ して ステ ーク会 長 会 で行 った
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畑 ＿ ＿ 、
ちうん，子 ど もたちや孫 たちの ことを 自

慢 し合 い ました。 わた した ちが ともに座

り，再 び会 えた機会 に感 動 してい るとき，

わた しは アルマ 書 第 １７章 に記 され た言

葉 について考 えずにはい られ ませ んで し

た。

「さて ，ア ルマは ギデ オ ンの地 か ら南

方 のマ ンタイの地 へ 向か って旅 を してい

たとき，見 よ，思 いが けず， ゼ ラヘ ムラ

の地 を指 して旅 をして いたモーサヤ の息

子 たちに出会 った。

モ ーサ ヤの この息 子 たち は， 天 使 が

初 めて アルマに現 れた ときにアルマ とと

もにいた人 々である。そ のため， アルマ

は 自分 の仲 間に会 えたことでひ とかたな

らず 喜ん だ。 しか も，彼 らが なお も主に

あって 兄弟 であ った ので ， そ の喜 びは

いっそう深 かった。 さらに， 彼 らは正 し

い理解力 を備 えた人 々であ り， また神 の

言 葉 を知 るた めに 聖 文 を熱心 に調 べ て

きたので， すで に真 理 を深 く知 る ように

なっていた。

それ ばか りで はない。彼 らは しば しば

祈 り， また断 食 もした ので，預 言 の霊 と

啓 示 の霊 を受 けて いた 。 そ して， 教 え

るときには，神 の力 と権 能 を もって教 え

た。」（アルマ １７：１－３）

皆 さん全 員 が ， わた しが最 初 の 同僚

と経 験 した のと同様 の経 験 がで きるよう

に願 ってい ます。 また，わ た したちの天

の御 父 の 王 国 を築 くた め に皆 さん が 時

間 と才 能 を勤 勉 に ささげ た ときの こと

を， ち ょっと立 ち止 まって じっ くり考 え

ることが で きるように願 ってい ます 。皆

さんが そ うす るため に努力 す る ならば，

わた しは約 束 します。 それは皆 さんの人

生 で感 動 的 な経 験 の一 つ となるで しょ

う。 皆 さんは 帰還 宣教 師 とい う偉 大 な

軍 勢 なので す 。新 たな熱 意 と決 心 とを

もって前 進 しましょう。 皆 さん の模 範 に

よって ， この 混 乱 した世 の 中 に福 音 の

光 を輝かせ て くだ さい。 わた した ちが携

わ ってい るの は， 主 の 業 です 。 神 は生

きてお られ ます。 イエス はキ リス トで す。

わた した ちは主 の教 会 に属 してい ます 。

これ が ， 皆 さん へ の わ た しの 証 で す 。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よっ て ， ア ー

メ．ンＱ

第７の戒め
十二使徒定員会

＝一ル。Ａ・マックスウェル

盾

ｒナ戒の ７番目の律法を守ることが吠切な盾になるのτす。その盾を下ろした

り，なくした０することによ０，天か６のかけがえのなし１祝福を失うことにな

ｏます。１

たしも兄弟姉妹の皆さんとと

わ もに ， ヒンクレー大 管 長 の預

言 者 としての使 命 につ いて感

謝 の思 い を新 た にしました。 ヒンクレー

大 管 長 が はるか 昔 に予 任 され て いた こ
あかし

とを証 す る とともに， その ことに感謝 の

意を表 します。
き よ う

わ た しは今 日， ヤコブ 〔訳 注 ニ ー

ファイの弟 〕の忌 み嫌 った不 貞 の問 題 に

ついてお話 ししたい と思 い ます。 す なわ

ち，十戒 の ７番 目の律 法 に背 くことです。

ヤコブは， この戒 めに耳 を傾 け る人 々が

「非常 に感 じやす く，清 く，繊 細で ある」

ことを思 い，彼 らが すで に受 けてい る傷
いや

を癒す代 わ りに，「ます ます その傷 を深 く

す る」ことのな い ように願 ってい ま した

（モ ルモ ン書 ヤ コブ ２：７，９）。 しか しな

が ら，不 道 徳 に対 す るヤ コブ の厳 しい

言 葉 は，分析 的であ るとともに詩 的で も

あ ります 。 「多 くの者 が 心 に深 い傷 を負

って ，死 んだ ようにな ってい る。」（モル
こんにち

モ ン書 ヤ コブ ２：３５）今 日，多 くの人 々

が 傷 を負 って 人生 を歩 み ， そ の被 害 者

は増 加の 一途 をたどってい ます。

そ こで わ た した ちは皆 ， た とえそ の
ひ

「罪 は緋 の ようで あ って も， 雪 の ように

白 くなる」よう（イザ ヤ １：１８），真 の悔 い

改 め に至 るた めの福 音 の 基 本 原則 を知
ら

ってお く必要 が あ ります 。 しか し，悔 い

改 めの厳 しさとそれ に伴 う豊 か な報 い を

語 るのが ， この お話 の 目的 ではあ りませ

ん 。 そ れ と同様 ， 純 潔 と貞 節 を守 り，

今 日の アメリカの社 会 では少 数派 とな り

つつ ある，婚前 交 渉が誤 りで あると信 じ

る多 くの勇 敢 な若 人 と成 人 を称 賛 す る

のが 目的で もあ りませ ん。 この戒 めに関

し， 従順 を生 じる 信 仰 を持 つ 人 々は称

賛 に値 し， それ を破 って しまって も，π侮

ω改め を生 じる 信仰 ノを持つ 人々には敬

服 いた します （アルマ ３４：１５，強調 付加 ）．。

確 か に婚 前 交渉 や不 貞 は， 私生 児 や
まんえん

母 子家 庭 ， 家庭 の 崩壊 ，病 気の 蔓延 と

い った ， 計 り知 れ ない影 響 を世 に与 え

る結 果 を引 き起 こします。 多 くの結 婚 関

係 が ， 首 の皮 一 枚 で つ な が って い る，

もしくはす でにぷ っつ りと切 れ て しまっ

た状 態 にあ ります 。 この人 目につ かない

なが らも深 刻 な危 機 は ， 戦 争 を も含 む

この時 代 の 厄 介 な世 界 的危 機 とともに

世 にはび こっています 。 イエ スは，末 日

の 地 上 で は 「諸 国 民 が 悩 み … … お じ惑

い」，混乱 す ると言 われ ました （ルカ２１：

２５。教 義 と聖約 ８８：９１；４５：２６も参 照）。

だか らこそ，十 戒 の７番 目の律 法 を守
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る ことが 大 切 な盾 にな るの です 。 そ の

盾 を下 ろ した り， な くした りす る ことに

より， 天か らのか けが えの ない祝 福 を失

うこ とに な ります 。 そ の祝 福 な しに は，

人 も国 も繁 栄 を保 ち続 け ることが で きま

せん。

この名 誉 と栄 華 を追 い求 め る世 の 中

にあ り，天 の祝福 にあず か ろうとす る思

いが何 と少 ない ことか ，不 思議 ではあ り

ませ んか 。 逆 に， 死 後 の 世界 を信 じる

者 が 少 な くなるにつ れ ， 世 の不 徳 が増

します 。 コリホル は「多 く… … を惑 わ し

… ・人 が死 ね ばそ れで終 わ りで ある」と

民 に語 りました （アルマ ３０：１８）。快 楽 中

心 の西 洋社 会 を見 詰 め た 日本 の思想 家

が ，あたか も挑 戦 の ように こう述 べ てい

ます。

「もし死 後 の世 界 が ない ならば， この

残 り少 な い余 生 を快 楽 に没 頭 して何 が

悪い ？ 『次の世 』に対す る不信 仰が ，近

代西 洋 社 会 の道 徳観 念 低 下 に拍 車 をか

けて しまっているの だ。」 （梅 原猛 “Ｔｈｅ

Ｃｉｖｉｌｉｚａｔｉｏｎ ｏｆｔｈｅＦｏｒｅｓｔ：Ａｎｃｉｅｎｔ

Ｊａｐａｎ Ｓｈｏｗｓ Ｐｏｓｔｍｏｄｅｒｎｉｓｍ ｔｈｅ

Ｗａｙ”，．４亡Ｃｅη加ｒプ ｓＥηｄ，ネイサ ン・

Ｐ・ガーデルズ編 〔１９９５年 〕⑲０で引用 ）

したが って ， 善 良 な市 民 とは道 徳 的

に正 しい行 いをす る人で なけれ ばな りま
せんぽう

せ ん。 隣 人 を羨 望 す る ことと隣…人 を愛

す ることは明 らか に違 うのです 。マ シュ

ー ・ア ーノル ドは 「自然 界 は純 潔 を気 に

留 め ない。 人 の本 質 はそ れ を大 い に気

に か け る 」 と ， 洞 察 し て い ま す

（Ｐｈ１五ｓ翻 ｓｍ 加 Ｅη９伽 ｄａｎｄＡｍｅｒたａ，

勲 ｅＣｂｍｐ五ｅ古ｅＰｍｓｅ 照磁 ＳαｆＭａ亡曲ｅｗ

．４ｍ ｏｌｄ， 第 １０巻 ，Ｒ・Ｈ・ス ー パ ー編

〔１９７４年 〕１６０）。 わた しはこれ に付 け加

えたい と思 い ます。神 か ら授 かった本 質

は純 潔 を無 限 とも言 えるほど気 にか ける

のです。

生 まれ なが らの 人 が 影 響 を及 ぼ す性

癖 は７番 目の律法 に反 するもの で， 人を

堕 落 させ ，「肉 欲 や官 能 にお ぼれ ， 悪魔

に従 〔う〕」もの を伴 ってい ます （モー サヤ

１６：３。モ ーサ ヤ３：１９；モーセ ５：１３も参

照）。 兄弟 姉妹 の皆 さん ， この３つ の言

葉が 耳 障 りなようで した ら， 悪 魔 は 「す

べて の人が 自分 の ように惨 め になること

を求 めてい る」とい う（２ニーフ ァイ２：２），

賛美 歌は会衆 に とって ，大会 の部会 の中で ，立 って参加す る機会 とな って いる。

敵 の恐 るべ き 目的 を考 えて み て くだ さ

い。惨 めな者 は仲 間を求 めるのです。

「生 まれ なが らの 人 を捨 て」る最 良 の

方 法 の一つ は，枯 らせ てしまうことです

（モーサ ヤ ３：１９）。枯 らせ ると容 易 に追

い払 うことが で きます 。 そ うしない と，

誘 惑 とい う名 の電 車 が 止 まる度 に切 符

には さみ を入 れ て もらって乗 り込 むこ と

にな ります 。悲 しいのは，言 葉 を並 べ て

も生 まれなが らの人 には勝 てませ ん。 な

ぜ な ら，欲 が言 葉 をふ さぐか らです （マ

ルコ４：１９参 照）。
こうかつ

残 念 なが ら，「狡猜 な人 が ， 人 のす る

こ とは どん なことも 「決 して 罪 にな らな

い」と言 い聞 かせ る と， 人 々は ７番 目の

律 法 を容 易 に破 って しまい ます （アルマ

３０：１７）。そ れ らの 人 々は健 全 な教 えに

耐 え られ な くな り， 戒 め を重 視 しない ，

耳 ざわ りの よい話 をする人 に従 って い き

ます （２テモテ ４：３参 照）。 しか しなが ら，
かんいん

箴 言 は真 実 を語 ってい ます 。 「姦 淫 を行

う者 は思慮 が ない。」（箴 言 ６：３２）戒 めは，

周 りの こ とば か りを気 にす る人 々 にも，

無 視 されが ちです 。 ドス トエ フスキーが

登 場 人物 を通 して こう語 って い ます 。

「時 は流 れ ，人 類 は賢人 を通 して宣 言す

る。 犯 罪 な ど存 在 しない。 だ か ら罪 は

ない。 残 るの は餓 えば か りで ある」と（フ

ヨー ドル ・ミハ イロビ ッチ ・ドス トエ フス

キ ー， Ｔｈｅ Ｂｒｏ亡ｈｅｒｓ ｏｆＫａｒａｍａｚＯＶ，

コ ンス タンス ・ガー ネ ッ ト訳 〔１９５２年 〕

１３０－１３１）。

悪 魔 は また， プライバ シーとい う概念

を必要 以上 に誇 張 して います 。 だれ も

見 て いな けれ ば 大 丈 夫 ， とけ しか け て

い ます 。 コンピュー ターの マウスを一押

しす るだけで ，パ スポー トを見 せ ること

もな く， だ れに も知 られず ， しか もあっ

とい う間 に敵 の領 域 に入 ることが で きる

の です 。 すで に腐 敗 した 良心 が ， 最後

の無 意 味 な検 問 を試み ますが ，無 駄 な

ことです。

しか し神 は ，屋 内用 と屋 外 用 の 二つ

の 十 戒 を用 意 され た わ けで はあ りませ

ん 。 悔 い 改 めの 道 を二 とお り許可 され

た わ けで もあ りませ ん 。 週 末 の後 悔 が

「罰 の定 め を受 け る者 の悲 しみ 」を生 む
みこころ

か もしれ ませ ん 。 しか し，神 の 御 心 に

添 った悲 しみ によって しか もた らされ な

い 「大 きな変 化 」は生 じないので す （モル

モ ン２：１３；モ ー サ ヤ ５：２；アル マ ５：

１３－１４。２コリン ト７：１０も参 照）。

もちろんわた したち死す べ き人 間には

選 択 の 自由 が与 えられ てい ます 。 天 に

お い ては ， この選 択 の 自由 を守 るため

の 戦い さえ起 こりま した。 にもか かわ ら
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ず ， この世 におい ては この偉 大 な選 択
たまもの

の 自由の賜 物 が ， ほ とん ど無抵 抗 で敵

の手 に落 ちて しまっています 。

この ７番 目の律 法 を確 固 として守 る方

法 はた くさんあ ります。例 えばタ ビデ は，

自分 のい るべ き所 にいなか ったとい う理

由で， 容易 に罪 に陥って しまい ました。

「春 になって， 王 たちが 戦 いに出 るに及

んで， ダ ビデは… …エ ルサ レムに とどま

っていた」とあ ります （サ ムエル下 ｌｌ．１）。

そ して皆 さん御存 じの ように，屋 上 か ら

一 人の女 性 を色 欲 の心 で見
， そ れが 悲

劇 の始 まりとなりました。大 切 な教 えは，

「あ なたが た は聖 なる場 所 に立 ち」， 行

くべ きで ない所 を避 ける ことです （教 義

と聖 約 ８７．８。マ タイ２４ １５も参 照）。

「幸 福 に」暮 らして い る人 たち は （２ニ

ーファイ５ ２７）
， 賢明 にも自分 たちを守

ってくれ る霊 的 な方法 を身に付 けてい ま

す 。 そ れ は， 適 切 な服 装 や 言 葉 遣 い ，

ユ ーモア，音 楽 に表 れ， そこにはキリス

トの真 の弟子 としての決 意が みな ぎって

います （箴 言 ２３ ７参照 ）。

また，後 に問題 を起 こした くなけれ は，

悔 い改 めていない罪 を引 きずった まま結

婚 して はな りませ ん 。 「つ り合 わ ない く

び き」を相 手 に負 わせ ては な らないか ら

で す （２コリン ト６●１４）。 同様 に，夫 婦

が 離 れ 離 れ にな らない ため に， 互 い に
たきつぼ

対 す る忠 誠心 を固 く保 ち，滝 壺 へ と続

く激 しい流 れにわ さわ ざ身 を任 せ るこ と

の ないよう， 十分 に注 意 しなけれ ばな り

ませ ん。 また， 同 しように避 けなけれ ば
れんひん

ならないのが， 自己憐欄 という腐 ったよ

どみです。 このよどみ に入 り込 む と，良

心 と聖約 の 両 方 を遠 ざけ るこ とによ り，

責 任感 を放 棄 し，「人 々の 前 で 自分 を正

しい」者 と しようとします。 しか しそれ

は，「神 の み まえで は忌 み きらわれ る」こ

となのです （ルカ１６．１５）。

情 欲の欺 きの渦 を見抜 くことも重 要 な

盾 の一 つ です 。 自分 の みだ らな生 活 か
けいへつ

ら７番 目の律法 を軽蔑 す る人 々は，あた

か もカインのようです 。 カイ ンは弟 アベ

ル を殺す ことにより６番 目の律 法 を破 り，

「わた しは 自由 だ」と宣 言 しま した （モー

セ ５：３３）。 そのような間違 った 自由はペ

テ ロの警 告 を思 い起 こさせ ます 。 「おお

よそ ， 人 は征 服 者 の奴 隷 となる もの で

あ る。」（２ペ テ ロ２’１９。２ニー ファイ２●

２６－３０も参 照）確 かに， かまびす しい声

は， 束縛 と罪 の 中 にあ って も偽 笑 い の

声す ら立て るか もしれ ませ ん。 しか しそ

の ような声 につい て，箴 言 は こう語 って

い ます。 「笑 う時 に も心 に悲 しみ があ り，

喜 び の はて に憂 い が ある。」（箴 言 １４：

１３）

今 の 世 で は， 宣伝 が真 実 か どうか も

気 が か りで す。 ある種 の 名称 は明 らか

に欺 きで ， 侮 辱 以 外 の何 物 で もあ りま

こつこつ

せ ん。 「エ クス タシー （悦 惚 ）」と呼 ばれ

る薬 は，「悲 惨 」と呼 ぶべ きです。 ダンス

パ ー テ ィー の一 種 でみ だ らに暴 れ狂 う

「レイブ （狂 乱 ）」は， さなが ら「喪 中のつ

ぶ や き」です 。 少 々み だ らで もダ ンス な

ら問題 はないと取 り違 えて いる参 加者 が

い ます。 その ような人 たちは，「無 知 で罪

を犯 し」て いるので はあ りませ ん （３ニー

ファイ６．１８）。 敵 を軽 々 しく思 い，敵 の

まね をす ることにより自分 に妥協 し， 友

達 を迷 わ し，悲 しませ ているのです。
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そ のな うなみだ らなダンスが ， 一見 き

らび やか な， しか し薄 暗 い場 所 で 開 か

れ るの はなぜか 考 えてみた ことが あ りま

すか 。 また は， どうしてぜ いた くな飾 り

付 けが されてい るか分か ります か。 また

は ， ど うして 混 乱 した ，騒 が しい音 楽

を流 す の か考 えて み た ことが あ ります

か。 それ は， 悪 が夜 明け を恐 れ， 明 る

い真 理 による断 固 とした吟 味 に持 ち こた

えられず ， 自分 の行 動 を静 か に振 り返

ることに耐 えられ ないか らです 。

この ように， 無 感 覚 を助 長 す る活 動

に加 われ ば ， 仲 間 に な りたい ，愛 され

たい という正 当 な 欲 求 を不 当 な 方 法 で
み らい

満たすことにより霊の味を見分ける味蕾
ま ひ

が 麻 痺 し， 真 の愛 と誤 った快 楽 との 区

別 が難 しくなります 。 そ して悲 しい こと

に，犠 牲 者 も加 害 者 も「心 が 鈍 って」し

まうのです （１ニー ファイ １７：４５；エ ペ ソ

４：１９：モ ロナイ９：２０）。

ヘ ンリー ・フェアリー は，「情 欲 に満 ち

た人 は人 生 の 中心 に恐 ろ しい 空 虚 を抱

えてい る」と書 い てい ます （ヘ ンリー ・フ

ェア リー ， Ｔｈｅ ｓｅｖｅ且 Ｄｅａｄｌｙ Ｓｆηｓ

Ｔｏｄａｙ〔１９７８年 〕１８７）。 それ で もなお，

何 も知 らない若 人 は，「自分 の水 筒 を満

たす こと」につ い て語 るのです 。 そ の水

筒 を満 たす の は， 残 り物 の砂 と有 毒 な

思 い出の砂 利 以外 にあ りませ ん。 フェア

リー は続 けて書 いてい ます 。 「情 欲 には

相 手 へ の 思 いや りは ない 。 自分 の 欲 望

を満 たす の みで あ る。情 欲 は夜 明 け に

は消 えうせ ， 夜 にな り， 居 場 所 を探 そ

うと再 び戻 って来 て も，消 し去 った 自ら

の過 去 があ るだけで ある。」（同上 ，１７５）

どのように変装 しようとも，情 欲 が愛

の代 わ りになることはあ りませ ん。 そ れ

どころか， それ は 「多 くの人 の愛 〔を〕冷

え」させ （マ タイ２４：１２），真 の愛 の成長

を妨 げ ます 。です か らわた したちは，「激

情 をすべ て制 し，愛 で満 たされるように

しな さい」と戒 められ てい るので す （アル

マ ３８：１２）。 さもない と， 激情 が わ た し

たちの心 の空い た場 所 をじわ じわ と占め

て しまい， 義 にか なった 霊 の居 場 所 が

奪 われ てしまうので す。

あ まり目立 ちませ んで したが ，かつ て

社 会 には， 家庭 ，教 会 ， そ して学 校 を

含 むい ろい ろな機構 が ，個 人 の激 情 を

抑 制す るバ ランスの よい助 けを与 えてい

ました。 しか しなが ら，これ らの機構 は

今 ， 失 わ れ た り， 機 能 しな くなった り，

立 場 をあい まい に した りしてい ます。

さ らには， 悪 い ことをした人 々で も，

ほかに称 賛すべ きことを していれば許 そ

うとい う非制 裁 主 義 が ， 最 近 の傾 向 と

して勢 いを増 して きてい ます。 ム ッソリ

ー二 です ら， 電 車 を定 刻 どお り運 行 さ

せ たで はあ りませ んか。 ７番 目の律法 を

犯 す人 で も，何 らか の貢 献 はしているで

しょう。 しか し彼 らは，見 えない代償 を

払 ってい ます （アルマ ２８：１３参 照）。 モ

リアン トン王 につい てこう書 かれ てい ま

す 。「彼 は民 に対 しては公正 であ ったが ，

自分 自身 に対 して はそ うでは なかった。

多 くの みだ らな行 い をして いたか らで あ

る。」（エ テル １０：１１）明 らか に公 正 で偏

りの ない指 導 者 モ リア ントンで した が ，

自分 自身 を尊 ば なか っ たので す。 彼 自

身 の内 なる傷 は ，外 側 の装 飾 や 建物 で

覆 わ れ て しまっ て い た の です （エ テ ル

１０：１２参照 ）。

わた しが ここまで 話 してきたことは非

常 に重 要 なことです。 そ こで， 次の こと
ちゅうちょ

を申 し上 げ なけ れ ば な りませ ん。 躊 躇

せ ず に 申 し上 げ ます。 啓 示 には，悔 い

改 めない人 々はイエ スが わ たしたちのた

め に苦 しまれ た ように必ず 苦 しみ， いつ

の 日か ， そ の罪 に相 当 す る，神 の完 全

な裁 きを個 人 的 に受 けるとあ ります （教

義 と聖 約 １９：１６－１８参 照 ）。 さらには，

宣伝 す る者 ， 資 金 を提 供 す る者 ， 支援

す る者 ，利 益 を得 ようとす る者 ，またい

か なる者 であれ， この不 道 徳 という薬漬

けの ドラマを飽 くこ とな く支援 し強 化 す

る者 は， 自身 が無 数 の人 々に与 えた あ

らゆる苦 しみを 自らの身 に受け なければ

ならないのです 。

最 後 に 兄 弟 姉 妹 の皆 さん ， 時 に は，

またある状 況下 で は， 主の弟 子 として，

たとえ独 りであって も進 んで 耐 えること

が 要求 されます 。 わたしたちが この世 で

喜 んで そ うす ることは， かつ てキ リス ト

が ゲ ツセマ ネで独 りでひ ざまず かれた こ
あがな

とと呼応 します 。蹟 いの 最 後 の過 程 で

は，「だ れ も〔主 〕とともにい なかった 」の

です （教 義 と聖約 １３３：５０。マ タイ２６：

３８－４５も参 照）。
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しか しなが ら，忠 実 な者 た ちはそ の

立場 を守 るか ぎり， 決 して独 りになるこ

とはあ りませ ん 。 ゲツセマ ネでキ リス ト

を力 づ け るた めに いた あの 天使 は， 訳

が あって キ リス トの み もとを去 りました

（ルカ２２；４３参 照 ）。 しか し， わた した

ちが 神 とそ の戒 めへ の信 仰 の盾 を高 く

掲 げ るな らば ， 天使 た ちが 「〔わた した

ち〕の 周 囲 にい て」「〔わ た した ち〕を支

え」，「〔わた した ち〕に対す る務 めを果た

し」て くれるのです （教 義 と聖約 ８４：８８；
あかし

１０９：２２）。 この ことを約 束 し証 します。

そ して兄 弟 姉 妹 ， わた したちの心 の天

候 を測 るため にダイヤ ルをセ ットしまし

ょう。そ の ように してわた したちは， こ

の 世 と来 るべ き世 で 味 わ う幸 福 の程 度

を決 める ことが で きるの です。 また，第

７の戒 めを含 む神 の戒 め を守 ることによ

って ，わ た したちは ダイヤ ルを正 しくセ
み て

ッ トし，神 が その御 手 をわ た した ちに置

い て くだ さるよう願 い求 め ることが で き

ます 。 その 御 手 はお 持 ちの もの をすべ

て与 えることを願 ってお られ る御 方の御

手 なので す （教 義 と聖 約 ８４：３８参 照 ）。
み な

イエ ス ・キ リス トの御 名 に より申 し上 げ

ます 。アーメン。

しば したたずみ ，ソル トレー ク神殿 を感 嘆 して

眺める家族 。



「いちばん大 切な ，

第 のいましめ」
七十人

ロバー ト・Ｆ・オー トン

ハ存症の蘭味を教え」５れτいるわたした参力ら ちし神と隣λを憂さなωな６ば，

わたしたちの行ラほかのすべτの事梅は灰還の帰地加 ５見τほとんど何の薩殊

も」特たないごとになります。ノ

一７ の４週問，憎しみから出た計

画的かつ破壊的なテロ行為

」 に， 世 界 中 の 関心 が 集 中 し

ています 。

憎 しみ は愛 の 正 反 対 に位 置 します １

ル シフェルが その 第一 の 主唱 者 であ り，

張本 人 です 。救 い の計 画 に対 す るル シ

フェ ルの提 案 が 御 父 に拒 絶 され た とき

か ら今 までず っと，そ れは変 わってい ま

せ ん。 銀 貨 ３０枚 で イエ スを大 祭 司 たち

に売 り渡 す企 てをユ ダに吹 き込ん だのは

ル シフェルで した。 「ほえ たけ るししの

ように，食 いつ くすべ きもの を求 めて歩

き回っている」の も（１ペ テロ５：８），あ ら

ゆる義 の敵， 争い の父であ るル シフェル

なので す。

これ とは対 照 的 に，「あ なたが たの敵

を愛 し１… …あなたが たを不 当に扱 い迫

害 す る者 のた めに祈 りな さい」と語 られ

た のは （３ニ ーフ ァイ １２：４４。 マ タイ５：

４４も参照 ），ユ ダの手で 大祭 司 たちに売

られ たイエスで した。 また御 自分 を十字

架 につけ た兵士 の ため に「父 よ，彼 らを

おゆ るしください。彼 らは何 をして いる

のか ， わか らず にい るのです 」と嘆 願 さ

れたの もイエ スで した （ルカ２３：３４）。

わた しは， 何 年 もの 問 ，愛 は一 つ の

属性 だ と思 ってい ました。 しか し，愛 は

属性 以上 の もので す 。 そ れは 戒 め なの

です 。 イエ スは ，律 法学 者 ，パ リサ イ

人 との対 話 の中で ， こう語 られ ました。

「『心 をつ くし，精神 をつ くし， 思 いを

つ くして，主 なるあなた の神 を愛せ よ。』

これが い ちば ん大 切 な， 第 一 のい ま

しめであ る。

第 二 もこれ と同 様 で ある，『自分 を愛

するようにあ なたの 隣 り人 を愛 せ よ。』

これ らの二 つ の い ましめ に， 律 法 全

体 と預言 者 とが ，か かってい る。」（マ タ

イ２２：３７－４０。 ガラテヤ ５：１４も参 照）

ヒンク レー大 管 長 はこう語 ったことが

あ ります。 「愛 は北 極 星 と似 て い ます 。

移 り変 わ る世 にあ って，愛 は不 変 です 。

愛 は福 音 の真髄 です 。

愛 が なけれ ば …… 福 音 を人 生 の手 本

として人 々に勧 め ることはで きませ ん。」

（Ｔｅａｃｈ１ηｇｓ ｏｆθｏｒｄｏη Ｂ．研 ｈｃｋｌｅ７

〔１９９７年〕３１９，３１７）使 徒 ヨハ ネはこう語

りました。 「神 は愛で ある。」（１ヨハネ４：

８）この ように，律 法 全 体 と預 言 者 とが ，
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愛そ の ものであ るイエス にか かっている

のです 。

使 徒 パ ウロは ，福 音 の 第 一 の原 則 で

ある信仰 は，愛 に よって働 くと教 えてい

ます （ガラテヤ ５：６参 照 ）。 何 と理解 す

る価 値 のある教義 で しょうか。愛 は信仰

を支 える原動 力 なので す 。 寒 い冬 の夜

に暖 炉 の火 が 部 屋 を暖 め て くれ る よう

に， 神 と隣…人へ の愛 は わた した ちの心

の中 にあ らゆることを可能 にす る信 仰 の

火 を ともして くれるのです。

わ た した ちの ほ とん どが 神 へ の 愛 を

公 言 します 。 しか し， 難 しいの は 隣 人

を愛す ることだ と気 づ きました。 「隣人」

とい う言 葉 は， 家 族 ，会 社 の同 僚 ，近

所 や教 会 で会 う人 々，さらには敵 を も意

味 します。 もっとも，敵 の行 ってい るこ

とを黙 認す るわけで はあ りませ ん が。兄

弟 姉妹 の皆 さん， もしわた した ちが この

ような 人々 をす べ て愛 さない と した ら，

ほん とうの意 味 で神 を愛 してい ると言 え

るで しょうか 。使徒 ヨハ ネは次 の ように

宣 言 しました。 「神 を桑 す る者 は， 兄弟

をも愛 すべ きであ る。」また次 の ように付

け加 え ました。 「『神 を愛 して いる』と言

いなが ら兄 弟 を憎 む者 は， 偽 り者 であ

る。」（１ヨハ ネ４：２１，２０）です か ら， 神

と隣 人 に対 す る愛 ， この二 つ は 固 く結

びつい て切 り離 す ことので きない もの な

の です 。

わ た した ちの 永 遠 の進 歩 は， どれ だ

け愛す ることが で きるかにかか ってい ま

す 。 ウェブス ターの 辞書 は「愛 」を「ほか

の 人 の福 利 に対 す る非 利 己的 で ，揺 る

ぎない ，誠 実 な 関心 。 尊敬 ，誠 意 また

は共 通 の利 害 に基づ く感 情」と定義 して

い ます （Ｌｏηｇｍａη Ｗｅわｓ亡ｅｒ Ｅηｇ・１１ｓｈ

Ｃｏｌｌｅｇ・ｅ－Ｏｆｃ亡ｆｏηａｒｙ；国際版 ）。 そ してモ

ロナイは愛 とい う言 葉 を「キ リス トの純

粋 な愛 」や 「慈 愛」と同 じ意 味を持 つ言葉

として扱 ってい ます （モ ロナ イ７：４７参

照 ）。神 へ の愛 を表 す 最 も良 い方法 は，

神 の戒 め を守 ることです。 また神 と隣 人

へ の愛 を示 す には ，慈 愛 に満 ちた奉 仕

を行 うことです。

ここで，二つの例 を挙げ てみましょう。

ルーマ ニアの トランシルバ ニアアルプ ス

で ，妻 と子 ども二 人 のい る男性 が ，バ

プテスマ を受 けて教 会 に入 りました。 こ

＼

回

、
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の男性 は支 部の 指導 者 に なりましたが ，

経 済 的 また家 庭 的 なプ レノシ ャーが 原

因で ， しば らくの問 教会 を離 れ て しまい

ました。 後 に再び 教会 に活発 にな りまし

たが， その ときか つての経 験 を話 して く

れ ました。 自分 が バ プテス マの 水 か ら

出る と同 時 に，だ れか が 「あ なたを愛 し

てい ます」と耳 もとで ささや く声 を聞 い

た， とい うの です。 それ まで だれか らも

その ような言 葉 をか け られた ことはあ り

ませ んで した。 愛 に満 ち たそ の言 葉 の

記 憶 ， そ して支 部 の会 員 の 愛 と思 いや

りに満 ちた行 いや 言 葉 のお か け で彼 は

教 会 に戻 って 来たので した。

数 年前 ，あ る若 い男 性 が この世 的 な

影響 に屈 してしまいました。 しば らくの

問，両 親 は彼 を どうす ることもで きませ

んで した。 この男性 の隣 人で あ り同 じワ

ー ドの会 員 だ った二 人 の大 祭 司 が
，特

に彼 を助 け る責 任 に召 され てい たわ け

で もあ りませ んで したが ， お しやそ のほ

か の 人 々と協 力 して ，助 けの 手 を差 し

伸 べ ，彼 と交 友 関係 を築 きま した。 二

人 の大 祭 司 はこの若 い 男性 が 再 び教 会

に活発 になれ るよう導 き，伝 道 に備 える

よう励 ました のです 。彼 らはこの若 い男

性 に愛 を伝 え， その 愛 を 自分 た ちの行

動 で示 しま した。 そ の 結 果 この若 者 の

入生 は変 わ りました。 一 人の子 どもを育

て るには ，豊 か な愛 が必 要 で あ り， 時

には協 力 して助 け ることが 求め られ るの

です。
けんそん

「人 は謙遜 で あ り，愛 に満 ち・・ なけ

れば ， だれ もこの 業 を助 け ることはで き
たカい

ない。」（教義 と聖 約 １２’８）「愛 をもって互

に仕 えな さい。」（ガ ラテヤ ５．１３）奉仕 が

愛 の 自然な表 れであ るように， 愛 も奉 仕

の 自然 な表 れ です 。 夫 の皆 さん ，妻 に

仕 えて くだ さい。妻 の皆 さん，夫 に仕 え

て くだ さい。夫 婦 の皆 さん ，子 どもた ち

に仕 えて くだ さい。 そ して， わた した ち

皆 は， 神 と隣 人 に仕 え ましょう。そ うす

るときに，わた した ちは自分の献 身す る

対 象 を愛 す るようにな り，「愛 す る」とい

ういちば ん大 切 な， 第 一 の戒 め に従 順

になることが で きます。

エ ル サ レムで の 復 活 に 引 き続 い て ，

イエ スはア メリカ大 陸に いるニー ファイ
みすがた

の民 に御姿 を現 され ました。バ プテスマ

につ いて教 えた後 で ，イエ スは次 のよう

な言 葉で 怒 りと争い につ いて警告 され ま

した。 「あ なたが たの 中 に決 して論 争 が

あ って はな らない。 まことに， まこ

とに， あなたが たに言 う。争 いの心 を持

つ者 はわ たしにつ く者 ではな く， 争 いの

父 で あ る悪 魔 につ く者 で あ る． 悪 魔 は

互 いに怒 って 争 うように人 々の心 をあ お

り立 てる。」（３ニーファイｌｌ ２２，２９）

兄 弟姉 妹 の皆 さん， もしわた したちが

愛 す るとい う戒 め に従 川頁に なるな らば ，

お互 い の 間 に決 して論 争 や 争 い， 憎 し

み はな いで しょう。 一 人 一 人 が神 の子

どもであ ることを理 解 するな ら，悪 口 を

言 い合 うのでは なく， 親切 と敬意 をもっ

て接 す ることで しょう。 わた したちの 問

に も，すべ ての人 の 問に も，ニー ファイ

人や レーマ ン人 ，あ るい は「何 々人」とい

うもの が まった くな くな り， すべ て の男

女 がお互 い に正 しい態度 で接す るように

なるでしょう。

あ る日の早朝 ， ブ カレス トのチ ース ミ

ー ジュー公 園 をジ ョギ ング して い ると
，

１本 の老木 が 目に留 ま りま した。 この老

木 は必死 になって新 しい枝 を伸 ばそ うと

してい ました。つ ま り新 しい命 を誕 生 さ

せ ようとしていた のです。 命 の象 徴 は与

えることです 。わた したちは家族 や友 人，

そ して 地域 社 会 や教 会 に非 常 に多 くを

与 えて い ます 。 そ の結 果 ， 時 々， 老 木

の ように， 人生 はつ らす ぎると考 えるこ

とが あるか もしれ ませ ん。 与 え続 け るこ

カン ファ レンスセンター退場 時に

とは負 い切 れないほ どの重荷 で あると感

じるか もしれ ませ ん 。 あ きらめ る方 が ，

また生 まれ なが らの人 が行 うように行 動

す る方が 楽 だと思 うか もしれ ませ ん。 し

か し， わた した ちはあ きらめ るべ きでは

あ りませ ん し，あ きらめ てはな りませ ん。

なぜ で しょうか 。 それ はキ リス トの よう

に，あの老 木の ように， 与 え続 けなけれ

ばな らない か らです。 少 ししか与 えてい

ない ときには ，わた したちに命 を得 させ

るため に御 自身の命 をささげ られた御方

の ことを考 えましょう。

イエ スは 地 上 で の生 活 が 終 わ りに近

づ い てい た ときに， 再 び愛 の原 則 につ

い て教 え られ， 弟 子 た ちに， 御 自身が

彼 らを愛 した ように，互 いに愛 し合 うよ

うに教 え られ ま した。 「互 に愛 し合 うな

らば ，それ によって， あなたが たが わた

しの弟 子 であ るこ とを，す べ て の者 が

認め るであ ろう。」（ヨハ ネ１３．３５）

結論 として，存在 の意味 を教 えられ て

い るわた したちが， も し神 と隣人 を愛 さ

ない ならば，わた した ちの行 うほかのす

べての事柄 は永 遠の見地 か ら見てほ とん

ど何 の意味 も持 たない ことにな ります。

わた しは人 の不 死不 滅 と永 遠 の命 を

もた らす キ リス トの神性 とキ リス トの召
あカし

しの真 実性 を証 します 。わ た したちが，

主が 愛 され，愛 し続 け てお られ る の と

同 じよ うに愛 す る こ とが で きます よ う
み な

に イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り祈 り

ま す 。 ア ー メ ン 。

つ ル

杖を挙けて会衆に別れを告けるヒンクレー大管長。
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行動が人格を決める
七 十人

ウェイ ン・Ｓ・ピーター ソン

雁 とんどの出会ωＺ『は，自分がどのように反応するかτどん加繊 をするか

を決めることがτぎ‘ます。２．１

十 年 も前 ，家 族 とともに休 暇

何 を過 ご してい たとき， 一つ の

経 験か ら大切 な教 訓 を学 び ま

した 。 ある土 曜 日に妻 とわた しは ，子

どもたちを ドライブに連 れて 行 き，少 し

買 い物 をす ることに しました 。 ドライブ

をしてい る間に子 ど もたちが 眠って しま

い，起 こした くなかったので ，わ た しが

車 に残 って妻 が急 いで店 に行 くことにな

りました。

待 ってい る間 に，わた しは前 に止 まっ

ている車 を見 ました。そ の車 には子 ども

が 何 人 も乗 って いて ，皆 ， わ た しを見

てい ました 。 わた しの 目 と６，７歳 の小

さな男 の子 の 目が 合 い ま した 。 目が 合

った とき，彼 はす か さず わた しに向か っ

て舌 を出 しました。

わ た しの最 初 の 反 応 は彼 に向 か って

舌 を 出す こ とで した。 しか し，「わ た し

が しようとしてい ることは適切 だろうか」

と考 えました。幸 いにも， わた しはその

ように反 応 す る前 に ，前 の 週 の総 大 会

で マ ービ ン ・Ｊ・ア シュ トン長 老 か ら教

わ っ た あ る 原 則 を 思 い 出 し ま し た

（Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ Ｒｅｐｏｒｔ， １９７０年 １０月 ，

３６－３８。 ま た は ｌｍｐｒｏｖｅｍｅη亡Ｅｒａ，

１９７０年 １２月 号 ，５９－６０参 照）。 周 囲の

出来事 に対 する反応 を変 えることが どれ

ほ ど大 切 か を彼 は教 えて くれ たので す。

そこでわた しはその小 さな男の子 に手 を

振 りました 。彼 は また舌 を出 しま した。

わた しはにっこり笑 って ， また手 を振 り

ました。 今度 は彼 も手 を振 りました。

問 もな く， しきりに手 を振 るその子 に，

弟 と妹 が加 わ りました 。 それ に応 じて ，

わた しは腕 が疲 れ るまで ，様 々な方 法

で手 を振 り続 けました。 そ の後 ， ハ ンド

ルに 手 を置 いて 休 み ， その 子 た ちの両

親 か わた しの妻が 早 く戻 って 来 ることを

期 待 しなが ら，再 び思 いつ く限 りの あ ら

ゆる独 創 的な方法 でず っと手 を振 り続 け

ました。

や っと両 親が戻 って来 ました。そ して，

彼 らが 立 ち去 るとき， わた しの 出会 った

新 しい友人 た ちは， 姿が 見 えなくなるま

で手 を振 り続 け ました。

それ はち ょっとした経験 で したが， 次

のことを示 してい ました。 すなわ ち， ほ

とんどの 出会 いでは， 自分 が どの ように

反 応 す るか で どんな経 験 をす るか を決

める ことが で きる， とい うことです。 わ

たしはこの幼 い友 人 の子 どもらしい振 る

舞 い に， 親 しみ を込 め た方 法 で 応 じる

とい う選択 が で きた ことに感 謝 し まし

た。そ うすることで わた しは， 自分 の本

能 に従 って いた ら抱 いた はず の 否 定 的

な感 情 を回避で きたのです 。

ニー フ ァイ人 へ の教 えの 中で ，救 い

主 は こ う述 べ てお られ ます 。 「だ か ら，

何 事 で も人 か ら して ほ しい と望 む こ と

リアホナ／２００２年１月号

９６

は， 人 々にもそ の とお りに しなさい。 こ

れ が律 法で あ り，預 言 者 で ある。」（３ニ

ーファイ１４：１２）

すべ ての人 が この 「黄 金 律 」を実 践 し

たときに世 界 に及ぼ され る影 響 を想 像 し

てみて くだ さい 。 しか しそ うす ることは

人 の性 質 に反 してい るように思 えます 。

ベ ニヤ ミン王 が述 べ たように，「生 まれ な
み た ま

が らの人 は神 の敵 で あ り」，「聖 な る御 霊

の勧 め に従 い … …生 まれ なが らの 人 を
けんそん

捨 てて」「従 順 で ，柔 和 で ，謙 遜 で ，忍

耐 強 く， 愛 にあふ れ た者 と」なるまでそ

の状 態が 続 きます （モーサ ヤ３：１９）。
こんにち

変 化 の 速 い今 日の世 界 で は， 人 々が

互 い に侵 略 行 動 を取 る傾 向 が増 してい

るように思 え ます 。 あ る人 々は実 際 の，

あ るいは想 像 上 の 侮辱 行 為 に簡 単 に腹

を立 て， 怒 りを示 します。 わた したちは

皆 ， 運 転 中 の怒 りや， そ のほ か粗 野 で

無神 経 な行為 を自ら経験 した りそ のよう

な話 を聞いた りしたことがあるで しょう。

不 幸 なことに， 自分 の家庭 で このよう

な行動 を取 って家 族 り 問 に摩 擦 と緊 張

を招 いてい る人 々が い ます。

あ る状 況 にお い ては 自分 に され た行

為 に仕 返 しをす るのは 自然 なことに思 わ

れ るか もしれ ません 。 しか し，そ うして

は な りませ ん。 ビク トル ・フランクル は，

恐 ろ しい 戦 時 中 の経 験 を思 い出 して 次

の ように述 べ てい ます 。 「強 制 収容 所 で

の 生活 を経 験 したわ た したち は， 人 を

慰 め るため に， また 最 後 の一 切 れ の六

ンを分 か ち合 うため に小 屋 の 一 つ 一 つ

を訪 ね歩 いてい た人 々の ことを忘 れる こ

とが できない。 その ような人 が大 勢 いた

わけで はなかったが，彼 らは，人 か らす

べ てを奪 お うとしても一 つ だけ奪 えない

もの が あ る こ とを十 分 に証 明 して くれ

た。 そ れ は人 の究 極 の 自由 であ る。 ど

の よ うな 環境 に置 かれ τも 自分 の 姿勢

を貫 くこ とを選 ぶ 自 由 ， 自分 の 道 を選

ぶ 自由 で あ る。」（Ｍ ａガ ｓ Ｓｅａｒｃｈ ｆｏｒ

Ｍ ｅａη∫ηｇ 〔１９８５年 〕８６，強調 付加 ）

そ れ は気 高 い行 為 で あ り， 大 いに期

待 されて いるものです が ， イエス はそれ

以 上 の ことをわた したちに期 待 してお ら

れ ます 。 「あ なたが たの敵 を愛 し， あな

たが たをのろう者 を祝 福 し，あなたが た

を憎 む 者 に 善 をな し， あ なたが た を不

＼



当 に扱 い 迫 害 す る者 の た め に祈 りな さ

い。」（欽 定訳 マ タイ５：４４より和 訳 ）

わ た しの大 好 きな賛 美 歌 は この教 え

を強調 してい ます。

「心 を抑 え よ， 兄 弟た ちよ

知 恵 の声 を もで， これ を導 け
しず

カは静けき想いに宿リ
レガ め

怒 りは理 倥 も肱ｉも暗 ぐする」

（「心 を抑 えよ」『賛美 歌 』１９８番 ）

わた した ちが 固 め る決 意 と執 る態 度

が 最：終 的 に人 格 を形 成 します 。 チ ャー

ルズ ・Ａ・ホ ールは適切 に も，その プロセ

ス を次 の言 葉 で述べ てい ます。 「思 いを

まいて，行 いを刈 り取 る。行い をまいて，

習慣 を刈 り取 る。習慣 をまいて，人格 を

刈 り取 る。人格 を まい て，行 く末 を刈 り

取 る。」（ＴｈｅＨｏｍｅＢｏｏｋｏｆＱロ０亡ａ亡１０ｎ８

バ ー トン・ス ティー ブ ンソ ン選 〔１９３４年〕

８４５で引用 ）

家庭 で の行 為 は非 常 に重 要 です 。 家

庭 は，善 くも悪 くも，人 の行 動が 最 も影

響 を及 ぼ す場 所 で す。 時折 ， わ た した

ちは家 庭 です っか りくつ ろいで ，言 葉 に

注 意 を払 わない ことが あ ります。礼 儀 を

容易 に忘 れて しまいます 。気 をつ けなけ

れ は ， 互 いに非 難 し合 った り， 平 静 を

失 った り， 自分 本 位の行 動 を取 った りと
はんりょ

い う習 慣 に陥って しまいます。 伴侶 や子

ど もた ち はわ た した ち を愛 して い るの

で， す ぐに許 して くれ るか もしれ ませ ん

が ， 沈 黙 の うち に， 目に 見 えない 傷 と

言葉 に表 せ な い心 痛 を残 す ことが しば

しばあ ります。

子 どもが 両 親 を怖 が った り， 妻 が 夫

を恐 れた りする家 庭 が あま りに も多 くあ

ります。指 導 者 たちは次 の ことを思 い起

こさせ て い ます。 「父 親 は愛 と義 を もっ

て 自分 の家 族 を管理 しなければ なりませ

ん。 伴侶 や子 ど もを虐 待 す る人 々
み まん

は， いつ の 口か ，神 の御 前 に立 っ

て報 告 す ることにな ります 。」（「家族

世 界へ の宣 言」『リアホ ナ』１９９８年 １０月
カ っ と っ

号 ，２４）悪魔 は家 庭 の 中 に争 いや葛 藤 ，

恐 れ の雰 囲気 をつ く り出せ た ら御霊 が

悲 しみ ， 家族 を結 ぶ きず なが 弱 め られ

ることを知ってい ます。

復 活 され た主 御 自身が こう述 べ て お

られ ます。 「まことに，まことに， あなた

が たに言 う。争い の心 を持つ 者はわ たし

につ く者で はな く，争 いの父 であ る悪 魔

につ く者 であ る。 悪魔 は互い に怒 って争

うように人 々の心 をあお り立て る。」（３ニ

ー ファイ１１．２９）

家 庭 の 中 に怒 りや 争 い が あ るの を感

じた とき， 何 の力 が生 活 を支 配 して い

るか ， またサ タンは何 をしようと努 め て

いるか，早 く気 づか なければ なりませ ん。

ソロモ ンは次 のような金 言 を述 べて いま
こたル

す。 「柔 らか い答 は憤 りをとどめ， 激 し

い言葉 は怒 りをひきおこす 。」（箴 言 １５：１）

家庭 は，理想 的 には一人 一人 か安全 ，

安 らぎ， 愛 ， また しば しば 世 の 中で 出

遭 う厳 しい批 判 と争 いか らの守 りを感 じ

る避 け所で なければ な りませ ん。

キ リス トはあ らゆる場 面 で感 情 に流 さ

れ ない完全 な模範 を示 され ました。 カヤ

バや ピラ トの前 に立 たれ たイエ スは， 苦

しめ る者 たちにこぶ しで打 たれ， たたか

れ ， 平 手 打 ち され ， あ ざけ られ ました

（マ タイ２６章 ；ルカ２３章 参 照 ）。非 常 に

皮 肉 な ことに， 彼 らは 自分 た ちの創 造

主 をあ さけ り，創 造主 は彼 らに対す る愛

情 か ら， 苦痛 に身 を任せ られ たのです 。

この 不 当 な虐 待 に 直 面 しな が らも，

イエ スは平静 を保 たれ ，思 いや りのない

行 為 をすることを拒 まれ ました。 十字 架
く もん

上 での 言 葉 に尽 くせ ない あの苦 悶の た

だ 中にあって さえ， イエ スはこう懇願 さ

れた のです 。 「父 よ，彼 らをおゆ るしく

ださい。彼 らは何 をしているのか， わか

らす にいるの です。」（ル カ２３ ３４）

イエス はわ た したちに 同 じことを期待

してお られ ます 。御 自分 に従 う人 々にご
たカい

う言 われ ました。 「互 に愛 し合 うな らば，

そ れによって ，あなたが たがわ たしの弟

子 であることを，すべ ての者 が認 めるで

あろう。」（ヨハ ネ １３．３５）

思 いや りと愛 あ る方 法 で 家 庭 を強め

る ことにより，弟 子 で あることを証 明で

きます ように。 「柔 らかい 答 は憤 りをと

どめ」るという言 葉 を覚 え， 人 々 との関

係 や 出 来 事 にお いて ，救 い主 か ら認 め

ていただ けるような人格 を形 成す る努 力

を行 え ます ように。

イエ ス ・キ リス トは 完全 な模 範 で す 。
あカな

主 は救 い主であ り，順 い主であ られ ます。
あカし

わた しはこの御 方 について証 します。 わ
こんにち

たしたちは今 日，生 ける預 言者 によって

導 か れ て い ます 。 イエ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よっ て ， ア ー メ ン。

大会の部会て歌を披露するモルモンタ八ナクル合唱団の団員たち。
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つぶやきに注意する
七 十人

Ｈ・ロス ・ワー クマ ン

㎜ 贋は……主の祝栩 ）実現のために，なくτはな」５存いものなのです。ノ

若 １瓢蕪 器
した。す ると一 入 の男 性が 尋 ねました。

「それ で はあ なたが たの 預 言 者 は今 週 ，

何 と言 い ました か。」当 時 の教 会機 関誌

で あ る 『イ ン プ ル ー ブ メ ン ト・エ ラ 』

（１ｈｌｐｒｏｖｅｍｅ椛 Ｅｒａ）最 新号 の預 言者 の

メッセージ をなか なか 思 い出せ なか った

わた しは， 生 け る預 言者 の 教 えを知 り，

従 うことの大切 さが 特 によ く理解 で きま

した。
きよう

今 日わ た しは皆 さん に生 け る預 言 者

に従 うようにと勧 め， また皆 さんが 預 言

者 に従 うの を妨 げ ようと企 て ているサ タ

ンの策略 につい て警 告 で きるよう願 って

い ます 。 聖文 はそ の策 略 を「つ ぶ や き」

と呼んでい ます。

救 い 主 は「つ ぶ や き」か ら不 従 順 へ と

続 く裏切 りの道 につい て警 告す るた め，

た とえで教 え られま した。 そのた とえに

は ，特 別 な 良 い土 地 を持 って いた あ る

身 分 の 高 い人 の ことが 語 られ ます。 彼
しもべ

は僕ｉた ちに １２本 のオ リーブの木 を植 え，

また果樹 園を見渡 す見 張 り台 を築 くよう

に言 い ました。 見 張 り台 の 目的 は ，見

張 り人 をそ の台 の 上 に座 らせ て ， 敵 が

襲 っ て来 た ときに警 告 させ るた めで し

た。 この ようにして ，果樹 園 を守 ろ うと

したの です。

しか し僕 たちは見 張 り台 を築 きませ ん

で した 。 敵 が 来 て， オリーブ の 木 を折

り倒 しました。僕 たちが不 従順 であ った

ため ， 果樹 園 に大 きな災 いが 生 じまし

た （教義 と聖 約 １０１：４３－６２参照 ）。

僕た ちはどうして見 張 り台 を築 く責 任

を果 たさなか ったの で しょうか。 この大

きな災 いの種 はつ ぶや きに よってまかれ

たのです。

主 のた とえに よる と， つぶ や きには ３

つ の段 階が あ ります 。 各段 階 は， 不 従

順 へ 続 く道 の次 の段 階 へ とつ なが って

います 。

第 １に， 僕 たち は疑 うことを始 め ま し

た。彼 らは主 人が 与 えた指 示 よりも自分

たちの判断 に従い たいと思 いました。 彼

らは次 の ように言 い ました。 「今 は平 和

な時であるの に，主 人に，なぜ この見 張

り台が 必 要 なのか 。」（教 義 と聖 約 １０１：

４８）彼 らは まず 自分 の心 の内 に疑 問 を抱

き，そ してその疑 問 をほか の人の心 に も

植 えたので す。 まず ，疑 うことか ら始 ま

ったのです。

２番 目に，僕 たちは正 当化 をして，行

うよう指 示 され た ことか ら免 れ ようとし

始 め ました。 彼 らは次 のように言 い まし

た。 「この金 を銀行 に預 けては どうだ ろ

う。 この ような ことは 必 要 ない の だ か

ら。」（教 義 と聖 約 １０１：４９）この ように彼

らは不 従順 に対 す る言 い 逃 れ を した の
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です 。

主 の戒 めへ の従 順 を怠 るとい う３つ 目

の段 階 が ， 当 然 の ご とく待 ち構 て い ま

す 。 た とえは次 の ように続 きます 。 「彼

らは… …非 常 に怠惰 になった。 そ して ，

そ の主 人 の命 令 に 聞 き従 わなか った。」

（教 義 と聖 約 １０１：５０）この ように して ，

災 いを招 く条件 が そろったのです。

神 は預 言者 をお与 えにな りました。御

自分 の 子 ど もた ちに御 自分 の 方 法 で指

示 を与 え，子 どもたちを永 遠 の命 に備 え

させ るため です 。神 の方 法 は 人が 容 易

に理 解 で きる もの で はあ りませ ん 。 「わ

が 思 いは，あなたが たの思 いとは異 な り，

わが道 は，あ なたが たの道 とは異 なって

いる と主 は言わ れ る。」（イザ ヤ ５５：８）従

順 は， た とえ戒 め の 目的 が 理 解 で きな

い として も，主 の祝福 の実 現 のため に，

な くてはな らない ものなのです 。

わた した ちがつ ぶや くようにサ タンは

巧 み に惑 わ して きます が， 要す るにサ タ

ンは従順 が 生み 出す力 を破壊 しようとし

てい るの です 。つ ぶ やきのパ ター ンを，

次 のイスラエ！レの子 らの話 に， はっ きり

と見 ることがで きます。
みつ

主 はイスラエ ルの子 らが乳 と蜜 の流 れ

る地 を受 け継 ぐことがで きるよう， 一 人

の天 使 を送 り， カナ ン人 を追 い払 うと約

束 され ました （出 エ ジ プ ト３３：１－３参

照 ）。 イスラエ ル の人 々が カナ ンの国境

に到 着す ると， モーセは密 偵 を送 って カ

ナ ンの地 を探 らせ ました 。彼 らは戻 り，

カナ ンの兵 が強 い ことを報 告 し， カナ ン

はイスラエル よ りも強い とい う意 見 をあ

えて表 明 しました。 そ してつぶや きが 始

まったのです 。

彼 らは ， 自分 た ちの 生 け る預 言 者 ，

モ ーセを通 して与 え られ た戒 めに疑 い を

抱 きました。 そ して彼 らの疑 問 をほかの

人 にも広 めま した。 カナ ンの 巨人 に比 べ

れ ば 自分 た ちはいなごにす ぎない と考 え

て いるイスラエ ルの子 らに， どうして カ

ナ ンを打 ち倒せ るで しょうか （民 数 １３：

３１－３３参照 ）。

疑 い は ，正 当化 や言 い逃 れへ と発 展

しました。 彼 らは 妻子 の安 否 を心 配 し

て いると断 言 し，「エ ジプ トにいた 方が ま

しであ ったろうに」と言 い切 りました （民

数 １４：２－３参 照）。
嶋
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イスラエ ルが 自分 たちをエジプ トへ 連

れ 戻 す 一 人 の頭 を立 て ようとした とき，

つ ぶ や きは不 従 順 に な りま した （民 数

１４．４参照 ）。

彼 らはまさに生 ける預言 者 に従 うこと

を拒 んだの です 。 イスラエ ルの子 らは，

つ ぶ や きが 原 因 で ， 主 が カナ ン人 を滅

ぼ して約 束の地 を与 えると約束 して くだ

さった祝 福 を，取 り上 げ られ て しまい ま

した。 その代 わ りに主 は， イス ラエルの

人 々を荒 れ 野で ４０年 間 さまようように な

さったのです 。

どこにで もあるこのつぶ や きのパ ター

ンは， リーハ イの家 族 にも， やは り見 受

け られ ます。
しんちゅっ

預 言 者 リーハ イは真 鍮 の版 を手 に入

れ るため に息 子 たち をエ ル サ レムへ 送

り，息 子 たちは多 大 な障 害 を経 験 しま

した。 まず レー マ ンは単 に真 鍮 の版 が

欲 しい と頼 んで みま したが ，ラバ ンの家

か ら追 い 出 され て しまい ました。 そ して

リーハ イの息 子 たちが 真 鍮 の版 の代 価

として金 銀 を支払 うことを申 し出 ると，

ラバ ンは彼 らを殺 そ うとし， 彼 らの財 産

を取 り上 け ました。兄 弟 たちは岩の洞 穴

の中で この状 況 をど うす るか相 談 しま し

た。 ’

レー マ ンとレム エ ル はつ ぶ や きま し

た。つ ぶや きはいつ も疑 いを抱 くことか

ら始 まるので す 。 彼 らは言 い ま した。

「主 が どの ようにして， ラバ ンを我 々の

手 に渡 すことが で きるとい うのか。」（１ニ

ーファイ３．３１）

次 に言い 逃れ です 。 「見 よ， ラバ ンは

力 のあ る人 で，五 十人 を指揮 す ることが

で きる し， まことに， 五十人 を殺 す こ と

さえで きる。 そ れな らば ， どうして我 々

を殺せ ないわけが あろうか 。」（１ニー ファ

イ３：３１）

最後 に，彼 らは怠惰 にな りました。 怒

りと恨 み と弁 解 で心 を満 た した レーマ ン

とレムエ ルは， 忠実 なニー ファイが 主 の

業 を達 成 し終 えるまで， エルサ レムの城

壁 の そば で待 ち ました （１ニー ファイ ４

３－５参 照）。

主 はわた したちの時代 に も， この態度

に反 対 して こう語 ってお られ ます 。 「し

か し，命 じられ るまで何事 も行わず ，疑

いの心 をもって戒め を受 け入 れ ，それ を

一

土曜日の夕へに総大会の神権部会のために会場に到着 した神権者たち。

不承 不承 守 る者 は，罰 の定 めを受け る。」

（教 義 と聖約 ５８ ２９） ，

わた したちは挙 手 によって生け る預 言

者 を支 持 しました。 わた したちは，生 け

る預 言者 が この時 代 に 明 らか にす る神
み こ と ば

の 御 言 葉 を 聞 く特 権 を喜 ん で い ます 。

そ の言葉 を聞 いたら， わた したち はどう

すべ きで し ょうか。 生 ける預 言 者の指示

に厳 密 に従 うで しょうか 。 それ ともつ ぶ

や くで しょうか。

わ た したちの 生 きる現 代 の 方 が ， モ

ー セやニ ーフ ァイの 時代 よりも生 ける預

言 者 に従 うことは容 易 で しょうか。 モー

セや ニー ファイにつぶ やいた 人々は，現

代 に生 きてい たらつぶ やか なかったで し

ょうか 。 同 じ質 問 を反 対 に して投 げ か
き よう

けることが で きます。今 日つぶや く人は，

レーマ ンや レムエ ル，イスラエ ルの 人々

の ように 当時 の 預 言 者 につぶ や き，災

い を招 く結果 となったで しょうか 。

きわめて簡 単 な指 示 にどの ように反 応

す るか を見 れば ，つぶ や く傾 向が あるか

どうか よく分 か ります 。 ある集会 に 出席

した とき， 管理 者 が 参加 者 に向 かって，

部 屋 の 前 方へ 席 を移 すようお 願 い しま

し た。 移 動 したの は 数 人 だけ で した。

ほとん どの 人は移 動 しませ んで した。 ど

うしてで しょうか 。

きっと， なぜ 居 心 地 の よい場 所 を離

れな くてはな らないのか と疑 問 に思 った

人 もい た と思 い ます 。 「ど うして移動 し

なけ れ ばな らない のか ？」そ して 間違 い

な くす ぐに， 自分が どこに座 っていよう

と何 も問題 ないはず だ， という言 い逃 れ

や正 当化 が 続 きます。 そ して管 理 者 が

その ような要 請 をしたことに， い らだ ち

を感 じる人 もいた と思 い ます。 そ して最

後 の段 階 は ，見 てい た人 には 明 白な こ

とで したが，応 じることを怠 ったのです。

移 動 した人 はほ とんどい ませ ん で した。

これ はささい な ことだ った で しょうか。

確 か にそ うです 。 しか しそ れ は， 心 の

奥 深 くに喜 んで従 う意志 を欠 いているこ

とを表 しま した 。不 従 順 の精 神 を反 映

して いたので す。 それ はささい なことで

はあ りません 。

わた しは 最 近 西 ア フリカで教 会 の集

会 に 出席 しました。 そ こで神 権 指 導 者

が 兄 弟 た ち に 向か い ， 前 方 に移 動 し，

礼 拝 堂 の前 ３列 に座 る よう言 いま した 。

全 員 が即 座 に立 ち上 が り，指 示 どお り

に席 を移動 しました。 これは ささいなこ

とで しょうか 。確 か にそうです 。 しか し

進ん で従 う意志 を表 して いました。 それ

はささい なことではあ りませ ん。

わた しは ，皆 さんが 生 け る預 言者 の
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戒めの 中で も最 も厄介 に思 っている もの

に 目を向 けるようお勧 め します 。 その戒

めが 自分 に当てはまるか どうか疑 問 を持

っていないで しょうか。 その戒 めに今 従

え ない都 合 のい い 「言 い逃 れ 」を用 意 し

ていないで しょうか。 その戒 め を思 い出

させて くれ る人に対 して ，不満 や い らだ

ちを感 じて いないで しょうか 。 そ して守

る ことを怠 って いないで しょうか。 サ タ

ンの欺 きに気 をつけて ください。つ ぶや

きに注 意 して くだ さい。

幸 せ な親 は ，従 順 な子 どもか ら特 別

な喜 びを受 けます 。神 様 にとって も同 じ

ではないで しょうか。
しもべ

僕 が つ ぶや くこ とな く従 順 な ときに，

主 がお感 じになるであろう喜 びが どのよ

うな ものか ，わ た しも少 しだけ理 解 で き

ます 。 最 近 ， 妻 とわた しは， 自分 た ち

の 責任 につい て説 明 を受 ける集 会 に 出

席 しました。 そ のときは どん な割 り当 て

を受 けるの か， どこで働 くのか見 当がつ

きません で した。 そ してわた した ちは西

アフリカで働 くよう召 され るこ とを， わ

た しだ けが こっそ りと知 らされ ま した 。

わた しはその割 り当て に驚 き，そ して喜

び ました が， ３９年 連れ 添 って きた妻 は

どういう心 境 になるだ ろうか とい う考 え

が 頭 をよぎりました。 妻 は この割 り当て

をどう受 け止 め るで しょうか。 彼女 が赴

くことに同 意 して くれ ることは分か って

いました。 これ まで， 彼女 は主 か らの召

しを断 った ことは一 度 もあ りませ ん。 で

も心 の内 はどうで しょうか。

彼 女 の 隣 に腰 か ける と， 彼 女 は わた

しの 目を見 て，わた しが割 り当てを知 っ

ていると察 知 しました。彼 女 は言 いまし
ひとこと

た。 「そ れで ，どこなの ？」わた しは一 言

で答 え ました。 「アフリカ。」彼 女 の 目は

輝 き， 明 る く言 い ました。 「す ごい じゃ

ない の １」わ た しは喜 び に満 た され まし

た。

わたした ちも心 か ら喜 んで生 ける預 言

者 に従 うならば， 天の御 父 も喜 びをお感

じに なるζとで しょう。 キ リス ト・イエス

が生 きて おられ ることを証 します 。 主は

わ た した ちの 時代 の預 言 者 に語 られ ま

す。 つぶ や くことな く， わた した ちの生

け る預 言 者 に従 え るよう， イエス ・キ リ
み な

ス トの御名 により祈 ります 。アー メン。

あ か し

強い証の持つ力
十 二使 徒定 員会

リチ ャー ド・Ｇ ・ス コット

ｒわたしたちの安全と宰福は証の強さ’にかかっτいます。強ω証ば試練や不確

か窩状況の４７でわたしたちの行動を導く指針と窟るか６です』ノ

７ の不確かな世の中にあって，

決して変わらない事柄がありし ます 。 それ は， わた したち一

人一 人 に 向 け られ た天 の御 父 の 完全 な

愛 ，神 は確 か に生 きて お られ ， わた し

たちの声 を常 に聞 いてお られ ること，変

わることのない完全 な真理 が存 在す るこ

と， そ して幸 福 の計 画 は 実在 す るこ と

な どで す 。 ほか に も， イエ ス ・キ リス ト

へ の信 仰 とその教 えに従 うことによって

人生 で 確 か に成 功 が 得 られ ， それ は救
あがな

い 主 の瞳 いの 力 に よるもので ある こ と

や， 死 後 の世界 が確 か に存 在 し，現 世

での 生 活 に応 じて ， その 後 の世 界 にお

けるわた したちの境 遇 が定 め られること

も含 まれ ます 。 人が これ らの真 理 を受 け

入 れ るか否 か にか か わ らず ， そ の真 実

を変 えることは不 可 能です 。 これ らの真

理は， 生 きた証 を築 くうえでの重 要な土

台 とな ります 。 そして 堅固 な証 は，安 定

した有 意 義 な生 活 にお け る揺 るぎな い
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基 盤 とな り，そ こで は平 安 が得 られ ， 自

信 が 培 わ れ ， 幸福 が もた らされ ， そ し

て愛が は ぐくまれ ます 。 その強 さは，全

能 の神 がその業 を推 し進 めてお られると

い う確 信 によって しっか りと根 を下 ろ し

ます。神 は失 敗 されることはなく，その

約 束 を果 たされ ます。

強 い証 は実 りある生 活 を支 える力 とな

ります。 そ のような強い証 は， 父 なる神

とイエス ・キ リス ト， そ して 聖霊 が 備 え

てお られ る神 としての特 質 を理 解す るう

えで その中心 を成 します。 わた したちが

この 御 三 方 に対 して 心 か らの信 頼 を寄

せ ると，証 は確 固 とした ものにな ります 。

そ して この 力 強 い証 は， 聖 霊 が わ た し

たち を導 いてお られ， 日々義 にか なった

行 いをす るよう促 しを与 えてお られ るこ

とへの個 人 的な確信 に基づ いてい ます。

霊 的 な感 化 によってわた したちの証 は

強 め られ ます 。 そ のよ うな感 化 に より，

わ た した ちは教 えが真 実 であ ることや ，

義 にかなった行 いが 正 当な ものであるこ

と， そ して 身 に迫 った危 険 に対 し発 せ

られ る警 告 を確 認 します 。 この ような霊

的 な導 きは しば しば ， 強 い感 情 の 表れ

を伴 い， わた したちは言 葉 に詰 まり， 目

に涙 を浮 かべ ることもあ ります 。 しか し，

証 とは感 情 的な もので はあ りませ ん。証

は無 数 の 正 しい決 断で 紡 いだ 糸 で織 ら

れ た 人格 にお いて ，真 髄 を成す もの で

す。 少 な くとも始め の うちは， これ らの

選択 は， 信 じられてい なが らも目に見 え

な い物 事 を信 じる信 仰 によって積 み重

ね られ ます 。’強 い証 は わた したちの心

に平 安 と慰め ，そ して確 信 を与 えます 。

救 い 主 の教 え に絶 えず 従 うことによっ

て ，入生 がす ば らしい ものとなり， 未来



が約 束 され ， 人生 で 直面 す る試 練 を乗

り越 える力 が備 えられ るという確 信が 生

まれ ます。 真 理 を理 解 す ると証 は強 め

られ ，祈 り， 聖 文 の教 義 につ いて深 く

考 えるとその証 は徐 々に培 われ ます。 信

仰 と， 約束 された結果 が得 られるとい う

強 い確 信 を もっ てそ れ らの真 理 を実 践

す ると，証 は養 われ ます。

強 い証 は いつ の時 代 も預 言 者 た ちを

支 え， 困 難 の 中 にあ って 勇 気 と決 断力

をもって行 動 で きるよう彼 らを強め て き

ました。 この ような証 は， わた した ちに

も同様 の働 きか け を行 うことが で きま

す。個 人 的 な証 を強め るとき， わた した

ちは正 しい選 択 をす る力 を得 ます。 そ し

てさらに邪悪 さを増 す この世 の圧 力に断

固 として立 ち向か うことが で きます 。 わ

た したちの安 全 と幸福 は証 の強 さにかか

ってい ます 。 強 い 証 は試 練 や不 確 か な

状 況 の 中 で わ た したちの 行 動 を導 く指

針 とな るか らです。

自分 の生 活 を正 直 に吟 味 してみ て し

てください。皆 さんの証 の強 さはどの程

度 で しょうか。 ほん とうに生活 を支 える

力 とな ってい るで しょうか。 それ とも，

自分 が 学 んだ 事 柄 が 真 実 であ るこ とを
り

願 う望 みで しか ないので しょうか 。 ある

い は単 に，価 値 ある原則 や生 活様 式 を，

理 にか ない納 得の い くもの として受 け入

れ るような漠 然 とした信 念 とい った程 度

で しょうか 。表 面 的に受 け入れ ているだ

けにす ぎないそ のような姿 勢 では，必 然

的 に訪 れる重 大 な試練 に直面 す るとき，

助 けにはな りませ ん。 皆 さん の証 は正 し

い選 択 をする うえでの導 きとな ってい る

で しょうか 。そ のためには根 本 的 な真 理

をわた したちの人格 の 隅々にまで浸 透 さ

せ なけ れば な りませ ん。 皆 さんに とって

それ らの真理 は不可 欠 なものであ り，人

生 その もの より価 値 を置 く必 要が あ りま

す 。 正 直 に 自分 の証 を吟 味 し，本 来あ

るべ きほ どの強 さが 備 わっていない と確

信 す るとき， わた したちは どの ように し

て証 を強 めたらよいので しょうか。

皆 さんが イエ ス ・キ リス トとそ の教 え

を信 じる信 仰 ， そ して約 束 を成 就 す る

無 限の力 を主が お持 ちで あることを信 じ

る信 仰 を行使 す るときに， 証 は強め られ
かき

ます。２鍵 は 「信 仰 を行 使す る」ことです 。

真 の信 仰 には計 り知 れ ない力 が伴 いま

す 。 しか し， そ の力 を発 揮 す るには従

わ なくてはな らない原 則が あ ります 。 モ

ロナ イはこう教 えま した。 「信 仰 とは待

ち望 んでい なが らまだ 見て いない もので

あることを，世 の 人々に示 したい。 あな

たが たは， 自分 が見 てい ないか らという

ことで疑 ってはならない。 信 仰か試 され

τか ら でな けれ は ， 証 は得 られ ないか

らで ある。」３つ ま り，皆 さんが 信 じてい

る真 理 や原 則 を実 践 す る必 要 が あ るの

で す 。 そ の ような真 理 や 原 則 に絶 えす

従 って生 活 する と，わた したちは聖霊 の

力 に よってそれ らが真 実 で あるとい う証

を得 ます 。 それ は しば しば平 安 な気 持

ちによって示 され ます。 心が 鼓舞 される

こともあ ります 。 ほかの真 理 が 明 らか に

され る場 合 もあ るか もしれ ませ ん。 忍耐

強 く待 ち望 むな ら，確信 を必ず 得 ること

が で きます 。 主 は必 要 な理 解 力 をわ た

したちに与 えて くだ さり， その教 えが真

実で あることを， 個 人的 な経 験 を通 して

証 明 して くだ さい ます。 主は， 自ら進 ん

で常 に従 う人 に ，御 自身 の律 法 が ，約

束 され た結 果 を生 み 出す とい う確 信 を

得 させて くだ さい ます。

祈 りの静 かな時 を過 ご し， またその努

力 に伴 う感 化 を心 に感 じた ときに深 く考

えることに より，力 強い証 は徐 々に培 わ
けんそん

れ ます。 謙遜 で信 頼 のこもった祈 りによ

って わた したちは慰 めを得 て，悲 しみは
いや

癒 され ， 心 は安 らぎ， 導 きを受 け， ふ

さわ しくない者 が 決 して知 ることので き

ない幸 福 が訪 れ ます。

祈 りに関 す る幾つ か の真 理 は， 皆 さ

んの助 けとな るか もしれ ません。 助 けが

必 要 なとき，主 は皆 さんの祈 りを聞 いて

くだ さい ます 。そ してそれ らの祈 りに必

ず こたえて くだ さい ます。 しか し一 般 的

に， わた した ちの祈 りが 直ちに答 えを必

要 とす るもので あ って も， ひ ざまず き，

祈 って いる間 に答 えが 与 えられ ることは

あ りませ ん。皆 さんはあ る規 範 に従 う必

要が あ ります 。祈 りの答 えを自分 で探 し，

その 後 ， そ れが 正 しいか どうか 主 に尋

ねるよう求め られてい ます♂ 「心 の中で

一 思 い計 」るように言わ れた主 の勧 告
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に従 う必 要が あ ります 。・皆 さんは解 決

策 につ い て しば しば考 えます 。 それ が

正 しいか どうか 主 に尋 ね求 めるの です 。

これ らの助 けは，祈 りと聖 文 について深

く考 えることによって， また時 には周 囲

の 人々の仲 立 ちや 汐 自分 自身の才 能 と
みた ま

い った形 によって， 聖 なる御霊 の導 きを

通 して与 えられ ます。

また 時 には ，確 か な答 え を得 る まで

皆 さんが 信頼 を もって前 進 し続 け ること

を主 が望 まれ る場 合 もあ ります 。一 般 的

に，主 は幾 つ もの小 さな答 えを与 え られ

ます 。 小 さな 答 えは それ ぞ れ ，皆 さん

が 信 仰 を示 す後 に与 え られ ， ほか の答

え と結 びつ いて ， やが て 答 えの全 体 像

が 皆 さんに示 され ます。 この規 範 に従 う

ため にわ たした ちは信 仰 を働か せ る必要

が あ ります 。 時には非 常 に困難 なことも

あ りますが ， それに より，個 人 の成長 と

い う重 要 な結 果 を生 み ます 。 神 に尋 ね

求 める前 に答 えが 与 えられ る場 合 もあ り

ます 。 皆 さんが 危 険 に気づ かず にい る

とき， または 間違 った事 柄 を正 しい と思

い 込んで行 っているときが そうです 。

ア ル マは 断 食 と祈 りを通 し， 証 が ど

の ように強 め られ るか を示 しました。 こ

の ように述べ てい ます。

「わ た しは， 自分 が語 ってきたこれ ら

のこ とが真 実で あ るこ とを知 ってい る。

あなたが たは， わた しが どのように して

これ らのことが 確 かであ るのを知 った と

思 うか。
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一

・一 ・見 よ
， わた しは 自分 で これ らの

ことを知 ることか で きるように，幾 日も

の 間， 断 食 を して祈 って きた。 そ して，

これ らの ことが真 実 であるの を， わた し

は今 ， 自分 自 身で 知 ってい る。 主 なる

神か 神 の聖 なる御 霊 によって これ らのこ

とをわ た しに 明 らか に され た か らで あ

る。」７

ロムニ ー副 管 長 は 以前 ，証 を強 める

聖 文 の力 につ いて ， 個 人 的 な経 験 か ら

教 えたことが あ ります。

「皆 さんに，〔モルモ ン書 〕に親 しむよう

強 くお勧 め します 。子 どもた ちにモ ルモ

ン書 を読 み 聞かせ て ください。幼 す ぎて

内容 が 理解 で きないな どとい うことはあ

りませ ん 。 息 子 が まだ 幼 少 の ころ， わ

た しは彼 にモルモ ン書 を読 み聞か せ たこ

とを覚 えてい ます。 ・ ・わ た しはべ ソド

の 下 の段 に， 息 子 は上 の 段 にそ れぞ れ

横 たわ りました。 ニー ファイ第二 書 に記

され た， 非 常 に感 動 的 な最 後 の ３つ の

章 を， １節 ごとに交 互 に声 を出 して読 み

ま した。 息子 の声 か か れ て い た ので ，

風 邪 をひいていると思 いました。 わ

た したち が 読 み終 え ると彼 は 言 い まし

た。 ・一 ・『パパ ， モルモ ン書 を読 んで泣

い たことはある ？』

『あるよ。 … …主 の御 霊か パパ の心

にモルモ ン書か 真 実だ って証 して くれ る

か ら， 泣 い て しまうこ とが 時 々あ るん

だ。』

『そ うか。』息 子 が 言 い ました。 『それ

だよ，ほ くが今 晩 感 じた ことは。』８
しゅっかん

什分 の一 の律法 に喜 んで従 うことと断

食 献 金 を通 して ，皆 さんの 証 は強 め ら

れ， それ により主 は豊 かに祝福 して くだ

さいます 。証 が 強 まるにつ れ てサ タンか

らの誘惑 も激 しさを増 します 。サ タンの

攻 撃 に立 ち向 か って くだ さい。 皆 さんが

強 まるにつれ ，皆 さんに対 す るサ タンの

影 響 力 は弱 まります。９世 の 中にお いて

はサ タンの影響 力 はさらに広が り，利 己
まんんん

的 な風 潮 を蔓 延 させ てい ます 。 しか し
こんにち

サ タンが 今 日，世 に大 きな混 乱 を巻 き

起 こそ うとも，イエス ・キ リス トの贈 いと

復 活 によってサ タンの たどる末路 は定 ま

っています 。サ タンに勝 利 は訪 れ ませ ん。

今 日にあってもサ タンは主 の定 め られ

た領 域 で しか その力 を発 揮 で きませ ん 。



わた したちが 得 たいか なる祝 福 もサ タン

が奪 うことはで きませ ん。 またサ タンは

義 にかな った数 々の決 断 によって織 りな

され たわた したちの人格 を変 えるこ とも

で きませ ん 。 聖 な る神 殿 で交 わされ た

夫 と妻 ，そ して子 どもたちの永 遠の きず

なを断 ち切 ることも，真の信 仰 を取 り去

ることも不可 能 です 。わ たした ちの証 を

奪 い去 ることもで きませ ん。 これ らの祝

福 はサ タンの誘惑 に屈服 す るときに失 わ

れ ることは確 かです が ，サ タン自身 は神

の 祝福 に対 して 何 の力 も持 た ず ， それ

らを破 壊 す る力 もないのです 。

これ らの ， またそ れ 以外 の真 理 は確

か なものです 。 しか し， それ らの真理 が

確 かで あると知 るた めに皆 さんは真 理 を

理 解 す る必 要 が あ ります 。 そ して神 の

律 法 に従 い， 御 霊 の 力 に よって与 え ら

れ る確 信 を心 か ら望 む必 要が あ ります 。

わた した ちの証 は， 主 の教 えが 理 にか

なってい るように思 え ることか ら始 まる

か もしれ ませ ん。 しか し， わた した ちは

これ らの神 の律 法 を実践 す ることによっ

て 自分 の証 をは ぐ くむ必 要 が あ ります 。

そのようにして得 られ る個 人 的な経験 に

よって， 主の教 えが真 実 であることへ の

確 信 が 与 え られ ，’約 束 された 結 果 が も

た らされ ます 。 そ の確 信 は一 時 に は与

えられ ませ ん。 強い証 は，教 え に教 え，

教 訓 に教訓 を加 えることによって与 えら

れ ます 。 力 強 い証 には ， 信 仰 ， 時 間，

常 に従順 であること， そ して喜 んで犠 牲

を払 うことが 求め られ るのです 。

強 い証 を弱 い基 の上 に築 くことはでき

ませ ん。 したが って， 自分 が 確 信 を持

っていない事柄 につい て信 じてい るか の

ように見せ か けてはな りませ ん。確 か な

証 を得 るこ とが で きる よう尋 ね 求め て く

だ さい。 力 強 い祈 りの 中 で真 剣 に取 り

組 み ， 義 にか なった生 活 を送 り， 霊 的

な確 信 が得 られ るよう求 め て くだ さい。

主 の教 えのす ば らしい 点 は， それ らが

真 実 で あ り， 自分 自身 で確 かめ られ る

ことです 。静 かな細 い声 によって訪 れ る

御 霊 の 導 きに絶 えず 注 意 を払 い ，霊 的

な感 受性 を研 ぎ澄 まして くだ さい。 皆 さ

んの気 持 ち，必 要 ， 悩 み ，望 み ，そ し

て心 に抱 いて い る夢 を天 の御 父 に伝 え

て くだ さい。御 父 が必 ずわた したちの祈

りにこた えて くだ さる とい う完全 な信 頼

を 寄 せ ， 御 父 に 話 しか け て くだ さい。

そ の後 ， 正 しい と思 って い る事 柄 を行

い，信 仰 と義 によって生 まれ る確 信 を胸

に歩 を進 め， 主が最 もふ さわ しい と感 じ

られ るときに主 の方 法で与 えられ る答 え

を忍 耐 強 く待 ち なが ら， 人 生 にお い て

着 実 に前進 しましょう。ω

ジ ョセブ ・ス ミスが 自らの能 力 をは る

か に上 回る事 柄 をな し得 たの はなぜ で

しょうか。 それ は彼 の力 強 い証 によるも

ので した。証 により彼 は従 順 にな り，主
みニころ

を信 じる信 仰 を持 ち， 主 の御 心 を行 う

とい う揺 るぎない決 意 が 生 まれ ました。

皆 さんの証が 強 まるにつれ ，必要 とふ さ

わ しさに応 じて ，行 うべ き事柄 と必要 と

され る時 を知 る霊 感 を受 け， 物 事 を成

し遂 げ るうえで神 の力 や能力 を得 ること

が できると証 します 。’１ジョセブ・ス ミス

は 自らを訓練 す ることにより主 の導 きに

従 う能力 を完 全 なもの としました。 自 ら

の欲 求 ，都合 ， または導 きに従 ううえで

妨 げとなる人 々の説得 に身 をゆだねるこ

とはあ りませ んで した。 その ようなジ ョ

セ ブの模 範 に従 いましょう。

人生 において，尽 きることのない平安

と守 りを感 じる ときが あ ります。 それ ら

を静 か に思 い返す とき， わた したちを愛

してお られる天 の御 父 が い らっしゃるこ

とをわた したちは 知 る必 要が あ ります 。

神 はわた した ちを導 き，助 けて ください

ます 。 その 確 信 こそが 力 強 い証 の 中核

を成す のです 。

間 もな く， ゴー ドン・Ｂ・ヒンク レー大

管 長 が本 大 会 の 閉会 に当 た って お話 を

します 。今 朝 わた した ちは， 主 の 預 言

者 で あ る大 管 長 か ら， 直 面 す るチ ャレ

ンジ につ いて 厳 粛 で ， わ た した ち に 自

信 を取 り戻 させ る勧 告 を聞 きました。 大

管 長は， わた したちが天 の御父 にへ りく

だ って祈 り， 悪 と闘 ううえで導 きと強 さ

が 得 られるように求 め ることを要 請 しま

した。 御 父 とその愛 子 イエ ス ・キリス ト

により，わた したちは安 全 に守 られ ます。

救 い主 は皆 さんを愛 してお られ ます。 そ

して 自分 の証 を強 めようとす る皆 さんの

努 力 を確 か に認 め， そ の証 が人 生 で 善

を行 うた めの完 全な力 とな り，必 要な と

きに皆 さんを常 に支 える力 とな り，不確
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か な この世 の 中に あ って常 に平 安 と確

信 を与 える力 となるようにして くだ さい

ます。

主 に仕 え る十 二 使徒 と して， そ の証

を述 べ る権 限を託 され た者 として， わた

しは救 い主 が確 か に生 きてお られ ること

を厳 粛 に証 します 。 主 はよみが えりで あ

り， 栄 光 を受 け， 完 全 な愛 を持 った御
み な

方 で す 。 イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よっ

て ， ア ー メ ン。
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「また逢うまで」
大 管長

ゴー ドン ・Ｂ・ヒンク レー

ｒわたしたちの安全ば生活の徳高さにかかっτωます。わたしたちの強さば霧の

中に停在しτωます。神は次のことを明脚 ＝されました。すなわ右，わたした

ちが神を摺てなければし神はわたした右を見捨τ５れなωとωうことτす。ノ

愛登撚轍
亡 人で ある イニ ッシ・ハ ンター姉 妹が わ

た した ちとともに 出席 してい ることをう

れ しく思 います 。ハ ンター姉 妹が 集 って

い ることに心 か ら感謝 しています 。

さて， この偉 大 な大 会 も終 わ りに近 づ

い てきました。 後 で合 唱 団が 「神 よ， ま
あ

た逢 うまで」 （「賛 美 歌 』８５番 ）を歌 う予

定 です が ， わた しは この 賛 美 歌 に感 謝

してい ます。 次 の ような歌 詞 になって い

ます。

コう あ な

神 よ， また逢 うまで 汝れ を守 りませ

み手 に抱 きつつ… …

危 うきときには

み腕 に守 りで……

愛の旗掲げ
い

死の恐れを去り 神よ，共に在ませ

この賛 美 歌 を人 々が 様 々な言 語 で 歌

うときに， わた しは英 語 で歌 って きまし

た。 地球 の全大 陸で 開か れ た記憶 す べ

き数 々の 集会 で， これ らの 簡 潔 で す ば

らしい歌 詞 を声 高 らか に歌 って きま し

た 。 宣 教 師 た ち に別 れ を告 げ る とき，

目に涙 を浮 かべ なが ら歌 いました。 ベ ト

ナ ム戦 争 の ときには， 戦 闘服 に身 を包

んだ男 性 たちとともに歌 い ました。 幾多

の場 所 と様 々な環 境 で ， 数 え られ な い

ほ どの長 い年 月 に わた って， 互 い に愛

し合 う人 々に歌 い継が れて きた この別 れ

の歌 を，実 に大勢 の人 々とともに声 を上

げて歌 って きました。

会 ったときは見知 らぬ 人で も，別 れを

告 げるときには兄 弟姉 妹 になってい まし

た。

これ らの簡 潔 な歌 詞 は， お 互 いの た
み ざ

め に天 の御座 に向 けて ささげ られ た祈 り

とな りました。

この きわめ て特 筆 す べ き歴 史 的 な大

会 を閉 じるに当 たって，そ の ような精神

で ， わた したちは別 れ を告 げ ようとして

い ます。

皆 さんは兄 弟 姉 妹 の 話 を聞 いて 感動

を覚 え， 向 上 す る決 意 を強 め られ た こ

とと思い ます。 既婚 の男性 は皆 このよう

に 自分 に言い 聞か せ た ことと思 い ます 。
はんりよ

「伴 侶 や 子 どもた ちに対 して ， もっ と親

切 で 寛 大 な人 にな ろう。 心 を平 静 に保
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つ ようにしよう。」わた したちが 人 々と会

話 す るときに見 受 けられ る粗 暴 さが ，親

切 によって取 って代 わ られ るように願 っ

ています 。

妻 で あるす べ て の方 々が ， 夫 を親 愛

なる伴 侶 ， 最 も大 切 な人 ，支 え手 ，擁

護 者 ，「つ り合 うくび き」の 下 に手 に手 を

取 って ともに歩 む伴侶 として見 るこ とが

で きるように願 ってい ます 。 また ，子 ど

もを神 の息 子娘 としてとらえ，子 育 ては

自分 が 世界 に対 してで きる最 も重 要 な

貢 献 であ り， 子 どもの成 功 が 自分 の最

大 の 関心事 で あ り，子 どもはい かなる所

有 物 や望 み よりも尊 い存 在 であると考 え

られる ように願 ってい ます。

少 年 少 女 の 皆 さん が両 親へ の より深

い感 謝 の念 を抱 い て この 大 会 か ら帰 宅

す るように， す なわ ち， 自分 たちを世 に

迎 え入 れてくれ た人 ， 自分 た ちをこよな

く愛 し， いつ も心 にかけ て くれ る人 であ

る両 親へ の さらに熱 烈 な愛 を心 に抱 い

て この場 を去 るように， わた しは望 んで

い ます。 ．

家 庭 内 の 雑 音 が 幾 らか で も減 少 し，

穏 やか な声 で ，よ り深 い感謝 と敬 意 をも

ってお互 い に語 り合 うことが で きるよう

に期 待 して います。

この教 会 の会員 で あるすべ ての方 が，

教 会 に対 して絶 対 的 な忠 誠 を尽 くせ る

ように願 ってい ます。 教会 は皆 さんの忠

実 な支 えを必 要 としてお り，皆 さん も教

会 の忠実 な支え を必要 としているのですξ

わた しは生 活 の中で祈 りが もっと重 要

視 され るように願 うものです 。 将 来に何

が 待 ち受け ているかだれ に も分 か りませ

ん。推 測 す ることはで きるか もしれ ませ

んが ， だ れ に も分 か りませ ん。 病 気 に

襲 われ るか もしれ ませ ん 。 不 運 に見 舞

われ るか もしれ ませ ん。恐 怖 にさい なま

れるか もしれ ませ ん。わ たしたちや愛す

る人に死が 訪 れるか もしれ ませ ん。

しか し何 が起 ころうとも，わた した ち

の揺 るぎない確 固 と した信 仰 が ，北 極

星 の ようにわ た した ちを導 き照 らして く

れ ます ように。
こんにち

さて ，今 日， わた したち は特 別 な 問

題 に直 面 して い ます 。 深 刻 で ，痛 切 か

つ困難 な問 題で あ り， わた した ちにとっ

て大 きな関心 事 となってい ます。 確 かに
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わた したちは主 を必要 として います。

昼 食 を取 るため帰宅 した とき， わた し

はテ レビの スイ ッチ を入 れ， しば らくの

問 ニュー スを見 て お りま した。 そ して ，

詩篇 にある言 葉 を次 の ように心の 中で言

い換 えて みたの です 。 「なにゆえ， もろ

もろの 国 はか くも荒 々 しくともに騒 ぎ立

つのか 。」（詩 篇 ２’１参 照 ）わた しは２０世

紀 の あ らゆる戦 争 を生 き抜 い て きま し

た。 いち ばん上 の 兄 は第 一次 世 界 大 戦

の犠牲 者 として， フランスの土 に眠 って

い ます 。 わた しは第 二 次 世界 大 戦 ，朝

鮮 戦 争 ， ベ トナ ム戦 争 ， 湾 岸 戦争 ，そ

して 小 規 模 の 紛 争 を生 き抜 いて きま し

た。 紛 争 の中 で は， 人 は互 いに大 変 争

い好 きで か た くなな 民 に な って い ま し

た。 わ た した ち は主 の 方 に顔 を 向 け ，

主 に頼 る必 要が 大 いにあ ります 。 わた し

はキプ リングの次 の偉大 な言葉 について

考 えてい ます。

は る か か な た に ；遠 征 した 我 らの 海 軍 は

消 え 去 り，

砂 丘 と岬 に就 火 ぱ や む。

月 よ， 我 らの 昨 ヨ の す べ で の 華 やか さは

ニ ネ へ とッ ロ とと もにあ る。

万 国 の 裁 き一主よ，’しは し我 らを助 けた まえ。

我 らが 主 を，忘 れ ぬ た め に 。

（ラ ドヤ ー ド・キ プ リング ，“Ｒｅｃｅｓｓｌｏｎａ１”

Ｍ ａＳ亡ｅτρ１ｅＣｅＳ ＯｆＲｅ！１９１０αＳ γｅｒＳｅ，シ ェ

ー ム ズ ・ダ ル トン ・モ リソ ン編 〔１９４８年 〕

５１２）

わ た したちの 安全 は生 活 の徳 高 さ に

かかってい ます。 わた したちの 強 さは義

の中に存在 してい ます。 神 は次 の ことを

明確 にされ ました。 す なわち，わた した

ちが 神 を捨 て なけ れ ば， 神 は わた した

ちを見 捨 て られ ないということです。 イ

スラエルを見守 る御 方 はまどろむことも，

眠る こともなさい ませ ん （詩 篇 １２１ ４参

照）。

さて， この大 会 を閉 じるに当た り， 閉

会 の 祈 りが な され ます が ， 現 在 の状 況

を考 えて わた しも短い祈 りをささけ たい

と思 います 。

永 遠 の父 なる神 よ， あ なた は大 いな

る万 国 の裁 き主 ，宇 宙 の統 治者 で あ り，

わた した ちの御 父 に して神 で あ られ ま

す 。わた したちはあなたの子 どもであ り，

この暗 い厳粛 な時 に当た り，信 仰 をもっ

て あなたに心 を向 けています。 愛 する御

父 よ， どうか わた したちが信 仰 を持 てる

ように祝 福 して ください。 愛 を持 て るよ

うに，心 の 中に慈愛 を持 てるように祝福

して くだ さい。 この世 にある恐 ろしい 悪

を根 絶するため，不 屈 の精神 を持て るよ

うに祝 福 して ください。現 在戦 い に従事

している人 々に保 護 と導 きをお与 え くだ

さい。 彼 らを祝 福 し， 命 を守 り，危 害

と悪 か ら救 って ください。彼 らの愛す る

者 たちの安 全 を求 める祈 りをお 聞 きくだ

さい。 わ た した ち は世 界 の偉 大 な民 主

主 義 の ため に祈 ります 。 そ の政 府 の創

設 はあなたが 見 守 って くだ さった もので

あ り， そ こには平和 と自由 ，そ して民 主

的 なプロセスが 存在 しています 。

御 父 よ， 助 けを必 要 とす る この 時期

にあって， わたしたち自身の 国家 とその
あわ

友 を憐 れ みの 目で御覧 くだ さい。わた し

たちの命 を守 り，あ なたとあ なたの愛 さ

れる御子 を信 じる信 仰 をもって歩 め ます

ように助 け て くだ さい。 わた した ちは御

子 の憐 れみ に頼 り， わた したちの主なる

救 い主 として あが めて い ます 。 平 和 の

業 を祝 福 し，再 び 速 やか に平 和 を回復

して くだ さい。 わ た したち はへ りくだっ

て請 い求 め ます。 どうか ，わた したちの
ゆる

過 ちを赦 し， 罪 を見 過 ご し， 親 切 と寛

大 さをもってお 計 らい くだ さいます よう

に， また人 々の心 をあ なた に向けさせ て

くだ さい ます ように。 わ た したちすべ て

を愛 してお られ る御方 ，す なわち主 イエ
あがな

ス ・キ リス ト， わた したち の瞳 い主 ，救
み な

い主 の御 名 に よってへ りくだ りお祈 りし

ます 。アー メン。
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●中央扶助協会集会

２００１年 ９月２９日

確 固 として ，

揺るぎなく
中央扶助協会会長

メアリー・エレン・スムート

個 難か偉０かかっτぎτち，信仰を捨τることばτぎまぜん。わたしたちぱ

這をそれたり，後戻０したり，落胆した０ばしまぜん。ノ

生の中で心に残るような人や

人 出来事 に出会 うとき， わた し

たちは変 わってい きます。
こ よい

今 宵 ， 会 長 会 として ， ここで 語 られ

る言葉 が心 に残 るもの とな り，そ れに よ

ってわた したちが神 の娘 として堅 く確 固

として， 揺 るぎな くあ ることが で きる よ

うに祈 ってい ます。

世 界 中 を旅 しなが ら， わ た しは心 に

残 る扶 助 協 会 の忠 実 な姉 妹 たち と出会

って きま した。 彼 女 た ちが ここに い る

人 々， また世 界 中 の人 々と， 献 身 的 に

助 け合 い仕 え合 うのを見 て きました。わ

た しはその影 響 を受 け続 け るこ とで しょ

う。

皆 さんの祈 りが ともにあって， これか

らお 話 しす る幾 つか の 事柄 が皆 さんの

あがな

心 に しみ込 み ， 救 い主 で あ り順 い 主 で

あ る御 方 の いっそ う近 くへ と導 くもの と

なるよう願 ってい ます。

わ た した ちが信 仰 にお い て確 固 とし

て揺 るぎな くあることを選 ぶの は， 日の

栄 えの 王 国 におい て永 遠 の栄 光 ， 永 遠

に増 し加 えられ ること， そ して家 族 関係

が継 続 することが約 束 され ているためで

す。 わ たした ちは家 族 を愛 してお り， 家

族 の一 人 一 人 が 人 生 の試 しに直 面 して

も義 にか なった選 択 をして世 に勝 つの を

見 守 るときに，何 に も増 して大 きな喜 び

や平 安 が得 られ ることを知 って います 。

時 々， す ぐにあるいは長期 にわた って

自分 自身 に害 を及ぼす ような ことをして

いる子 どもや孫が いる と，わた しは両 手
ほお

でその子 の頬 を包 みます。 そ してひ とみ

の奥 を見 詰 め なが ら， そ の子 が どれ だ

け愛 され ，大 切 にされ てい るか をよく説

明 します。 それ か らその 子 が 選 ん だ行

動 が招 くであ ろう害 について話 します。

わ た しは救 い 主 が わた した ち一 人 一

人の顔 を両 手 で しっか り包 み， わた した

ちをお造 りになった神 に対 して確 固 とし

て揺 るぎな く， 忠実 で あるように諭 され

る様 子 を思 い浮 かべ ることが で きます。

姉 妹 の 皆 さん ， わた しは両 手 を皆 さ

んの頬 に添 えて ， ひとみ の奥 を見 詰め ，

神 の愛 す る娘 としての皆 さんの重 要 な役

割 につ いて 明確 なビジ ョンを伝 え ること

がで きたなら， と思 い ます。 わ たしたち

の 「人生 には意 味 と 目的 と方 向性 が あ り

ます 。」わ たしたちは 「祈 りと聖 文の研 究
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を通 して， イエ ス ・キ リス トへ の証 を増

し加 え」，「聖霊 の導 きに従 うことに より，

霊 的 な強 さを求 め」る女 性 です 。 「結 婚

生 活 や家 族 ，家 庭 を堅 固 な もの とす る

ため に， 自 らをささげ ……母 親 としての

務 め に気 高 さを， 女 性 として の務 めに

喜 び を見 いだ します 。」’わ たしたちは末

日聖徒 イエ ス ・キリス ト教会 の扶 助 協 会

の女 性 です。

この 死 す べ き世 に来 る前 に， わた し
み ま え

た ちは愛 にあふ れ た天 の 御 父 の御 前 で

ともに生 活 して いました。 大 好 きだ った

話 題 の 一つ は， 幕 を通 過 して この地 上

に生 まれ たときに起 こる事 柄 につ いて だ

った のではないか と思い ます。

そ して今 ，わた した ちはここにいます。

地 上 で 出遭 う困 難 につ い て教 え を受 け

ていま したが ， この現 世 で生 きるという

こ とが とて もつ らく， 厳 し く，疲 れ ， ま

た時 には悲 しい もので さえあるこ とを理

解 してい たか， あるいは知 ることが で き

た かは 疑 問 です 。 恐 ら くだ れ で も， 自

分 の直 面 している状 況が あま りに も耐 え

難 い と感 じた ことが あるで しょう。そ れ

で も預 言 者 ジョセ ブ・ス ミスが 教 えて い

る ように，「この教 会 に加 わった とき，〔わ

た したち〕は神 に仕 える者 に名 を連ね ま

した。 その とき，〔わ た したち〕は 中立 な

立場 を去 ったのであ り，そ こへ 戻 ること

は決 してで きませ ん。 もし自分 が仕 える

と決 めた主 を捨 てるな ら，それ は悪 しき

者 のそそ のか しに よるので あ り，〔わた し
しもべ

た ち〕は悪 しき者 の命令 に従 いその僕 と

なるのです 。」２

救 い主 が 両 手 をわた した ちの頬 に添

えて， ひとみ の奥 を見 詰 め ， 試 練 の と

きには姉 妹 愛 す なわ ち扶 助 協 会 が力 と

なって くれ るで あろ うと約 束 して くだ さ

ってい る様 子 を， わた しは思 い浮 か べ

ることが で きます 。教 会のす べての女 性

の ための この組織 は， わた したちを救 い

主 のみ もとへ 連 れ て行 くこと， そ して互

い に協 力 して病 んで い る人 や貧 しい人

を助 け ることを 目的 として います 。扶 助

協 会 の姉 妹 たちは新 会 員 の 肩 に腕 を 回

し， そ の人 の 人 生が どん な局 面 にあ る

か にかか わらず だれ もが必 要 とされ ，養

われ て い ると感 じ られ る ように します。

また新 たに入 っ て来 た 若 い女 性 を歓 迎



し，す 麦 て の活 動 に おい て欠 かせ ない

存 在 とします。活 躍 して もらいましょう。

彼女 たちを失 うようなことが あ って はな

りませ ん。 だれ もが高 め られ ，愛 される

ように しましょう。 そ うすれ ばだ れもが ，

安全 な港 ，純 粋 な真 理 ，そ して神 の 娘

にふ さわ しい生活 様式 へ と続 く細 い道 に

あ って， 導 いて くれ る神 権 指 導 者 に従

うことで しょう。

ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー大 管 長 は教 会

の女 性 に こう勧 告 してい ます 。 「皆 さん

の 内 にあ る大 い なる可 能 性 に従 って 行

動 しましょう。 能 力以 上 の ことをす るよ

うにお願 い した りはしませ ん。 皆 さんが

失敗 につ いてばか り考 え悩 む ことのない

よう願 ってい ます。 能力 をは るか に超 え

た 目標 を設 定 しようとす ることの ない よ

う願 っています 。 ただ 自分 にで きること

を， 自分 が 知 って いる最 善 の方 法 で 行

うよう願 って い ます 。 そ うす るな らば ，
ま

皆 さん は奇 跡 が起 きるの を目の当 た りに

す ることで しょう。」３

「家庭 訪問 が で きませ ん」あるい は「祈

った り聖文 を読 んだ りす る時 間が あ りま

せ ん」「忙 しす ぎて家 庭 ・家族 ・個 人 を豊

か にす る集 会 に 出席 で きませ ん」と言 う

姉妹 が いれば ，わた しは ヒンクレー大 管

長 の勧 告 の ようにこう申 し上 げ たい と思

・鵬 躍 撚 聾
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い ます 。 「皆 さんの 内 にある大 いな る可

能 性 に従 って行 動 しましょう。」立 ち止 ま

って ， 自分 の行 動 が 自分 に とって最：も

大 切 な事 柄 と矛盾 してい ないか どうか を

検 討 す る必 要 が あ るか もしれ ませ ん。

生 活 の 中で 第 一 の もの を第 一 にす ると

き，毎 日を悔 い な く過 ごす ことが で きま

す。

毎 週 扶 助協 会 に行 くのは， 霊 的 に強

め られ ， 養 わ れ ，愛 され るた めだ けで

は な く， もっ とよ く奉 仕 で きるように な

るためで もあ ります 。 時 として， 最 も大

切 な務 め は まさに 自分 自身 の家 庭 とい

う囲いの 中にあ ります 。

ルシフェル は，わ たしたちの心 を最 も

大 切 な事 柄 か らそ らさせ るため に， 自分

にで きるすべ て を行 っています。彼 の非

常 に有 効 な手段 の一 つ は，生 活 の 中 で

これほ ど多 くの事柄 が 必要 とされ ている

ときに霊 的 な事柄 を中心 に置 くことは不

可 能 だ と説 得す ることです。

律 法 学 者 が救 い主 に どの戒 めが い ち

は ん大 切 であ るか を尋 ねた とき， イエ ス
ちゅつちょ

は躊 躇 な くこうお答 にな りました 。 「『心

をつ くし，精 神 をつ くし，思 い をつ くし

て ，主 なるあ なたの神 を愛 せ よ。』・・

第 二 もこれ と同様 であ る，『自分 を愛 す

る ように あなたの 隣 り人 を愛 せ よ。』」４こ
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れ こそ大 切 な戒 め なので す 。 すべ ての

律 法 と預 言者 は， この 二 つの 戒 めにか

か って い ます 。 これ が 最 も大 切 な事 柄

なの です。 これ らの戒め に従 お うと努力

す るとき， ほかの事 柄 は 自然 にうまくい

くで しょう。

わた したちと天 の御 父 との関係 は どう

で しょうか。 心 と，勢 力 と， 思い と，力

を尽 して天 の御 父を愛 して いるで しょう

か。 家族 ，隣 人，扶 助協 会 の姉妹 たち，
はらから

そ して同胞 を どの くらい愛 しているで し

ょうか 。 これ らの 問いか けは最 も大 切 な

事 柄 を認 識 す るの に役 立 ち， 人生 にお

け る活 動 と照 らし合 わせ て 自分 の状 態

を確 認す ることが で きます。

Ｒ指定 の映 画 （訳 注 ア メリカ映画

協 会が ， １７歳 未満 は保 護 者 同伴 の義務

が あ ると指 定 して い る準 成 人 向 けの映

画 ）や ポル ノグ ラフィー を見 る ことに時

間 を費や す としたら， また，神 の娘 とし

ての 品位 を落 とすふ さわしくない活 動 に

参加 す るとした ら， 主 を愛 してい ると言

えるで しょうか。 品の ない服 装 をす ると

き， 主へ の愛 を示 してい ると言 えるで し

ょうか。 先 日，大 勢 の青 少年 を前 に話

を した際 ， 集 会後 に一 人 の若 い男 性 か

らこの ような メモを受け取 りま した。 「ど

うか 教 会 の女 性 の 皆 さん に， ぼ くが姉
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妹 たちの慎 み深 さにどれほ ど感謝 してい

るか を伝 えて くだ さい。今 の世 の中 で上

品な服 を見 つけ るのが 難 しい ことは知 っ

てい ます。 で もそれ はぼ くにとって ，そ

して 彼 女 たち が 結婚 す るふ さわ しい 男

性 にとって価 値 あることであ ると伝 えて

くだ さい。」

困 難が 降 りかか って きて も，信仰 を捨

てる ことはで きませ ん。 わた したちは道

をそれ た り， 後戻 りした り，落 胆 した り

はしませ ん。雄 々 しくさっそうと前 進 し，
けんそん

慎 み深 さと謙遜 さと信 仰 にお い て周 囲

の す べ て の 人 々 の模 範 とな るの で す 。

確 固 として揺 るぎな くあ ることは，個 人

として 目指 すべ き目標 であ り， それ は永

遠 の報 いを伴い ます 。 もしそ うあるな ら

ば， わた したち は「全 能者 で ある主 なる

神 ， キリス トか ら御 自分 のもの として 印

を押 され ……天 に招 き入れ られ て，永遠

の救い と永遠 の命 にあずかる」５のです。

数 十年 前 ，扶 助 協 会 の姉 妹 たちへ の

別 れ の言葉 の 中で ，ベ ル ・スパ ッフォー
こんにち

ド姉 妹 はこう語 りました。 「今 日の 平均

的 な女性 に とって 賢 明 なの は， 自分 の

関心 を吟 味 し，従 事 して い る活 動 を評

価 し，そ れ か ら生 活 を簡 素 化 す るため

の措置 を取 り，最 も大 切 なもの を第 一 と

し，最 もす ば らしく最 も永 続 的 な報 いが

あることに重 点 を置 き，価 値 の ない活 動

は避 けることです 。わ たしはそ う信 じて

います 。」‘

時 々， 心 の 痛 手 とな る出 来 事 に よっ

て，最 も大 切 な事 柄 を理解 す るようにな

ることがあ ります 。数 週 間前 ，わた した

ち はその ような悲 劇 的な 出 来事 を体 験

し， それ は人 生 を変 え，備 えの必 要 性

を悟 らせ ま した 。先 ごろ合 衆 国東 海 岸

で起 きたテ ロ事 件 で 直 接被 害 を受 けた

人 々が最 も頻 繁 にロ にす るのは， もう一

度 家 族 で 過 ごす ことが 唯 一 の望 み だ，

という思 いです 。わた しにはその気 持 ち

が よく理 解 で きます。

今 年 の 初 め ， わた しは大 きな 手術 を

受 け， 何 日も病 院 で 過 ご しました。 自

分の人 生 につ いて， そしてもし天 に召 さ

れ たら主 に何 を報告 す るだ ろうか とい う

ことについて深 く考 えてい ると， 人 に与

えられ た最 も大切 な責 任 の 一つ は家 族

で あ るこ とが はっ きりと分 か りま した 。

わ た しめ最 大 め 喜 び は， 子 ど もた ち，

孫 た ち， そ して将 来 の ひ孫 た ちが福 音

に堅 く確 固 として， 揺 るぎな くあ るよう

になる ことであ る， と確 信 しました。 こ

の 孤独 な時 期 に， 暗 い病 室 で ， わた し

は 自分 の家 族 の 囲いの 中で 行 うことは，

そ の外 で行 うことよりもはるか に大 切 で

あることを理解 したのです 。

確 か に， 問題 や痛 み ，悲 しみ に取 り

囲 まれ ることが あ ります。 しか し屈 して

はいけませ ん。後戻 りしてはいけませ ん。

中央 扶 助 協 会 第 ２代 会 長 の エ ライザ ・

Ｒ・スノーは ， このような言葉 を記 してい

ます。 「わた しは前 進す る。 … …わた し
あらし

はす さまじい嵐 にあ ってほほえみ， 荒れ

狂 う大 海 を恐 れる ことなく意気揚 々と進
あかし

もう。 … …そ して グイエス の証 ノは光 を

ともし， わた しを永遠 の入 り口へ と照 ら

し導 き， 日の栄 えの王 国の 栄光 につ い

て教 えてくれ る。」ア

す べ て の姉 妹 と向 かい 合 って ひ とみ

を見 詰 め ， この言 葉 に込 め られ た熱 意

を悟 って もらい， 自分 が 何 者 で ，何 を
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成 し遂 げる力 を持 ってい るか を姉 妹 たち

自身 にほん とうに理解 して もらうことが

で きたらどん なにす ば らしいで しょうか。

わた したちの宣言 の言 葉が わた したちの

内 に深 く根 を下 ろ します ように。 「わ た

したち は神 に愛 され てい る神 の … …娘

であ り，… … 一つ となって… … イエ ス・

キ リス トに献 身 します。 わた したち は信

仰 と徳 とビジ ョンと慈 愛 を持 った女 性

〔です。〕」８

落 胆 ， 悲 しみ ，痛 み， 苦 悩 に取 り囲

まれ， 試 しを受 け るか もしれ ません 。 し

か し福 音 にお ける愛 す る姉 妹 の皆 さん，

わた したちは， もう引 き返す ことはで き

ませ ん が ， 堅 く確 固 として立 ち，接 す

る人 々の 心 に何 か を残 す こ とが で きま

す。 す さまじい嵐 にあってほほえみ， 荒

れ狂 う大海 を意気 揚 々と進む ことが で き

ます 。 イエ ス ・キ リス トの 証 に よって ，

永 遠 の入 り口へ と導 く光 を ともす ことが

できます。

輝 か しい最 後 を迎 え ることが で きるよ

うに，最 も大 切 なことに力 を注 ぐことが

できるように，そ して幕 の向 こうで 会い，

確 固 として揺 る ぎな くあ り続 け たこ とを

知 って勝利 に喜 びなが ら抱擁 し合 うこと

がで きます ように。 これ らの ことを愛 す

る姉 妹 の皆 さんの ため に， 願 い ，祈 っ
み な

て い ます 。 イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よ

っ て ， ア ー メ ン。
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確固として立つ
中央扶助協会第一副会長

バージニア・Ｕ・ジェンセン

あがな

ｒわた した ち「は今，贋 しＤ主 と６Ｄう岩の上に，家族の基礎を家族とと右に築ωτ

いるとし１うごとを決 して：忘れないようにしま「しょう。ノ

た しの 末娘 夫 婦 は，赤 ちゃん

わ を授 か るための 最良 の医療 法

と最：新 の 科 学 的 援 助 を何 年

もか け て一 生 懸 命 に探 し求 めて きま し

た。 二 人 は断 食 し， 祈 り，望 んで きま

した。

そ してつ い に， 長 い 間 の念 願 が か な

って今 初 めての子 どもを身 ご もって いま

す 。 最近 ， 医 師 は，胎 児 の健 康 状 態 を

診 断 す るため に精 密 検査 を計 画 しま し

た。 娘 は， そ の検 査 に大 きな不 安 を抱

いてい ま した。 検 査 日が 近 づ き， 夫 が

同伴 で きない ことを知 った娘 は，わた し

に付 き添 って もらえないか と尋 ねて きま

した。 こう言 い ました。 「お母 さん， で

きるだ けの ことを してや っ とで きた赤 ち

ゃん なの よ。 もしもの ことが あ っ た ら，

だれ かにそば にい てほしいの 。」
いつく

わた しは ，，永 遠 に わた って愛 し， 慈

しむ ことになる孫 を一足先 に見 られ るこ

とを喜 び ました。 万 事 うまくい くか ら大

丈夫 よ，と娘 を励 ましたかったのですが ，

内心 はわた しも心 配 でた まりませ んで し

た。

超 音 波 診 断 の ビデ オ を見 た 医 師 は ，

結果 を伝 えに来 ました 。 開 ロー 番 ，「す

べ ての赤 ちゃんが こんなに 完壁 だった ら

いい んです けどね」と言 い ました。 わ た

しは有 頂 天 になるのを必 死 でこらえ まし

た。そ して車 に乗 り込 む と自分の気 持 ち

を抑 え切 れ な くな り泣 き始 めました。す

べ ての妊婦 が あの ような言葉 を聞けれ ば

いいの に， と思い なが ら泣 きました。 赤

ちゃんが欲 しい と願 いなが らもか なえ ら

れないでい るすべ て の女 性 のことを思 っ

て泣 きました。子 どもが 欲 しい と願い な

が らも夫 のいないすべ ての女性 を思 って

涙 が あ ふれ ました。 そ して 最後 に， わ

たしたち家族 が この赤 ち ゃんにふ さわ し

い家庭 を提 供 で きるようにという心 か ら

の望 み とともに感 謝 の涙 を流 しました。

イギ リスの詩人 ワーズ ワース は， この

孫 や 家 庭 につ い ての わ た しの 思 い を，

次 のような詩 で表現 してい ます。

「われらの誕生はただ齪クと前世の忘却
ひ

に；週ぎず。栄 光 の雲 を曳 きつつ，われ

らの故郷 なる神 のもとより来た りぬ。」

（ウィリアム ・ワーズ ワース 「幼 年 時 代 を

追 想 して不 死 を知 る願 」『ワーズ ワー ス

詩集 』田部重 治 訳， 岩波 書店 ， １６７）

わた した ちの家庭 は神 聖 な もの です 。

天の御 父 と天 の家 へ とつ なが っているか

らです。 娘 との経験 により，家庭 と家族

は何 よ りも優 先 す る もの であ り， きわ め

て大切 なもの であ るとい うことを， 改 め

て強 く感 じました。 また ，愛 し，養 い ，

リアホナ／２００２年 １月号

１０９

教 えるという生 来の特 質 を身 に付 けた者

として ， わた した ち女性 が家 族 一 人 一

人 を守 り祝 福 す るように召 されて いるこ

とも思 い起 こしました。 主 はこの地 上 に

赤 ちゃん を送 られ るに当た り，、状 況が ど

うあれ， わた したちが確 固 として揺 る ぐ

ことな く立 ち ，増 大 す る悪 の影 響 力 に

立 ち向か うとりで となるような家 庭 を築

き続 け ることを必 要 としてお られ ます 。

この地上 の どこに住 んでい ようと，家庭

と家 族 を擁 護 するとい う責 任 は， わた し

たちの責 任 なのです。

「永 遠 の命 を得 る備 えをす るた めに最

適 の 場 所 は家 庭 であ る と， わ た しは心

か ら信 じている」と，デ ビッド・０・マッケ

イ大 管 長 は語 りま した （“Ｂｌｕｅｐｒｉｎｔｆｏｒ

Ｆａｍｉｌｙ Ｌｉｖｉｎｇ”１ｈｌｐｒｏｖｅｍｅη亡Ｅｒａ，

１９６３年 ４月号 ，２５２ ）。 しか し， ますま

す ソ ドムとゴモ ラに似 て きてい る世 界 に

あ って ，義 にか なった子 ど もたちを育 て

て いくにはどうしたらよいで しょうか。

ハ ワー ド・Ｗ ・ハ ンター大 管 長 が 語 っ

て くれ た次 の話 は， わた しが この問 いの

答 えを見 つける助け になりました。

ナポ レオ ン戦 争 の 決戦 が １８１５年 ６月

１８日にベ ルギー， ブ リュッセル近 くのワ

ーテ ルローとい う村 で行 われ ました
。 こ

れ は現在 ，「ワーテル ロー の戦 い」と呼 ば

れ ， 近代 史 にお ける転 換 点 として位 置

づ け られ てお り， 事 実 ， 政 治 的境 界 線

や ヨーロ ッパ にお ける権 力 のバ ランスに

大 きな変 化 を もた らしました。 フランス

皇 帝 ナポ レオ ンの軍 とイギ リス将 軍 アー

サー ・ウェルズ リー， ウェ リントン公爵 と

い う名 の方 が 有 名 です が ， の指 揮 す る

連 合 軍 の 間 の この大 戦 が 重 大 な局 面 に

あったとき，不 安 に駆 られた将校 が公 爵

の部屋 に急 いで入 って来 ました。そ して，

連 合 軍 の騎 兵 中 隊 を直 ちに退 却 させ な

けれ ば，大 規模 なフランス軍 の前 に敗 北

は 目に見 えている， と伝 えました。

公 爵 は こう命 じました。 「確 固 として

立 て。」

「しか し， わ た した ちは全 滅 して しま

い ます。」将校 は答 えました。

「確 固 として立 て。」公 爵の 答 えは変 わ

りませ んで した。

（ハ ワー ド・Ｗ ・ハ ンター ， Ｔｈａ亡 Ｗｅ

働 亡１血ｖｅ∫ｏｙ〔１９９４年 〕１４８参照 ）
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「確 固 として立 て」が 公 爵 の指 令 で し

た。 そ の結 果 ， 連合 軍 は勝 利 を収 め ま

した。 「確 固 として立 て」という短 い指示

の言 葉 か ら， わ た しは勇 気 と助 言 を受

け取 ります 。姉 妹の皆 さん， わた したち
こんにち

は今 日， 子 どもや 孫 ， その ほか の家 族
しれ つ

の 思 い と心 ， そ して魂 の た めの熾 烈 な

戦 いに加わ ってい ます。 しか しこの戦 い

で わた したち は， ウェ リン トン公 爵 の 隊

が持 ってい たよりも， はるかに強 力 な武

器 や防具 を持 ってい ます。 なぜ ならわた

したち には， 主 イエス ・キ リス トへ の信

仰 か ら得 られ る力 と福 音 の儀 式 の 力 か

あるか らです 。勝 利 を収 め るため には，

わた したちは主 イエ ス ・キ リス トへ の信

仰 で 自分 自身 を備 え， 自分 たち の確 信

している事柄 に確 固 として立た なければ

な りませ ん。

モル モン書 には 「真 実 の信 仰 に帰依 し

て一 一 堅 く確 固 として 動 かず ， 喜 ん で

力 の か ぎり主の 戒 めを守 ってい たので ，

真 実 の信 仰 か ら離れ ようとしなか った」

レーマ ン人の ことが 記 され てい ます （３ニ

ーファイ６’ユ４）
。

主 イエス ・キ リス トの福 音 と， 皆 さん

と家 族 に対 す る主 の計 画 に対 す る強 く

揺 るぎない信 仰 と知 識 は， 異 なる見解

や 邪悪 な影響 力 を跳 ね 返す 偉 大 な防 具

とな ります 。永 遠 の聖 約 と戒 めに従 い，

忠 実 であ るな らば， 平安 を得 ， さらに，

混 乱 した世 の中 にあって幸 福 さえ得 るこ

とが で きるので す。信 仰 とい う武 具 で身

を固め て くだ さい。 そ うす れば皆 さんは

揺 るぎな く立 って ，天 の御 父の子 らにと

ってふ さわ しい家庭 を築 くことが で きま

す 。

わた しはか つて ，暴 力 と政 治 的 混 乱

に苦 しむ 地域 を訪 れ た ことが あ ります 。

神 経 の こまや か なある神 権 指 導 者 がわ

た しの 抱 い てい た恐 れ を 感 じ取 っ て，

慰 め となる話 を紹 介 して くれ ました。

その指 導 者 が少 年 の ころ， 突然 父 親

がいな くな り， おかげで 母親 は経 済的 に

苦 しい状 態 に陥 りました。 母 親 は１冊の

古 い書 物 か ら見 つ け た次 の 言葉 か ら力

を得 ました。

「時の 門 に立 つ者 に 向かい ，わ たしは

こう言 った。 『未 知の 世界 へ 安心 して行

けるように光 を下 さい。』

彼 は答えた。
くらやみ

『暗 闇に入 り， あな たの手 を神 の手 に

ゆだね なさい。 光 に照 らされ た明 るい道

を歩 む より， その方が あ なた のためにな

り， 歩 き慣 れ た 道 を歩 む より安 全 で あ

る。』」（ミニ ー ・ル イー ズ ・ハ スキ ンズ ，

ＴｈｅＯｘｆｂｒｄＤｌｃ亡１０ηａｒｙ ｏｆＱｕｏ亡ａ亡１０ηｓ，

第 ４版 ， ア ンジ ェラ ・パ ーテ ィン トン編

〔１９９６年 〕３２８で引用 ）

わた しの友 人 で あ るその 神 権 指 導 者

の母 親 はこの勧 告 に従 うことによって，

生活 を立 て 直 し， 堅 固 な基 礎 を築 きま

した。 わた し自身 も不 安 なときに， この

世 の どの ような防御 手段 を用 いるよりも

主が ともにいて くださる方が す っと安 全

で あ るとい う知 識 で 身 を 固め ， 未 知 の

世界 を前進 す ることに よって，耐 えてい

くことが で きました。

確 固 として立 つ に は， 騰 い 主 の岩 の

上 に基 を築 い て いれ ば主 が常 に支 えて

くだ さるとい うこ とを心 の底 か ら知 る必

要 があ ります 。 この教 えはヒラマ ン書 の

第 ５章 に力 強 く記 され て います。 「覚 え

てお きなさい。 あなたたちは，神 の御 子

で あ りキ リス トで ある蹟 い 主の 岩の上 に

基 を築か なけれ ばな らない ことを覚 えて
る

お きな さい。 そ うす れ ば ， 悪 魔 が 大 風

を， まこ とに旋 風 の 中 に悪 魔 の矢 を送
ひょつ おおあらし

るときにも， まこ とに悪 魔 の電 と大 嵐 が
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あなた たちを打 つ ときに も，それ が… …

あなたたちを引 きず り落 とす ことはない。

なぜ な らば ， あ なた たち は堅 固 な基 で

あるその岩 の上 に建 て られてお り，人 が

その上 に基 を築 くならば ，倒 れ ることな

どあ り得 ないか らであ る。」（ヒラマ ン５：

１２）

姉 妹の皆 さん，主 の約 束 は確 実 です。

主 はわ たしたちを救 うために命 を差 し出

して くだ さいました。

わ た したち 自 身が 確 固 とした態 度 を

維 持 す る ため に， また ， ほ かの 人 々が

確 固 として立 つの を助 けるために， 回復

された福音 の メッセージを心 の中 にしっ

か りと植 え， 家 庭 の 中 で 教 え なけれ ば

なりませ ん。家 庭 の中で子 どもたちや愛

す る人 々に霊 の武 具 を与 え て くだ さい。

彼 らは毎 日，あ なたのもとを去 り，家庭
ようさい

とい う安全 な要 塞 か ら出 て行 くときにそ

れ が 必 要 な ので す。 断食 と祈 りを通 し

て 天 の力 に頼 る方 法 を愛 す る人 た ちに

教 えて くだ さい。 安 息 日を守 ることに よ

って俗 世 か ら離れ られることを教 えて く

だ さい。 従 順 になることを教 えて くだ さ

い。 人で はな く，神 か ら認め ていただ く

ことを 目標 とす るよう教 えて くだ さい 。

天 の家 に帰 るに ば救 い主 を愛 して救 い

主 に従 い， 神 聖 な聖 約 を交 わ して， 聖

約 と戒 め を守 る以 外 に方法 が ない ことを

教 えて ください 。あ なたの家族 が サ タン

の邪 悪 な力 に対 して 勝 利 を得 る ための

武 器 は福 音 の真 理 で あ り，救 い の計 画

の知識 なのです。

わ た した ちは妻 として ，母 親 として ，

あるい は祖 母 ， 姉 妹 ，お ば と して の模

範 を示 す うえで確 固 として立 たなけれ ば

な りませ ん。 わた した ちは家 族 を愛 して

い るか らこそ，従 うべ き力 強 い義の模 範

を示 したいと思 うので す。 言葉 と行 いの

一 つ一つ につ いて
， どの ような衣服 を身

に着 けるか につ いて， どの ように時 間 を

過 ごす か につ いて，あ らゆる選択 を通 し

て わた したちは何 を信 じてい るか を示 し

てい るのであ り，家族 はその模 範 に従 う

ようになるのです。

預 言者 ジ ョセ ブ・ス ミスの母 ルーシー ・

マック・ス ミスはそ の記 録 の中 で，１８０３年

の春 ， 彼 女 と夫 が 宗 教 につ い て大 きな

不 安 を抱 い てい た ことを記 して い ます 。

ルー シーは 自身 の真 理 の探 究 につい て，

この ように記 して います。「わたしは近 く

の森へ 行 って，真 の宗教 を示 して くださ

るよう主 に祈 った。」（研窺ｏｒｙ ｏｆ∫ｏｓｅｐｈ

Ｓｍｆ亡ｈ，プレス トン・ニブ レー編 〔１９５８年 〕

４３）どこか で 聞い たこ とのあ る言 葉 で は

ないで しょうか 。

１７年 後 の １８２０年 の春 ，真 理 を探 し求

めて いた預 言 者 ジ ョセブ ・ス ミス は「『神

に願 い求 め』ようと決意 した」とあ り，「わ

たしはこれ を実 行す るために人 目を避け

て 森 に入 って行 った」とあ ります （ジ ョセ

ブ・ス ミス 歴 史 １：１３－１４）。

真 理 を示 して くだ さるように神 に願 い

求 める場 所 として ，母親 と息 子 が ともに

森 を選 ん だ のは偶 然 の一 致 だ った ので

しょうか。 ジ ョセ ブの祈 りはイエ ス ・キ リ

ス トの福 音 が 回復 され るとい う結 果 につ

なが って，全 世界 に祝 福 をもた らしまし

た 。確 固 とした信 仰 を持 った一 人 の女

性 が示 した義 の模 範 が 数 え切 れ ない ほ

どの 人々に祝 福 をもた らしたの です 。

わ た しは 自分 が 妻 で あ り母 親 で あ る

ことを喜 び としてい ますが ， その務 めを

果 たすこ とは必 ず しも容 易 でない ことを

知 ってい ます。 小 学 校 で ，神 に手 紙 を

書 くように先 生 （わた しの友 人）か ら言 わ

れ た一 人 の女 の子 の気 持 ちが よく分 か

ります 。 シャロンはこの ように書 きま し

た。 「愛 す る神 様 ， あ な たが 世 界 中の

人々 を愛 され ることは きっと大 変 なこと

だ と思 い ます 。 わた しの家族 は５人 しか

いないの に，わた しはできて いないか ら

です。」同 じように，わた しの家 族 もわた

しを愛す ることが 難 しかった ときが あっ

たと思 います。 けれ ども， ロー レン・Ｃ・

ダ ン長 老 の 言葉 は真 実 です 。彼 は こう

言 い ました 。 「家 庭 ほ ど末 永 く続 く貴 い

もの はあり得 ませ ん。」（「わた したちの大

切 な家 族 」『聖 徒 の 道 』１９７５年 ４月 号 ，

１７９）た とえ家 族 生活 が 非 常 に困難 にな

るこ とが あって も，家族 の 中で行 うわた

したちの働 きは何 に も増 して大切 です。

あ なたが 気 落 ち して ，家 庭 内の物 事 が

望 ん でい る ように はいか な い ときで も，

確 固 とした信 仰 を もって ， 別 の小 学 生

の少 女 が 神 へ の 手 紙 で言 った ように言

って くだ さい。 「愛 す る神 様 ， わた しは

ほん とうに 自分 にで きる限 りの ことを し

てい ます。」家 庭 生 活 には様 々な 困難 が

付 き物 で す が ， それ によって必 要 以 上

に落 胆 した り，家 族 の中 で 分 か ち合 う

ことの で きる愛 を惜 しんだ りして はな り

ませ ん。

信仰 の武 具 で 身 を固 め， 確信 してい

るこ とにつ い て確 固 として い まし ょう。

わたしたちは今 ，購 い主 という岩 の上 に，

家 族の基 礎 を家 族 とともに築 いている と

い うことを決 して忘 れな いように しまし

ょう。 あ なた の手 を神 の手 にゆだね まし

ょう。 わた した ちは主 の 助 け によって，

義 の とりで となる家庭 を築 くことが で き

ます。

家 庭 と家 族 を守 るため に確 固 として

立 つ皆 さんの努 力 に対 して主 の祝 福 が
み な

あ ります よう， イエ ス ・キ リス トの御 名 に

よっ て お 祈 りし ます 。 アー メ ン。

リアホナ／２００２年 ］月号
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わたしたちは皆 ，

母親ではないでしょうか
中央 扶助 協会 第二 副会 長

シ ェリー ・Ｌ・デュー

栂 牲ば仔 どもを産むことンだけのものτはあ０ません。そればわたしたち女

牲の本質です。１

騨～♂

一 ７騨 の夏 わ た しは，４人 の めい と

怖 い経 験 を しました。 日曜 日」 の夕方 ，あ る都 会 の繁 華 街 に

あ るホテルか ら，話 をす ることに なって

いた近 くの教会 へ歩 い て行 った ときの こ

とで した。そ こは前 に何 度 も歩 いたこと

の ある場 所 で した が ， その 晩 わ た した

ち は突 然 ， 酒 に酔 ってパ レー ドを見 物

す る群 衆 に取 り囲 まれ て しまい ま した。

１０代 の少 女 には ，そ して少 女 た ちのお

ば には， 最 悪 の 場 所 で した。 しか し，

車 両 が通 行 止 め にな ってい たの で ， そ

の まま歩 くしか あ りませ んで した。群 衆

の 騒が しい声 の 中 ， めい た ちに叫 び ま

した。 「わた しか ら離 れ ちゃだめ よ。」群

衆 をか き分 け，や っとの思い で進み なが

ら， ただ ただ めい た ちの無 事 を願 うば

か りでした。

あ りが たい ことに，何 とか教 会 へ着 く

ことが で きました。 しか し，不安 なそ の

１時 間 を通 して ， 自分の安 全 を顧 みず に

子 どもを守 る母 親が どんな思 いをす るか

が もっ とよく理 解 で きま した。 め いの 親

たちは大切 な娘 た ちをわた しに託 しまし

た。 愛 す るめ いた ち を無 事 に守 るた め

な ら， わた しはどん なことで もした で し

ょう。 同 じように，天 の御 父 はわた した

ち女 性 に御 自分 の子 どもた ちを託 され ，

子 どもたちを愛 し， この世 の危 険を無事

にくぐり抜 け て天 の家へ 帰 れ るように導

くことを求 め られました。

愛 す一る ことと導 くこと。 この二つ の言

葉 に は， 御 父 と御 子 が全 力 を尽 くして

お られ る業 のみ ならず ，わた したちが な

す べ き業 の本 質 が 要 約 され て い ます 。

わ た した ちの仕 事 は， 主 の 業 が進 め ら

れ る よう主 の お役 に立 つ ことだ か らで

す 。 で は， 末 日に生 きる神 の女 性 とし

て，わた したちは主 の業 を進 めるために，

どのように したら十 分 に主のお役 に立 て

るので しょうか。

預 言者 た ちは この問 いに繰 り返 し答 え

を与 えてい ます 。 例 えば ，６０年前 に大

管 長会 は， 母性 を「人 問が 行 う最 も高 貴

で神 聖 な業 」１で あると述べ ました。

皆 さんは ， なぜ 預 言者 たちが 母 性 の

教 義 （それ は確 か に教 義 です ）を何 度 も

何 度 も教 えてきた のか考 えてみ たことが

あ ります か。 わた しはあ ります。神 の女

性 の 仕 事 につ い て ， わ た しは 長 い 間 ，

一 生 懸 命 に考 え ました
。 わた した ち す

べ τ の女 性 に とって ， 母 ｉ生の教 義 は ど

んな意味 があ るのか ，いろい ろと考 えて

りアホナ／２００２年 １月号
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み ました。 この問題 を解 くために， ひ ざ

まず い て祈 り， 聖 文 を研 究 し， 神 殿 に

参 入 しました。 これ らの行 為 はす べ て，

女性 としてわた したちが果 たす最 も大切

な役 割 に関 す る崇 高 な教 義 を教 えて く

れ ます。 常 に女性 が 直 面 す る問 題 に関

して「確 固 として揺 らぐこ とな く」２立 つ

ことを望 むな ら， この教 義 をはっ きり理

解 しておか な くて はな りませ ん。 なぜ な

ら， サ タンは母 性 に対 して戦 いを挑 んで

い るか らです 。 サ タンは，揺 りか ごを揺

らす者 はサ タ ンの 地 上 の 王 国 を揺 さぶ

ることが で きると知ってい ます。そ して，

次 の世代 の人 々を愛 し導 く義にか なった

母 親 が い な くて は， 神 の 王 国が 倒 れ て

しまうことを知 っているのです。

母性 の重 要性 を理解 す ると， 預 言 者

たちが 女 性 の最 も神 聖 な役 割 をそ れ ほ

どまでに守 ろ うとして きた理 由が 明 らか

にな ります 。母 性 は単 に母 であ る こ と 』

と同 じ意 味である とわた した ぢば 考 えが

ちです が ， 主 が 言 われ る 母親 とい う言

葉 には， もっと多 くの異 なった意 味 が あ

ります 。 母 親 の役 割 と本 質 を定 義 す る

ために， あらゆ る言 葉の 中か ら父 なる神

とアダムが エバ に対 して 選ん だの は「す

べ ての命 ある者 の 母 」３とい う言 葉 で し

た。 そ の名 が 与 えられ たの はエバ が 子

どもを産 む前 でした。エバ と同 じように，

わた したちの母 性 はわた したちが生 まれ

る前か ら始 まってい ます。 ふ さわ しい男

性 が この世 で神 権 を受 けるよう予任 され

たの と同 じように ，４義 にか なった女 性

は前世 で母性 の特権 を授 け られ ま した。‘

子 どもを産 むことは ， もちろん母性 の一

部 です が ， 母 性 はそ れ だ けの もので は

あ りませ ん。 それ はわた したち女性 の本

質 です 。 まさに女 性 の真 髄 であ り， 神

聖 な特 質 や特 性 であ り， 御 父 が わ た し

たちに与 えられた比 類 ない性 質 です。

ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー大 管 長 はこの

ように述 べ てい ます 。 「神 は女 性 の内 に

神 聖 な特 質 を植 え付 け られ ました。」６そ
たまもの

の特 質が 母性 の賜 物 です。 マ シュー ・カ

ウ リー長 老 はこの ように教 えて い ます 。

「男 性 は人 々 を救 う者 とな るため に，〔こ

の 世 で 〕与 え られ るべ きもの が あ るが ，

母 親 や女 性 には必 要 ない。 人 を救 う者

に なるた め に，生 来 ， 固有 の権 利 ，権



限 が与 え られてい るか らであ る。 ・そ

して神 の 子 どもた ちの 生 活 の 中 で ，霊

的 な再 生 を及 ぼす 力 か 与 え られ て いる

ので ある。」７

母 性 は ，御 父 が 息 子 たち に神権 を賦

与 され た後 で残 った余 り物 で はあ りませ

ん 。そ れ は神 の 娘 たち に御 父 がお 与 え

に なれ る最 も高 貴 な賜 物 で あ り，神 の

子 どもた ちが 第 二 の位 を保 つ の を助 け

るた め に女 性 に与 え られ た比 類 の ない

役 割 で あ り，神 聖 な責 任 なの です 。Ｊ・

ル ーベ ン・クラー ク・ジュニ ア副 管長 は，

母 性 は 「神 か らの召 しで あ り， 永遠 に重

要 な もの であ り， その 重 要 性 は神 権 そ

の もの と同 じほ ど」で あ ると宣 言 して い

ます。８

母 性 の 問題 は非 常 に慎 重 な扱 い を要

します 。 なぜ な ら，女性 としての最 大 の

喜 び であると同 時に， 苦悩 で もあるか ら

です 。 始 め か らそ うで した。 エ バ は堕

落の後 ， 喜 び ました。堕 落 が なければ ，

「決 して子 孫 を持 つ ことはな」か ったか ら

です 。９しか し， カインとアベ ル につ い

てのエバ の苦悩 を皆 さんは想像 で きるで

しょうか。 母 親 の 中 には ， 自分 が 産 ん

だ子 どものゆえに苦悩 を経 験す る人 もい

ます 。地 上 で子 どもを産 むことが ないた

めに苦 しむ人 もい ます 。 この ことにつ い
めいりょつ

て ジョン・Ａ・ウイッッ ォー長 老 は明 瞭 に

述 べ て い ます 。 「自分 の責 任 で はな く，

母 親 にな る賜 物 を行 使 で きない 女性 は，

あたか も母 親で あるか の ような経験 をす

ることが で きます 。」ｌｏ

主 以外 には測 り知 ることので きない理

由で ，子 どもを持 つの を待 たな くて はな

らない人 もいます 。義 にか なった女 性 に

とって は， この遅 延 はたやす く耐 えられ

るもので はあ りませ ん。 しか し，わ た し

たち一 人 一 人 に定 め られ た主 の時 刻 表

は， 女 性 の 天性 を否 定 す る もので はあ

りませ ん。 です か ら， わた したちの中 に

は， 単 に母 性 を発 揮 す るほか の方 法 を

見 つ けさえす れ ば よい とい う人 もい るの

です 。周 囲 には，愛 と導 きを必要 として

い る人が た くさんいるのですか ら。

エバ は模 範 を示 して くれ ました。 子 ど

もを産む だけでな く， かつて女性 が 行 っ

た最 も勇 気 ある決 断 をし， アダム と二 人

で 人 類 が 進歩 す るため の道 を 開 き， す

戴
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べ て の人 の 母 親 にな ったの です 。 男 性

が 尊 敬 し， 女 性 が 従 うべ き女 性 の姿 を
み た ま

模 範 で示 し，雄 々しい信 仰 ，御 霊 へ の

鋭 い 感受 性 ，悪 に対 す る嫌 悪 ， まった

く私心 のない精 神 など， 女性 としてわ た

したちに与 えられた性 質 を示 す ひながた

となって くれ ました 。 「自分 の前 におか

れ てい る喜 びの ゆえに・ 十 字 架 を忍 」

”んで くだ さった救 い主 の ように
， エバ

は人類 を生 じさせ る業に貢献 で きる喜 び

の ゆえに， 堕 落に耐 え，わた したち を深

く愛 し導 いて くれたのです 。

御 父 の娘 として，そ してエ バの娘 とし

て， わ た したち は皆 母 親 です 。 これ ま

で もず っと母 親 で した。わた したちは皆 ，

若 者 を愛 し， 導 く責 任 が あ ります 。 教

会 の 若 い女 性 た ちは， 神 の娘 が どの よ

うな者 なのか ，つ まりどの ような服 を着 ，

どの ような ものを見 た り読 ん だ りす るの

か 自分 の 目で 見 なけ れ ば， 神 の娘 とし

て生 活 す ることを どの ようにして学べ る

の で しょうか 。 どの ように時 間 を使 い，

どの ようなこ とを考 え， どの ように して

誘惑 に対抗 し， 不安 定 な状 況 に対処 し，

ほ ん とうの 喜 び をどこで見 い だす のか ，

慎み深 さや女 らしさが義 にか なった女性

の しるしで あ ることが どうして 分か るの

で しょうか。教 会 の若い男 性 は，わた し

たちが 美徳 を示 さなけれ ば， どの ように

して神 に従 う女性 の価 値 を認 め るように

評〆 ・醤

８ 、餐
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幽

な るので しょうか 。

わた したちには，義 にかなった女 性 の

あ るべ き姿 を示 す という， 何 より大 切 な

義 務 が あ ります 。 なぜ なら， 教 会 の青

少 年 は教 会 以外 の場所 でそ れ を見 い だ

す ことが で きないか らで す。扶 助協 会 の

姉 妹 たちに は， 若 い女 性 が 喜 んで扶 助

協 会 に移 行で きるよう助 ける責 任が あ り

ます 。 扶 助 協 会 は， 幕 の こち ら側 に い

る女 性 たち に とって 最 も重 要 な組 織 で

す。 これ は， わた したちと若 い女 性 たち

の 間の友 情 が ，彼 女 た ちが １８歳 になる

ず っと前 か ら始 まって いなけれ ばな らな

い とい うことを意 味 します 。 わた した ち

は皆 ， もちろ ん 自分 の家 族 の子 どもた

ちか ら始 め て， 家 族 の 枠 を越 え ただれ

か に対 して， 母親 の ように接 す ることが

で きます。 わた したちは皆 ，主 の王国 に

お ける女 性 の役 割 が 偉 大 で神 聖 なもの

であ るとい うこ とを，言 葉 によって，そ

して行 い によって示 す こ とが で きます。

繰 り返 します 。 わた した ちば 皆 ， イス

ラエ ル の母 であ り， 若 者 を愛 し， この

世 の危 険 な道 を無 事 に歩 め るよう導 くと

いう召 しを受 けてい ます。

わた した ちを産 み ， 忍 耐 強 く養 い育

てて くれ た母 親 の温 か い信 頼 が なけれ

ば ， 自分 の持 つ可 能 性 を十 分 に発 揮 す

ることはほとん ど不 可 能で しょう。 わた

しは最近 ， わ くわ くす る思 いで青少 年の

リアホナ／２００２年１月号
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ころにお世 話 になった指 導 者 に久 し振 り

に会い ました。 まった く自信 が なかった

１０代 のころ， わた しはいつ もこそ こそ と

この女 性 のそ ばへ 寄 りました。 彼 女 が

いつ もわたしの肩 に腕 を回 し，「あ なた は

最 高だ わ」と言 って くれ たか らです 。 彼

女が愛 して くれたので ，わた しは彼 女か

ら導 きを受 けたい と思 い ました。 どれ ほ

ど多 くの若 い男 性 や 若 い女 性 が 皆 さん

の 愛 と指 導 を求 め てい る ことで しょう

か。

イス ラエ ル の母 親 と して の 自分 の影

響 力 が か けが えの ない 永 遠 の もので あ

るとい うことを， わた した ちは十分 に理

解 しているで しょうか。幼 いころ，母 が

真 夜 中 にわた しを起 こ して，「シェ リー，
まくら

枕 を持 って階 下 へ 行 きなさい」と言 うこ

とが何 度 もあ りました。 わた しはそれ が

何 を意味 しているのか知 ってい ました。

「竜巻 が来 る」ということで す。 そん なと

きわた しは途端 に恐が りました。しか し，

母 は必ず こう言 って くれ ました。 「シ ェ

リー， 何 も心 配 はない わ。」母 の言 葉 は

いつ もわた しを穏 や かな気 持 ちにして く
こんにち

れ ました。あれ か ら何 年 もたった今 日で

も， 生 きて い くことが つ らくな った り怖

くなった りす るとき， 母 に電話 し，「何 も

心 配 はない わ」と言 って くれ るの を期 待

して待 つのです。

最 近 ，米 国 で起 きた恐 ろ しい事件 は，

わたしたちが不 安 定 な世 に生 きているこ

とを明 白に示 しました。 子 どもた ちの安

全 が 守 られ ， 将 来 に対 して 自信 を持 た

せ て あ げ られ る義 に か な った 母 親 が ，

か つてないほ ど必要 とされ ています 。平

和 と真 理 をどこに見 い だせ るか を教 え，

イエ ス ・キ リス トの力 が 常 にサ タンの力

よりも強 いことを教 える母 親 です 。若 い

女 性 や若 い男 性 の信 仰 を強 め気 高い特

性 を高め るとき， また，だ れか を愛 し一

歩 で も道 を前 進す るように導 くときいつ

も，わた したちは母 親 としての天 性 と召

しに患実 で あることがで き， それ によっ

て神 の王 国 を築 くことが で きるの で す。

福 音 を理解 す る女性 な らだ れ で も， ほ

か の仕 事 の 方 が もっ と重 要 だ と考 え た

り，「わた しはた だ の 母 親で す」とい う言

葉 は口 にした りしない ことで しょう。 母
いや

親は人の心を癒す存在なのですから。

周 囲 を見 て くだ さい。 あなた を， そ し

てあ なたの 感化 を必要 として いるの はだ

れ で しょう。 もしほん とうに大 きな変化

をもた らしたい と望 む なら， わ たしたち

が 産 ん だ子 どもたちや ， 喜 んで 養 い 育

て ようと思 う人 たちに対 して母 親 の役 目

を果 たす ことによって，その望 み はかな

うで しょう。 教会 の青 少 年のそ ばにいる

なら， つ まり彼 らを愛 するな ら， たいて

いの場 合 ，彼 らはわたしたちか ら離 れな

いでい る， つ まりわた したちの導 ぎを受

／プス れる ことで しょう。

イス ラエ ル の母 で あるわ た した ちは，

主の 秘 密 兵器 です 。 わた した ちの影 響

は創 世 の 時か ら常 に存 在 す る天 来 の性

質 に由 来 してい ます 。 前 世 で御 父が わ

た したちの役 割 を説 明 された とき，計 画

の中 であ まりに も重 要 な事柄 を託 して く

だ さったこ と，御 父の子 どもたち を愛 し

導 くためにあ まりにも重 要 な賜 物 を授 け

て くださったこ とに， わた した ちは驚 か

なか ったで しょうか。神 の王 国 の中で御

父が 与 えて くださった高 貴 な特 性 のゆえ

に ，少 な くともあ る程 度 はその理 由で ，

わた した ちは喜 び呼 ばわ ったので はない

し ょうか。１２この世 は何 も教 えては くれ

ませ んが ，御 霊は教 えて くれ ます。

わた したちは主 を失望 させ るわけには

い きません 。た とえわた した ちが 母性 に

気 高 さと神 聖 さを見 い だす 地 上 で 唯 一

の女 性 となる日が来 た として も， それで

よい ではあ りませ んか 。母 親 とは， 日の

栄 えの王 国 の 中で 最 高 の 階級 にあ って

完 成 され た 義 にか な った女 性 ， す なわ

ち， 子 孫 にお いて も， 知 恵 や喜 び， 影

響 力 にお いても， 永遠 に増 し加 えられ る

資 格 を持 った女 性 を指 す 言 葉 なの です

か ら。

わたしは知 っています 。 わた しは完全

に知 ってい ます。 わた したちの神 聖 な役

割 に関す るこの教 義 は真実 であ り， この

ことを理解 す るとき， すべ ての女性 は平

安 を得 ， 目的 を見 いだす の です 。 愛す

る姉 妹の皆 さん， どのように表現 して よ

いか 分 か らないほ ど愛 してい る皆 さん，

この危 険 に満 ちた時 代 にあって 母 親 で

あ るとい うチ ャレンジに立 ち向か って く

だ さい 。 た とえ忍 耐 と勇 気 と信 仰 が最

後 のひ とか け らまで 試 され ることになっ
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て もです 。 イス ラエ ルの母 として，神 に

従 う女 性 として，確 固 として揺 らぐこと

な く立 って くだ さい 。御 父 とその独 り子

は わた した ちに神 聖 な管 理 の職 と天 の

王 国における神聖 な冠 を与 えて ください

ました。 その ことを喜 び， 御二 方 か ら寄

せ られて いる信 頼 に足 る者 となれ ます よ
み な

うに， イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ りお 祈

りい た し ます 。 ア ー メ ン。
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「模範になりなさい」
第 一副 管長

トーマ ス ・Ｓ・モ ンソン

雁 『ωを真理Ｚ『窟たし，のを要冠濾たし，生 活を奉仕石窟 たしましょう。」

　

たしたちは今晩，中央扶助協

わ 会 会長 会 か ら感動 的な メッセ

ー ジを伺 って心 が奮 い立 つ の

を覚 えてい ます 。 わ た した ちが 皆 ， 確

固 として揺 らぐことの ない ように との訴

えで した 。 これ は， 今 の 時 代 に見 られ

る試 練 を乗 り越 え， またあ らゆるものが
とりで

激 変 す る世 の 中で 堅 固 な砦 を築 くうえ

で，知 恵 にあふ れた勧 告です 。

使 徒 パ ウロが 愛 す るテ モテ にあ て て

書 き送 っ た知 恵 の言 葉 に 目を 向 けて み

ましょう。
みた ま

「しか し，御霊 は明 らか に告げ て言 う。

後 の時 になると，あ る人 々は，惑 わす霊
おしえ

と悪 霊 の教 とに気 をとられ て，信仰 か ら

離 れ去 るであろう。

そ れ は， 良 心 に焼 き印 を押 され て い

る偽 り者 の偽 善 の しわざであ る。」１

続 い て， テモ テ を激励 す る言 葉 を述

べ てい ます 。 これ はわた したちに とって

も注 目すべ き言 葉 です。 「言葉 に も，行

状 に も， 愛 に も，信 仰 にも， 純 潔 にも，

信 者 の模 範 にな りなさい。」２

使 徒 パ ウロが語 った このチ ャレンジ を

乗 り超 えるため に，いつ まで も変 わ るこ

とのない ３つ の公 式 をここカンファレン

ス セ ンター と世 界 各 地 の集 会所 に集 っ

て い る， 愛 す る姉 妹 た ち と分 か ち合 い

たいと思 います 。

１． 思い を真 理 で満たす 。

２．心 を愛 で満 たす。

３． 生活 を奉 仕 で満 たす 。

まず ，思 ω を真 理 で満 た すこ とにつ

い て話 しましょう。 誤 りにとどまってい

た ら，真理 を見 いだす ことはで きませ ん。

真 理 を見 い だ す に は啓 示 され た神 の
み こ と ば

御 言 葉 を調 べ ，研 究 し， それ に従 って

生 活す ることが必 要です 。 誤ったことに

取 り囲 まれてい るといつ しか それ を受 け

入 れ る ようになって しまい ます 。 一 方 ，

真 理 に触 れ てい れ ば， 真 理 につ いて 学

ぶ ことが で きます 。

世の救 い主 はこの ように命 じてお られ

ます。 「最 良の書 物か ら知 恵 の言葉 を探

し求め，研 究 によって， また信 仰 によっ

て学 問 を求め なさい。」３そ して， こう付

け加 え られました。 「聖 文 を調 べ なさい。

あ なたが た は， 聖 文 の 中 に永遠 の命 が

あ ると思 って調べ てい るが，この聖文 は，

わた しにつ い てあ か しをす る もの で あ

る。」４

主 は また ， わ た したち一 人一 人 に こ

の ように勧 めてお られ ます 。 「わ た しに

学 び， わた しの言葉 を聴 きなさい。 わた

しの御 霊 の 柔和 な道 を歩 み な さい。 そ

うすれ ば ，あなたは わたしによって平 安

を得 るであろう。」・

開拓 者 時 代 ， 今 晩 わ た した ちに与 え

られ た「確 固 として 揺 らぐことの ない よ

うに」との チ ャレンジ を乗 り越 え， 思 い

と心 と全 身 に真 理 を満 た した， キャサ リ

ン・カーテ ィス・スペ ンサー とい う女 性 が
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いま した。夫 の オーソン・スペ ンサーは，

感受 性 が 強 く，豊 か な教 育 を修 め た人

で した。 ボ ス トンで生 まれ 育 ったキ ャサ ・

リンは，教養 のある洗練 された人で した。

彼 女 には ６人 の子 どもが い ました。体 が

あま り丈夫 で なかった彼 女は ノーブー を

出発 して か ら，厳 しい寒 さと過 酷 な状

況 にさらされたため に健 康 を害 してい ま

した。 スペ ンサ ー長 老 は妻 の 両 親 に手

紙 を書 いて，西 部 に住 まいを築 くまで妻

を両 親の もとで 過 ごさせ てほ しい と頼 み

ま した。す ると，「汚 らわ しい宗教 を捨 て

させ るなら，戻 って来 て もけっこうです。

しか し， 教 会 を捨 てるまで は戻 ることを

許 しませ ん」とい う返事 が返 って きまし

た。

ス ペ ンサー 姉 妹 が 信 仰 を捨 て るはず

もあ りませ んで した。両 親か らの返 事 を

読 んで 聞 か され た彼 女 は ，夫 に聖書 を

持 って来 てル ッ記 か ら次 の聖 句 を読 ん

で くれ るように頼 み ました。 「あ なた を

捨 て ，あ なたを離 れ て帰 ることをわたし

に勧 めないで くだ さい。 わた しはあ なた

の行 かれ る所へ 行 き， またあ なたの宿 ら

れ る所 に宿 ります 。あ なたの民 はわたし

の民 ，あなたの神 はわた しの神 です 。♪
あらし

外は嵐が吹き荒れていました。荷車
ほろ

の 幌 が破 れて しまったた め， 友 人 たち

はス ペ ンサー 姉 妹 が 吹 き込 む雨 に ぬれ

ない ように ミルクなべ を彼 女 の頭 の上 に

か ざしました。 このような中で ，彼 女 は
ひとこと
一言 の不平 も言 わず

，息 を引 き取 りまし

た。

わ た したちは命 を差 し出 す よう求 めら

れ ることはないか もしれ ませ ん 。けれ ど

も，神 はわた した ちの声 に出 さない祈 り

を聞 いて くだ さることを忘 れ てはな りま

せ ん。 隠 れた ことを見 て お られ る神 は ，

必要 な らば人 々の面 前 で報 いて くだ さる

で しょう。

わたしたちは困難 な時代 に生 きていま

す。 将 来 ，何 が起 こるか分 か りません。

だか らこそ，不 測 の事 態 に備 えてお く必

要が あ ります 。統 計 か らも明 らか なよう

に， 夫が 病気 になった り，亡 くなった り

して， あ るい は経 済 的 な必 要 に迫 られ

て ，皆 さんが 家 計 を支 えな けれ ば な ら

な くな ることが ， 時折 あ ります 。緊 急事

態 が 発 生 した ときに家 族 を養 え るよう
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に， より高 い教 育 を受 け るように努 め ，

仕事 につ なが る技 術 を身に付 けてお くよ

う強 くお勧 め します 。

研 究 と学 習 を重 ね ることによって才 能

を伸 ばす ことがで きます。 子 どもの勉 強

をよく助 け られ るようになるで しょうし，

人生 で 遭 遇 す るか もしれ ない不 測 の 事

態 に備 えてい ることによって心 の平 安 を

得 られるで しょう。

第 ２の 公 式 ， ／Ｄを愛 で’満 た す ことを

説 明す るた め に，使 徒 行 伝 に記 録 され

て いる感 動 的 な 出来 事 を紹 介 したい と

思 います 。 ヨソバ に住 んで いた タビタま

た は ドルカス と呼ば れ た弟子 の 話 です 。

彼 女 は 「数 々の よい働 きや 施 しをしてい

た」婦 人で あったと説 明 されてい ます。

「ところが ， そ のころ病気 にな って死

んだの で， 人 々はそ のか らだ を洗 って，

屋 上の 間に安置 した。

・・ 弟子 たち はペ テ ロが 〔近 く〕にい

ると聞 き，ふ た りの者 を彼 の もとにや っ

て，『どうぞ，早 くこち らにお いで下 さい』

と頼 んだ。

そ こでペ テロは立 って ，ふ た りの者 に

連 れ られて きた。彼 が 着 くとす ぐ，屋 上

の問 に案 内 された。す ると， や もめ たち

がみ んな彼 のそば に寄ってきて ，〔タビタ〕

が生 前つ くった下 着 や上着 の数 々を，泣

きなが ら見せ るので あった。

ペ テロはみんなの者 を外 に出 し， ひ ざ

まず い て祈 った。 そ れか ら死 体 の方 に

向 い て，『タビタよ， 起 きな さい 』と言 っ

た。 す ると彼 女 は 目をあけ， ペテロを見

て起 きなお った。

ペ テロは彼女 に手 をか して立 たせ た。

それか ら，聖 徒 たちや ，や もめたち を呼

び入 れて ，彼 女 が 生 きか えってい るの

を見 せ た。

この ことが ヨソバ 中 に知れ わた り，多

くの人 々が 主 を信 じた。」７

「数々の よい働 きや施 しを して いた」女

性 で あったタビタにつ いて説 明 して いる

リアホナ／２００２年 １月号
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この 聖句 は，扶 助 協 会 の持 つ基 本 的 な

責任 を明 らか に していると思 います。 つ

まり，苦 しんでい る人 を慰 めること，貧

しい人の 世話 をする こと， そ して これ ら

に付 随 す るあ らゆ る事 柄 です 。 扶 助協
あわ

会 の女性 で ある皆 さんは まことに憐 れみ

の 天使 です。 このことは，寒 さや飢 えに

さいなまれ，苦 しみ を受 けてい るあらゆ

る地 の 人 々に対 して 大 規模 に実 施 され

てい る人 道 的 救 援 活 動 に見 ることがで

きます 。皆 さん の働 きは ワー ドやステ ー

ク，伝 道 部 の 中で もはっ きりと見 ること

が で きます 。 教 会 のす べ て の監 督 は こ
あかし

れ らが 真 実で ある ことを証 で きることで

しょう。

執 事 の少 年 だ った ころ， わた しは 断

食 日曜 日の朝 に ワー ドの責 任 の一 端 を

担 って い ました。 各 家 族 に小 さな封筒

を持 って行 き，彼 らが 献 金 を入 れ るの

を待 ち， それ か ら監 督 に届 けるのです 。

そ の責 任 を果 たして いたあるとき，高 齢
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で独 り暮 らしだった ライ ト兄 弟 は， ドア

の所 で わた しを喜 んで迎 えると，老 い た

両 手 で不 器 用 に封 筒 を開 け， わず か な

金 額 をそ の 中 に入 れ ました 。献 金す る

彼 の 目に は涙 が 込 み 上 げ て い ま した。

彼 はわた しに腰 かけ るよう促 し，何 年 も

前 に家 の中 に食 べ 物 が まった くな くなっ

たときの ことを話 して くれ ました 。飢 え

に苦 しみなが ら彼 は食べ る物 を与 えてく

ださるよう天 の御 父 に祈 りま した。 それ

か らしば らくして， 窓 の外 に 目を向 けて

い る と， だ れか が 彼 の家 の方 に歩 いて

来 るのに気 づ きました。 その人 は赤 くペ

ンキ を塗 った荷 車 を引いてい ました。扶

助 協 会 会 長 のバ ーム フォース姉 妹 で し

た。 線 路 の向 こうか ら彼 の家 まで の １キ

ロ近 くを，荷 車 を引 いてやって来 たので

した。 荷 車 に は ワー ドの扶 助 協 会 の姉

妹 た ちか ら集 め た食 べ 物 が 山ほ ど載 っ

てい ました。 バー ムフォース姉 妹 は食物

を降ろす とライト兄弟 の空 っぽの食 品棚

に入 れ ま した 。 ライ ト兄弟 は ，彼 女 が

「天 か ら遣 わされ た天使 」のようだった と

言い ました。

姉 妹 の皆 さん， 皆 さん は愛 の 最 高 の

模 範 で す 。 皆 さん は家 庭 を 明 る くし，

子 ど もたち を愛 に よって導 いてい ます 。
かしり

家 庭 の 頭 は夫 で すが ， 皆 さん は家庭 の

心 で す 。互 いに尊 敬 し合 い ，責 任 を分

かち合 うことによって， 夫婦 は最 強の チ

ームを組 むのです 。

子 ど もた ちは関 心や 愛 を必 要 とす る と

きに，母 親 のところへ 行 きます 。 このこ

とに 意 味 が あ る とわ た しは 考 えて い ま

す。 福 音 に背 を 向け た息 子 や何 か につ

けて投 げや りな少 女 でさえ，家族 の もと

に戻 る必 要が あると気 づ いたときに，迷

わず 母 親 の もとへ 来 ます 。 母 親 は決 し

て子 どもを見 捨て た りしませ ん。

母 親の愛 は子 どもの良いところを引 き

出 します。 皆 さんは子 ど もた ちにとって

従 うべ き模 範 です。

普 通 ，子 どもが覚 えて話 す最 初 の言

葉 は 「マ マ」です。 戦 争 のさなかで あれ，

平 和 なときであ れ ， 死 を 目前 に控 えた

息 子 が ロ にす る最 後 の言 葉 は ほ とん ど

が 「お母 さん」です 。 この ことにも大切 な

意 味 が あると思 い ます 。姉 妹 の皆 さん，

皆 さん は何 と高貴 な役 割 を帯 び てい るこ

とで しょうか。 皆 さんの心 が 愛に満 ちて

い ることをわた しは証 します 。

第 ３の公 式 ，生 活 を奉 仕 で溝 た す こ

とについて， 二つ の例 を紹介 したい と思

い ます 。 最 初 の例 は， 生徒 たちの 生活

に大 きな影響 を与 えた一 人の教 師です 。
くらやみ

２番 目の 例 は ，霊 的 な暗 闇 の 中 で生 活

してい た人 々に福音 の光 をもた らした夫

婦 の宣教 師 です。

何 年 も昔， ミューチ ャルの教 師 を務 め

てい たバ ー ・デ ィー ・シェ フィール ドとい

う若 い女 性 がい ました。 夫 とともに長 い

聞待 ち望 んで い たので すが ，彼 女 には

子 どもがい ませ んで した。 その代 わ り彼

女 は， 永遠 の真 理 と人生 の教 訓 を教 え

ることに よって，彼 女 に とって特 別 な若

い女 性 たち に心 か らの 愛 を毎 週 示 して

いました。 しか し， そ うした彼 女 を病 魔

が 襲 い ，２７歳 の 若 さで この 世 を去 りま

した。

毎 年 戦没 者 記 念 の休 日が 来 る と， ミ

ューチ ャルの 少 女 た ちは先 生 が 葬 られ

て い る墓 地 に集 ま り， 必 ず ， 花 と「バ

ー ・デ ィーへ
，あ なたの 生徒 より」と書い

た小 さな カー ドを手 向けてい ました。 最

初 は １０人 いた少 女 も， や が て ５人 ，そ

して ２人 ，最 後 に １人 にな りました。 し

か しそ の一 人 は毎 年 欠 か さず 墓 を訪 れ

て ，花 束 と， いつ ものように「バ ー ・デ ィ

ー へ
， あなた の生徒 よ り」と書 い たカー

ドを供 えました。

バー ・テ ィーが 亡 くなってか ら２５年 近

くが 過 ぎたあ る年 ， 欠 か さず 墓 を訪 れ

て いた ， ただ一 人 の 「少女 」は戦 没 者 記

念 日によそへ 出か けなけれ ばいけな くな

りま した。 そ こで， 数 日早 く先 生の墓 を

訪 れ ることに しました。花 を摘 んで リボ

ンを巻 き，カー ドを添 えると，上 着 を着

て 出か け ようとしました。 ち ょうどその

とき，玄 関 のベルが 鳴 りま した。 ドアを

開 けると，訪 問教 師 の一人 であ るコリー

ン・フ ラーが 立 ってい ました。 訪 問 教 師

の 同僚 との都 合 がつ か ない ので ， 月 末

まで に何 とか家 庭 訪 問を終 えたい とい う

思 いか ら，連 絡 を しない で 一 人 でや っ

て来 た， とコリー ンは説 明 しました。 コ

リー ンは招 き入 れ られ ると，上 着 と花 に

気 づ きました。 そして，何 かの予 定 をじ

ゃました ことをわ びました。

リアホナ／２００２年１月号
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「大 丈 夫 よ」という返 事が 返 って きまし

た。 「わた しの ミューチ ャルの先 生 だっ

た人 の お墓 に花 を手 向 け るため に出 か

けようとしてい た ところなの。 この先 生

はわた しやほかの女 の子 にすば らしい影

響 を与 えて くれ た人 なの よ。 最 初 は １０

人 が 毎 年 ， 愛 と感 謝 を伝 え るため に訪

ねていたん だけ ど，今 はわた しが クラス

を代 表 して訪 れて いるの。」

コリー ンは尋 ね ました。 「その先 生 の

名 前 ， もしか して， バ ー ・デ ィー じゃな

い ？」

「ええ， そ うよ。 で も， どうして知 っ

てい るの」と姉 妹が尋 ね返 しました。

声 を詰 まらせ なが らコリー ンは言 いま

した。「バ ー・デ ィーはわた しのお ばなの。

母 の妹 なのよ。 おばが 亡 くなってか ら毎

年 ，戦 没 者 記 念 日に家 族 で墓 地 を訪 れ

ると， お花 とバ ー ・デ ィーの生 徒 か らの

カー ドがお墓 の上 に置 かれ ているの に気

づ いてい たわ。 うちの家 族 は，バ ー ・テ

ィー を覚 えて くれてい ることにお礼 を言

える よう， その生徒 が だれ なの かを知 り

たか ったの よ。 これで みん なに教 え られ

るわ。」

アメリカの 詩人 ソーン トン・ウィルダー

は 「この世 を去 った人々へ の いち はん の

贈 り物 ， それは嘆 きで はな く，感 謝で あ

る」と言 いました。

生 活 を奉 仕 で満 た した 第 ２の例 は ，

ポー ランドで １年 半 の伝 道の召 しを受 け

たユ リユー シュ・フセ ックと妻 ドロシーが

宣教 師 として経 験 した ことで す。 これ を
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紹 介 してわ た しの話 を終 えることに しま

す 。ポー ランド生 まれ の フセ ソク長 老 は

その国の言 葉 を話 し，ポー ランド人 を愛

していま した。 フセソク姉 妹 はイギ リス

生 まれで ポーラ ンドについて はほ とん ど

知 りませ んで したし，その 国の 人々につ

いては何 も知 りませ んで した。

二 人 は主 を信 頼 して伝 道 を始 め まし

た。 生活 環境 は決 して快 適 とは言 えな

い もので した。 仕 事 は孤 独 で ， しか も

やるべ きことは山 ほどあ りました。 当時

ポー ラン ドにはまだ伝 道 部が あ りませ ん

で した。 フセ ック夫 妻 に与 え られた責 任

は道 を備 えることです 。伝 道 部 が 恒 久

的に設 置 され ，ほか の宣教 師 が召 され ，

人 々に福 音 が 説 か れ ，改 宗 者 にハ プ テ

スマが 施 され ，支 部 が 設 立 され， 礼 拝

堂が建 て られるための準備 で した。

責 任の あ まりの大 きさにフセ ソク長 老

と姉 妹 は くじけて しまった で しょうか 。

い いえ， その ようなこ とは一 瞬た りとも

あ りませんで した 。その召 しが神 か ら与

えられた もので あると知 っていた二 人 は

み わ さ

神 の助 け を祈 り求 め， 御 業 に全 身全 霊

で打 ち込 み ま した 。結 局 ポ ー ラ ン トに

１年 半 どころか ５年 滞在 して， これ らの

目的 をす べ て 達 成 した ので す。 わた し

は ラノセ ル ・Ｍ ・ネルソン長老 ， ハ ンス ・

Ｂ・リンガー長 老 と３人 で ， フセ ソク長

老 とともにポー ラ ンド政 府 の アダ ム ・ロ

バ トカ長 官 と会見 したときにそ のこ とを

知 りま した。 「あなたが たの教 会 を歓 迎

いた します。 建物 を建 て てもけ っこうで

す し，宣 教 師 を派遣 して もけっこうです 。

どうぞ ポ ー ラン ドへ お い で くだ さい 」と

長官 が言 うの を聞 きました。 そ して長官

はユ リユ ー シュ・フセ ソク長 老 を指 して

言 いました。 「この方 は奥 さんとともに，

教 会 の ため に一 生 懸 命働 いて こ られ ま

した。 皆 さんは彼 らの模 範 と働 きに感謝

なさるとよいで しょう。」

フセ ック夫 妻 の ように， わ た したち も

主 の業 にお いて なす べ きことを行 お うで

はあ りませ んか 。そ うすれ ば， わた した

ち もユ リユー シュ・フセ ック， ドロシー・

フセ ック夫妻 とともに次 の詩 篇 の言葉 を

体現 す ることが で きるで しょう。「わが助

けは，天 と地 を造 られた主か ら来る。」８

愛 す る姉 妹 の皆 さん ， 皆 さん は真 に

「信 者 の模 範 」です 。既 婚 か独 身か にか

か わ らず ， 天 の御 父 が皆 さん一 人 一 人

を家庭 におい て， 家 族 におい て， 生 活

の 中 にお いて祝 福 され， 世 の救 い主 か
しもへ

ら「良 い忠 実 な僕 よ， よくや った」９とい

う栄光 あふ れる賛辞 を受 けることがで き

ます ように。 わ た しは皆 さんを祝 福 し，
み な

イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よっ て お 祈 りし

ます 。 ア ー メ ン。
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し 劣 う し ゃ こ と ば

指導者の口葉
きようかい こ

教会の子どもたちのために
はんきそうたいかい ぱなし

欄 緻 劒 お肋 ，５

ねん がつ むいか なのか ひら だい かい

２００７年 ７０月６日，７日に開かれた第 ７７７回

だ い かんちょう

管長 ゴＬ ドン ・Ｂ ・と：ンク

大 嶽 難鱒 １
ひつよう

お りです 。 けれ どもおそれ る必 要 はあ り
こころ へいあん か て い へ い わ え

ませ ん。 心 に平 安 を， 家 庭 に平 和 を得

る ことが で きます 。 わ た したち はみな ，
よ よ

この世 にあ って良 いえい きょうをお よぼ

す ことが できます。

だいいちふくかんちょう

第 一副 筐 長 卜一 マス ・Ｓ ・モンソン
けっしん き ょ う あい こころ み’決 心 して

， 今 日か ら愛 で 心 を満 た し
こど く ひと き お ひと

ましょう。孤独 な人 ，気 落 ちして いる人 ，
りゆ う くる ぴと たす

いろいろな理 由で苦 しんでいる人 を助 け
い

る た め に ， ２マ イル 行 きま しょう。

だいにふくかんちょう

第＝ 副 管 長 ジェームズ ε・ファウス ト

あ が ないの す ば らしいメ ッセー ジは ，
すく ぬし かん

救い主がわたしたちすべてに感じておら
かんぜん あい あい

れ る完全 な愛 です 。 この 愛 は ， あふれ

るばか りの あわ れみ，にんたい ，め ぐみ ，
こうへい なが とく

公 平 ，長 くたえしのぶ こと，そ して特 に，
み あい

ゆるしに満 ちた愛 なので す。

じゅうにしとていいんかいかいちょうだいリ

ナニ使徒顧 会会長代理 ボイド・

κヲｒツカー
し ょ

わた しは この モルモ ン書 イエス ・
ひと

キ リス トにつ いて の もう一 つ のあか しを
あい けんきゅう

愛 してい ます。それを研 究 して くだ さい。
きゅうやくせいしょ しんやくせいしょ りょうほう

そうすれば旧約聖書，新約聖書の両方
りか い

とも理 解 す る ことが で きます 。 そ れ が
しんじつ し

真 実 であ ることを知 ってい ます。

じゅうにしとていいんかい

十二使徒定賃会 タリン・帰才一クス
しゅ じぷ ん こ

主はご自分のすべての子どもたちを
あい しゅ こ

愛 して お られ ます 。主 はすべ ての子 ども
じぶ ん し ん り ぜ ん ぶ て

たちがご自分の真理を全部手にし，ご
じぶ ん も しゅくふく ゆた う

自分が持っておられる祝福を豊かに受
のぞ しゅ

け る こ と を望 ん で お られ ます 。 主 は
ひと りひと り じゅんび ぞん
一人一人 が いつ準備 で きるのか ご存 じで

たい ふくいん

す。 そ してわ たした ちに対 しては，福 音
わ あ おし き

を分 か ち合 うことについ ての教 えを聞い
おぽ もと

て，そ れをいつ も覚 えてい るように求 め

てお られ ます。

じゅうに しとていいんかい

十 二 使徒 定 員 会 ジ ョセ フ・θ ・ワー

ス グン
しんぱい ひつよう

みなさんが心配する必要のあることは
ひと さいこう じぶ んけ どりょく

ただ 一つ ，最 高 の 自分 に なる よう努 力

す るこ とで す。 み なさんは どのようにし
どりょく じんせい もっと

て努 力 す るの で しょうか。 人生 で最 も
たいせつ もくひょう ちゅうい しゅうちゅう

大切な目標に注意を集中させてくださ
もくひょう む い っぽいっ

い。そ うすれば， 目標 に向か って一歩 一
ぽ ぜんしん い

歩前 進 して行 けるで しょう。

じゅうに しとていいんかい

ナニ 使 徒定 員 会 グチ セー トご・θ ・ス

コ ツト
き へいあん まも

消 えることのない 平安 と守 りを得 るた
じんせい しず

め には， 人 生 の ある とき， 静 か に深 く
おも あい

思 い め ぐ らす と き に， わた した ちを愛
て ん ぶ

してお られ る天 父が い らっ しゃることを
し ひつよう かみ

知 る必要 が あ ります 。神 はわた した ちを
みちび たす かくしん

導 き，助 けて くだ さい ます。 その確信 こ
ちからつよ ちゅうしん

そが力 強い あか しの中心 となるのです。

リアホナ／２００２年 １月号
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じゅうに しとていいんかい

ナニ 便 徒定 貫 会 ジ ュ：フ グー ・月 ・京

ラン ド

わ た したちはお しみな くあ われみ をも
て んぶ たい あい

ってあた えて くださる天 父 に対 し， 愛 を
こ じんて き しめ いち

個 人 的 に示す ため に，〔じゅうぶんの一 と
けんきん おさ かみ

献 金 〕を納 め るべ きです 。神 はそのめ ぐ
ひと

みによって， うえている人 び とにパ ンを，
まず ひと いふ く

貧 しい人 び とに衣 服 をあたえて くだ さい
じんせい ざま とき

ます 。 人生 の様 ざまな時 におい て， わ
う

た したち もみな， …… め ぐみを受 けて き

ました。

じゅうに しとていいんかい

ナニ 使 徒定 貫 会 ヘン リー ・β ・アイ

ワング
せいぶん ふか かんが

み な さんが 聖 文 につ い て 深 く考 え，
かみ とき せいやく か

神 と〔バ プ テス マの 時 に〕聖 約 を交 わ し
ことがら じっせん はじ かみ たい

た事柄を実践し始めるなら，神に対す
あい ふか

る愛 をい っそ う深 め る ことが で きます 。
たい かみ あい

また，みなさんに対する神の愛をいっそ う
かん やくそく

よく感 じられ ます。このことを約束 します。

しちじゅうにん

七『十 ス Ｈ ・ロ ス ・ワー ク マン
かみ じ ぷ ん こ じ ぶ ん

神はご自分の子どもたちにご自分の
ほうほう し じ あた こ えいえん

方法で指示を与え，子どもたちを永遠
いのち そな よげ んしゃ

の命に備えさせるために預言者をおあた
じゆゐじゅん

えにな りました。 … …従順 は， た とえい
もくてき りか い

ま しめ の 目的 が理 解 で きない として も，
しゅ しゅくふく じつげん

主 の祝福 の実現 のために， な くてはなら

ない もの なのです。

か ん り

径理かんとく 仔 デビレドヲＣ一トン
きょうかい せいしょうねんどうし か い わ

教会の青少年同士でかわされる会話
なか かんじょう あらわ さい げ ひん

の 中で も， 感 情 を表 す 際 に下 品 で らん
こ とば かんたん で

ぼ うな言 葉が とて も簡 単 に 出て くるよう
わか とも いま

です 。 若 い 友 の みな さん， 今 こそ おお
た か い わ なか

しく立 ち，み なさんの 会話 の中か らその
こ と ば とき て んぷ

ような言 葉 をな くす 時 です 。 … … 天 父
じょうきょう の つよ もと

に この状 況 を乗 りこえる強 さを求 めて く

だ さい。



わた したちの時代のための教え，２００２年度

毎
月の第４日曜 日の メルキセテク神 権

と扶 助協 会 の集 会 は，「わ た したち

の時 代 のため の教 え」を学 ぶ 時 間 となっ

てい ます。大管 長会 は毎 年， これ らの集

会で使 用す るために，１０のテーマ を指 定

の資料 とともに決 定 します。以 下は ２００２

年 度 のため のテーマ と資料 で す 。残 り２

回分 のテーマ は，ステーク会 長 会 また は

地方 部長 会 によって選 定 され ます。

第４日曜 日の話 し合 い は，定 員 会 また

はグループのメンバ ーの必 要 と状 況に 合

わせ て，指 定 の資 料 の 一 つ ， また は二

つ を中心 に して 行 うとよいて しょう。教

師 は 必す しもす べ て の資 料 を使 用 す る

必 要はあ りませ ん。指導 者 と教 師 は，そ

れ らの集 会 を，講 義 や発 表 の場 では な

く，話 し合 いの場 とす るように勧 め られ

てい ます。指 導者 と教 師 は，定 員会 また

はグループの メンバーが 話 し合 った原則

を実践 す るよう鼓 舞 してい くには どうし

たらよいか ，検 討 して くたさい。定 員会

やクループでの話 し合 い を準 備 し，指揮

す るための提 案 は，『教 師 ，その大 いなる

召 し』（３６ユ２３３００）と『教 師 ガイ ドブ ノク』

（３４５９５３００）に掲載 されてい ます。

１．ナ サ レの イエ ス ， 救 い 主 で あ り照 い 主

で あ る御 方

マ タ イ １ １８－２１，使 徒 ４ ８－ １２；３ニ

ー フ ァイ １１ ７－ １７

「キ リス トの 特 別 な 証 人 」『リ ア ホ ナ 』

２００１年 ４月 号 ， ２－ ２４（ヒ テ オ カ セ ノ ト

〔任 意 〕「キ リ ス トの 特 別 な 証 人 』〔５３５８４

３００〕）

ラ ノセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン 「わ た し た ち の

主 キ リ ス トな る イエ ス 」『リア ホ ナ 』

２０００年 ４月 号 ，４－ １９

「イエ ス ・キ リス ト 堅 固 な 基 」『末 日

聖 徒 の 女 性 Ｂ 』第 ユ課

２．家 族 ， 個 人 と して 真 の 改 心 を す る

ル カ １８９／８－３０；モ ー サ ヤ ４’６－ ７，

５ ２ ア ルマ ５ １４－３５

コ ー ドン ・Ｂ ・ヒ ンク レー 「信 仰 の 奇 跡 」

『リア ホ ナ 』２００ユ年 ７月 号 ， ８２－８５

Ｌ ・トム ・ペ リー 「弟 子 と な る こ と」『リ ァ

ホ ナ 』２００１年 １月号 ，７２－７４

ダ リ ン ・Ｈ ・オ ー クス 「主 の 望 まれ る 者

に な る とい うチ ャ レ ン シ 」２００１年 １月 号 ，

４０－４３

「慈 愛 」『福 音 の 原 則 』第 ３０章

３．わ た した ち が 交 わ した バ プテ ス マ の 聖

約 へ の 忠 実 さ を 保 っ

マ タ イ ３ ３－ １７；２ニ ー フ ァイ ３１ ５－

２０；モ ー サ ヤ １８ ７－ １０

シ ェー ムス ・Ｅ ・フ ァ ウス ト「新 し く生 ま

れ る」『リア ホ ナ 』２００１年 ７月 号 ， ６８－７１

ロハ ー ト・Ｄ ・ヘ イル ス 「ハ プ テ ス マ の

聖 約 工 国 に あ っ て 王 国 の もの と な

る」『リア ホ ナ 』２００１イＦ１月 号 ， ６－ ９

「ハ プ テ ス マ ー 永 続 す る聖 約 」『神 権

の 義 務 と祝 福 Ａ 』第 ２９課

４．膿 い を 通 して ， 喜 び と平 安 を 見 い だ す

イサ ヤ １ １６－２０，２ニ ー フ ァイ９ １８一

２１；ア ル マ ３４ １４－ １６，３８ ８－９；教 義

と聖 約 １８ ／０－ １３

ホ イ ト・Ｋ ・パ ノカー 「主 の 御 手 」『リァ

ホ ナ 』２００１年 ７月 号 ，２５－ ２８

リチ ャー ト・Ｇ ・ス コ ノト「平 安 と喜 び に

至 る道 」『リア ホ ナ 』２００１年 １月号 ，３１－３３

「悔 い 改 め 」「福 音 の 原 則 』第 １９章

５、福 音 の 真 理 に 対 す る証 を 培 う

ヨハ 不 ７ １７；ア ル マ ５ ４４－４６；３２

２７－２８；エ テ ル １２ ２６；モ ロ ナ イ １０ ４－

５，教 義 と聖 約 ６ ２０－２３

ジ ェー ム ス ・Ｅ ・フ ァウ ス ト「深 ま る証 」

『リア ホ ナ 』２００１年 １月 号 ， ６９－７１

シ ョセ ブ ・Ｂ ・ワ ー ス リ ン 「純 粋 な 証 」

「リアホ ナ 』２００１年 １月 号 ，２７－３０

劉 摯

聾輩
ず護

機灘楓

媚驚

癬 隷 ・ 漏隻

撚 騨・Ｆ

織 蜘悔

一・・醗

耀

婁
趨繍 綻

、 笹縫

鮮

熱 曳

糠

聯
灘

繍 緯

麹

。磯 ，
鰍 拳

簿
璽寧

欝

痢
蓬

観
擁
ご

繭

…

聡

甑

麹

蹴

鳩鰯

創

．響

縁

嶽

リアホナ／２００２年 １月号

１２０



「イエ ス，・キ リ ス トの 福 音 に 対 す る証 」

『神 権 の 義 務 と祝 福 Ａ 』第 ２６課

６．信 仰 の 受 け 継 ぎ を子 ど もた ちに 与 え る

箴 言 ２２：６；マ タ イ ５：１３－ １６；テ トス

２：１－８；１ニ ー フ ァイ １：１；教 義 と聖 約

６８：２５－２８

ゴ ー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レ ー 「若 人 へ の 預

言 者 の 勧 告 と祈 り」『リア ホ ナ 』２００１年 ４

月 号 ，３０－４１

デ ビ ッ ド・Ｂ ・ヘ イ ト「強 い リン ク とな

る」『リアホ ナ 』２００１年 １月 号 ，２３－２５

「家 族 は 永 遠 に 」「福 音 の 原 則 』第 ３６章

７．悪 に 対 し， 家 庭 と家 族 を 強 め る

イザ ヤ ５２：１１；ヨハ ネ １５：１－４；モ ル

モ ン書 ヤ コ ブ ３：１０－ １２；教 義 と聖 約

１２１：４５

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン「魔 の 運 び 屋 一

一 ポ ル ノ グ ラ フ ィー 」『リア ホ ナ 』２００１年

１１月 号 ， ２－ ６

ニ ー ル ・Ａ ・マ ッ ク ス ウ ェ ル 「世 の 誘 い

と誘 惑 」２００１年 １月 号 ， ４３－４６

「道 徳 的 な 清 さ」『神 権 の 義 務 と祝 福 Ａ』

第 ３４課

８．家 族 ， 個 入 で 伝 道 活 動 に 参 加 す る

マ ル コ１６：１５；教 義 と聖 約 １８：１５－ １６；

３４：４－６；６０：１－２；１２３：１２；８８：８１

Ｍ ・ラ ッセ ル ・バ ラー ド「会 員 が 鍵 で あ

る」「リアホ ナ 』２０００年 ９月 号 ， １２－２１

ジ ェ フ リー ・Ｒ ・赤 ラ ン ド「わ た しの 証

人 」「リア ホ ナ 』２００１年 ７月 号 ，１５－１７

「伝 道 」『福 音 の 原 則 』第 ３３章

９．行 方 の 知 れ ない 主 の 羊 た ちを 見 いだ し，

養 う

ル カ １０：２５－ ３７；エ ペ ソ ２：１９；ア ル マ

３１：３４－３５；教 義 と聖 約 １８：１５－ １６

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン 「永 遠 の 航 海 」

『リア ホ ナ 』２０００年 ７月 号 ，５６－５９

ヘ ンリー ・Ｂ ・ア イ リ ング 「わ た しと一 緒

に 目 を さ ま して い な さい 」２００１年 ７月 号 ，

４４－４７

「フェ ロ ー シ ップ ー 神 権 に か か わ る責

任 」『神 権 の 義 務 と祝 福 Ｂ』第 １０課

１０．神 殿 の 祝 福 を受 け る

詩 篇 ２４：３－５；教 義 と聖 約 １０９：１２－

２３；教 義 と聖 約 １１０：６－！０

ボ イ ド・Ｋ ・パ ッ カー 「聖 な る神 殿 」『聖

徒 の 道 』１９９２年 ６月 号 ， １４－２３

ラ ッセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン 「神 殿 の 祝 福 を

受 け る た め の 個 入 の 備 え 」「リ ア ホ ナ 』

２００１年 ７月 号 ，３７－４０

「家 族 の 歴 史 と記 録 の保 持 」「神 権 の 義

務 と祝 福 Ｂ 』第 ８課

扶 助協会の 「家 庭 ・家族 ・個 人を豊 かにする

集 会」のテーマ（提案）・

家緊絶㌶を謙 る籍蕪 灘鴇灘繍饗灘 ：徽
ッスンを，これらの集会に含めるようにして ください。『家族ガイドブック』（３１１８０３００）およ

び『結婚 と家族関係 コース教師屠ガイド』（３５８６５３００）が資料 として活用できるでしょう。こ

れ らの資料 は教会管理本部配送センターを通 じて入手できます。

提業されているテーマ ミニ クラスでの研究課題のためのアイデア纏

霊的成長

（教義 と聖約８８：６３）

●神殿における礼拝

●個人の祈 りと聖文の研究

●安息 日を守る （教義 と聖約５９章）

ホ ー ム 〆一 キ ングの 技術

（箴 言３１：２７）

●食物の栽培，料理，保存
せいとん

●家庭 内の整頓 と清掃

■労働 の持つ価値

結 婚 と家 族 の 関係

（モー サ ヤ４：１５；マ ラ キ４１６）

●「家 族 一 世 界 へ の宣 言」 （『リア ホ ナ 』１９９８年

１０月 号’，２４）

●家庭 の 夕 べ ，家 族 の祈 り， 聖文 の研 究

●育児 の 技術

関係 を強 め る

（マ タ イ５：３８－４４；２５：４０）

●意思の疎通と争いの解決

○悔 い改め と赦 し

●効果的な指導

臼立

（教 義 と聖 約 ８８：１１９）

●家庭貯蔵 と緊急時の備 え

●教：育 とリソースの管理

●健康 と衛生

奉 価

（箴 雷３１１２０；モ ーサ ヤ４：２６）

●家族 と隣人への奉仕

●教会における奉仕

●地域社会 での奉仕 プロジェク ト

肉体 と精 神 の 健康

（教 義 と聖 約 １０：４；モ ーサ ヤ ４：２７）

●運動 と栄 養

●ス トレスの コ ン トロー ル とレ ク リエー シ ョ ン

●感 謝 の念 を持 ち ，主 の祝 福 を認 め る

個 人 の成 長 と教 育

（教 義 と聖 約８８：１１８；１３０Ｕ ８－１９）

●祝福 師の祝福

●才能と創 造力を伸ばす

●生涯学習

読糟 さρ卿 ・，，
（ダ辛 毎 ψ ：１圏 魂 ６：５鋤 ，

●福音 の知識

●歴史 と証の記録

○幼児期の教育 と児 童文学

瀬 ヒ諦 ：、：・，

騨 聖糊 ㍗
●家鷹 における音楽の大切 さ

●文学 と芸術

●異文化を理解する

驚 蕪 撃 糊 職 鋤 イドは１９９９年９月２０日付け囎 長一 ととも・・酉・
轟 ミニ クラス での研穽課 題の たゆの参 考資料 と して 『末 日聖徒 の女性 Ａ』『末 日聖徒 の女性 Ｂ』

『福 音の原則 』を活用す ることがで きます。

リアホナ／２００２年１月号
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リソースガイ ド
２００２年 度用 。 『ア ロン 神権 ３』

（３４８２２ ３００） 第 １課 一第 ２５課

下 は ， 『ア ロ ン神 権 ３』 の レ ノス

以ン （第 １課 一第２５課 ） を補 足 す る

ため の参 考 資料 で す。 教 師用 手 引 きの

中の レ ノス ンに代 わ る もの で はあ りま

せ ん。 （Ｆは 「フ レ ン ド」 を指 します 。

１／ッス ンはテ キス トに掲 載 され てい る

順 番 に教 えて くだ さい。 注 意 教 師

用 手 引 きには ，復 活祭 の た め の特 別 な

レ ソス ンは掲 載 され て い ませ ん。 復 活

祭 （３月３１日） の た め の 特 別 な レ ッス
あかな

ンを教 え たい場 合 は，救 い 主 の贈 い と

復 活 ，生 涯 ，使 命 に焦 点 を絞 っ た大 会

説 教 や記 事 ，賛 美 歌 を活 用 す る こ と を

検 討 して みて くだ さい。

第 １課 一 神 会

コ ー ドン ・Ｂ・ヒ ンク レー 「御 父 と御 子 と

聖 霊 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ３月 号 ， ２－９

ジ ェー ムズ ・Ｅ・フ ァ ウス ト「唯 一 の ， ま

こ との 神 で い ます あ な た とイエ ス ・キ リス

トとを 知 る」『リア ホ ナ 』１９９９年 ２月 号 ，

２－６

Ｓ・マ イケ ル ・ウ ィル コ ッ クス 「わ た しの

ほ か に ， な に もの を も神 と して は な ら な

い 」『聖 徒 の道 』１９９８年 ２月 号 ， ２６－３３

第 ２課 一 救 い の 計 画

ジ ョセ ブ ・Ｂ・ワー ス リン「備 え の 時 」『聖

徒 の 道 』１９９８年 ７月 号 ， １５－ １８

ヘ ン リー ・Ｂ・ア イ リ ング 「家 族 」『聖 徒

の 道 』１９９８年 １０月 号 ， １２－２３

ジ ョン ・Ｂ・デ ィク ソ ン「言 い 尽 くせ な い
たまもの

賜 物 」『リア ホ ナ 』１９９９年 １０月 号 ，１８－２４

「神 の子 です」『賛美 歌 』１８９番

第３課一 生 け る神の 息子 た ち

ボ イ ド・Ｋ・パ ソカー 「あ なた が たは神

の 宮 で ある」『リアホ ナ』２００１年 １月 号 ，

８５－８８

ラ ソセル ・Ｍ ・ネル ソ ン「わた した ちは

神 の子 である」『リアホナ』１９９９年 ユ月号 ，

９４－９７

「お 父 さまは生 きてい ます 」『賛 美 歌 』

１９０番

第 ４課 選 択 す る 能 力 と 自 由

ジ ョセ ブ ・Ｂ ・ワ ー ス リ ン 「あ な た の 選

び 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 １１月号 ，４６－４８

リチ ャー ド・Ｇ・ス コ ッ ト「正 し か れ 」「リ

ア ホ ナ』２００１年 ３月 号 ， １０－！７

「選 べ ， 正 義 を」『賛 美 歌 』１５２番

第 ５課 天 よ り落 ち た ル シ フ ェ ル

ジ ェー ム ズ ・Ｅ・フ ァウス ト「内 な る敵 」

『リア ホ ナ 』２００１年 １月 号 ， ５４－５７

リチ ャー ド・Ｃ・エ ソシ リー 「サ タ ンの ス

ナ イ プ 袋 」『リ ア ホ ナ 』２００１年 １月 号 ，

５２－５３

テ ニ ス ・ラ ー ジ ー 「現 代 の 『刻 ん だ 像 』

の 礼 拝 を拒 む 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ３月 号 ，

１６－２３

第 ６課 一 ア ダ ム の 堕 落

ラ ノセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン「賊 い 」『聖 徒 の

道 』１９９７年 １月 号 ， ３９－４２

ダ リ ン ・Ｈ ・オ ー クス 「人 に 幸 福 を与 え

る偉 大 な計 画 」『聖 徒 の 道 』１９９４年 １月号 ，

８０－８４
カっとノ

「現 世 で の葛 藤 」『リアホ ナ』２００１年 ９

月号 ，３０－３１
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第 ７課 死 と地 獄 に勝利 を収め た順罪

ゴ ー ドン・Ｂ・ヒンクレー「クリス マスの

す ば らしい， ほん とうの話 」『リアホ ナ』

２０００年 １２月号 ，２－６

Ｄ・トノド・クリス トフ ァーソ ン「死 者 の
あかし

蹟 い と， イ エ ス へ の 証 」『リア ホ ナ 』２００１

年 １月 号 ， ユ０－ １３

リチ ャ ー ド・Ｄ ・ドレー パ ー 「磧 い 主 とし

て の キ リス トの 役 割 」『リア ホ ナ 』２０００年

１２月 号 ， １０－ １７

第 ８課 一 復 活 と裁 き

ゴ ー ド ン ・Ｂ ・ヒ ン ク レ ー 「そ の か た は ，

こ こ に は お られ な い 。 よみ が え られ た の

だ 」『リア ホ ナ』１９９９年 ７月 号 ，８２－８５

タ リ ン ・Ｈ ・オ ー クス 「復 活 」『リア ホ ナ 』

２０００年 ７月 号 ， １６－ １９

「世 に勝 つ 」『リア ホ ナ 』２０００年 ９月 号 ，

２６－２７

あわ

第 ９課 正 義 と憐れ み

リチ ャー ド・Ｇ・スコッ ト「平安 と喜 び に
●

至 る 道 」『リアホ ナ 』２００１年 １月号 ，３１－３３

シ ェ フ リー ・Ｒ・ホ ラ ン ド「きて ご らん な

さい 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ８月 号 ， ４４－４８

垂
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ー
捲
盈
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第 １０課一 「大 きな変 化 」

ジェー ムズ ・Ｅ・フ ァウス ト「第 二 の誕

生 」「聖徒 の道』１９９８年 ６月号 ， ２－６

タ リン・Ｈ ・オー クス「主 の望 まれ る者

となるとい うチ ャレンシ」『リアホナ』２００１

年 １月号 ，４０－４３

ロバー ト・Ｌ・ミレッ ト「生 まれなが らの

人 を脱 ぎ捨 てる」『リアホ ナ』２０００年 ８月

号， ６－１０

「われ主 を愛 して」『賛 美歌 』１３４番
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第 ｌｌ課 永 遠 の命 を得る信仰

ジ ェームズ ・Ｅ・ファウス ト「信 仰の盾 」

『リアホナ』２０００年 ７月号 ，２０－２３

ジ ェフリー ・Ｒ・ホ ランド「窓辺 に降 り立
はと

つ 鳩 の よ うに」『リア ホ ナ 』２０００年 ７月 号 ，

９０－９３

テ ー ラー ・ハ ー トリー 「信 仰 の 試 し」「リ

ア ホナ 』１９９９年 １０月 号 ， ４０－４２

「シオ ンの 若 者 ， 真 理 を守 り」『賛 美 歌 』

１６３番

第 １２課 悔 い改 め

ボ イ ド・Ｋ・パ ッカー 「洗 われ て清 くな

る」『聖徒 の道 』１９９７年 ７月号 ，９－１２

ヘ ンリー ・Ｂ・アイリング「引 き延 ば さな

いで ください」『リアホナ』２０００年 １月号 ，

３８－４１

「心 の平安 を見い だす」『リアホナ 』２０００

年 ６月号 ，３２－３３

「主 に来 たれ」『賛 美歌 』６７番

第１３課 赦すものが赦される
なんじ

ゴ ー ドン ・Ｂ・ヒ ン ク レー 「汝 らに は赦 す

こ とを 求 め らる 」『聖 徒 の 道 』１９９１年 ｌｌ月

号 ， ２－７

ヘ ン リー ・Ｂ・ア イ ヴ ング 「わ た した ちが

一 つ と なれ る よ うに 」『聖 徒 の 道 』１９９８年

７月 号 ， ７０－７２

エ シ カ ・デ ル フ ィ ン ・サ リナ ス 「あ な た

が た の 敵 の た め に 祈 りな さい 」『リア ホ ナ 』

２０００年 ９月 号 ， ８－ １０

ア ロー ラ ・ロハ ス ・デ ・ア ル バ レス 「赦 し

に よっ て 一 つ とな っ た 二 人 」『リア ホ ナ 』

１９９９年 １０月号 ， ４４－４６

ロ デ リック ・Ｊ・リン トン 「赦 す 心 」『聖 徒

の 道 』１９９８年 ６月 号 ， ２８－３３

第 １４課 聖餐

ロバ ー ト・Ｄ ・ヘ イル ズ 「主 を覚 え る」

『聖 徒の 道』１９９８年 １月号 ，２８－３１

「主の犠 牲 に感謝 す る」『リアホナ』２００１

年 ６月号 ，２６－２７
せいさん

「どうす れ ばふ さわ しい 状態 で聖 餐 を

受 けて いる と分 か ります か 」『リアホナ 』

１９９９年 ４月 号 ，２２－２４

第 １５課 終 わ りまで堪 え忍 ぶ

ニ ール ・Ａ・マックスウェル「よく堪 え忍

ぶ 」『リア ホ ナ 』１９９９年 ４月 号 ， １０－１７

ロバ ー ト・Ｄ・ヘ イ ル ズ 「忍 び 抜 い た 人

た ち は さい わ い で あ る と， わ た した ち は

思 う」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ７月 号 ，８０－８３

第 １６課 一 世の 命 であ り， 光 で あ られ

るイエ ス・キ リス ト

ラッセ ル ・Ｍ ・ネル ソン「わた したちの

主 一 キ リス トな るイエ ス」『リア ホナ 』

２０００年 ４月 号，４－１９

シャロ ン・Ｇ・ラー セ ン「荒 れ 野 の 中の

光 」『リァホナ』１９９９年 ７月 号 ，１０７－１０９

「主 は光」『賛美 歌 』４７番

第 １７課一 聖霊

ボイ ド・Ｋ・パ ッカー「炎 のように分か れ

た舌」『リァホナ』２０００年 ７月号 ，７－１０

シェリー ・Ｌ・デ ュー「わた した ちは独 り

で は な い」「リア ホ ナ 』１９９９年 １月 号 ，

１０５－１０７

「み たまはわ れに」『賛 美歌 』８２番

第 １８課一 祈 り

ヘ ンリー ・Ｂ・アイリング 「わた しの心 に

書 き記 す 」『リアホ ナ 』２００１年 １月 号 ，

９９－１０１

ジュ リエ ッタ ・ア レビヤ ン・デ ・アルバ

レス「雨 の 日に感 謝 の心 で 」『リアホ ナ』

２０００年 ５月 号， ２６－２８

「部屋 を出 る前 に」『賛美 歌 』７８番

第 １９課 一 断 食

トー マ ス ・Ｓ・モ ン ソ ン「永 遠 の 家 庭 を築

き上 げ る」「リア ホ ナ 』１９９９年 １０月号 ，２－７

ジ ョセ ブ ・Ｂ・ワー ス リン「断 食 の 律 法 」

「リア ホ ナ』２００１年 ７月 号 ， ８８－９１

ブ リガ ダ ・ア コス タ・デ ・ペ レス 「断 食 の

祝 福 」『リア ホ ナ 』１９９９年 １０月 号 ，４６－４８

ダ イ ア ン ・Ｋ ・カ フ ー ン 「ス トラ ッ トン し

まい に起 きた きせ き」『リァ ホ ナ 』１９９９年 ５

月 号 ， Ｆ６－７

じゅうぶん

第 ２０課 什 分の 一 霊 的な試 し

ジェームズ ・Ｅ・ファウス ト「天 の 窓を開

く」「リアホナ』１９９９年 １月 号， ６３－６５

セオ ドア ・Ｇ・バ ルマ ン「主 の約 束 を試

す」「聖徒 の道 』１９９８年 １２月号 ，２６－２７

「主 の恵 み ，人 にも分 かたん」『賛 美歌 』

１３８番

リアホナ／２００２年 １月号

１２３

第 ２１課 定員 会の 役割

Ｍ ・ラッセル ・バ ラー ド「歩調 を合 わせ

てい るだろ うか」「リアホ ナ』１９９９年 １月

号 ，６－９

Ｄ・トッ ド・クリス トファー ソン「神 権 定

員会」『リアホナ』１９９９年 １月 号，４４－４６

「イス ラエ ル の長 老 たち よ」『賛 美 歌 』

１９６番

第 ２２課 祭 司 の 義 務

トー マ ス ・Ｓ・モ ンソ ン 「神 権 者 一 主 の

強 力 な 軍 勢 」『リア ホ ナ 』１９９９年 ７月 号 ，

５６－５９

ダ リ ン ・Ｈ ・オ ー ク ス 「ア ロ ン神 権 と聖

餐 」「リァ ホ ナ 』１９９９年 １月 号 ， ４１－４３

第 ２３課 メ ル キ ゼ デ ク神 権 に 備 え る

トー マ ス ・Ｓ・モ ンソ ン「明 日を 決 め る今

日」『リア ホ ナ 』１９９９年 １月 号 ， ５２－５５

ジ ョセ ブ ・Ｂ・ワー ス リン「神 権 者 に 成 長

す る 」「リア ホ ナ 』２０００年 １月 号 ，４５－４９

ジ ェ フ リー ・Ｒ・ホ ラ ン ド「あ な た が た は

身 を 清 め な さい 」「リア ホ ナ 』２００１年 １月

号 ， ４６－４９

第 ２４課 預 言者 に従 う

ゴ ー ドン・Ｂ・ヒンクレー 「若 人 へ の預

言者 の勧 告 と祈 り」『リアホ ナ』２００１年 ４

月号 ，３０－４１

クライ ド・Ｊ・ウ ィリアムズ 「預 言者 に従

う モルモ ン書 を基礎 とす る解釈 」『リ

ァホナ』２０００年 ６月号 ， １８－２３

「来たれ ，予 言者 より」「賛 美歌 』１３・番

第 ２５課 す べ ての 若人 は伝 道 に出 る

べ きで ある

トーマ ス ・Ｓ・モ ンソン「神 を尊 ぶ者 を，

神 は尊 ばれ る」『聖徒 の道 』１９９６年 １月号 ，

５４－５７

ラ ンス ・Ｂ・ウィックマ ン「将 来 のあ な

た」『リアホナ』２０００年 ｌｌ月号 ，２２－２４

「伝 道 の召 し」［リアホナ』１９９９年 ８月号 ，

２６－３１

ジ ャネット・ピー ター ソン「今 日も自転

車 に乗 って」『リアホ ナ』１９９９年 ４月 号 ，

２６－２８

「イス ラエ ル の長 老 た ち よ」『賛 美 歌 』

１９６番
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リソースガイ ド
２００２年度 用 。 『若 い女 性３』

（３４８２５ ３００）第 １課 一第 ２５課

下 は， 『若 い女 性 ３』 の レ ソス ン

以（第 １課 一第 ２５課 ） を補足 す る た

め の参 考資 料 です 。教 師 用 手引 きの 中

の レ ソス ンに代 わ る もの で は あ りませ

ん。 （Ｆは 「フ レ ン ド」 を 指 し ます ）。

レソス ンは テキ ス トに掲 載 され てい る

順 番 に教 えて くだ さい。 注 意一 教 師

用手 引 きに は，復 活 祭 のた め の特 別 な

レッス ンは掲 載 され て い ませ ん。 復 活

祭 （３月３１日） の た め の特 別 な レ ノス

ンを教 えた い場合 は，救 い主 の贈 い と

復 活 ，生 涯 ，使命 に焦 点 を絞 っ た大 会

説教 や記事 ，賛 美歌 を活用 す る こ と を

検 討 して みて くだ さい 。

第 １課 一 父 な る 神

ゴー ドン・Ｂ・ヒン ク レー 「御 父 と御 子 と

聖 霊 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ３月 号 ， ２－９

ジェー ムズ ・Ｅ・フ ァウス ト「唯 一 の ，ま こ

との 神 で い ます あ な た とイエ ス ・キ リス ト

とを知 る」『リア ホ ナ』１９９９年 ２月号 ，２－６

Ｓ・マ イ ケ ル ・ウ ィル コ ソク ス 「わ た しの

ほ か に ， な に もの を も神 と して は な ら な

い 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ２月 号 ， ２６－３３

第 ２課 救 い 主 を 知 る

ラ ッセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン「わ た した ち の

主 キ リス トな る イ エ ス 」『リア ホ ナ 』

２０００年 ４月 号 ， ４－１９

ジ ェ フ リー ・Ｒ・ホ ラン ド「きて ご らん な

さい 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ８月 号 ， ４４－４８

シェ リー ・Ｌ・デ ュ ー 「唯 一 の チ ャ ンス 」

『リアホ ナ 』１９９９年 ７月 号 ， ７７－７９
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「主 に来 たれ」『賛美 歌 』６７番

第 ３課 一 日 々福 音 に 従 う

ジェ フ リー ・Ｒ・ホ ラ ン ド「確 信 を放 棄 し

て は い け な い 」『リア ホ ナ 』２０００年 ６月 号 ，

３４－４２

ロー リー ・リフ ズ ィー 「リー サ ル 高 校 へ

よ うこ そ 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ５月 号 ，

１０－１５

リン ダ ・バ ン ・オ ー デ ン「主 を 第 一 に 置

く」『聖 徒 の 道 』１９９８年 １１月 号 ，４２－４５

第 ４課 永 遠 の伴侶 となる準備

ゴー ドン・Ｂ・ヒンクレー「主の光 の中 を

歩 む」『リアホナ』１９９９年 １月号 １０８－１１１

リチャー ド・Ｇ・スコソト「偉 大 な幸福 の

計 画 を実 践 する」『聖徒 の道 』１９９７年 ユ月

号 ，８４－８６

「日の栄 えの結 婚」『聖徒 の道 』１９９８年

１０月号 ，２５

第 ５課一 家庭 に霊的 な雰 囲気 を作 る

Ｍ ・ラソセ ル・バ ラー ド「消 せ ない 炎 の

ように」『リアホナ』１９９９年 ７月号 ，１０２－

１０５

「どうした ら自分の家庭 をもっと幸せ で

霊 的なところにす ることがで きるで しょう

か」『聖徒 の道 』１９９８年 ８月号 ，２６－２９

「愛 ある家 は」『賛美 歌 』１８６番

細 唄

第 ６課一 女性 としての教 える責 任

ゴー トン・Ｂ・ヒンクレー「母 親 としての

最 も大 きなチ ャレンジ」『リアホナ』２００１

年 １月号 ，１１２－１１５

ボイ ド・Ｋ・パ ノカー 「子 どもたちを教 え

なさい」『リアホナ』２０００年 ５月号，１４－２３

ロナル ド・Ｌ・ナイ トン「子 どもの最 良 の
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教 師 とな る」『リアホ ナ』２００１年 ６月号 ，

３６－４３

「主 よ霊 感 もて」『賛美 歌』１８２番

第 ７課 人 生の 目的

トーマ ス ・Ｓ・モ ンソ ン「日の栄 えへ の

旅 」『リアホナ』１９９９年 ７月号 ，１１５－１１８

ラ ソセル ・Ｍ ・ネル ソン「わ た した ちは

神 の子 であ る」『リアホナ』１９９９年 １月号 ，

９４－９７

「み 旨の まま行 かん」「賛 美歌 』１７２番

第 ８課一 永 遠の家 族

ヘ ンリー ・Ｂ・ア イリング「家 族 」『聖徒

の道 』１９９８年 １０月号 ，１２－２３

アル フォ ンソ・カス トロ・ベ スケ ズ 「永

遠 の 家 族 が 欲 しい の です 」『リア ホナ 』

２０００年 ８月号 ，２６－２８

「家 族 は永 遠 に」『賛美歌 』１８７番

第 ９課 家 族 の 一 致 を は ぐ くむ

トー マ ス ・Ｓ・モ ンソ ン 「永 遠 の 家 庭 を

築 き上 げ る 」『リア 亦 ナ 』１９９９年 １０月 号 ，

２－７

ヘ ン リー ・Ｂ・ア イ リン ク 「わ た した ち が

一 つ とな れ る よ うに」『聖 徒 の 道 』１９９８年

７月 号 ， ７０－７２

ロハ ー ト・Ｅ ・ウ エ ル ズ 「寄 り合 い 家 族

を 一 つ の 家 族 に す る に は 」『リア ホ ナ 』

１９９９年 ６月 号 ， ２８－３５

タ ミー ・モ ン ロー 「ヘ ン と読 ん だ モ ル モ

ン書 」『リア ホナ 』２０００年 ５月 号 ， １０－ １２

「家 庭 の 愛 」『賛 美 歌 』１８１番

第 １０課一 楽 しい家 族 の活動

大 管長 会 「大 管 長会 か らの手紙 」『リア

ホナ』１９９９年 １２月号 ，１
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ポー ル ・ラ ンズ 「家 庭 の夕 べ は完全 で

あ る必 要 は ない 」『リア ホナ』１９９９年 ８月

号，４４－４７

Ｄ・レイ ・トーマ ス「より堅 固 な家 族 を築

くための提案 」『リアホナ』１９９９年 １２月号 ，

３０－３２

第 ｌｌ課 親 族の輪 を広 げ る

ロバ ー ト・Ｄ・ヘ イルズ 「家 族 を強 め る

こと わ たしたちに託 され た神 聖 な義

務」「リアホナ』１９９９年 ７月号 ，３７－４０

デニス ・Ｂ・ノイエ ンシュバ ンダー「永遠

の 家 族 の きず な を結 ぶ 橋 」『リアホ ナ 』

１９９９年 ７月 号 ，９９－１０１

第 １２課 神 権 の 祝 福

ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッカ ー 「す べ て の 長 老 ，

そ レて す べ て の 女 性 が 知 って お くべ きこ

と」『聖 徒 の 道 』１９９４年 １１月 号 ， １５－２４

レイ ・Ｈ ・ウ ッ ド「神 の 子 の よ うで あ っ

て 」『リアホ ナ 』１９９９年 ７月 号 ， ４８－４９

カ ー ス テ ィ ン ・セ イ フ ァ ー ／ バ ー ジ ッ

タ ・ス トラ ン ドバ ー グ 「レ ナ ー ドが お ぼ れ

た １」「リァホ ナ 』１９９９年 １１月 号 ， １０－ １１

フー コ・レ イ「わ た しの 手 の うち にあ った

神 権 」「聖 徒 の 道 』１９９８年 ９月号 ，３２－３３
♂

第 １３課 神 権 は 家 族 を 祝 福 す る

ラ ッセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン「羊 飼 い ， 小 羊 ，

そ し て ホ ー ム テ ィー チ ャ ー 」『リ ア ホ ナ 』

１９９９年 ４月 号 ，４２－４８

Ｄ・リー ・トブ ラー 「神 権 と家 庭 」『リア ホ

ナ 』１９９９年 ７月 号 ， ５１－５２

第 １４課 わた した ちに はす ば らしい

伝 統 があ る

ジェフリー ・Ｒ・ホラ ンド「窓 辺 に降 り立

つ鳩 の ように」『リアホナ』２０００年 ７月号 ，

９０－９３

ス ティーブ ン・Ｂ・オーブ ソン「わた した

ち の遺 産 」『リア ホ ナ』２０００年 １月 号 ，

３４－３６

「長 き沈 黙破 りて 出づ」『賛 美歌 』１０番

第 １５課 イスラエル の家 に与 えられ る

祝 福

ジェームズ ・Ｅ・フ ァウス ト「神 よ， どう

か， わた しを探 って ，わが心 を知 って く

だ さい」『聖徒 の道 』１９９８年 ７月号 ，１９－２２

ラ ッセ ル ・Ｍ ・ネ ル ソ ン 「誓 約 に あ ず か

る者 」『聖 徒 の 道 』１９９５年 ７月 号 ， ３５－３９

マ ー ビ ン ・Ｋ・ガ ー ドナ ー 「『町 か らひ と

り， 氏 族 か らふ た り』 ウ ク ライ ナ ，チ

ェ ル ニ ゴ フに お け る教 会 の 始 ま り」『リア

ホ ナ 』１９９９年 ４月 号 ， ３６－４１

第 １６課 エ ンダ ウメ ント
きよ

ボ イ ド・Ｋ ・パ ッカ ー 「聖 き宮 居 」『聖 徒

の 道 』１９９２年 ６月 号 ， １４－２３

ジ ュ リ ア ・ハ ー デ ル 「神 殿 へ の 旅 」「聖

徒 の 道 』１９９７年 ２月 号 ， ８－９

ク テ カ ・カム レテ 「ザ イ ー ル か ら主 の 宮

へ 」『聖 徒 の道 』１９９７年 ８月 号 ， ８－９

第 １７課 神殿 参 入の備 え

ジェームズ ・Ｅ・ファウス ト「永 遠 ，わた

したちの行 く末 」「聖徒 の道 』１９９７年 ７月

号 ，２１－２３

バ ー バ ラ ・ジー ン・ジ ョー ンズ 「ふ さわ

しい生 活 ，ただ いま建 設 中 Ｕ『リアホナ』

２０００年 ｌｌ月号 ，８－１３

タマ ラ ・リーサ ム ・ベ イ リー「神 殿 に 定

期 的 に参 入す るタイプの 人」『リアホ ナ』

１９９９年 ５月号 ，４６－４８

「い とまされ る」『賛 美歌 』１５８番

第 １８課 神 殿結 婚

リチ ャー ド・Ｇ・スコッ ト「神 殿 の祝 福 を

受 ける」『リアホナ』１９９９年 ７月号 ，２９－３１

「持 続 す る愛 を養 う」『リアホ ナ』２０００

年 ５月号 ，２５

「日の栄 えの結 婚」『聖徒 の 道』１９９８年

１０月号 ，２５

第 １９課 伝 統

デ ビ ッ ド・Ｂ・ヘ イ ト「強 い リンク とな る」

『リア ホ ナ 』２００１年 １月 号 ， ２３－２５

リチ ャー ド・Ｇ・ス コ ッ ト「幸 福 に 至 る 障

壁 を取 り除 く」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ７月 号 ，

９２－９５

ドナ ル ド・Ｌ・ホ ー ル ス トロ ム 「義 にか な

っ た伝 統 を育 て る 」『リ ア ホ ナ 』２００１年 １

月 号 ， ３４－３５

第 ２０課 宣 教 師の責 任を理 解す る

Ｌ・トム・ペ リー 「チ ャレンジを受 け入 れ

る」『リアホナ』１９９９年 ９月号 ，４４－４７

ロジ ャー ・テ リー 「もう一 人 だけ」『リア

リアホナ／２００２年 １月号

／２５

ホ ナ 』２０００年 ３月号 ，４６－４８

ロ ー リー ・リ ブ ジー 「わ た しは 行 っ て

行 い ます 」『聖 徒 の 道 』１９９８年 ２月 号 ，８－１１

第２１課 福音を分かち合うζとを学ぶ
かぎ

Ｍ ・ラ ッセ ル ・バ ラー ド「会 員 が 鍵 で あ

る」『リアホ ナ 』２０００年 ９月 号 ， １２－２１

メ ア リー ・エ レ ン・ス ム ー ト「わ た した ち
み て

は神 の御手 に使 われる者です∫リアホナ』

２００１年 １月号 ，１０３－１０６

クリス ティー ・ギ ルズ／ シェー ン・ワイ

ズ「周 囲 を見 渡 し機 会 を見 いだす 」『リア

ホナ』２０００年 ３月号 ，８－１０

第 ２２課 永 遠 を見 通す 目

ジェフリー ・Ｒ・ホラン ド「すで に現 れ た

祝福 の大祭 司 」『リアホナ』２０００年 １月号 ，

４２－４５

ジ ェイ・Ｅ・ジェ ンセ ン「常 に永 遠 の視

野 に立 って考 える」『リアホナ』２０００年 ７

月号 ，３２－３３

「恐 れず 来た れ，聖徒 」『賛美 歌』１７番

第 ２３課 障 害 を乗 り越 える

ニール ・Ａ・マ ックスウェル「世 の誘 いと

誘惑 」『リアホナ』２００１年 １月号 ，４３－４６

Ｌ・アルデ ィン・ポー ター 「しか しわた し

た ち は， 彼 らの こ とを気 に留 めな か っ

た」『リァホナ』１９９９年 ４月号 ，３０－３４

第 ２４課 選 択 の 自 由

ジ ョセ ブ ・Ｂ ・ワ ー ス リ ン 「あ な た の 選

び 」「聖 徒 の 道 』１９９８年 １１月 号 ，４６－４８

リチ ャー ド・Ｇ・ス コ ッ ト「正 しか れ 」『リ

アホ ナ 』２００１年 ３月 号 ， １０－１７

シ ャ ロ ン ・Ｇ・ラー セ ン「祝 福 で あ り重 荷

で もあ る選 択 の 自 由 」『リア ホ ナ 』２０００年

１月 号 ， １２－ １４

「選 べ ， 正 義 を」『賛 美 歌 』１５２番

第 ２５課 従 順

ジ ェー ムズ ・Ｅ・フ ァウス ト「従 順 自由

へ の 道 」『リア ホナ 』１９９９年 ７月号 ，５３－５６

ロ バ ー ト・Ｄ ・ヘ イル ズ 「バ プ テ ス マ の

聖 約 王 国 にあ っ て 王 国 の もの とな る」

『リア ホ ナ 』２００１年 １月 号 ，６－９

デ ナ リー ・チ ャ ッ プ マ ン「３つ の 質 問 」

『リアホ ナ 』２０００年 １１月 号 ， ４６－４７

．．一＿ ＿ 」
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リアホナ／２００２年１月号

１２６

チ ャー チ ・ニ ュース

大会の土曜日午後の部会で支持の挙手を受ける

ために教会役員の名前を提示する，

ジェームズ ・Ｅ・ファウスト副管長

七十人 ，若い男性 ，

日曜学校の異動

で に ２００１年 ６月 に発 表 され てい

すた七 十 人会 長 会 の異 動 が ， 総 大

会 土 曜 日午後 の部 会 で教 会員 によ り支

持 され た。 さらに七 十人 の会 員 ９人が 解

任 され ，２４人 の地 域 幹部 七 十 人 も解 任

され た。そ して新 たに ３人 の地域 幹 部七

十 人 が召 され ， 日曜 学校 お よび 若 い男

性 の会 長会 が再 組織 された。

七 十 人 会 長 会 は Ｌ・アル デ ィン・ポ ー

ター長老 とマー リン・Ｋ ・ジェ ンセ ン長 老

に代 わ り， 新 たな 会 員 として チ ャー ル

ズ ・デ ィデ ィエ 長 老 とセ シル ・０ ・サ ミュ

エ ル ソン ・ジュニ ア長 老 が 支 持 され た 。

ポー ター長 老 は解 任 され ， 名 誉 幹 部 の

称号 を受 けた 。 ジェ ンセ ン長老 は２００１

年 ８月に ヨーロッパ 中央地 域会 長 会で働

くよう召 され た。

サ ミュエ ル ソ ン長 老 は新 たに 中央 日

曜 学 校 会 長 に召 され ， ジョン・Ｈ ・グロ

ーバ ーグ長 老 とリチ ャー ド・Ｊ・メイ ンズ

長 老 が 副 会 長 に召 され た 。 ジ ェンセ ン

長 老 は中 央 日曜 学 校 会 長 を解 任 され ，

ニール ・Ｌ・ア ンダーセ ン長 老 とジ ョン・

Ｈ ・グローバ ー グ長 老 もジェ ンセ ン長 老

の副 会 長 を解任 された。



七 十 人 の Ｆ ・メル ビ ン・ハ モ ン ド長 老

が新 たに 中央 若 い男 性 会 長 として， グ

レン・Ｌ ・ペ イス 長老 とスペ ンサ ー ・Ｊ・

コンデ ィー 長 老 が 副 会 長 として 支 持 さ

れ た。 これ まで 中央 若 い男 性 会 長 とし

て働 いて きたロバ ー ト・Ｋ ・デ レンバ ック

長老 は ８月 に，太 平 洋 諸 島 地域 会長 会

で働 くよう召 され た。デ レンバ ック長老

は この大 会 で 副 会 長 のハ モ ンド長 老 と

ジョン・Ｍ ・マ ドセ ン長 老 とともに解 任 さ

れた。

ポ ー ター 長 老 の ほ か に ジ ョン ・Ｋ ・カー

マ ック長 老 ， ボ ー ン ・Ｊ・フ ェザ ー ス トー

ン長 老 ， Ｌ ・ライ オ ネ ル ・ケ ン ドリッ ク長

老 ， レ ックス ・Ｄ ・ビ ネ ガー 長 老 も七 十 人

第 一 定 員 会 か ら解 任 さ れ ， 名 誉 幹 部 の

称 号 を与 え られ た 。

ほか に 中 央 幹 部 を解 任 と な っ た の は，

七 十 人 第 二 定 員 会 会 員 の リチ ャ ー ド・

Ｅ ・ク ック 長 老 ， ウ ェ イ ン ・Ｍ ・バ ン コ ッ

ク長 老 ，リチ ャー ド・Ｂ ・ワー ス リン長 老 ，

レイ ・Ｈ ・ウ ッ ド長 老 の ４人 で あ る 。 □

２００１年９月 １４日にタバナクル で行 われた追悼集会 で話をす るゴー ドン ・Ｂ ・ヒ：ンク レー大管長 。

同時多発テロ事件後，

人道的支援を行った

教会は人々を慰め，

００１年 ９月 ｌｌ日， ニ ュ ー ヨー ク， ワ

２シン トンＤ．Ｃ．お よび ペ ンシルベ ニ

アで起 きた 同 時多 発 テ ロ事 件後 ，教 会

の指導 者 は平 和 と慰 めのメ ッセー ジを送

った。 この事件 で ５人の 末 日聖徒 が亡 く

なったと報告 されている。

カリフォル ニア 州 ロサ ンゼ ルス ・サ ン

タモニ カステー ク，サ ンタモ ニカ第 ２ワ

ー ドのキ ャロリン・マ イヤ ー ・ビューグ姉

妹 （４８歳）とその母 親でユ タ州 ケイズ ビル

東 ステーク，ケイズ ビル第 １７ワー ドの メ

アリー ・ア リス・ウォールス トロム姉妹 （７５

歳 ）は， ニュー ヨー ク市 の世 界 貿易 セン

ター に激 突 した最 初 の飛 行 機 に搭 乗 し

てい た。 二 人 は ビュー グ姉 妹 の双 子 の

娘 たち を大 学 に送 り届 け， そ の帰 路 に

あった。

ニ ューヨー ク州 リッチ モ ンドヒル地 方

部 ， リッチモ ンドヒル 第 ３支 部 のアイバ

ン・ルイス ・カル ピオ ・バ ウティス タ兄 弟

（２４歳 ）は， 事件 当時 世界 貿 易 セ ンター

の 北側 タワー， １０７階にあ るレス トラン

で働 いて いた。９月１１日は 自分 の誕生 日

だ った ため 休 暇 を取 る予 定 で いた が ，

当 日同僚 に代 わって働 くことを引 き受 け

たのであった。

バー ジニア州 マウ ントバ ーノ ンステー

ク， クリス タル シテ ィーワー ドの ブ レー

デ ィー ・ハ ウエ ル兄弟 （２６歳 ）とバ ージニ

ア州マ ウン トバ ーノ ンステー ク， レー ク

リッジ第 ２ワー ドの ロンダ・ラズム ッセ ン

姉 妹 （４４歳 ）は， ワシン トンＤ．Ｃ．の国 防
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総 省 の 建 物 へ の 激 突 の 際 亡 くな った。

ハ ウエル 兄弟 は合 衆 国 海 軍 で働 く公 務

員 だった。 ラズム ッセ ン姉 妹 は陸軍 担 当

の予 算 アナ リス トだ った。 ２６年 問連 れ

添 ったラズ ムッセ ン姉 妹 の夫 も同 じ建 物

で働 いていたが ，無 事 だった。

大 管 長 会 は 同時 多発 テロ事 件 の 一報

を聞 いて間 もな く，次 の声 明 を出 した。

「本 日起 きた この無 差別 テ ロ事 件で ，亡

くなられ たまたは負 傷 された， 愛す る家

族 ， 友 人 ， 同僚 を持 つ 人 々に心 か らお

見 舞 い を 申 し上 げ ます。 この悪 意 に満

ち た襲 撃事 件 の 罪 のな い犠牲 者の 方 々

のた めに，祈 りをささげ ます 。わ た した

ち は天 の御 父 に， この悲 惨 な事 件 に対

応す る〔ジ ョー ジ・Ｗ ・〕ブッシュ 〔合 衆国〕

大統 領 とそ の顧 問団 を導 いて くだ さるよ

う願 い求 めるものです 。

この 困難 な時 を乗 り越 え られ る よう，

救 い主 の平 安 と愛 が わた したちを慰め ，

導 いて くだ さるよう， わた したちは人 々

とともに祈 ります。」

９月１１日の夜 ，予 定 されてい たモルモ

ンタバナ クル合 唱 団の コンサ ー トは追悼

式 に変 更 された。 その席 で， ゴー ドン・

Ｂ・ヒンクレー大管 長 は次 のように語 った。

「今 は暗 雲が 立 ち込 めてい ます が，恐 怖

と怒 りの厚 い雲 の 問には， 光 り輝 く神の
みすがた

御 子 の神 聖 です ば らしい 御 姿 が あ りま

す、御 子 こそ， この状 況 下の わた したち

が信 頼 を寄 せ るべ き御方 なのです。」

ヒンク レー大管 長 は，ブ ッシュ大 統領

が 「祈 りと回想 の国 民の 日」と定め た ９月

１４日， テレビ番 組の 「ラリー ・キ ング ラで

ブ』（Ｌａｒｒｙ ＫｉｎｇＬｉｖｅ）とソル トレーク・

タバ ナクルでの追 悼式 の両 方で ，同様の

信 仰 と慰 めのメ ッセー ジを送 った。 ヒン

ク レー大 管 長 は次 の ように語 った。 「わ

た したちは死 者 を呼び戻 す ことはで きま
み な

せん。 しか し天の御 父 の御 名 を呼び，苦

しんでい る人たちが慰 め られ，痛みが 和

らげ られ るよう求 めることはで きます。」
つるぎ すき

また ，人 が その剣 を打 ちか えて鋤 とし，

もはや 戦 いの ことを学 ばない 日 （イザヤ

２：４参 照 ）が 訪 れ るの を天の御 父 が早

めて くださるとい う希 望 を述 べ た。 この

追悼 式 には， 大 管長 会 ， 十二 使徒 定員

会，その ほか の中央 幹 部 とタバナ クル合

唱 団が 出席 した 。 この式 の模 様 は合 衆



国中 の教 会 集会所 に 中継 され た。

９月２０日， ヒンク レー大 管 長 とその ほ

か の宗教 指 導者 ２６人 が ブ ッシュ合衆 国

大統 領 に招 かれ ，ホ ワイ トハ ウスで会見

した 。 ブ ッシ ュ大 統 領 は こう語 った 。

「わた しは この ように心 強 く感 じたことは

あ りませ ん。 この力 は神 か ら来 た もので

す 。」大 統領 は指導 者 たちに， 国の安 全

の ため に， そ して大 統 領 に知 恵 ， 力 ，

正 しい判 断力 が授 け られる ように祈 って

ほ しいと語 った。

ブ ッシュ大 統 領 は集 まった指 導 者 に

意 見 を求 め た。 ヒンク レー大 管 長 は次

の ように述べ た。 「大統 領 ， わた したち

が 大統 領 を支 持 してい ることを知 ってい

ただ きた い と思 い ます。 わた したちは大

統 領 のために祈 ってい ます。 わた した ち

は神 の導 きの下 にあ るこの 国を愛 してい

ます 。」

大 管 長 会の 要請 を受 け ，合 衆 国 中の

教会 ユニ ットは９月１６日の 日曜 日， 特別
せいさん

な追悼 聖 餐 会 を開 いた 。 また， 世界 中

の 教会 員が ， 家 族 を失 った 人 々に愛 と

奉仕 の手 を差 し伸べ た。 ニューヨー クや

各 地 の空 港 で 立 ち往 生 した 人 々に， 家

や集会所 を開放 した会員 も多 くいた。

教 会 が ア メリカ赤 十 字 に寄 付 した人

道 的援 助 基 金 の 大 半 は， 捜 索 ・救 助 活

動 ，緊 急 食糧 や 宿 泊所 ，そ のほか の必

要 な支 援 に利 用 され た。．赤 十 字 の ソル

トレーク支 部 は，ソル トレーク・シティー

に足 止 めされ た旅 行 客 の食 糧 と宿 泊所

を確 保 す るた め に寄付 金 の 一 部 を充 て

た。 さらにニューヨー ク市の 犠牲 者の 家

族 にも支援 が なされ た。

１０月９日，大 管長 会 はアフガニスタン

難民 に毛布 ，衛 生 用 品の セ ット， 医 療

品 ，新生 児用 品のセ ットを送 ることを承

認 した。 □

◎ 国際機 関 誌 『リアホナ』日本 語版 編集 室

〒１０６－００４７ 東 京都 港 区 南麻 布 ５－１０－

３０ 末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会

ＴＥＬＯ３（３４４０）２６６６ ＦＡＸＯ３（３４４０）３２７５

電子メール Ｌｉａｈｏｎａ－ｊｐ＠ｌｄｓｃｈｕｒｃｈ．ｏｒｇ

◎国 際機 関誌 『リアホナ』のお 届け，

その他 商品 に関す るお問 い合せ は

教会 配送 セ ンター

ＴＥＬＤ３（５６６８）３３９１ ＦＡＸＤ３（５６６８）３３９２

ｗｗｗ．ｍｏｒｍｏｎ．ｏｒｇのホームペー ジを利用す ると ，

教会 に関する様々な質 問について調べ ることがで きる。

新しいウェブサイトで福音を分かち合う

会は福音を広めるための新たな手

教段 を導 入 した 。 教 会 の 公 式 イ ン

ター ネットサ イ トｗｗｗ．ｍｏｒｍｏｎ．ｏｒｇで

は， 個 人 で福 音 につ い て詳 しく学 ぶ こ

とが で きる。

２００１年 １０月 ５日に発 表 された この ウ

ェブ サ イ トにつ いて ， 翌 日の総 大 会 で

十 二使 徒 定員 会 の ダリン・Ｈ ・オー クス

長老 も次 の ように言 及 してい る。 「１９世

紀 に ちらしが作 成 され， ２０世 紀 にラジ

オや テレビ， フィルムの利用 が 始 まった

と同様 に， この新 しい 方 法が 持 つ 可 能

性 にわた したちは胸躍 らせ てい ます。 …

…教 会 員 は友 達 か ら質 問 を受 け た際 ，

このサ イ トを使 って答 える ことがで きま

す。直 接質 問 に答 えることもで きます し，

友達 にサ イ トを開 いて みる ように言 うこ

ともで きます 。」

Ｍ ｏｒ皿ｏｎ．ｏｒｇが発 表 され てか らの ３

日問で ， この ウェブ サイ トへ のアクセス

件 数 は ９万 ３，４３３件 に上 った。 そ してモ

ルモ ン書 の注 文 が １５１件 ，宣 教 師 の訪

問 の希 望 は３６件 あ った。 アフリカ，アジ

ア，オース トラリア，南 太平洋諸 国，西 イ

ンド諸 島， ヨーロッパ，中東 および北ア

メ リカ，南 アメリカ，中央 アメリカのイ ン

ターネッ ト利用者 か らア クセスが あった。

Ｍｏｒｍｏｎ．ｏｒｇは音声 ，画 像 ，文 章 に

よ り教 会 の基 本 的 な原 則 を ，分 か りや

す く率 直 な言葉 を使 って説 明 している。

内 容 は「教会 」「家 族」「神 の属性 」「人生 の

目的」の ４つ のメ インテ ーマ に分 か れて

いる。

それぞ れのメインテーマの画 面 には幾

つ かの 見 出 しが 列 挙 され て お り， 見 出

しを選 択 することで そのテーマ について

の 基本 的 な情 報 が 掲 載 され た画 面 を表

示 で きるようになってい る。 そ してその
る

画 面 か らさらに別 の関 連 項 目の 画面 を

表 示 させ るこ とが で きる。 また ，その テ

ーマ に関 連 す る
， 教 会 制作 の ビデオや

大 管 長 会 と十 二 使 徒 定員 会 会 員 の話 か

ら抜 粋 した音 声 また は映 像 を選 択 す る

こともで きる。 もっと詳 しく学 び たい 人

は宣教 師の 訪 問 を要 請 した り， 教 会 出

版物 や ビデ オの送付 を請求 した り， また

は集 会 所 検 索 機 能 （現 在 は合 衆 国 内 と

カナダ 国 内の み）で 最寄 りのユ ニ ッ トを

探 した りすることがで きる。

Ｍｏｒｍｏｎ．ｏｒｇで 得 られ るそ の ほかの

情 報 には，社 会 問題 ，神 学 ，教 会 の方針

に関す る質疑 応答 集，育 児 ，家 族 関係 ，

コミュニケー シ ョンに関する情報， また

利用者が 福音 関係の用語 を理解 す るため

の検索機能 の付 いた用語集 な どがあ る。

教 会 員 は友人 にこのウェブサイ トのペ

ージを電 子 メールで送 った り，福 音 をテ

ーマ にしたグ リー ティングカー ドを送 っ

た りして活 用 す ることが で きる。 これ ら

のサー ビスは無料 で利 用 できる。

Ｍｏｒｍｏｎ．ｏｒｇは現 在 英 語の みで 利用

で きるが ， 教 会 の指 導 者 は， いず れ ほ

かの多 くの言 語で も利 用可 能 になると述

べて いる。 □

リアホナ／２００２年 １月号
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